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は じ め に 


この だ び は 、 シャ ヤー プ パ ー ソ ナル ワー クス テー ショ ン 「X68000」 を お 買い 上 げ ば いた だ だき 、 ま こと に 
あり が と うつ ご ざい まし た 。 

本 書 は 、X68000 を 十分 に 活用 し て いた を だ くだ め の ガ イド ブツ ク で す 。 才 機器 の 接続 の 仕 詞 お ら 、 実 
際 の 作業 の 仕 詞 まで わが り や すぐ 解説 し て あり ます 。 

X68000 を 正しく ご 使用 い を だく だめ に 、 本 書 を 大 切 に 保管 し 、 未 永く ご 愛用 いた だ きま す よ うお 叉 
い 申 し 上 げ ま す 。 


下図 は 、X68000 に 同 机 の 5 冊 の マニ ユア ル の 互い の 関係 を 示し て いま す 。X68000 に 初め て 人 触れ 
る 万 は 、 本 書 「 取扱 説明 書 」 を 最初 に お 読み くだ さい 。 そ の 後 、 他 の マニ ュ ユア ル へ と 進む の が 標準 的 
な 読み 万 で す 9。 


・X-BASIC で プロ グラ ム を 作る 
・X-BASIC で 作 つ た だ プログ ラム を 使う 


BASIC マ ニュ ユア ル 


・ 原稿 や 書類 な ど と いつ だ 文書 を 
作成 する 
・ 牟 文 書 を 編集 する 


本 書 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サザ 操作 説明 書 


・ 辞 書 デ イス ク の メン テ ナ ン ス を 
合 

・ 付 属 の ゲー ム (プラ ディ ウス ) 
で 遊ぶ 


ユー ティ リティ ソフ ト ・ ゲ ー ム ソフ ト 説 明 書 


・ フ ァイル 操作 や ディ スン 操作 を 行う 

・ 様々 な 環境 設定 を 行う 

・ 付属 の エディ タ で テキ スト ファ イル を 
作る 


Human68k ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 


@) 


マニ ュ ア ル の 使い 方 


ご の マニ ュ コア ル は 、X68000 を 正 し ぐ 使用 し て いた だ こく だめ の 操作 ガイ ド で きす 。 本 書 は 、 大 きぐ 分 け 
て 「 取 扱 説明 編 」 (第 1 部 ) と 「 使 い 万 編 」 (第 2 部 、 第 3 部 ) ガ ら な り ま す 。 前半 の 取扱 説明 編 で 
は 、 パ ッ ツケ ー ジ 内 容 や 機器 の 接続 の 仕方 X68000 の 基本 的 な 取り 扱い 万 法 と 注意 事項 な お ど に つい て 説 
明 し て いま す 。 ご 使用 前 に ゆず お 読み くだ さい 。 

使い 万 編 は 、 さ ら に 2 つの 部 分 に 分 お れ て いま す 。 「 基 本 的 な 使い 万 」( 第 2 部 ) で は 、 起動 方 法 や 
作業 の 手順 な は ど と いつ た 基本 操作 を 「 ビ ジ ユ ア ル シ エ ル 」 を 中 帆 に 説明 し 、「 より 高度 な 使い 方 」( 第 
3 部) で 、 日 本 語 処理 な ど そ れ 以 外 の 操作 に つい て 解説 し て いま す 。 ま ず 、 「 基本 的 な 使い 万 」 に 書 ガ 
れ て いる 手順 に 従っ て 、 実 際 に 本 機 を 使 つ て みて くだ さい 。 ビ ジコ ユア ル シ エ ル の 基本 操作 が 習得 で き 
た ら 、 一 通り の 作業 は 行え ます 。「 よ り 高 度 な 使い 亡 」j に つい て は 、 順 番 に 読ま な ぐ て も 結構 で す 。 
要 な と き に 、 和正 要 な と ころ だ け お 読み ぐだ さい 。 

まだ 、Appendix に は 資料 と し て 、 シス テム の 拡張 の 仕方 、X68000 の スペ ッ ク や 洗 種 文字 の コー 
ド 表 が まとめ て あり ます の で 、 適 宜 ご 利用 べ ぐだ さい 。 


・ 本 機 の 特長 
第 1 部 取扱 説明 編 | ・ 設 置 ・ 接 続 の 仕 亡 
・ 取扱 上 の 注意 


・ 起 動 び ら 終 了 ま で 
・ デスク ド ツ ブ 上 で の 
作業 の 進め 方 


・ ア イコ ン の 種類 と 機能 ・ 日 本 語 を 入力 する 
・ 首 アイ コン の 使い 亡 ・ ガ な 漢字 変換 の 万 法 
・ キ ー 操 作 一 臣 


(②) 


な お 、 本 機 に は 本 書 の 他 に 、 以 下 の マ ニュ アル が 用 意 さ れ て いま す 。 


人 @ BASIC マニ ユア ル 
X-BASIC 言語 の 文法 を 、 詳し ぐ ご 解説 し て いま す 。 プロ プラ ミン グ ブ の 際 に 参照 し て くだ さい 。 


コー ティ リティ ソフ ト 、 ゲ ー ム ソフ ト 説 明 書 
「 辞 書 デ イス ク 保 守 ユ ー テ ィ リ ティ 」 な どの ユー ティ リティ プロ ブラ ハム の 使用 記法 、 お よび 同 梱 し だ 
ゲー ム の 遊び 万 に つい て 解説 し て いま す 。 それぞれ の 用 途 に 応じ て ご 覧 くだ さい 。 


@ 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サザ 操作 説明 書 
使い や すぐ 機能 の 豊富 な 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ ツ サ の 使い 万 を 解説 し て いま す 。 


人 @ Human68k ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 
本 機 の た め に オリ ジ ナ ル 開 発 さ きれ た オペ レー ティ ング シス テム Human68k の 機能 と その 使い 万 
に つい て 解説 し て いま す 。 


※ バ ッ ク ア ッ プ ディ ス フ の 作成 に つい て 

お 買い 上 げ い た だ いた X68000 に は 、 シス テム ディ スク を は じ め 、 種々 の プロ プラム や デー マガ 公 
まれ た 大 切な ディ ス フ が 添付 ほ され て いま す 。 こ ご これ ら の ディ スク フ を 不慮 の 事故 か ら 守 る た め に 、 ご 使用 
に な る 前 に は 必ず バッ フカ アッ プ コ ピー を 作成 し 、 バッ フ ア ッ プ コ ピー の 方 を お 使い くだ さい 。 バツ フ 
アッ プ コ ピー の 作成 方 法 に つい て は 、 第 2 部 の 、「2 .1 ディ スク アイ コン 」、「2.2 コピ ー ア イコ 
ン 」 で 詳し ぐ 説 明 し て いま す の で 、 そ ちら を 参照 し て くだ さい 。 


Appendix 


・ 周辺 機器 一 覧 

・ コ ネタ の 入出 力 信号 
・ 漢字 コ ー ド 表 

な ど ご 


・ キ ー 操 作 で 専用 ディ スプ レイ ー デ ベク に W ツ WP モー に と ・ 画面 を その まま プリ ント 
テレ ビ を コン トロ ー ル する コマ ンド モー ド の 違い する 
・ ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ の 使い 万 ・ コ マン ドモ ー ド に 入る 


(③) 


は じじ めじ に (1) 
マニ ュ ア ル の 使い 方 の COOCOO つ TKYOVCCCLLPOOUCKODCKIYAX (2) 


第 1 部 取扱 説明 編 


1. X68000 の 特長 と 全体 の 様子 
1 概要 た 3 
邊 ウ 特 長 dd si が あの eeig 人 ae 3 
3 61 本 機構 成 まき の 。 veroe 電 ea oko が な oisS le き NG. 5 
2. 箱 の 中 に 入 つ て いる も の の 確認 5 
3. 各部 の 名 称 と 機能 8 
31 コン ピュ ユー タタ 本体 O の 前面 …… で oo 8 
3.2 コン ピュ ユー 本 体 の 後面 2 人 お 99 る 8. お まさる 519epiieie ee Sea は ais 12 
4. 取り 扱い で 注意 する こと 17 
4 1 こん な と ころ に 置い て くだ さい 昌和 PPT1LCK12CLETKECIDCKOGCYLXOP。 17 
4.2 避 だ ん 使う と き に は … oo 18 
4.3 電源 に つい て PP と PPPOELCYOCOCCCOOOOOODLICCCOLCUUKOCOPCTYOOOLKLLDD 20 
5.。 コー ドー ご ケー ラル を つなぐ 22 
5.1 接続 する 前 の 注意 点 …… ド oo 22 
5.2 キー ボー ド 、 マウ ス * トラ ツク ボー ル を つなぐ 2 ダ 党 esaieiatese ieis swieis (695 23 
5.3 ディス プレ イ 装 置 を つなぐ 3203 お Sa Sa ip gd186 Sm520p さ 986. の 6eeoeoe:s の する 24 
5.4 その 他 の 周辺 装置 を つなぐ 3 計る る 4 805 お 9 の ea 67 を 309re の 820iaie 26 


(④) 


6.1 キー ボー ド EPSGEOCL2HPCH2DCK を な を OPCOOGOI ス の を 2 だ (で G の IP だ に だけ PPP 27 
日 特 珠 キ ーー トド oo 28 
信 主 に 文字 入力 に 関係 する キー 28 

仙 主 に 議 宇 編集 に 関 孫 きる キー hheeeeeeetteentee2denetdeec<ohoerrkzsreersesksaoeae 29 
借主 に 日 本 語 入力 の 際 に 使う キー Irie 30 

口 定 セラ タタ キー ーー 31 
ロロ その 他 の キー ii 33 
@ テ シキ ーー 33 

で ファ ち ン クシ ョ シン キー 33 

人 @ 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ コ ン トロ ー- ル 33 

6.2 マウ ス ・ ト ラッ フク ポー- ル で iii 34 
円 欄 3 秩 で いで パパ ツバ の パト で ドド m ememaSCaressucnav vveoamzzaget emieecrtenEf3ozs 34 
円 機能 と 特 杖 -……ー… バ ババ が etrrkoarivcofe2y dPHESK を AP を EAR MS oe eKwPv ky 35 
円 貫 し erovvezVt synct seg2offersreesss yavsaaesesisse isss 37 
口 取扱 上 の ご 注意 ri 38 
6.3 フロ ッッ ピー ディ スク 人 39 
ロフ ロッ ピー ディ スク の 構造 ………ーー ド oo 39 

口 取扱 上 の ご 注意 0 の re 40 
ロフ ロッ ピー ディ スク の セッ トー だ 41 
ロディ スク ドラ イプ 取扱 上 の ご 注意 | で 司 人 …q ド ドド momorertrereeneer・ 42 


(⑤) 


第 2 部 基本 的 な 使い 方 一 - ビ ジュ アル シエル を 使う ラー 一 


使用 開始 か がら 終了 まで 44 
1.1 電源 の ON、OFF、 リ セッ トー oo 44 
①). 寺 湖 を 入れ る 前 に の ememrerterrrttteetetfSTRt < NPG256eazzSers esa 44 
2) 電源 を 入れ る (OND eee ドド 邊 人 RAMemrtefeeeedresrer 44 
0 手記 下関 9 和 rssssemn 45 
〈④ リッ ト す る 46 
め シス テム ハム ディ スク を 入れ る 由 す CCCCCCOCDOLPLCCOO つ LOL て KOKCOOCLY EK し 、 に OL 47 
1.3 起動 -- デ ス フ ト ッ フ 画面 で em 47 
1.4 マウ ス ・ ト ラッ ツ フ ボー ル の 使い 方 io 48 
〈 コ ラム 〉 友 手 で マウ ス ・ ト ラッ フク ボー ル を お 使い に な る 人 の だ め に …… ee 53 
15 フイ コン と は oh 54 
Ti) 刀 イ ゴツ 仙 議 の ゼイ コウ ドニ ーー ドド 54 
(2) ウィ ンド ウ 内 の ァ イ エ ンド に 56 
〈 コ ラム ハ 〉 ファ イル 名 の 付け 方 に つて or 58 
16 ウィ ンド ウ の 使い 方 0 の oe 59 
PS ' 届 イジ RON 揚 症 oe 59 
(⑫) ウイ ント の 和 を 尊皇 る ae essekR2. 60 
(3③) ウィ ンド 9 を 開 じ る hh 62 
(4 ウ ァ ツチ イア 凍え 63 
5) Pr 9 の 者 動 半 間 ニトロ い emeeneteto 和 ee 64 
6) ウィン ドウ 内 の 情報 を スクロール する … の oo 65 
< つ ラム ティ レク ウト ロリ お 住い トー で mu の トニ トペ mmm 67 
17 コマ ンド メニ ュー の 使い 方 うつ "OPC に は に て トイ スス イス CO いつ OO コス フイ エス 68 
ロコ マン ドメニコ ュー と は III 68 
①) Information (ファ イル 情報 の 表示 う … で の lime 69 
②) Open (フォ ル ゲ ザー の ウィ ンド ウゥ を 関 く ) oo 70 
C3) emarmma 《 フ ァ イ 放 名 0 商 是 ooo Savernn 72 
(4) Look Name、Look Date、Look Size( ア イコ ン 表 示 形 式 の 設定 )……………… 73 
(5 Sorling < アイ コツ OMRO 位 移 う の の や metmrranenteeeoneedehaneeearsmeenres 74 
(80 WIG Sald (フラ イヤ 必 N 間 間 ) 76 
7. 還 、 入 だ 0 り の 放 有 PIE 生生 eee 77 
1.8 作業 の 終了 … び で eo 77 
〈 コ ラム 〉 ファ イル の 指定 方 法 …… で te 79 
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2. 全 種 の アイ コン の 使い 亡 80 
前 デイ スタ アイ コツ シ PPCCUDPCPCCPLYYCCOPCCCCCC た CPPCLCCPCCCLCCCCPPCCLLCCCCCPCCLLLPCCLCCCOLLLLOCLL た ん 80 
①) アイ コン の の 形 …… ド ドド 80 
(2②) ディ スク 内 の 情報 を 見 る (ディ ス フ の ウイン ドウ を 開く) ee 81 
(39) ディ スク メニ ュー の 使い 方 … ぐ 0 の l( ー ド ee 82 
[elreil0 1HU】8 隊 CPKCKCEGR22 ら SPECEX を の SPY た KK3 YKPOPLOPCKTAPLCPEECCKCCCIXYP CPP と 83 
Or 84 
Close/EleGt ee 84 
WoIUTNBNISTN ooo の 33eee dvie ssdy eg yetyatdds eee tsmeeie higescieeicdies 84 
OCZdeetie es SASRiadene2ideoeadicdiaieosee< 84 

2.2 コピ ー ア イコ ンド 86 
19 アイ コン の 衣 … で の の の の ドロ ドッ ジロ の の he yns 86 
(2) ファ イル の = ニ ピ ーー 86 
(3 フォ ル ダ ー の = コピ ーー ドド ee 89 
(4) ディ スク の コピ ー OTC YY すい て し し て し て PPEXLKY OLL LC 89 
(5) フラ ァイル や フォ ル ダ ー の 移動 …… ド ドド ie 93 
2.3 ニュ ー フ オル ダー アイ コン 94 
①) アイ コン の の 形 … 上 eee 94 
(2) メニ ュー の 便り し 95 
Op 95 

CIOSB に ee 96 

(3) 新しい フォ ル ダ ー の 作り mm 96 
(4) フォ ル ダ ー の 内 容 を 上 る に は ooo 99 
2.4 ご み 箱 わ イ コン ドド mm 100 
①⑪) イィ こ ン の 形 の IOIriOrOoOIh 100 
②) スニ ュー の 人 感 【\ ………ーーーーー… ツ バー ツバ ババ バー 101 
Er 101 
Op 101 

ClOSB oo 101 

(39⑨) ファ イル を 処分 する Io 102 
(4) フォ ル ダ ー を 処分 す る oe 104 
(5) ご み 箱 の 中 を の ぞ で oo 104 
(6⑥) ご み 箱 に 捨て だ た ファ イル を 拾い 出す ierreerererrerrnre 105 


(7) 


2.5 プリ ンタ ァ イ コ ンー ドド 106 
①) アイ コン > の 形 … ド ooo 106 
(2) ファ イル の 内 容 を プリ ンタ に 出 カ する oe 107 
(3) デス フク トップ 画面 の ハー ドコ ビー- を と る oo 108 

26 デア ダダ 本 サ リリ アイ コン 生き: は (5 の 人 7809 湯泊 109 
①) アイ コン の 形 … ド om 109 
②) 時 計 の 使い oe 110 
(3③ ソフ トキ ー ボ ー ド の 使い 万 (Keyboard う ooo 110 
(4) メモ 帳 の 使い 万 て Note フ うー 112 
(5) 電話 帳 の 使い 万 CTelephone DirectoryD eee 113 
(6) カレ ンダー の 使い 方 (CalendarDO ooo 115 
⑦) コン トロ ー ル パネ ル の 使い 万 (Control PaneD no oe 115 
(8) アイ コン メン テ ナ ン ス の 使い 方 (lcon Maintenance う で "ooo 117 
(9) タイ マー の 合い 方 て TimerD ee 120 
〈 コ ラム )〉 実行 ファ イル と パラ メー タマ ……… ド oo 123 

27 フク フリッツ プ ボ ー ド アイ ニュ ニン ドド 124 
①) アイ コン > の 形 ……ー ド ドド 124 
(2) フリ リ ソ ッ プ ボー ド y 使 い (oo 124 
(3) フク リリ ソ ッ プ ボー ド へ 情報 を 書き 込む oe 125 
(4) フ ! バ ソ ッ プ ボー ドガ ら 情 報 を 取り 出す roo 128 


⑧) 


遇 


: 


3. 


4. 


第 3 部 より の 高度 な 使い 方 


日 本 語 を 入力 する 一 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ 一 139 

1.1 イツ ト 占 ダフ ショ ヨウ ーー ドド Cakea sisesseie・ 132 
商 隊 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ ツ サ と は 生生 132 
人 操作 訪 法 PCOPKCKX1 ス に と KC て CK で CYP た チイ や (いい 2 132 
1 の 1 日 本 語 FP の 起動 ………ー ド トド ee 133 
1.2 2 入力 モー ド PKKCRCYOPKHT XYK ス を (1 て CLDCKOP PC に で に に KR 134 
人 是 守 の 学 画 機能 me 134 
変 換 モ 一 135 
8 | 目 本 語 双 字 の 久 力 と 交 人 ギー 135 
但 キ ー ボ ー ド のび 天 熊 (to…… ド に に 135 

但 芝 補 の 2 137 

倫 文 節 め 切 析 自在 恋 える に は の の の の qc00 00acoeeeenkuseseseecian ce 141 
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ママ ベタ ミン る 


1.20。 血 w 援 


1.1 概 要 


本 機 は 、 新 し い 設 計 思 想 に 従 つて 開発 され だ 「 パ ー ソ ナル ワー クス テー ショ ン 」 で す 。 

ワー クス テー ショ ン と は 、 あ な だ が 自由 に 目的 を 決め 、 自由 に 使う こと が で きる シス テム で す 。 
X68000 で は 、 日 本 語 の 文書 を 処理 する こと は も ちろ ん 、 プ ロブ ラム の 開発 も ゲー ム プ レイ も 、 高 速 で 
親しみ や すい すぐ れ だ 環境 の 中 で 行う こと が で きま す 。 

X68000 は 、CPU に 高速 処理 と 広い アド レス 空間 を 誇る 16 ビッ トマ イク ロロ プロセッサ 68000 を 
搭載 し 、 メ イン メモ リ に は 1M バイ ト を 標準 装備 し て お り 、 ス ケー ル の 大 き お なお パー ソナ ルコ ン ピ ュ ユー タイ 
と な つて いま す 。 

豊富 な 色 数 ・ 細 密 な ド ツ ト 数 な ご の すぐ れ だ ブラ フィ ッ ン 機能 を 始め 、 リ アル な お 昔 作り を 楽し め る 
サウ ンド 機能 、 豊 富 に そろ え だ を イン ター フエ イス に よる 幅広 い 拡 張 竹 な ど 、 ど の 部 分 を と つて みて も 
充実 し だ 機能 を 満載 し て いま す 。 

X68000 で は 、「 ビ ッ ト マ ツ プ 」 と 呼ば れる 方 式 で 画面 に 表示 し た 「 デ スク トッ ツ プ 」 を 作業 机 と 見 な 
し 、 これ まで は キー ボー ド を 使 つて 行っ て い だ 操 作 の ほとん ど を 、 デス フト ッ プ 中 の 「 ア イコ ン 、 と 
ば れる シン ボル マー ク と 、 新 開発 の ツウ ス ・ ト ラッツ フク ボ ー ル で 行い ます 。 ほ ん の 少し の 基本 操作 を 
覚え て いた だ くだけ で 、 画面 が び ま る で 机 の 上 で ある ガ が の よう に 作業 で きま す 。 

親しみ や すい 高 性 能 マ シン 一 一 これ が X68000 で す 。 


1.2 特 長 


@ ハ イコ ン パ フト 設計 
シャ ヤー プ の 高度 な 集積 技術 、 実 装 技術 か ら 生 まれ た ハイ コン パク ト 設 計 で 、 ス タイ ル を 一 新 し ま し 
た 。 


@ CPU に 68000 を 搭載 
メモ リア ドレ ッ シ ン グ 16M バイ ト 、 内 部 演算 アー キテ クチ ヤー 32 ビッツ ト を 誇る 68000CPU を 採 
用 。 し が も クロ ッ ツク 10MHz で 高速 駆動 し て いま す 。 


@ 2M バイ ト の 大 容量 メモ リ 

68000 の 広大 な アド レス 空間 を 生か ガ し て 、 テキ スト 、 プラ フィ ッ ク 、 スプ ライ ト の 3 画面 を 独立 構 
造 で 装備 し まし た 。 標準 で メイ ン メ モリ 1M バイ ト 、 テキ スト VRAM512K バイ ト 、 プラ フィ ッ フ 
VRAM512K バイ ト 、 スプ ライ ト VRAM32K バイ ト 、 スタ ティ ッ ク フク RAM16K バイ ト と 、 全 2M バイ 
ト の 大 容量 RAM を 標準 搭載 し て いま す 。 


1 . X68000 の 特長 と 全体 の 様子 


人 @ 独 自 の ユー ザー フレ ンド リー OS 

シス テム の 起動 か サ ら アプ リケーション の 選択 ・ 操 作 ま で 、 ビ ジコ ユア ル シ エ ル で 行う 独自 の ユー ザー 
フレ ンド リー OS を 採用 し まし た 。 人 入力 装 置 と し て 、 ス イツ チ の 切り 替え で トラ ッ ク ボ ー ル に も な 
る 、 新 開発 の ツウ ス ・ ト ラ ツ フ ボー ル を 用 意 し まし た 。 も ちろ ん ワー プロ な どの 日 本 語 入力 に も 、 プ 
ログ ラム 入力 に も 使い や すさ を 配慮 し た フル キー ボー ド も 装備 を れ て いま す 。 


久 強 力 な 日 本 語 処理 機能 

JIS 第 1/ 第 2 水準 漢字 ROM の 搭載 は も ちろ ん の こと 、 ガ な 漢字 変換 用 の ソフ トウ ェ ア と し て 、 日 
本 語 入 カフ ロン ト プ ロ セツ サ を サポ ー ト 。2 文節 最長 一 致 法 と いつ 高度 お 文法 処理 に も と づい だ 、 効 率 
的 な 連 文 節 が な 漢字 変換 を 実現 し て いま す 。 

文字 フォ ント も 、 全角 文字 (24X24/16X16 ドッ ト )、 半 角 文 字 (12X24/8X16 ドッ ト )、1/4 角 
文字 (12X12/8X8 ドッ ト ) の マル チ フ オン ト を 装備 。 数 式 や 化学 式 に も 対応 し 、 多 彩 な 文字 表現 が 
可能 で す 。 


人 @ 高 精細 度 自然 色 プ ラフ ィ ッ フ 機 能 

・ ブ プラ フィ ッ ク 画 面 だ な け で な く 、 テキ スト 画面 に も ビッツ ト マップ 万 式 を 採用 。 

・ テ キス ト 、 ブ グラ フィック 表示 と も 、 1024X1024 ドッ ト の 実 画面 ら 、 最大 768X512 ド ツ ト を 表 
示 で きる 擬似 高 解像度 表示 能力 を 持つ て いま す 。 

・512X512 ドッ トモ ー ド で は 、 ド ッ ト 単 位 に 65536 色 中 任意 の 色 指 定 が で きま す 。 

・ 新 開発 スプ ライ ト IC に より 、 級 密 な キヤ ラフ クタ を スハ ムー ズ に 動 が の す こと が で きま す 。 

・512X512 ドッ ツ ト の 疑似 高 解像度 スー パー イン ポー ズ ( イ ンタ ー レ ー ス 方 式 ) で 、 テレ ビ 画 像 や ビ 
デオ 画像 と 高 精 細 度 お コン ピ ユ ー タ 画面 を 重ね 合わ せ て 表示 する こと が 可能 で す 。 ま だ 専用 ディ 
スプ レイ テレ ビ は 、 本 機 と 接続 し た まま で 、 テレ ビ 番 組 の 選 局 や 音量 の 調節 な ど と いつ だ 主 な お 操 
作 を 、 キー ボー ドガ ら コン トロ ー ル で きま す 。 


@ ス テレ オズ 対応 FM 音源 と ADPCM 機能 

リア ル な サウ ンド 作り を 楽し め る ステ レオ タイ プ 8 オフ ター ブ 8 重 和音 FM 音源 を 採用 。 ザイ ナミ 
ッ ツ フ な ステ レオ シン セ サ イ ザー サウ ンド の 世界 が 広がり ます 。 また 、 ADPCM 方 式 の 音声 デジ タイ ズ 
機能 を 装備 し まし た の で 、 声 や 音楽 を 原音 に 近い 音声 ファ イル と し て 取り 込み 、 い つ で も 再生 する こ 
と が で きま す 。 


@ 1MB 5 イン チ フ ロッ ピー ディ ス フ ド ライ ブ 2 基 内 蔵 

記憶 容量 1M バイ ト の 5 イン チミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 2 標 準 装備 。 また オー トロ ー 
ド 、 オ ー ト イジ ェクト 機構 を 採用 し て いま す の で 、 誤操作 な ど に よる 人 危険 か ら デ ィ ス ク を 守り 、 ド ラ 
イブ まわ り も す つ きり と し て いま す 。 


人 @ 充 実 の イン ター フエ イス 

吉 度 な 処理 能力 を 備え だ コン ピュ ユー タ に ふさ わし い 、 将 来 性 を 考慮 し た 多彩 な が イン ター フエ イス を 
標準 装備 。 ハ ー ド ディ スク や RS-232C イン ター フエ イス は も ちろ ん 、 オー ディ オ 入 出力 端子 、 イメ 
ー ジ 入力 端 、 立体 視 端 子 な ご で 、 独 自 の 機能 が ひろ が り ま す 。 


1.3 本 機構 成 


1.3 本 機構 成 


〈CPU 部 〉 

信 メ イン CPU は 、 内 部 32 ビッ ト 、 外 部 16 ビッ ト の 68000 (フロ ッ ク 10MH2Z) 
人 新開 発 の スプ ライ ト IC、 キ ー ボ ー ド に は サブ CPU を 使用 

@ 1M バイ ト 5 イ ンチ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 2 量 内 蔵 

人 @ 先 進 の ビ ツ トマ ツ プ 表示 


〈ROM〉 
@ IPL HOM 128KB 
@ CG HOM (JIS 第 1・ 第 2 水準 漢字 、1/4 骨 文 字 含 お む ) 768KB 


〈RAM〉 
但 ス イン メモ リ 1MB (12MB まで 抗 張 可 ) 
念 VRAM 
・ テ キス ト 用 (ビッ トマ ッ ツガ ) 512KB 
・ プ ラフ ィ ッ ク 用 (ビッ トマ ッ プ ) 512KB 
・ ス プラ イト 用 32KB 
人 @ ス ツテ ィ ッ フク RAM 16KB 
〈 キ ー ボ ー ド 部 〉 


@ シ リン ドリ カル スカ ルプ チ ヤ ー タ イプ の フル キー ボー ド 
@ ビ パレート タイ プ ASCI| 準拠 カナ 付 
テンキー、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 0 個 ) 装備 


〈 マ ウス ・ ト ラッ フ ボ ー ル 部 〉 
@ ス イッ ツチ 切り 替え で トラ ツク ボー ル に も な る 新開 発 デ だ バ イス 


(シス テム 拡張 〉 
人 @ 豊 富 な 内 蔵 イ ンタ ー フ エイ ス 
・ プ リン タイ ンマ ター フェ イス (セン トロ ニク ス 社 仕様 に 塗 拠 ) 
・ ジ ヨイ ステ ィ ッ クイ ンタ ダー フェ イス (アタ リ 社 仕様 に 準拠 )X2 個 
・ ア ナ ロ ゾ RGB 信号 出力 イン ター フエ イス 
・ 音声 ライ ン 入 出力 
・ RS-232C イン ター ラ エ イス 
・ 外 部 プロ MM ビー ディ スク イラ ター フエ イス 
・ バ ハー ド デ ィ スク イン ター フェ イス (SCSI Small Computer System Interface) 規格 準拠 ) 
ウス イン ター ラキ イダ 
* イメ ー ジ 入力 イラ ター ラ エ イス (ププ ショ ン の カラ ー イ メー ジコ ヨ ニ ッ ト (GZ-6VT13 用 》 
人 @ 拡 天 |/O スロ ッ ト - 本体 に 2 スロット 内 蔵 
・ 種 々 の イン ター フエ イス ボー ド を 接続 可能 


箱 の 中 に 入 つ て いる 
ろ も の の 確認 


2 . 箱 の 中 に 入 つ て いる も の の 確認 


お 買い 上 げ い だ だ い だ シ ヤー プ X68000 の パッ ツケ ー ジ の 中 に は 、 次 の も の が 入 つ て いま す 。 中 身 を 
取り 出し て 確認 し て くだ さい 。 万 一 無い も の が あり まし た ら 、 お 買い 求め の 販売 店 まで ご 連絡 願い ま 
す 9。 


④① コ ン ピ ュ ユー タ 本 体 
②@ キ ー ボ ー ド 
③ マ ウス ・ ト ラッツ クボ ー ル 


③④ マニ ュ ア ル 
・ 取 扱 説明 書 (本 書 ) 
・BASIC マニ ユア ル 
・ ユ ー テ ィ リ ティ ソフ ト 、 ゲ ー ム ソフ ト 説 明 書 
・ 日 本 語 ワ ー ド プロ セツ サザ 操作 説明 書 
・Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル 


ケー ブル 
・ ア ナ ロ グ RGB 信号 ケー ブル 
・ テ レビ ピヨ ウト ロー ルー ラル 


⑮ フ ロッ ピー ディ ラウ 
・ シ ステ ム デ イィ スク ( 芝 X-BASIC) 
・ 日 本 語 ワ ー ド プロ セツ サディ スク 
・ 琴 書 ディ スク 
ーー (ブラ ディ ウ の 


⑦ 保 証書 その 他 
・ 保 証書 
・ お 客 様 ご 相談 窓口 一 覧 表 
・ フ ァ ン クシ ョ ン ラ ベル (4 枚 ) 
・ プロ ッ ピ ー デ ヂ ディスク ドラ イブ ナン ルー 表示 ラベ ル 
・ キー ドッ ワラ 
・ 日 本 語 処 理 用 ラベ ル 
・ カ ー ド プラ (2 個 ) 


づ 合 部 の 名 称 ご 機能 


ここ で は 、 X68000 の 各部 の 名 称 と 機能 こつ いて 説明 し ます 。 難 コネ クタ な どの 接続 記法 に つい て 
は 、「5 . コー ド 、 ケー ブル を つなぐ 」 を ご 覧 くだ さい 。 


う .1 コン ピュ ユー 本 体 の 前 面 


HIGHRESO. TIMER_POWER 


人 
| |@@@ 


一 一 


JI 


3.1 コン ピュ ユー 本 体 の 前 面 


⑦① ド ライ ブ プア フ セ ス 表示 用 ラン プ 
5 シッ チラ フロ ルッ ピー デイ スク を デイ ズ ク ド ラ ヲ 
イブ に 挿入 する と 、 緑 の ラン プ が 点灯 し ます 。 
ディ スク の 動作 中 は 赤い ラン プ が 点灯 し ます 。 
ディ スク の 挿入 を 促す と き は 、 緑 の ラン プ が 
点滅 し ます 。 


5 イン チ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イプ 
ここ に 8 イン ヂ フ ロウ ビー ディ スン を 入 覆 
ます 。 ディス ク の 入れ 方 に 関し て は 、 本 章 '6 . 
キー ボー ド 、 マ ウス 、 ディ スク に つい て 」 を 
参照 し て くだ さい 。 


イジ ェクト ボタ ン (EJECT) 
ボタ ン の ラン プ が 点灯 し て いる と き 、 この ボ 
タン を 押す と 、 フ ロッ ピー ディ スク を ディ ス 
ク ド ラ イブ が ガ ら 取り 出す こと が で きま す 。 デ 
イス ク の 取り 出し 万 に 関し て は 、「6 . キー ボ 
ー ド 、 マウ ス 、 ディ スク に つい て 」 を 参照 し 
て くだ さい 。 


ヘッ ド ホ ン 端 子 (PHONES) 
ご ご こ に お ま ぼ 持 ちの へ ヘッド ホン の プラ グ ブ を 差し 
込め ば 、 コン ピコ ユー タ ミ ュ ー ジ ッ フ を ステ レ 
オ で 楽し び むこ と が で きま す 。 


ジョ イス ティ ッ ン 用 コネ クタ (JOY STICK 1) 
ゲー ム な ど で ジ ヨイ ステ ィ ッ ツク を 使い を いと 
き は 、 こ こ に 市 販 の ジョ イス ティ イッ ク (アタ 

リ 社 仕様 準拠 5) を 接続 し ます 。 ご この ほ が 、 

コン ピ ユ ー タ の 後面 に も も う 1 箇所 ジョイ ス 

ティ イッ ク 用 コネ フタ が 用 意 さ れ て いま す の で 、 

ご これら を 同時 に 使え ば 、 二 人 で ゲー ム を 楽し 

お こと が で きま す 。 


3 . 将 部 の 名 称 と 機能 


@ 電 源 ス イッ ツチ (POWER) 
コン ピュ ー タ を 動 お みす と き は 、 コ ンピュータ 
の 後面 の メイ ン 電 源 ス イッ チ を 入 ^ (ON) 
に し て ガ ら 、 ご の スイ ッ チ を ^ 入 (ON) に 
し ます 。 な お お 、 ディ ス フ ド ライ ブ な どの 動作 
中 に この スイ ッ ツチ を 誤っ て \ 功 "(OFF) に レ 
て も 、 すぐ に は 電源 が 切れ な いよ うな 機能 が 
付加 され て いま す 。 電源 スイ ッ ツチ に つい て 詳 

c- 和 あ 。 ⑩ し こぐ は 、 第 2 部 「1 .1 電源 の ON、OFF、 

リセ ッ ト 」 を 参照 し て くだ さい 。 


HIGH RESO. TIMER_POWER 


音量 調整 ボリ ユー (VOLUME) 

内 蔵 ス ピー カー と へ ヘ ツ ド ホ ン の 音量 を 調節 す 
る つま み で す 。 左 に 回 す と 音 が 小さ ぐ な り 、 
右 に 回 す と 音 ガ 大 きぐ な り ま す 。 


キー ボー ドコ ネ ク (KEY BOARD) 
ご ご に キー ボー ド を 接続 し ます 。 キー ボー ド 
に いで は 、 本 昔 き 6 . ギー ボー ド 、 マ ウス 、 
ディ スク に つい て 」 を 参照 し て くだ さい 。 


マウ ス 用 コネ フタ (MOUSE) 
ご こ に マウ ス ・ ト ラッ ツク フク ボール を 接続 し ます 。 
マウ ス 用 の コネ クタ は 、 ご この 他 キ ー ボ ー ド に 
も 2 箇所 用 意 ご され て いま す 。 マ ウス ・ ト ラッ 
クボ ー ル に つい て は 、 本 章 「6 . キー ボー ド 、 
マウ ス 、 ディ スク に つい て 」 を 参照 し て くだ 
さい 。 


⑯ イ ンジ ケー タ 部 
*POWER”、^TIMER"、“HIGH RESO . “の 
表示 が あり ます 。 電源 (POWER) ラン プ は 
後面 の メイ ン 電 源 ス イッ チ だ けが 入 つ て いる 
と き 赤 色 に 、 さ ら に 前 面 の 電源 スイ ツチ が 人 入 
る と 緑色 に 点灯 し ます 。 また 、 タ イマ ー や 後 
部 の リモ ー ト コネ クタ の 信号 に よ つ て 電源 が 

* 入 ” (ON) 状態 に な つて いる と き 、 お よび 
前 面 の 電源 スイ ツチ が “和信” (ON) ガ ら 切 
(OFF) 状態 に ほれ て が ガ ら 実際 に 電源 が 切ら 
れる まで の 間 は 、 緑 色 に 点滅 し ます 。 
だ だ し 、 タイ マー に より 電源 ガバ 入 ? (ON) 
し て ガ ら 1 分 間 は 緑色 に 点灯 し 、 そ の 後 は 緑 


の 点滅 に 変わ り ま す 。 

タイ マー (TIMER) ラン プ は 内 蔵 の 電子 タ 
イマ ー が ガセ ッ ツ ッ ト され て いる と き 、 高 解像度 
(HIGH RESO . ) ラン プ は ディ スプ レイ の 
解 優 度 を 表す 水平 同期 周波 数 が 31kHz の と 
き に 、 そ れ ぞ れ 赤 色 に 点灯 し ます 。 ま だ 、 
イマ ー に よっ つて 電源 が “ 入 " (ON) に な る 
と 、 ダ イマ ー ラ ンプ は 点滅 し ます 。 ダ イマ ー 
に つい て は 、 第 2 部 「2.6 デス クア クセ サ 
リア イコ ン 」 を ご 覧 くだ さい 。 


⑪ リ セッ トス イッ ツチ (RESET) 

プロ ブラ ム が 止ま うら なく な つた と き な ど 、 ご 
の リセ ッ ツ ト ス イツ チ を 押し ます 。 ご れ を 押す 
と 、 コ ンピュータ は 電源 スイ ツチ を 入れ だ と 
きこ と 同じ 状態 に な り ま す 。 


3.1 コン ピコ ユー 本体 の 前 面 


⑯⑫ イ ンタ ラプ トス イッ チ (INTERRUPT) 


ビジ ユア ル シ エ ル を お 使い で ある 限り 、 見 か 
け 上 は ⑩⑪ の リセ ツ ト ス イッ チ と 同じ 動作 を レ 
ます 。 リセ ツ ト ドス イチ と イン ダラ ブ プ ト ヌ え イ 
ツチ と の 違い の 詳細 に つい て は 、 第 2 部 「1.1 
電源 の ON、OFF、 リリ セッ ト 」 を ご 覧 くだ さい 。 


⑬ キ ヤリ ング ハン ドル 


本 体 を 移動 させ だり 、 持 ち 運ぶ と き に は 、 こ 

の キヤ リン ブ グ ハ ン ドル を 使い ます 。 キ ヤリ ン 

ブ ハ ン ドル を 使う と き に は 、 ハン ドル を 上 か 

ら 軽 ぐ く 押 し て ぐだ さい 。 自動 的 に 出 て きま す 。 
も う 1 度 押 す と 本 体 に 収まり ます 。 
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3 . 台 部 の 名 称 と 機能 


3.2 コン ピュ ー タ 本 体 の 後面 


1.1/O SLOT-2 | 


の の < 
の Z 


TV CONTROL 
SEE THROUGH 
COLOR 


9 ⑳⑳ @ 
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1-I/OSLOT-2 | | 


3.2 コン ピコ ユー 本体 の 後面 


④① ス ロッ トカ バー (|/O SLOT) 
拡張 ボー ド を 挿入 する と き は 、 ご これ を 取り 外 
し ます 。2 つの カバ ー が あり ます 。 拡 張 ボ ー ド 
の 取り 付け 方 に つい て は 、Appendix「A . 
シス テム 拡張 」 を 参照 し て くだ さい 。 


リモ ー ト コネ クタ (REMOTE) 
後面 の メイ ン 電 源 ス イッ ツチ を “人 入 ” (ON) に 
し て あれ ば 、 前 面 の 電源 スイ ツチ が * 切 / 
(OFF) に な つて いて も 、 ご の 端子 びら の 信 
号 に よ つ て 電源 スイ ツチ を “人 入 " に する こと 
が で きま す 。 


プリ ンタ 用 コネ クタ (PRINTER) 
別売 の プリ ンダ (CZ-8PK5、CZ-8PK6 な 
ご) を 接続 する を の の コネ クタ で す 。 セン ト 
ロニ クス 社 仕 様 準 拠 で す 。 
※ 本 機 で 使用 可能 な プリ ンタ は 、CZ-8PK3 
…6、CZ-8PC1、CZ-8PN1 で す 。 


④ フ レー ム ア ー ス (FG) 
シス テム を 拡張 する 場合 、 こ こと 外部 機器 こ 
の 間 を アー スケ ー ブ ル で 結び 、 光 機器 が 安定 
し た だ 動作 を する よう に 配慮 し だ 端 で 、2 箇 
所 あり ます 。 


⑤ 立 体 視 端子 (STEREOSCOPIC) 
立体 映 人 を 楽し びと き に 、 こ の 端子 を 使用 し 
ます 。 


@ 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ コ ン トロ ー ル 用 

コネ ク (TV CONTROL) 
同 机 の テレ ビ コ ン トロ ー ル ケー ブル で 、 専 用 
ディ スプ レイ テレ ビ (CZ 一 600D) と 接続 す 
る コネ クタ で す 。 ご これ を 接続 する こと に よ つ 
て 、 専用 デイ スプ レイ テレ ビ を 本 機 の キー ボ 
ー ド で コン トロ ー ル し だ り 、 タイ マー 設定 す 
る こと が で きま す 。 


3 . 台 部 の 名 称 と 機能 


⑦ シ ー ス ルー カラ ー 上 端子 
(SEE THROUGH COLOR) 
別売 の カラ ー イ メー ジコ ユニ ッ ト (CZ-6VT1) 
と 接続 する 端子 で す 。 ご これ を 接続 する こと に 
より 、 ビ デオ 画面 と コン ピ ユ ー タ 画面 と の 半 
透明 合成 スー パー イン ボー ズ ガ が 設定 で きま す 。 


1-!/OSLOT-2 陣 蘭 


の ⑧ イ メー 入力 用 コネ クタ (IMAGE IN) 

別売 の カラ ー イ メー ジコ ユニ ッ ト (CZ-6VT1) 
と 接続 する コネ フタ で す 。 ご れ を 接続 する ご 
と に より 、 テレ ビ ま だ は ビデ オ の 画像 デー タ 
(アナ ロブ デー タ ) を 取り 込み 、 デジ タル 信 


) 号 に 変 抱 し て 、/ パ ソコ ン 用 の 画面 デー タ ( デ 
ジタル デー タ ) と し て 、 ブラ フィ ッ ク VRAM 
に 書き 込む こと が で きま す 。 
③ 
アナ ログ RGB 信号 出力 用 コネ フタ 


(ANALOG RGB OUT) 
専用 ディ スプ レイ テレ ビ (CZ-600D) や アナ 
ログ RGB 入力 対 廊 の CRHT デ ィ ス プレ イ 

(CU-15M1 な ど ) と 接続 する コネ クタ で す 。 


⑩ RS-232C コネ クダ (RS-232C) 
RS-232C (通信 に 使わ れる 規格 ) 用 の コネ 
タ で す 。 モデ ム や 音響 カプ ラ 、 その ほか が RS- 
232C 規格 の イン ター フエ イス を 持つ だ 周辺 
機器 と 接続 で きま す 。 


9 @⑳ @ 
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コン ピュ ユー 本 体 の 後面 


⑪ オ ー デ ィ オ 入力 端子 (AUDIO IN) 
人 の 声 や 音楽 な ど を 、 オー ディ オア ンプ を 通 
じ て 入 力 する 端子 で す 。 入 力 し な 音声 な どの 
アナ ロブ デー タダ は 、BASIC の コマ ンド と 本 機 
の ADPCM 機能 こよ つ て デジ タル 化 さ れ 、 
音声 デー タ と し て メモ リ や ファ イル に 取り 込 
お こと が で きま す 。 


⑲ オ ー デ ィ オ 出力 端子 (AUDIO OUT) 
本 機 で 作 つ だ シン セ サ イ ザー 音 を 、 オ ー デ イィ 
オア ンプ に 出力 する 端子 で す 。 音量 の 調節 は 、 
オー ディ オア ンプ で 行っ て くだ さい 。 


ジョ イス ティ ッ ン 用 コネ クタ (JOY STICK 2) 
本 機 の 前 面 と 、 こ の 場所 に 2 筒 所 ジコ ヨイ ステ 
イッ ツク の 接続 コネ ノ タ が あり ます 。 


⑬⑭ 電源 コー ド 
AC100V の 電源 を 供 結 す る た め の 電 源 コ ー 
ド で す 。 


メイ ン 電 源 ス イッ ツチ (POWER) 

前 面 の 電源 スイ ツチ が “ 切 ”" (OFF) に な つて 
いて も 、 この スイ ッ チ が ガ “和信” (ON) な ら 
ば 、 テレ ビ コ ン トロ ー ル や タイ マー 制御 が 可 
能 で す 。 長期 間 本 機 を 使用 し な い 場 合 以外 は 、 
つね に 電源 を “ 入 " (ON) に し て お きま す 。 
完全 に 電源 を 切り だ いと き に は 、 こ ご の スイ ツ 
チ を " 切 ” (OFF) に し て ぐだ さい 。 電源 に つ 
いて 詳し く は 、 第 2 部 '1.1 電源 の ON、 
OFF、 リ セット 」 を 参照 し て ぐだ さい 。 


3 . 名 部 の 名 称 と 機能 


⑯ サ ービス コン セン ト (AC100V OUT) 

ディ スプ レイ 、 プ リン タ な どの 電源 (AC100V) 

を 、 300W まで この コン セン ト ガ ら 取 る こと 
が で きま す 。 サ ービス コン セン ト は 、 前 面 ・ 

後面 の 電源 スイ ツチ の 状態 で 入 " ガ 切 ” が ) 
に ガ か わら ず 、 コ ン ピ コ ユー タ 本 体 の 電源 プラ 
ブ が コン セン ト に 差し 込ま れ て いる 限り 通電 
され て いま す 。 


RNN 
の XX N 


MX 
NN 
NSK ⑰ 外部 フロ ッ ピ ビー ディス フ ドラ イブ 用 コネ フタ 
⑲ (EXPANSION FDD) 
別売 の 拡張 用 フロ ッ ピ ー デ ィ ス フ ド ライ ブ を 


接続 する コネ で す 。 


⑱ ハ ー ド ディ ス フ ド ライ ブ 用 コネ フタ 
(HARD DISK) 
別売 の ハー ド デ イ スク ドラ イブ (CZ-500H 
な ど ) を 接続 する コネ クタ で きす 。 SCSI 規格 準 
拠 で す 。 


人 ⑲ 強制 イジ エク ト ボ タン (DISK EJECT) 
前 面 う の イジ エフ クト ボタ ン を 押し て も ディ ス 
が 取り 出せ な い 場 合 (フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク 
ドラ イブ 内 に 紙片 ば 入 つた どき 等 )、 強 制 的 に 
フロ ッ ピ ー デ イィ ス フク を 取り 出す た め の ボ タン 
で す 。 ディ スク の 取り 出し 方 に つい て 詳し ぐ 
は 、 本 剤 『6. キー ボー ド 、 マウ ス 、 ディ スク 

⑯ に つい て 」 を 参照 し て くだ さい 。 
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の 取り 扱い で 注意 する こと 


4.1 こん な と ころ に 置い て くだ さい 


信 風 通し の 良い 場所 に 
コン ピコ ユー タダ に は 、 本 体 の 温度 上 昇 を 防ぐ だ 
め に 、 通 風 臣 が 設け られ て いま す 。 布 、 本 な ど 
を 通風 紀 の 上 に 置く な お ど し て ふさ が な いよ うに 
し て ぐだ さい 。 ま だ 、 コン ピ ユ ー タ を 風通し の 
悪い 、 狭い 場所 に 押し 込ま な いよ うに し て ぐだ 
さい 。 

と ぐに 、 本 機 は 空冷 ファ タン を 使っ つて お り ま す 
の で 、 コン ピコ ユー タ 本 体 の 後面 は 10cm 以上 ス 
ペー ス を と つて ぐだ さい 。 


人 @ 混 気 や ほこ り に 要 注 意 
湿気 の い 場 所 や 、 ほこ り の 多い 場所 に は 置 
が な いで ぐだ さい 改 障 の 原因 に な り ま す 。 


ーー 


私 だ ござ 


人 @ 直 称 日 光 を さけ て 

直射 日 光 の 当たる 場所 や 、 了 暖房 器具 の 近く に 
置か が か いで ぐだ さい 。 本体 お よび フロ ッ ピ ー デ 
ィ ス クノ を い だ め る 原因 と な り ま す 。 ま だ 、 極端 
な 低温 ・ 高 温 の 場所 に も 置 お な いで ぐだ さい 。 


人 @ 雑 音 対策 を 

雑音 の 多い 環境 で は 、 電源 に 混入 する 雑音 を 
ラフ イン フィ ルター な ご ど で 取 り 除 いて ぐだ さい 
まだ 、RGB 信 ケ ー ブ ル や テレ ビ コ ン トロ 
ー ル ケー ブル と 他 の 電源 コー ド と は 、 で きる だ 
け 離 し て お いて ぐだ さい 。 
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4 . 取り 扱い で 注意 する こと 


4.2 


ふだん 使う ときには 


@ 衝 撃 を 写 え な いで 

コン ピュ ユー タ は 精密 な 電 二 部品 で で き て いま 
す 。 落 と し た り 、 物 を ぶつ け だ り し て 、 本 体 に 
衝撃 を 与え な いで くだ さい 。 改 障 の 原因 に な り 
ます 。 


@ 水 や 異物 に 注意 

コン ピュ ユー タ の 内 部 に 、 液 状 の も の 、 針 や ピ 
ン な ご ど 金属 物 が 入る と 故障 の 原因 に な り ま す 。 
異物 ガザ 入ら な いよ うに ご 注意 くだ さい 。 

と ぐに 、 液状 の 異物 が 入 つ だ 場合 に は 、 す ぐ 
に 電源 差し に 込み プラ ブ を 抜き 、 お 買い 上 げ の 販 
売店 、 ま だ は も より の お 客 様 ご 相談 窓 ロ に ご ) 
絡 ぐ だ さい 。 


@ 画 面 の ヤケ に 注意 

コン ピュ コー タマ に 接続 され て いる ディ スプ レイ 
装置 の テレ ビ 画面 は 、 長 時 間 連 続 し て 同じ 点 を 
表示 し 続け る と 、 そ の 箇所 に ヤケ ( 点 の 輝度 が 
落ち だ り 、 に じん だ りす る こと ) が 生じ る こと 
が あり ます 。 長 時 間 の 連続 表示 を 行う 際 に は 、 
ディ スプ レイ の 沸 度 を 下げ て お 使い こく ださい 。 


4.2 ふだん 使う と き に は 


旬 コ ン ピ ビュ ユ ュー タマ に 機器 を つなぐ に は 

シヤ ー ブ 指 定 の 機器 を ご 使用 ください 。 指定 
機器 以外 の 使用 な ら び に 改造 は 、 故障 の 原因 
な る こと が あり ます 。 


念 活 れ を 取る に は 

汚れ は 、 桑 ら が い 布 に 水 ま だ は 中 性 洗剤 を 含 
ませ て 軽く い て ぐだ さい 。 ベン ジン 、 シン ナ 
ー な ど ご 揮発 性 の も の を 用 いる と 、 外 装 の 塗料 が 
落ち だ り 変 色 し た だ り し ます の で 、 絶 対 に 使用 し 
な いで ぐだ さい 。 


@ つ ゆめ つき に つい て 
つゆ つき ( 結 里 ) と は 、 空気 中 の 水 燕 気 が 冷 
却 され て 水滴 こ お なる こと で す 。 た と えば 、 暖 ガ 
い 部 屋 に 冷 を い 水 の 入 つ た コッ プ を 置く こと 、 表 
面 に 水滴 が つき ます が 、 ご この 現象 と 同じ よう に 
コン ピコ ユー タ 内 部 の 精密 部 吊 に も 水滴 が つく こ 
と が あり ます 。 つ ゆめ つき が 生じ る と 、 コ ン ピ ュ 
ー タ ガ 誤 動作 する こと が あり ます 。 
つゆ つき は 、 次 の よう な と き に お きやすい の 
で ご 注意 くだ さい 。 
・ 湿気 の 多い と ころ や 湯気 の を ちこ め て いる と 
es 
・ 球 いと ころ がら 起 に 暖 が いと ころ に 持ち 込ん 
だ と き 。 
・ 暖房 し た 直後 の 部 屋内 。 
・ エア コン 、 扇 風 機 な どの 冷風 が 直接 当たる と 
ご ろ 。 


4 . 取り 扱い で 注意 する こと 


4.3 電源 に つい て 


人 @ 電 源 コ ー ド の 取り 扱い は 

電源 コー ド に 傷 を つけ だ まま 使用 する と 危険 
で す 。 電源 コー ド を 机 や イス の 下 に 敷い だ り 、 
物 に は さん で 傷 を つけ な いよ うに ご 注意 くだ さ 
い 。 

また 、 電 源 コ ー ド を 抜 ぐ こと き は 、 秒 ず 差 し 込 
み プ ラグ を 持つ て 抜い て くだ さい 。 


@ AC100V で ご 使用 を 

電源 ・ 電 圧 は AC100V で ご 使用 くだ さい 。 電 
源 ・ 電 圧 が 極端 に 高 す つた り 、 低 が ひつ だ りす る 
と 故障 の 原因 と な り 、 十 分 性 能 が 発揮 で き な い 
場合 が あり ます 。 ご の よう な と き は 、 お 買い 上 
げ の 販売 店 、 ま だ は も より の お 客 様 ご 相談 窓 ロ 
に ご 相談 くだ さい 。 


@ 電 源 ス イッチ の \ 入 - 切 ” (ON/OFF) に つい て 
コン ピュ ー タ 動作 を 確実 に は る だ め 、 電 源 ス 
イッ ツチ の \ 入 - 切 "は 、10 秒 以 上 の 間 了 を あけ て 
操作 し て くだ さい 。 ま だ た 、 スイ ツチ の 入 つ た 状 
態 で 電源 プラ ブ を 抜き 差し し な いで ぐだ さい 。 
電源 スイ ツチ の “ 入 - 切 ” 操作 は 、 次 の 手順 で 
行 つ て くだ さい 。 


電源 ^ 入 ” の 場合 

④ 本 体 後面 の メイ ン 電 源 ス イッ ツチ を 和信" 
(ON) に し 

@ 本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ を “ 入 " (ON) に 
し て ぐだ さい 。 


電源 ` 切 ′ の 場合 

④ 本 体 前 面 の 電源 スイ ツチ を " 切 ” (OFF) 
に し 

@ 本 体 後面 の メイ ン 電 源 ス イツ チ を * 切 " 
(OFF) に し て ぐだ さい 。 


※ 万 一 故障 し た と き や 異 常 を 感じ だ 場合 は 使用 
を 中 止 し 、 お 買い 上 げ の 販売 店 、 ま だ は も よ 
り の お 客 様 ご 相談 窓 に ご 相談 くだ さい 。 
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@ メ イン 電源 スイ ツチ と キー ボー ド に つい て 

本 体 後面 の メイ ン 電 源 ス イッ チ を ^ 入 * (ON) 
に し た 状態 で 、 キー ボー ド を キー ボー ド 接 続 敵 
に 差し 込む と 、 誤動作 する こと が あり ます 。 
この 場合 は 、 キー ボー ド を 接続 端 了 に 差し 込ん 
だ まま 、 メ イン 電源 スイ ツチ を ` 切 ” (OFF) に 
し 、10 秒 ほ ご ど 置い て 再び ヾ 入 ” (ON) に し て ご 
だ さい 。 


人 @ 完 全 に 電源 を 切る に は 

コン ピコ ユー 本 体 の 前 面 に ある 電源 スイ ツチ 
を 切 つ た を だ け で は 、 完全 に 電源 が 切れ て いる わ 
け で は あり ませ ん 。 タ イマ ー 機 能 や 、 操作 キー 
に よる テレ ビ コ ン トロ ー ル 機能 が 側 ぐ 状態 で す 。 
完全 に 電源 を 切る に は 、 後面 の メイ ン 電 源 ス 
イチ を 7 (OF 的 選 じ で ざ 凡 きい p 


4.3 電源 に つい て 


信長 い 問 使用 し な い 場 合 は 

長い 間 お 使い に な ら な い 場 合 は 、 選 げ メイン 
電源 スイ ツチ を * 切 ” (OFF) に し た 後 、 電源 プ 
ラブ を コン セン ト ガ ら 抜 いて お いて ぐだ さい 。 


人 @ 電 波 障害 の 場合 は 

専用 ディ スプ レイ テレ ビ に 接続 し て ご 使用 の 
昌司 、 テ レビ 電波 の 強弱 こよ り 画面 に 絹 模 様 が 
出る こと が あり ます の で 、 ア ン テ ナ 線 に は 必ず 、 
同軸 ケー ブル (5C-2V) を ご 使用 くだ さい 。 


基準 に 適合 し て いま す 。 


と が あり ます 。 


し が し 、 本 機 を ラジ オ 、 テ レビ ジョ ン 受 信 機 に 近接 し て ご 使用 に な る と 受信 障害 の 原因 と な る こ 


この 取扱 説明 書 に 従 つ て 正しく 取り 扱 つ て くだ さい 。 


本 機 は 、 第 一 種 情報 装置 (住宅 地域 また は その 隣接 し た 地域 におい て 使用 され る べき 情報 装置 ) 
で 、 住宅 地域 で の 電波 障害 防止 を 目的 と し た 情報 処理 装置 等 、 電波 障 害 自 主 規制 協議 会 (VCCD) 
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コー トド ケー ブル を つなぐ 


5.1 接続 する 前 の 注意 点 


④① コ ンピュータ 本 体 や つなご うと する 名 機器 の 電源 は ゆず 切り 、 電源 プラ ブ を コン セン ト ガ ら 抜 いて 
お いて ぐだ さい 。 


@ プ ラブ や コネ クタ の ピン (金属 部 分 ) に は 直接 手 を 表 れ な ね いで くだ さい 。 サ ビ が 発生 し 、 接 捉 不 良 
に な る こと が あり ます 。 


③ つ な ご うと する プラ ブ の ピン と 、 コネクタ の ピン 穴 を よ ぐ 見 くら べ 、 ぴ つ だ り と 合う よう に し て つ 
な いで ぐだ さい 。 


@⑳ プ ラブ は ピン 穴 に 合わ せ 、 ま つ す ぐ 挿 入 し 完全 に 差し 込ん で くだ さい 。 


コネ クタ に 近い と ころ で ケー ブル を 極端 に 曲げ な いで ぐだ さい 。 断線 の 原因 と な り ま す 。 
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5.2 キー ボー ド 、 マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル を つなぐ 


ら 、2 キー ポー ド 、 マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル を つなぐ 


コン ピュ ユー タ 本 体 に キー ボー ド や マウ ス ・ ト ラッ ツク ボー ル を つなぐ ぶ 際 に は 、 プラ ブ に ある 矢印 を 上 
に し て 、 興 まで し つ ガ り と 差し 込ん で くだ さい 。 


キー ボー ド に も マウ ス を つなぐ コネ クタ が 2 箇所 あり ます ( 図 の 位置 お よび 反対 側 )。 コネ クタ カバ 
ー を 取り は ざし 、 本 体 に つなぐ と き と 同 じ よ うに 奥 ま で し つが り の と 差し 込ん で くだ さい 。 を を 右 と も 働 
き は まつ だ ぐ 同 じ で す 。 


トノ / ツ 
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oiIRS 7 チル だ つ な ざ 


5.3 ディ スプ レイ 装置 を つなぐ 


@ 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ (CZ-600D) を つなぐ 

本 体 後面 の アナ ログ RGB 信号 出力 用 コネ クタ (ANALOG RGB OUT) と 、 ディ スプ レイ テレ ビ 
後面 の アナ ログ RGB コネ クタ (アナ ログ 15 ピン コネ クタ ) と を 、 本 機 に 同 梱 の アナ ロブ RGB 信号 
ケー ブル で 接続 し て くだ さい 。 ま た だ 、 本 体 後面 の 専用 ディ スプ レイ テレ ビ コ ン トロ ー ル 用 コネ クタ (TV 
CONTROL) と 、 デ ィ ス プレ イ テ レ ビ 後面 の テレ ビ コ ン トロ ー ル コネ クタ と を 、 本 機 に 同 愉 の テレ ビ 
コン ト ロー ルケ ー ブ ル で 接続 し て ぐだ さい 。 


Esszz。 イコ ゴロ 一 


@| @|@ SS 
RSNS 和 ※ 


ツウ 


AN 
K ペ 
11 於 居 


内 〆 2 


@ CO 隊 


fG 


STEREOSCOPIC 
TV CONTROL 
SEE THROUGH 


" 画 @ 昌 上 上 
IMAGEIN = ロ kW に 
人 謙 
し @J トー の | 司 」 
0 


フィ ルター が つい て いる 側 の ケー ブル を 接続 し て 


〈 デ ィ ス プレ イ テ レ ビ 後面 〉 


に | 
) ENNNE 人 き _ 1 
ーー 
Gas ⑨ ⑨ 


RS-232C CAUDIO ユ JOY STICK 2 


(本体 後 面 〉 
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5 .3 ディ スプ レイ 装置 を つなぐ 


@ RGB 方 式 デ イィ スプ レイ (CU-15M1 な ど ) を つなぐ 


本 体 後面 の アナ ロ 


アナ ログ RGB コ 


ネ ク タ ( ナ ロ 


ル で 接続 し て ぐだ さい 。 


グ RGB 信号 出力 用 コネ フタ ANALOG RGB OUT) と 、 ディ スプ レイ 後面 の 


ブ 15 ピン コネ ク ) と を 、 本 機 に 同 梱 の アナ ログ RGB 信号 ケー ブ 


注意 : この 他 の カラ ー デ ィ ス プレ イ 装 置 を ご 使用 に な る と き は 、 本 機 に 同 梱 の アナ ログ RGB 信号 用 
ケー ブル が 使用 で きる お ご どう が 、 また ディ スプ レイ の 仕様 が 本 機 と 組合 せ 可能 が お どう か を よ ぐ 


oss 「 


⑮ 


@|1@⑧ 


K x※※ N 選 


お ず 人 確 が めぐ だ さい 。 


の 
KoCANN 


内 


e CO 隔 


FRG 


ーー 


2 〈RGB 方 式 ディ スプレ イ 後 画 


フィ ルター が つい て いる 側 の ケー ブル を 接続 し て こく だ さい 。 


に 3] 


5。 コ ヨー ウー ルル を うな さき 


56.4 その 他 の 周辺 装置 を つなぐ 


本 機 に は その 他 に も 様々 な 拡張 イン ター フェ イス が 用 意 さ れ て いま す 。 本 機 に 接続 する こと の で き 
る 周辺 機器 の 一 覧 につい て は 、 本 書 巻末 の Appendix「A. シス テム 拡張 」 を ご 覧 くだ さい 。 


用 
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エー7 \ー ド 、 マズ 人 、 
プイ スン に つい て 


情報 を 入力 ける だ め 、 そ し て その 情報 を で の よう に 処理 する の が ガ コン ピュ ユー タ に 命令 する た め に は 、 
キー ボー ド や マウ ス な ど が 必要 で す 。 また 、 プ ロ プ ラム や デー タ と いつ だ 、 い わ ゆ る ソフ トウ ェ エア の 
入れ 物 と し て 、 ディス ク は な ぐ て は な ら な い 記 憶 媒 体 で す 。 

ご ここ で は 、 コ ン ピ ュ ユー タ の 重要 な 周辺 機器 で ある キー ボー ド や マウ ス ・ ト ラ ツ ク ボー ル 、 お よび デ 
ィ ス ク の 扱い 万 に つい て 解説 し ます 。 


6、] キー ボー 


本 機 の キー ボー ド は 、 キヤ ラク タキ ー、 特 殊 キ ー、 テン キー( 数 値 入 力 キ ー)、 カ ー ソ ルコ ント ロー 
ルキ ー、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 5 つの ブロ ッ ク で 、 使 いや すい 構成 に な つて いま す 。 

キー ボー ド の 大 部 分 を 占め る キヤ ラク タキ ー は 、 SHIFT キー や 、 ひら が な キー、 和 全角 キー、CAPS 
キー、 記 号 入力 キー と の 組合 せ で 、 文字 や 数 字 、 記 写 や ブラ フィ ッ ク シ ン ボ ル な ご ど を 表現 で きる マル 
チキ ー で す 。 ま だ 、 同じ キー を 押し 続け る と 、 そ の 文字 を 連続 し て 入力 で きる リピ ー ト 機能 を 持つ て 
いま す 。 

コン ピ ユ ー タ に 文字 を 入力 する と き に は 、 キ ー ボ ー ド 上 の キヤ ラク タキ ー を 押し ます 。 ご これ を \ キ 
ー 入 ガ " と いい ます 。 特殊 キー と 組み 合わ せ て キー 入力 を 行う こと に よっ て 、 様 々 な 文字 や 符号 を 入 
力 す る こと が で きま す 。 


トド 
EEE 
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6 ニー ドー マウ ディ クビ つい て 


口 特殊 キー 

特殊 キー は キヤ ラク タキ ー と 違い 、 それ ぞ れ 特 殊 な 側 き を し ます 。 これ ら の キー は 、 使 用 する ソフ 
トウ エア に よっ て 機能 や 意味 が 異な る こと が あり ます の で 、 詳 し こく は 、 そ れ ぞ れ の ソフ トウ エア の 解 
説 を 参照 し て くだ さい 。 

ここ で は 特殊 キー の 代表 的 な 機能 を 紹介 し ます 。 


人 @ 主 に 文字 入力 に 関係 する キー 


因 同 較 || 較 | 回 居 
入力 
回 回 | 回 
問 | | 図 姜 開 開 4 ( ) ーー 
W 選 『 M 6 W 開 過 
IEEE ーー 
lo W_ lllE ぃ lllR 4 Y U o RO 
| 中 | 回 | 還 | 同 | 還 | 還 | 同 | 較 | 還 | 較 | 較 
EE 人 es 
+* ) 
ICTRLI AA S D H J L 日 日 ュ 
回 kkkEEEEEEE 馬 上 当 器 
EE mh、 5 
了 〉 2 ー 
mk EE ELEMEEEETeml に 
Es llkUkIkEMEEMEMEHMUEMeml 
WW WI 
| 則 | 加 | 加 | 還 還 還 還 上 加 上 民 | 還 | 上 E| 
画 Ei ーー ニニ ーー ーー ニーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ーー ーー 日 


(タフ トキ ー) 
この キー を 押し な が ら キ ヤラ フタ キー を 押す と 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 大 文字 、 ま だ は 吾 キー 
の 上 段 ご ある 文字 を 入力 で きま す 。 左 右 に 1 個 げ ずつ あり ます が 、 ど ちら を 使っ つて も ガ ま いま 
せん 。 まだ 、 次 の [ CAPS | キー が ザ ロ ッ ク フク され て いる と き に キー を 使う と 、 アル フ 
アベ ッ ト の 小文字 が 入力 され ます 。 


(キヤ ピタ ル ロ ッ ツク キー) 
アル ファ ベッ ト の 大 文字 を 入力 する の に 使い ます 。 一 度 押す と ロッ ツク され た 状態 と な り 、 
キー に ある 赤い ラン プ が 点灯 し ます 。 この ラン プ が 点灯 し て いる と き に キャ ヤラ クタ キー を 
押す と 、 コ ンピュータ に 大 文字 が 入力 され ます 。 も う 一 度 押 す と ロッ ツク は 解除 され ます 。 
この キー は アル ファ ベツ ト の み に 作 用 し 、 他 の キー に は 影響 を 与え ませ ん 。 


[_ | (スペ ー ス キー) 
文字 列 の 区 切り な ど に スペ ー ス (空白 ) を 入れ る と き に 使い ます 。 ス ペー スキ ー を 1 回 押す 
と 1 文字 分 の スペ ー ス が あき 、 押 し 続け る と リピ ー ト 機能 が 働き スペ ー ス を 続け て 入力 で 
きま す 。 


TAB | (タブ キー) 
タブ 文字 を 入力 する の に 使い ます 。 タブ 文字 を 入力 する と 、 画面 上 で 8 桁 ご と に 行 の 頭 を 
揃え る こと が で き て 便利 で す 。 


リマ ー ン キー) 
いろ いろ な 意味 が あります が 、 入 力 し だ 文字 を コン ピュ ユー タ に 知らせ だ り 、 改行 し た り し 
ます 。 テン キー の |[ ENTER | キー も 、 リタ ー ン キー と 同じ 働き を し ます 。 
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6.1 キー ボー ド 


[CTRL | (コン トロ ー ル キー) 
他 の キー と 組み 合わ せ て 、 特 殊 な 機能 を 実行 し ます 。|[ CTRL | キー と 組み 合わ せ て 使用 で き 
る キー と その 内 容 は 、 動作 中 の ソフ トウ エア に よっ て 異な り ま す 。 OS、 BASIC、 ワー プロ 
な ど 、 そ の と き 動 作 し て いる ソフ トウ エア の マニ ユア ル を 参照 し て くだ さい 。 


(が な キー) 
キー ボー ドガ ら カ マカ ナ を 入力 し ます 。 一 度 押 す と ロッ ク さ れ た 状態 と なお り 、 キ ー に ある 
赤い ラン プ が 点灯 し ます 。 も う 一 度 押す と ロッツ ク は 解除 され ます 。 ご この キー ガ 押 され て い 
る と き に | ひら が な | キー を 押す と ひら が な が 入力 で きま す 。 


人 @ 主 に 文 編 集 に 関係 する キー 


記号 
団 回 国 固 岡 回 回 
1 人 # る % ト 1 7 { ) = 
Esd| 問 | 同 あぁ | 開 関 開 軸 や | 開 ゆ 関 較 を 同 に | 較 | 
| | 加 | ー | こ | ー 陣 胡 | ー | き 有 | も | | ー | | 
ニニ ーーー た た 
o llw_ ll ll Tr lly o 同 
上 固 賠 回 田 固 回 | 賠 回 | 較 | 較 | 還 | 較 | 図 上 
NM パ ニー ペニー デー と ペル ーー ペケ ーー ペレ ンー ペソ ーー ペク ーー ベーー バ ゾーー ペ | ウフ 
中 旧 還 | 同 | 較 | 還 | 還 | 還 | 周囲 | 還 | 較 | 攻 回 川 還 回 計 
ae ーーー と ーッ 
[1 〉 ? ご 
SHIFT Z っ IX C V B N 人 Me ーーー ーー 
人 ? ヶ セ と 
則 回 | 還 本 証 還 旧 回 上 民 加 | 剛 | 
HL ルー レーーーーーーーー へ JJ ナー ルード ルー 


BS | (パル クス ペー ズ スキー) 
カー ソル の 直前 の 文字 を 1 文字 削除 し ます 。 ご ご の と き 、 カ ー ソ ル の 位置 か ら 右 側 の 文字 列 は 
すべ て 左 に 1 杵 移動 し ます 。 


(デリ ー ト キー) 
カー ソル 上 の 文字 を 1 文字 削除 し ます 。 こ の と き 、 カ ー ソ ル の 位置 か ら 右側 の 文字 は すべ て 
左 に 1 桁 物 動 し ます 。 


INS] (イン サー ドキ ー) 

キー ボー ドガ ら 文 守 を 入力 する と き の モ ー ド を 、 イ ン サ ー ト (挿入 ) モー ド に し ます 。 一 
度 押 す と (ロッ され た だ 状態 こおり 、 キー に ある 赤い ラン プ が 点灯 し ます 。 も う 一 度 押 す と 
ロッ ク が 解除 され 、 通 常 の 入力 モー ド (オー バー ライ トモ ー ド ) に 戻り の ます 。 イ ン サ ー ト 
モー ド で は 、 入 力 し だ 文字 列 は カー ソル 上 に あつ だ 文字 の 直前 に 入力 され 、 そ の 後ろ に あ 
る 文字 は すべ て 右 に 1 桁 移動 し ます 。 オ ー バ ー ラ イト モー ド で は 、 カ ー ソ ル 上 の 文字 を 書き 
換え ます 。 


HOME | (ホー ムキ ー) 
カー ソル を 画面 の ホー ム 位 置 に 戻し ます 。 


(プレ ー ク キー) 
コマ ンド や プロ グラ ム の 実行 を 強制 的 に 中 断 し ます 。 


9) 


6 あ 是 三 ボ テト は 、 マウ ス 、 デイ スズ スタビ つ U) 


キー 
その と き の デ ス フ ト ッ プ 画面 の ハー ドコ ピー を プリ ンタ に 印字 し ます 。 ハー ドコ ピー に 関 
する 詳細 は 、 本 書 第 3 部 「4 . 画面 の ハー ドコ ピー を と る 記法 」 を 参照 し て こく だ さい 。 


| PT. る 2 | (オブ プッ ョ ツタ キー) 
前 後面 の 電源 スイ ッ チ が どちら も ヾ 入 ” (ON) 状態 で あれ ば 、 [ SHIFT | キー の 代わ り に こ 
の キー を 使っ て 、 後 述 (第 3 部 「2. テレ ビ コ ン トロ ー ル 、 ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ 」 ) の テ 
レビ コン トロ ー ル を 行う こと が で きま す 。 


な お 、 以 下 の キ ー は 、 その と き に 動作 し て いる アプ リケーション に よ つ て 働き が 異な のり ます 。 詳し 
ぐ は そ れ ぞ れ の アプ リケーション の マニ ュ ユア ル を ご 覧 くだ さい 。 ビジ ユア ル シ エ ル 上 で は 、 と ぐに 動 
作 し ませ ん 。 


[UNPO | (アン ドウ キー) 

LORE.1| て オプ ショ シ 1 キ ー) 

FESE'| で エス ケー ブ プ キ ー) 

(ヘル プ キ ー) 

[1 (カー ソル コン トロ ー ル キー) 

| ROLL UP |[ ROLL DOWN | (ロー ル ア ッ プ キ ー、 ロー ル ダ ウ ン キ ー) 


念 主 に 日 本 語 入力 の 際 に 使う キー (詳細 は 、 本 書 第 3 部 「1 . 日 本 語 を 入力 する 」 を 参照 ) 


9 | 了 
ENIE3IIMEIIIEMIIEMIIEMIIECMIIPIII に 3 
2 と ここ バビ ーー コ 2 = 2 
6 
al 開 山 園 い | | し | し | 開 p。 | 開 関 半 7 
CTRLI A S D H J L s ュ 
回 と | し I | | | ま | | ー 史 |I は | 串 | 『 
本 WW VO II 
(TDD2 |- 
SHIFT Z つ |1IX C V B N IM し 敵 、 * た Yo ーー スス ゾーー へ 
由紀 | 較 回 同 較 国 剛 | 較 団 回 呈 | 占 車庫 
as、 二 > > 2 
日 ーー テ で 韻 Ei EC 0 ーー H 


XF1 | | XF5 | (変換 キー 15) 
ガ な 漢字 変換 を 行う の に 使い ます 。 


ひら が な | (ひら が な お キー) 
ひら が な を 入力 する の に 使い ます 。 一 度 押 す と ロッ フク さ れ た だ 状態 と な お り 、 キ ー に ある 緑色 
の ラン プ が 点灯 し ます 。 も う 一 度 押す と ロッ ツク は 解除 それ ます 。 この キー は 、 [| か な | キー 
の ラン プ が 赤く 点灯 し て いる と きのみ 有効 で す 。 
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全角 | (全角 キー) 


6.1 キー ポ ボード 


文字 を 全角 と し て 入力 する ガ 半 朋 と し て 入力 する ガ を 決め ます 。 一度 押す と ロッ され だ 
ツク は 解除 る れ ま す 。 


状態 と な おり 、 キ ー に ある 緑色 の ラン プ が 点灯 し ます 。 も う 一 度 押す と 


ロー マ ぼ | (ロー マキ ー) 
本 語 入力 の 際 に 、 
態 と な お り 、 キ ー に ある 赤色 の ラン プ が 点灯 し ます 。 も う 一 度 押 す と 


ヨド 次 丸 || ビビ 計 炎 キー) 


ー マ 字 で 入力 する ガ ご つが を 決め ます 。 一度 押す と ロッ され た 状 


ロッ ク は 解除 る れ ま す 。 


本 語 入力 の 際 に 、 コー ド で 入力 する キー で す 。 一度 押す と ロッ ク さ れ た 状態 と な り 、 キ 


ー に ある 赤色 の ラン プ が 点灯 し ます 。 もう一度 押す と ロッ ツク は 解除 され ます 。 


記号 入力 | (記号 入力 キー) 


日 本 語 入力 の 際 に 、 記号 を 入力 する キー で す 。 一 度 押 す と ロッ ク さ れ た 状態 と な り ま す 。 
も つう 一 度 押 す と ロッ は 解除 を れ ま す 。 

登録 | (登録 キー) 
日 本 語 入 力 の 際 に 、 辞書 に ユー ザー 登録 単語 を 登録 し ます 。 詳し ぐ は 日 本 語 処 理 に つい て 


の 説明 (第 3 部 「 1 . 日 本 語 を 入力 する 」) を ご 覧 くだ さい 。 


ロキ ャ ラク タキ ー 


1 つの キャ ヤラ クダ キー (文字 キー) で 、 数 種類 の 文字 を 入力 ける こと が で きま す 。 ど の 文 守 を 入力 す 
る が は 、 特 殊 キ ー と の 組合 せ で 選択 する こと が で きま す 。 


MgF に し - 時 聞 剛 較 呈 
と 上 THN ei ーー ーー テー で mm Eh ad 日 


ご ご で は 2 つの キー を 例 に 、 文 字 入力 の 方 法 を 説明 し ます 。 表 中 の ~ 十 ” と ,” は 以下 の こと を 意 


味 し て いま す 。 
Al 十 [B A | キー を 押し な が ら [ B | キー を 押す 

( 例 :[SHIFT」+[E|…… SHIFT | キー を 押し な が ら [| E | キー を 押す ) 
[Al, A | キー を ロッ ク し て お こ ご 

( 例 :[CAPS | [E|…… CAPS | キー を ロッ ク し た 状態 で [E | キー を 押す ) 
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6@i 和 キ 宇 ポー ドミ マウ スズ ス 、 ディ ズ ダ に つい て 


せ 入力 され る 文字 


ひら が な | ,| | 


SHIFT |+| | 
ひら ガ が な | , | SHIFT | + | 


※ 入 力 さ れる 文字 は 半角 文字 で す 


入力 され る 文字 


ひら が な | , 
SHIFT |+ | 
ひら が な 


※ 入 力 さ れる 文字 は 全角 文字 で す 


入力 され る 文字 


和 ヽ 人 人 @O mmo 


入力 され る 文字 


※ 入 力 さ れる 文字 は 全角 文字 で す 
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6.]1 先王 ボー ド 


品 そ の 他 の キー 


| =| 隙 | 韻 | 関 | | | 
| re | rz | rs | re liol ロ 品 
3 ヒー トーーー ト ーー キーー オ ーー HMPEMEHNN ル し は リー ツー ツバ 
1 四 F3 3 系 7 ( ) ka 
問 病 開 疫 あ | 開 う | 閲 90 其 \ 閲 ゆ | 開 開 を | | ト | 較 | 
| | 人 | ー | あ | = 賠 | と | 骨 | も | 防 | | | 
ーー ジーー ソ ーー リー ペレ ンー ペケ テー に ーー ー| に ーー 4 ae 
1 
Q W IE い R T Y U O 
則 I 回 回 國 | 較 | 較 | 較 | 図 | 国 | 図 || 加 | 図 | 1J 
ーー ペー ーー パク ーー ペー ニー アー ーー ベ IL pb ES 
賠 開 開 D F は | J L 日 ロ 「 
ーー ーー ュー ヘソ ーー ペソ ーー リー ヘル ーー ニーー ペド ーー 
( 2 ー 
HIFT Z つ | 11IX に V B N M 基 再 ば we SHIFT ーーー バ ーー の 
の 」 則 | 較 | 国 同国 較 | 岡 | 岡 | 関 阿 | 四 wl に 語 
ーー ニー ツジ ツー ツー ツー マー N た だ た ニー 
国有 FL に に 人 回 是 劉 
りー = 人 ーー ーー 日 


1 SB | 2 | os 


@ テ ン キ ー 
テン キー は 、 だ ぐさ ん の 数 値 デ ー タ を 入力 する と き に 便利 な よう に 、 独 立 し て キー ボー ド の 右側 に 
配置 され て いま すず 。 そ の まま 押す と 、 対 記す る 数 や 内 容 が 入力 で きま す 。 


CLR | (リア キー) 
この キー を 押す と 、 カ ー ソ ル ガ が 画面 上端 に 物 動 する と 共に 、 い まま で 画面 に 表示 され て 
いた 文字 が 消さ れ ま す 。 


ENTER | (エン ター キー》) 
特殊 キー の リタ ー ン キー と 同じ で す 。 


ト 〆]| (スラ ゅ シュ ) 
割 算 の 記号 の 意味 を 表し ます 。 


レコ 


(クス タリ スク ) 
乗算 の メ 記号 の 意味 を 表し ます 。 


念 フラ ンク ショ ン キ ー 

キー ボー ド の 一 番 上 の [ F1 | -[ F10 ] と 書か れ た キー は 、 ファ ンク ショ ン キ ー と 呼ば れ ま す 。 ご の キ 
ーー を 押す と 、 あ ら ガ が じ め 設 定 さ れ て いる 文字 列 が 入力 され ます 。 キー の 内 容 は 、 和 名 ソ フト ウエ ア て 異 
な り ま す 。 ま た だ 、 自 分 で 適当 な 文字 列 を 定義 する こと も で きま す 。 


@ 専用 ディ スプ レイ テレ ビ コ ン トロ ー ル 

テン キー お よび カー ソル コン トロ ー ル キー を 、 それ ぞ れ [ SHIFT | キー まだ は [ OPT . 2 | キー と 組み 
合わ せる こと に よ つ て 、 専用 ディ スプ レイ テレ ビ を キー ボー ド 上 で コン トロ ー ル する こと が で きま す 。 
詳し く は 、 第 3 部 「2. テレ ビ コ ン トロ ー ル 、 スー パー イン ポー ズ 」 を 参照 し て くだ さい 。 
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6 デー ボー ド 、 マウ スズ ス 、 デ ィ イス タダ に つい て 


所 、。2 マウ ワ ス ・ ト ラッ ププ ボール 


マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル は 、 キー ボー ド と 並ぶ 重要 な 入力 装置 で す 。 マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル は 、 
ポイ ン テ ィ ン ブ グ デ バイ ス (座標 入力 装置 ) と も 呼ば れる も の で 、 画面 上 の ポイ ンタ を 自由 に 移動 し て 
命令 その 他 を 選択 し ます 。 

本 機 の マウ ス ・ ト ラッ ツク ボール は 、 好 み に 共 じ て マウ ス と し て も 、 トラ ッ ク ボ ー ル と し て も 使用 で 
きま す 。 


マウ X・ 
トラ ッ フ ボー ル 
切り 替え スイ ツチ 


ボー ル 脱 着 ぷ だ 


ボー ル 


〈 正 面 〉 〈 埋 面 〉 
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6.2 マウ ス ・ に ラック ポール 


機能 と 特長 


信 マ ウス ・ ト ラッ ツク ボー ル は 、 マ ウス と し て も 
トラ ッ ツク ボ ー ル と し て も 使用 する こと が で き 
ます 。 ご どちら の 形態 で 使用 し て も 、 使 い 万 が 
異な る だ け で 、 実 際 の 動作 は 同じ で す 。 好 み 
や 使い 勝 ま に 応じ て お 使い くだ さい 。 


〈 ト ラッ クボ ー ル と し て 使用 する 場合 〉 

マウ ス を 裏返し 、 克 面 の "M/T” (マウ スプ ノ ト 
ラッ クボ ー ル ) の 切り 替え スイ ツチ を “T” に 
し ます 。 


@ 上 部 の マウ スカ バー を 取り は ず し ます 。 


〈 マ ウス と し て 使用 する 場合 〉 

⑦ 上 部 の マウ スカ バー を 取り 付け ます 。 
マウ スカ バー を 取り 付け る 際 は 、 マ ウス カバ 
ー 上 部 に ある 線 状 の 突起 の 位置 に ご 注意 くだ 
さい 。 突起 は 、 マ ウス カバ パー を 外し だ と き に 
現れ る 山 型 の 突起 の 方 向 と 合わ せ て 取り 付け 
る の が 正しい 位置 で す 。 


②⑨ マ ウス を 裏返し 、 底 面 の "M/T* (マウ スプ ト 
ラッ クボ ー ル ) の 切り 替え スイ ツチ を "M” に 
し ます 。 


※ な お 、「 マ ウス J トラ ッ ク ボ ー ル 」 の 実際 の 使 
い 万 に つい て は 、 次 項 「 口 使い 万 」 で 説明 し て 
いま す の で 、 そ ちら を ご 覧 くだ さい 。 


信 マ ウス トド ラッツ クボ ー ル の ボタ ン に は 、^ 左 ボ 
タン と “ 右 ボ タン ” の 2 種類 が あり ます 。 
図 の よう に 、 を 右 ボ タン と も 、 上 面 と 側面 に 
1 個 ず つ 装 備 さ れ て いま す 。 すなわち 、2 種類 
の ボタ ン が 2 つ ず つ 、 計 4 個 の ボタ ン が ある 
わけ で す 。 上 面 、 側面 に 関わ ら ず 、 同じ 側 (を 
まだ は 右 ) の ボタ ン は 同じ 機能 で す の で 、 場 
合 に 応じ て 使い や すい 記 の ボタ ン を お 使い 
だ さい 。 


6. キー ボー ド 、 マ ウス 、 ディ スク に つい て 
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@ マ ウス トラ ツク ボー ル は 、 正面 の ツー ク ( マ 
ウス カバ ー の 線 状 の 突起 、 お よび マウ スカ バ 
ーー を 外し て トラ ッ ツク ボー ル に し だ とき に 現 れ 
る 山 型 の 突起 ) の 万 向 が 画面 の 情報 を 示し ま 
す 。 正面 ツ マー ク は 90 ” まで の 範囲 で 右 に 回 
せま す 。 

で すか ら 、 正面 マー の 位置 を 変え る こと に 
よっ つて 、 マ ウス ・ ト ラ ツ ク ボー ル の 秘 動 方向 
と 画面 上 の ポイ ンタ の 秘 動 記 向 と の 対応 を 、 
自由 に 設定 する こと が で きま す 。 

自分 で マウ ス ・ ト ラッツ フク ボー ル を 所 つた を とき 
に 、 一 番 自 然 な 状態 で 正面 マー ク が 指先 に 向 
ぐ よ うに 、 正面 マー ク を 回 し て 角度 を 設定 し 
て お 使い くだ さい 。 


@ 下 の 3 つの 図 は 、 それ ぞ れ 矢印 の 方向 が 画面 
の 上 訪 向 に な り ま す 。 
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6.2 マウ ス ・ ト ラック ボ ー ル 


口 使い 方 


④ マ ウス と し て 使用 する 場合 

机 の 上 な ご の 平ら お 面 の 上 に マウ ス ・ ト ラッ 
クボ ー ル を 置き を 、 こ れ を 滑ら せ て 使い ます 。 秘 
動 に よ つ て 接地 面 の ボー ル が 回 転 し 、 そ の 動き 
に 応じ て 画面 上 の ポイ ンタ ガ 秘 動 し ます 。 
マウ ス 全 体 を 動 び し て 使う の で 、 操作 する 面 
に は ある 程度 の 広 さ (30 セン チ 四 亡 程 度 ) が 
秒 要 で す 。 操作 面 を 確保 し て ぐだ さ い 。 

マウ ス は 、 原則 と し て 右手 で 使う よう に 設 
され て いま す が 、 ご この 設定 は いつ まで も 自由 に 
左手 用 に 変更 する こと が で きま す 。 設定 変更 の 
万 法 に つい て は 、 第 2 部 「1.4 マウ ス ・ ト ラ 
ツク ボー ル の 使い 万 」 未 尾 の コラ ム 「 左手 で マウ 
ス ・ ト ラッ クボ ー ル を お 使い じ な る 人 の だ め に 」 
で 説明 し て いま す 。 


トラ ッ フ ボー ル と し て 使用 する 場合 

底面 の 切り 替え スイ ッ チ を トラ ツク ボール 便 
で CT) に し 、 マ ウス カバ ー を 取り 外す こと に よ 
つて 、 トラ ッ ク ボ ー ル と し て 使用 する こと が で 
きま す 。 平 ら お 場所 ( 机 の 上 な ご ど ) に マウ ス ・ 
トラ ッ ツク ボ ー ル を 置き 、 まで ボー ル を ころ が し 
て 使 つ て くだ さい 。 ご この 場合 、 マ ウス ・ ト ラッ 
ボー ル 自 体 は 動 み し ませ ん の で 、 マ ウス と し 
て 使用 する 場合 に 比べ 、 狭 い 場 所 で も 使用 で き 
ます 。 


いざ ずれ の 場合 に も 、 命令 や 指示 を 写 え る と き 
に は 、 ポイ ンタ を 適当 な 位置 に 移動 きせ て マウ 
スポ タン を 押す (リック する ) こと に よっ つて 
実行 し ます 。 詳し い 使い 訪 に つい て は 、 第 2 部 
「1.4 マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の 使い 方 」 で 解 
説 し て いま す の で 、 そ ちら を ご 覧 くだ さい 。 


6'」 キ ギー ボー ド 、 マ ウズ 、 ディ ズ ク に つい て 


〈 ボ ー ル の 取り 出し 廊 〉 


④ 


マウ ス ・ ト ラッ フク ボー ル を 裏返し に し て 、 
ボー ル 脱 着 ぶ だ を YOPEN" の 方 へ 引き 寄せ ます 。 


の 
〇 


し 


する と 、 マ ウス 本 体 ひ から ボ ー ル 脱着 ぶ ぷ だ が は ずれ 
ます の で 、 中 か ら ボ ー ル を 取り 出し て くだ さい 。 
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口 取扱 上 の ご 注意 


@ マ ウス ・ ト ラッツ クボ ー ル は 、 極端 な 凹 串 の な 


い 水 平 が 面 で ご 使用 くだ さい 。 


@ す べ す べし た だ 面 油 、 ワッ フス 、 パ ウ ダ ー を 塗 


つた 面 、 テ フロ ン な ど 潤 油性 の ある 面 ) で マウ 
ス を 操作 する と 、 ボー ル ガ ス ! リ ッ プ し レ 、 ポ イ 
ンタ が 動か な か く な る と き が あり ます 。 


マウ スト ラッ ツク ボール の 内 部 (ボー ル 以 外 の 


部 分 ) に 付着 し た 異物 は 、 乾 いた 布 で 取り 除い 
て ぐだ さい 。 


@ ホ コリ の 多い 場所 で の ご 使用 は 避け て ぐ くださ 
い 。 と くに 、 ボー ル の 渦 走 面 に ホコ リ 、 水 、 
油 等 が あり 、 ボー ル 面 に それ ら が 付着 する と 、 
正常 な 機能 を は だ さ な い こと が あり ます の で 、 
きれ いな が 面 で 滑走 させ て ぐだ さい 。 


@ 活 こし た り 、 ぶつ け だ り 、 強 い シ ョ ッ グ を ラ 
えな いで ぐだ さい 。 


@ 持 ち 運 び の 際 に は 、 コ ー ド を 持 だ な いで ぐだ 


さい 。 


@ ボ ー ル が 汚れ だ 場合 は 、 下 ケー ス の 脱着 記 だ 
を は ざし 、 ボ ー ル を 洗い 、 彰 いた 布 で 水分 を 拭 
き と り の 、 十分 に 乾燥 させ た うえ で 元 に 戻し て 
こ だ さ い ( 左 図 参照 )。 
ボー ル を 洗浄 する と き は 、 中 性 洗剤 を ご 使用 
< だ さい 。 漂白 剤 、 シン ナー、 アセ トン な ど 
の 有 機 溶剤 、 ワ ッ フ ス 、 クリーム 、 オイ ル な 
ご ど は 使用 し な いで くだ さい 。 ま た 、 化 学 雑巾 
や 、 ワ ックス ・ オ イル の 付い だ 布 で ボー ル を 
拭 の な いで こく だ さい 。 ボ ー ル 表面 に オイ ル な 
どの 皮膜 が び で きる と 、 ス リッ プ の 原因 と な り 
ます 。 


6.3 フロッピ ー デ ィ ス メタ 


3 2E ッ ピー デイ スタ 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク は 、 情報 を 収納 する だ め の も の で す 。 フ ロッツ ピー ディ スク は 、 磁性 体 を 塗布 し 
だ 薄い ポリ エス テル 円 板 を ビニ ー ル 製 の ダ ヤ ケ ツ ト で ん だ も の で 、 磁気 に よ つ て 情報 を 記録 し ます 。 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 、 ディ スク ドラ イブ に セッ ト す る こと に よっ て 、 コ ン ピ ユ ー タ の 外部 記 憎 装置 
と し て 使用 で きま す 。 


ロフ ロッ ピー ディ スン フ の 構造 


ラベ ル 
ライ トブ プロ テク トノ ッ チ 


ビジ ター ボホール 
イン デック フス ホ ー ル 


ヘ ツ ドウ ィ ン ド ウ 


@ ラ イト プロ テク フト ノンノ ツチ は 記録 を 保護 する だ め の 切 り 込 み で 、 こ ご ここ に 専用 の シー ル を 貼 つ て お ぐ と 、 
その ディ スク に は 新た な お 情報 の 書き 込み や 消去 が で きなこ な り 、 すでに 記録 きれ て いる デー タ や プ 
ログ ラム が 保護 され ます 。 


@ イ ン デ ックス ホー ル は 、 フ ロッ ピー ディ スク に 記録 きれ て いる デー タ や プロ グ ブラム を 読み 出す と き 
の 基準 点 と な る と ころ で す 。 誤 つ て ふさ が な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 


本 機 で 使用 する フロ ッ ツ ピ ー デ ィ ス ク は 、 両 面 高密 度 (2HD) と 呼ば れる 、 表 裏 を 使用 し た 記録 密度 
の 高い も の で す 。 放 憧 容 量 (記録 する こと が で きる 情報 量 ) は 、1 枚 当 だ り 約 1Mbyte (メガ バイ ト ) 


あり ます 。 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク へ の 書き 込み や 読み 出し は 、 ディ スク を ドラ イブ の 中 で 回 転 さ せ 、 ド ライ ブ 内 


の 磁気 ヘッ ド を 接触 させ る こと に よ つ て 行い ます 。 
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6 . キー ボー ド 、 マ ウス 、 ディ スク に つい て 
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口 取 扱 上 の ご 注意 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 、 大 切な デー タ や プロ 
グラ ム を 納め る 収納 庫 で す 。 ディス ク の 取り 扱 
い を 誤る と 、 デ ィ ス ク ば かがり が 、 そ の 中 の デー 
タ や プロ プラハ を 失っ て し まう こと に な り ま す 。 
一 度 使え な ぐ く な つ を ディ スク は 、 中 に 入 つ て い 
た データ と 共に 、 二度と 使用 で きる 状態 に は な 
り ま せん 。 大 切な デー タ を 守る だ を め に 、 以下 の 
注意 は 選 ず 守 つ て ぐだ さい 。 


⑳ フ ロッ ピー ディ スク は エン ベロ ー プ に 入れ て 
保管 する 
長 時 間 使 用 し な いと き に は 、 デ イィ スク は ゆず 
ドラ イプ ガ ら 取り 出し て 、 エン ベロ ー プ (保護 
封筒 ) に 入れ て 保管 し て くだ さい 。 放置 し て お 
ぐ と 、 ゴミ な ど が 入り 、 動作 の 際 に エラ ー を 生 
じ る 原因 と な り ま す 。 


@ 記 録 面 に さわら な い 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 記録 面 を 活 し た り 傷 つ 
けた りす る と 、 誤 動作 の 原因 と な つた だ り 、 使 用 
不能 に な つ を り し ます 。 


③ 磁 気 を 近づけ な い 

磁気 を 帯び た も の や 磁気 を 発する も の に 近 づ 
ける と 、 フ ロッ ピー ディ スク の 内 容 を 壊し て し 
まい ます 。 


⑨④ 曲 げた り 折 つた だ り し な い 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 曲げ た り 折 つた り し な 
いで ぐだ さい 。 使用 不能 こ な り ます 。 


⑥ 直 射 日 光 や 高温 (50C 以 上 ) は 避け る 
直射 日 光 の 当たる 場所 や 、 50'C 以 上 の 高温 に 
な る 場所 に は 置か か いよ うに し て ぐだ さい 。 使 
用 不能 に な り ま す 。 


6 る 。 回 W 思 二 ゲ ザ イズ 


メロ ウッ ピー ディ ス の の 避 ッ ト 
@ デ ィ ス フ の 入れ 方 


・ 本体 に 電源 ガザ 入 つて いる 状態 (電源 ラン プ が 
緑色 に 点灯 し て いる 状態 ) で 、 ディス ク ド ラ 
イブ に ディ スク を 挿入 し ます 。 


・ デ イィ スク が 正しく 挿入 され る と 、 ドラ イブ 上 
部 の ドラ イブ アク セス 表示 用 ラン プ が 緑色 に 
点灯 し ます 。 ディ スク アク セス (ディ スク の 
読み 書き ) の 最 中 は 、 こ の ラン プ が 赤 ぐ 点灯 
し ます 。 緑色 の ラン プ の 点滅 は 、 ディ スク の 
挿入 を 尽 し て いる こと を 表し ます 。 


・ デ ィ ス フク が 正しい 向き で 挿入 され な いと 、 デ 
イス ク ド ラ イブ は ご これ を 検出 し 、 自 動 的 に デ 
イス ク を イジ エク ト に し ます 。 ご この 場合 は 、 正 
し レ しい 向き で も う 一 度 デ ィ ス ク を 挿入 し て くだ 
さい 。 


ディス フ の 取り 出し 方 


・ 本 機 の ディ スク ドラ イプ は 、 フロ ッ ピ ー デ ィ 
スク の オー トイ ジェ エント 機 能 を 備え て いま す 。 
すなわち 、 小 要 な と き に は 自動 的 に ディ スク 
ドラ イブ が ら デ ィ ス ク が ガ 出 され ま す 。 


・ オ ー ト イジ エク ト さ れる と き 以 外 に 、 ディ ス 
ク を 取り 出し だ い 場 合 に は 、 ディ スク 挿 入口 
の 下 に ある イジ エク ト ボ タン を 押し ます 。 


・ イ ジェ クト ボタ ン は 、 ボ タン 内 の 緑色 の ラン 
プ が 点 林 し て いる と きのみ 使う っ こと が で きま 
す 。 デ ィ ス クア フク セス の 最 中 な ど は 、 ご の ラ 
ンプ が 消え 、 イジ エフ ト ポ ボタ ン を 押し て も デ 
ーー トー イス ク を 取り 出す こと は で きま せん 。 


イジ エク ト ボ タン 
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6 . キーボー ド 、 マウ ス 、 ディ スク に つい て 


・ デ ィ ス ク ド ラ イブ に 紙片 な どの 異物 が 入 つた 
り 、 プロ ブラ ム が 暴走 し た な ど と いつ だ 特殊 
な 状況 下 で は 、 イ ジ エ ク ト ボ タン を 押し て も 
ディ スク が 取り 出せ な いこ と が あ り ま す 。 こ 
の よう な お 場合 に は 、 本 体 裏 面 に あ る 強制 イジ 
エク ト ボ タン DISK EJECT) を 使い ます 。 
強制 イジ エク ト ボ タン は 、 文字 通 り デ ィ ス クノ 
を その 状態 に 関わ ら ず 強 制 的 に 押 し 出し て し 
まい ます の で 、 や お を 得 な い 場 合 の み 使 う よ 
うに し て ぐだ さい 。 正常 な 動作 中 に 強制 的 に 
イジ ェクト する と 、 デ ィ ス ク 内 容 が 破 壊 され 
る 臣 れ が あり ます 。 


め % 
2X 
% 


> 


強制 イジ エフ ト ボ タン 
ロディ スク ドラ イブ 取扱 上 の ご 注意 
@ イ ジ エ ク ト 時 に 、 フ ロッ ピー ディ スク が 出る 
の を 妨げ る よう な こと (フロ ッ ピ ー デ ィ ス フ 
取り 出し 口 の 前 に も の を 置い だ り 、 指 で 押え 
た りな ど ) を し な いで くだ さい 。 


ドラ イブ 内 に は 、 保護 シー ト や フロ ッ ピ ー デ 
イス ク 以 外 の も の は 入れ な いで ぐだ さい 。 


ディ スク に ラベ ル を 貼る と き の 注 意 
ラベ ル が 厚い も の 、 ラベ ル の 隅 が 浮い た も 
の な ご ど を 貼 つ だ 場合 、 デ ィ ス ク ガ ドラ イブ 
がら 正常 に イジ エク ト さ れ な い 場 合 が あり 
ます 。 
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第 2 部 
基本 的 な 使い 亡 


還 シ コル アル シ エ ル を 仁 論語 計 


/ 使用 開始 か ら 終 了 ま で 


1.1 電源 の ON、OFF、 リ セッ ト 


(1) 電源 を 入れ る 前 に 

コン ピュ ー タ を 箱 か ら 出し た ら 、 電源 を 入れ る 前 こし て お が な けれ ば な ら な いこ と が あり ます 。 デ 
イス フク ドラ イブ の 中 に 保護 シー ト が 入 つ て いま すら 、 ま ざこ れ を 取り 除い て ぐだ さい 。 保護 シー ト 
は 、 ディ スク ドラ イブ の 磁気 ヘソ ッ ド を 輸送 な ど に よる 損傷 か ら 防ぐ だ め に 挿入 きれ て いま す 。 実際 に 
コン ピュ ー タ を 使う と き に は 和 政 要 の な いも の で す ガ ら 、 電 源 を 入れ る 前 に 選 ざ 保護 シー ト を 取り 出し 
て お いて ぐだ さい 。 

ディ スク ドラ イブ の フロ ッ ピ ー デ イィ スク 挿 入口 は 、 中 央 が へ こん で いま す 。 そ ご こ か がら 保護 シー ト を 
つま ん で 、 手前 に 引い て 取り 出し て くだ さい 。 保護 シー ト は 、 両方 の ディ スク ドラ イブ に 入 つ て いま 
す の で 、 両 亡 と も れ ず に 取り 除い て ぐだ さい 。 

取り 出し た シー ト は 保存 し て お いて こく だ さい 今後 あら ため て コン ピコ ユー タ を 輸送 し な けれ ば な ら 
な こく な っ だ と き 、 ご の シー ト を ディ スク ドラ イブ 内 に 入れ て お け ば 、 ディ スク ドラ イブ を 傷め る ご と 
な ぐ 安 全 に 運ぶ こと が で きま す 。 


(2) 電源 を 入れ る (ON) 

それ で は 、 電源 を 入れ て くだ さい 。 こ の コン ピュ ユー タ に は 、 電源 スイ ツチ が 2 つ あ り ま す (第 1 部 
「3 . 各部 の 名 称 と 機能 」 を 参照 。 ひ と つ は コン ピュ ユー タ 本 体 の 後面 に ある 「 メ イン 電源 スイ ツチ ュ 、 
も う ひ と つ は コン ピュ ユー タ 本 体 の 前 面 に ある 「 電 源 ス イツ チ 」 で す 。 

後面 の メイ ン 電 源 ス イツ チ は コン ピュ ユー タ の お お も と の スイ ツチ で 、 コ ン ピ コ ー タ 全体 に 電源 を 供 
給 す る か し な い ガ を 決め て いま す 。 ご これ が ^ 入 ” (ON) に な つて いな いと 、 い ぐら 前 面 の 電源 スイ ツ 
チ を ^ 入 ” CON) に し て も 意味 が びあ り ま せん 。 で すか ら 、 コ ンピュータ を 箱 ガ ら 出 し て 初め て 電源 を 
入れ る と き は 、 ま ざこ の メイ ン 電 源 ス イッ チ ガ ら “ 入 "(ON) に し ます 。 

も ちろ ん 実際 に 本 機 を 使う > に は 、 コ ン ピ ユ ー タ 本 体 の 電源 だ け で な こく 、 ディ スプ レイ や プリ ンタ な 
ど 、 コ ンピュータ に つなが っ つて いる も の の 電源 も 入れ る 和 め 要 が あり ます 。 

そこ で 、 電源 の 入れ 万 を 順 勾 だ て て まとめ て み ま し よう 。 ま ず 、 コ ン ピ ユ ー タ 本 体 の 電源 プラ ブ を 
家庭 用 コン セン ト に 差し 込ん で くだ さい 。 


④① コ ンピュータ 本 体 の 後ろ うじ あ る メイ ン 電 源 ス イッ チ を ^ 入 " (ON) に し て くだ さい 。 する と 、 コ ン 
ピュ ー タ 前 面 の 電源 ラン プ (POWER) が 赤 ぐ 点灯 し ます 。 

@② 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 を 入れ て こく ださい (電源 スイ ッ ツチ の 位置 は 、 ディス プレ イ テ レ ビ の 
取扱 説明 書 で 確認 し て こく だ さい )。 こ ご の と き 、 ディ スプ レイ テレ ビ は テレ ビ モ ー ド に な り の ます 。 
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1.1 電源 の ON、OFF、 リ セッ ト 


③ 最 後に 、 本 体 正面 に ある 赤い 電源 スイ ッ ツチ を 押し て ヾ 入 " (ON) の 状態 に し て くださ い 。 電源 ラン 
プ は 、 赤 色 か ら 緑 色 に 変わ り ま す 。 ご これ が 、 コン ピ ユ ー タ 本 体 の 電源 が 入 つ て いる 状態 で す 。 同 時 
に 、 ディ スプ レイ テレ ビ は コン ピュ ユー タモ ー ド に 変わ り ま す 。 


電源 を “ 入 " (ON) に ける と し ば ら ぐ し て 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


て ス の か ら 起 動 で き ませ ん 。 本 


正しい ディ スク を セッ ト し て くだ さい 。 


コン ピ ユ ー タ は 電源 を 入れ る と 、 ま ず 、 コン ピ ユ ー タ 本 体 に ディ スク ドラ イブ が 何 台 つ な が っ て い 
る が 、 ディ スク ドラ イブ に ディ スク が 入っ つて いる ガ な ご を 調べ ます 。 ディ スク ドラ イブ に 入っ つて いる 
ディ スク が ガ 「 シ ステ ム デ ィ ス ク 」 (本 章 「1 .2 シス テム ディ スク を 入れ る ,」 参照 ) だ っ だ ら 、 自 動 的 に 
それ を 読み 込み 、「 デス フト ッ プ 画面 」 を 表示 し ます 。 

この 場合 は 、 まだ ディ スク ドラ イブ 0、 1 の どちら に も ディ スク を 入れ て いな い の で 、 上 の よう な メ 
ツ セ ー ジ が 表示 され だ わけ で す 。 ご の 後 の 作業 は 、 本 章 「1 .2 シス テム ディス ク を 入れ る 」 を ご 賢く 
だ さい 。 


(G) 電源 を 切る (OFF) 
コン ピコ ユー タ 本体 の 電源 は 基本 的 に 、 前面 の 電源 スイ ツチ を ` 切 "(OFF) に すれ ば 切れ ます 。 だ だ 
レ 、 電 源 ス イツ チ は 、 コ ン ピ ユ ー タ の 作業 ガ 終 了 し て か ら 切 る よう に し て こ だ さ い 。 本 機 は 、 コ ン ピ 
ユー タ の 作業 中 (だ と えば ディ スク の 読み 書き の 途中 ) に 電源 スイ ッ ツチ を \ 切 ” (OFF) に し て も 、 す 
べ て の 負 理 を 終え る まで は 電源 が 切れ な いよ うな 特殊 な 機能 を 内 蔵 し て いま す が 、 こ れ は あこ ぐま で も 
誤操作 が ら デ ー タ を 守る た だめ の 防 御 機能 で す 。 い つも 正しい 操作 を 羽 が け て こく だ さい 。 

以下 に 、 正しい 電源 の 切り 亡 を まとめ ます 。 


⑦① ま ず 、 コン ピ ユ ー タ が 何 が の 作業 を し て いる 最 中 で な いか どう ガ を 確認 し て くだ さい 。 ア プリ ケー 
ショ ン や その 他 の プロ プラ ム を 実行 中 な ら 、 作業 を 終え て プロ プラム を 終了 し て くだ さい 。 
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1 . 使用 開始 が ら 終 了 ま で 


ディ スク ドラ イブ が 動作 中 で な い (ドラ イブ アク セス 表示 用 ラン プ が 赤 ご 点灯 し て いな い ) ご と を 
確認 し た うえ 、 ディ スク を イジ エク ト し て くだ さい 。 ディスク の 取り 出し に つい て は 、 第 1 部 
「6.3 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 」 を 参照 し て くだ さい 。 

③ コ ンピュータ 本 体 前 面 の 電源 スイ ツチ を 押し て “ 切 ” (OFF) に し て ぐだ さい 。 

⑨④ 続 いて 、 ディス プレ イ や プリ ンタ な ど 周 辺 機器 の 電源 を ^ 切 " (OFF) に し て ぐだ さい 。 

⑥ (完全 に 電源 を 切る 場合 に は ) コン ピ ユ ー タ 後面 の メイ ン 電 源 ス イツ チ を “ 切 " (OFF) に し て ぐだ 
さい 。 


※ コ ン ピ ュ ユー タ 本 体 の 電源 を 切 つ だ 後 も ウイ マー や テレ ビ コ ン トロ ー ル 機能 を お 使い に な る 場合 は 
本 体 後面 の メイ ン 電 源 ス イッ チ は “" 切 ” (OFF) に し な いで ぐだ さい 。 


(4) リセ ッ ト す る 

リセ ッ ツ ト と は 、 コ ンピュータ の 回 路 に 対し ある 特殊 な 信号 を 与え て 、 電 源 を “ 入 " (ON) に し だ と 
き と 同 じ 状態 か ら 起 動 し 直す 作業 の こと で す 。 プロ ブラ ハム や コン ピュ ー タ の ハー ドウ エア が 予想 外 の 
動作 を し て し まつ て 、 正 規 の 終了 操作 が で き な い 状態 暴走 」 おど と 呼ば れる ) に な つ だ と き 、 リ セ 
ツ ト す れ ば 電源 を 入れ 直す より も 手 早 ベ マシ ン を 立ち 直さ せる こと が で きま す 。 

本 機 に は 、 リ セッ ト 機 能 を 持つ を スイ ツチ が 2 つ あ り ま す 。 ひと つが 「 リセット (RESET) スイ ツ 
チ 」、 もう ひと つが 「 イ ンタ ラプ ト (INTERRUPT) スイ ッ チ 」 で す 。 ど ちら も 、 コン ピ ユ ー タ 本 体 の 
上 部 に つい て いま す 。 

ビジ ュ ア ル シ エ ル を 使用 し て いる と き に リセ ツ ト す る 場合 に は 、 ご どちら の スイ ツチ を お 使い に な つ 
て も 見 が け 上 は 変わ り ま せん 。 し か し 、 押 され だ 状況 に と よ つ て は 動作 が 異な る こと が あり ます の で 、 
一 般 に 単に コン ピュ ユー タ 本 体 を 再起 動 し た い だ け の と き は 、 リセ ッ ト ス イツ チ を 使う よう に し て ぐだ 
さい 。 


※ な お 、OS の コマ ンド モー ド で イン タラ プ ト ス イツ チ を 押す こと 、 土 [C キーC[ CTRL |] キ 
ー を 押し な が ら [ C | キー を 押す ) を 入力 し た 状態 と な り ま す 。 また 、X-BASIC 上 で イン タラ プ ト 
スイ ッ ツチ を 押す と 、 | BREAK | キー を 押し た 状態 と 同じ に な り ま す 。OS の コマ ンド モー ド 、 X- 
BASIC に つい て 詳し こ は 、 それ ぞ れ "Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル 」、「BASIC マニ コア ル 」 
を ご 覧 くだ さい 。 


< @⑳UD 
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1.3 起動 一 デス フク トップ 画面 


1.2 ステ ム デ ィ ス クタ を 入れ る 


コン ピコ ユー タ の 電源 を 入れ 、 デ イィ スク の 挿入 を 促す メッ セー ジ ガ 表示 され だ ら 、 シス テム ディ スク 
を ディ スク ドラ イブ 0 に 挿入 し て ぐだ さい 。 ラベ ル 側 が を に な る よう に し 、 奥 ま で し つが ガ り の 差し 込み 
ます (ディ スク の 入れ 方 に つい て は 、 第 1 部 「6 .3 フロ ッ ピ ー デ イィ スク 」 を 参照 )。 す る と 、 ディス フク 
ドラ イブ 0 の ドラ イブ アク セス 表示 用 ラン プ が 赤 ぐ 点灯 し 、 コン ピュ ユー タ が ディ スク か ら プ ロ プ ラム 
を 読み 込ん で いる こと が わが ガ り ます 。 プロ ブラ ム を 読み 込ん で いる 間 、 ディ スプ レイ テレ ビ に は 
X68000 の ツイ トル 画面 が 表示 され ます 。 

本 機 で は 、 シ ステ ム デ ィ ス フ を 起動 する と 自動 的 に 「 ビ ジュ アル シエル 」 と 呼ば れる プロ ブラ ム を 
実行 し ます 。 以 降 の 操作 説明 は 、 ご の ビジ ユア ル シ エ ル を 中 届 に 行い ます 。 

な お 、 起動 時 に 自動 的 に ビジ ユア ル シ エ ル を 実行 し な い 方 法 は 、 第 3 部 「3 . デス フト ッ プ を 使わ な 
い 操 作 」 で 、OS に つい て は 別 國 の 「Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 で 説明 し て いま す 。 詳し ぐ 
は 、 そ ちら を 参照 し て くだ さい 。 


※ ご ご こ で は コン ピコ ユー タ の 電源 を “ 入 " (ON) に し て ガ ら シス テム ディ スク を 起動 し まし た が 、 ディ 
スク の 挿入 を 促す メッ セー ジ が 表示 され る 前 に シス テム ディ スク を ディ スク ドラ イブ 0 に 挿入 し 
て も が まい ませ ん 。 ご この と き は 、 デ イィ スク の 挿入 を 促す メッ セー ジ を 表示 せ ず に コン ピュ ユー タマ は シ 
ステ ム デ ィ ス を 読み 込み 始め ます 。 


1.3 起動 一 デス フト ッ イ 画面 


シス テム ディ スク を 入れ て コン ピ ユ ー タ を 起動 する と 、 自 動 的 に ビジ ュ ユア ル シ エ ル が 実行 され 、 画 
面 は 次 の よう に な り ま す (次 の 画面 は 一 例 で す )。 
アイ コン 領域 


8 日 
と そ 人 ペ 外 


HUMRN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNDRU.SYS 


9 $ WW 短 吾 品 


PCMDRU.SYS RSK68K.SYS RRMDISK.SY SRRMDISK.SYS US.X COMMRND.X ICONDTR.Ud 


品目 剛 了 腺 


CLIP.VS | MorE.ws PHONE、US RUTOEXEC.BnT 
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1 . 使用 開始 が ら 終了 まで 


これ が 、 ビジ ュ ア ル シ エ ル に よる 「 デ スク トッ プ 画 面 」 で す 。 「 デ スク ト ッ プ 」 は 、 文字 通り あな だ 
の 机 の 上 で す 。 ディ スク 内 の ファ イル や 、 実行 で きる 命令 な ど 、 あ な だ が 負 理 し た い 作 業 に 秒 要 な お 
よそ すべ て の も の が 、 目 に 見 える 形 で 画面 に 表示 され て いま す 。 あ な だ が 、 自 分 の 机 の 上 で 、 ペ ン と 
紙 な どの 道具 を 使 つて 仕事 を 進め て ゆく よう に 、 これ ら の ビジ コア ル (視覚 的 ) な シン ボル マー ク を 
使 つて 、 目的 の プロ ブラ ム を 実行 きせ を り 、 フ ァイル を 操作 し た りす る の で す 。 

こ ご れ おら 、 この 「 デ スク トッ プ 」 で の 作業 の 進め 方 を 説明 し て ゆく わけ で す が 、 ま ず び 画 面 に 見 えて 
いる も の を 簡単 に 紹介 し ます 。 


@ ウ ィ ン ド ウ 

表示 され だ ば か り の デス クト ッ プ 画面 に は 、“A : 7 と いう タイ トル の ウィ ンド ウ が 開い て いま す 。 
ウィ ンド ウ は 、 情報 を 表示 する た め の 「 窓 」 の よう な も の で 、 要 に 遍 じ て 開い だり 閉じ だ た りす る こと 
が で きま す 。 ウィ ンド ウ の 扱い 亡 に つい て は 、 本 章 「1.6 ウィ ンド ウ の 使い 万 」 で 説明 し ます 。 


@ ボ ポイ ンタ 
画面 表示 され だ 指示 記号 で す 。 マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル で 自由 に 動 お すす こと が で きま す 。 通常 、 
ポイ ンタ は 矢印 の 形 を し て いま す が 、 作 業 の 内 容 に よ つ て 形 が 変わ る こと が あり ます 。 


@ ア イコ ン 

アイ コン は 、 様々 な コマ ンド や 機能 を シン ボル 化し て 画面 に 表示 し た 、 一 種 の メ ツ セー ジ で す 。 ポ 
イン タ を アイ コン に 合わ せ て マウ ス ・ ト ラッツ クボ ー ル の ボタ ン を 押せ ば 、 行 いた い 作 業 を 選択 で きま 
す 。 ア イコ ン に つい て は 、 本 章 「1 .5 アイ コン と は 」 お よび 「 2 . 名 種 の アイ コン の 使い 方 」 で 説明 
し て いま す 。 


アイ コン 領域 
画面 右側 の 、 ア イコ ン が 収め られ て いる 場所 を 指し ます 。 


1.4 マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の 使い 記 


デス フク トップ 上 で の 操作 は 、 すべ て マウ ス ・ ト ラッ ツク ボー ル を 用 いて 行い ます 。 マ ウス ・ ト ラッ ツ 
ボー ル は 、 


④「 ポ イン ト 」 (マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル で ポイ ンタ の 位置 を 指示 する ) 

②「 フ リッ ク 」 (マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の ボタ ン を 押す 離す ) 

③「 ド ラッ プ 」 (マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の ボタ ン を 押し た まま 、 ポイ ンタ の 位置 を 物 動 する ) 
④ 「 ダ ブル フク リック 」 (マウ ス ・ ト ラッ ツ フ ボール の ボタ ン を 、 続 け て 2 回 押す ) 


と いう 4 つの 基本 動作 を マス ター する だ け で 、 自由 に 使う こと が で きま す 。 マ ウス と し て 使う 場合 
も 、 ト ラッ クボ ー ル と し て 使う 場合 も 、 こ れ ら 4 つの 動作 で 作業 を 進め て ゆく こと に は 変わ りあ り ま 
せん 。 

以下 の 手順 に 従っ て 、 実際 に マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル を 操作 し て みて ぐだ さい 。 
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1.4 マウ ス ・ ト ラッツ クボ ー ル の 使い 万 


信 マ ウス ・ ト ラッ フフ ボール を 動 す 


〈 マ ウス と し て 使用 する 場合 〉 

まず ざ 、 机 の 上 な ご に 30 cm 四 亡 程度 の 平ら な 
場所 を 用 意 し て くだ さい 。 そ ここ マウス を 置い 
て 適当 に 動 お すこ と 、 画 面 上 の ポイ ンマ (指示 マ 
ー ク ) が 、 マ ウス の 動く 通り に 動き まま す 。 だ だ 
し 、 ど ん な に 遠 ぐ まで マウ ス を 動 ガ お し て も 、 ポ 
イン タ ガ が 画面 の 外 に 出る こと は あり ませ ん 。 


く 〈 ト ラッ フ ボ ー ル と し て 使用 する 場合 〉 

マウ ス ・ ト ラッ フ ボ ー ル を 裏返し て 、 底面 の 
切り 替え スイ ッ チ を トラ ッ ク ボ ー ル 側 CT の に 
し 、 表 に 返し て マウ スカ バー を 取り は ざ せ ば 、 
トラ ッ フ ボー ル と し て 使う こと が で きま す 。 ボ 
ー ル を で ころ が す と 、 画面 上 の ポイ ンタ ガ ボ 
ー ル の 動き に 従 つて 動き ます 。 


ポイ ンタ は 矢印 の 形 を し て いま す が 、 仕事 の 
内 容 に よ つ て は 他 の 形 に な る こと も あり ます 。 
だ と えば 、 少し 時 間 の が が る 作業 を し て いる と 
き に は 、 人 砂時計 の 形 に 変わ り ま す 。 


ポイ ント する 


軸 ま 光る 多 


HUMNN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONFI6.SYS PRNDRU.SYS| 


$% $/ $/ 物 環 中 


PCMDRU.SYS PSK69K.STS RCIeK. Semisk.Srs US.X wedgN icoefme | 


品目 彫 肪 個 國 還 


CLIP.WS NOTE.US PHONE.US BUTOEXEC.BRT BIN BASIC 
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1 . 使用 開始 が ら 終 了 ま で 


ポイ ンタ を 目的 の 位置 動 み し 、 そ こ に 重ね る こと を 「 ポ イン ト す る 」 と いい ます 。 マ ウズ ス ・ ト ラ 
ツク ボー ル を 動 ガ し て 、 画面 右側 の アイ コン 領域 に ある アイ コン (シン ボル マー ク の こと ) を 1 つ 1 つ 
ポイ ント し て みて こく だ さい 。 ウィンド ウ の 中 に ある アイ コン も ポイ ント に し て み ま し よう 。 


フリ ッ フ する 


8 坦 呈 堂 夫 


HUMRN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKC6.SYS BEEP.SYS ONFIG. 


選択 され だ アイ コン 


アイ コン を 正確 に ポイ ント で きる よう に な つた ら 、 今度 は その 位置 で マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の ボ 
タン を 押し て み ま し よう 。 ウ ィ ン ド ウ の 中 に 収め られ て いる アイ コン の うち ポイ ンタ を 重ね 、 そ の ま 
ま の 位置 で ツウ ス ・ ト ラッ フク ボー ル の を ボタ ン を 軽 ぐ 一 度 押し て みて ぐだ さい 。 ご この 操作 を 「 フ リッ 
ク す る 」 と いい ます 。 ク リッ ク さ れ だ アイ コン は 反転 し て 黒く な お り の ます 。 こ ご これ は 、 そ の アイ コン が " 選 
択 さ れ た ” こと を 意味 し て いま す 。 

ボタ ン を 押し て 離す と き に 、 マ ウス ・ ト ラッ フク ボー ル を 動 づ な な いよ うに 注意 し て 、 続 け て いろ い 
ろ な アイ コン を フク! リッ ク し て みて こく だ さい (だ だ し 、 ク リッ ク し て も いい の は 、 いま は ウィ ンド ウ 内 
の アイ コン だ け で す 。 ア イコ ン 領 域 の アイ コン を フリ ッ ツク し て も その アイ コン を “選択 する " こと は 
で きま せん )。 前 に 選択 され て い だ を アイ コン は 白色 に 戻り 、 新 た に 選択 ミ れ だ アイ コン が 黒 ぐ 反 転 表示 
され ます 。 

選択 を 取り 消す 場合 に は 、 ウィ ンド ウ 内 の アイ コン 以外 の 場所 (ウィ ンド ウ の “ 地 ” の 部 分 ) で 、 
マウ ス ・ ト ラッ フク フ ボ ー ル の を ボタ ン を フク リック し て ぐだ さい 。 


@ ド ラッ グ す る 

何 ひ か を ポイ ント し 、 そ こ で 左 ボ タン を 押し た まま マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル を 動 ガ が すこ と を 「 ド ラッ 
ブ す る 」 と いい ます 。 ウィ ンド ウ 内 の アイ コン の うち 、 どれ ガ 1 つ を ポイ ント し 、 そこ で を ボタ ン を 押 
し た まま 、 マウ ス ・ ト ラッツ ク ボー ル を 動 の し て みて ぐだ さい 。 選択 きれ を アイ コン は 、 マ ウス ・ ト ラ 
ツク ボー ル の 動き と 共に ウィ ンド ウ 内 で ひき ずら れる よう に し て 移動 し て ゆき ます 。 適当 な 位置 で マ 
ウス ・ ト ラッ クボ ー ル の ボタ ン を 離せ ば 、 アイ コン は その 位置 で 固定 され ます 。 

すなわち 、 ご この 操作 で アイ コン を ウィ ンド ウ 内 の あちこち へ 自由 に 秘 動 する こと が で きる わけ で す 。 
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1.4 マウ ス ・ ト ラッツ クボ ー ル の 使い 万 


大 | 


9 末 ま 普 人 名 


HUMRN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKC6.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNDRU.SYS| 


さき / 3/ 8/ 


PCMORU.SYS RSKE8K.SYS RRMDISK.SY SRaMDISK.SYS 


中 自 圏 防 四 品 司 


CLIP.US NOTE.US PHONE.US HUTOEXEC.BRT BIN 


ツブ ルフ リッ ツク フ す る 

リック グ を 、 素 早く 2 回 続け て 行う 動作 を 、「 ダ ブル フク フリック 」 と いい ます 。「 ダ ブル フリック 」 
は 、 主 じ に ウイ コン の ウィ ンド ウ を 開く と き に 使い ます 。 こ こ で は 、 画 面 右側 の アイ コン 領域 の 一 番 下 
に ある ご の み 箱 の 形 を し た アイ コン (ご み 箱 アイ コン ) の ウィ ンド ウ を 開い て み ま し よう 。 ごみ 箱 ア イ 
コン に ポイ ンタ を 重ね 、 そ の 位置 で マウ ス ・ ト ラッ ツク ボー ル の 左 ボ タン を 続け て 2 回 フリック し て こ ご 
だ さい 。 画面 に ウィ ンド ウ が 開き ます ( ヅ ブ ルフ ! リ ッ ク し て も ご み 箱 の ウィ ンド ウ が 現れ な い 場 合 は 、 
フリ ッ ク の 間隔 を も つと 速く し て みて ぐだ さい )。 今 は まだ ご み 箱 の 中 は 空 な の で 、 ウィ ンド ウ の 中 に 
は 何 も 表 示さ れ て いま せん 。 


※ シ ステ ム デ イィ ス ク に ライ ト プ ロ テク トシ ー ル を 貼 つ て お く と 、 ご み 箱 アイ コン の ウィ ンド ウ を 開 ご 
こと は で きま せん 。 


ド H 


ご Io ィ ッ ン 
9 ゅ ( 品 2W ( 稀 信 
1010101 1010101 1010101 


HUMRN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNDRU.SYS| 


、/ ぷ 、 / W) / IN 基 
2 2. 前 MSHRFP と 3 
e e @ 妊 [計り 1010101 


YS RSPEBK.SYS RRMDISK.SYC SRRMUISK.cYS US.y 7UMMRND.X ICONDRTR.! 


征 上 (Q 較 園 


NOTE.US PHONE.US HUTOEXEC.BHT BIN BaS5IC 福 低 


ご み 箱 の ウィ ンド ウ 


っ 1 


1 . 使用 開始 が ら 終了 まで 


この よう に 、 ア イコ ン を ダブ ルフ リッ ク す る と 、 そ の アイ コン の ウィ ンド ウ を 開 こ こと が で きま す 。 
だ だ し 、 す べ て の アイ コン が ウィ ンド ウ を 開く わ け で は あり ませ ん の で 注意 し て ぐだ さい 。 

ウィ ンド ウ を 閉じ る に は 、 ウィ ンド ウ の 左上 に ある * 愉 ′” の マー ク (クロー ズボッ クス ) を フリ ッ 
ク し ます 。 *′ に ポイ ンタ を 重ね 、 そ の 位置 で マウ ス ・ ト ラッ ツク ボール の を ボタ ン を 押し て ぐだ さ 
い 。 ウィンドウ が 、 ご み 箱 アイ コン に 吸い 込ま れ ね る よう に 消え て ゆき ます 。 


マウ ス ・ ト ラッ フ ボ ー ル は いろ いろ お 仕事 に 頻繁 に 使用 し ます の で 、 使 い 亡 に は 早く ぐ 慣れ る よう に 
し まし よう 。 マウ ス ・ ト ラッ フ ボ ー ル の 使い 万 に つい て 簡単 に まとめ る と 、 以 下 の よ うに な り ま す 。 


・ ウ ィ ン ド ウ 内 の アイ コン を “選択” する に は ・・・ 
目的 の アイ コン を ポイ ント し 、 そこ で を ボタ ン を クリ ッ ク す る 。 


・ ウ ィ ン ド ウ 内 の アイ コン を 移動 ′ する に は ・・・ 
目的 の アイ コン を ポイ ント し 、 それ を 左 ボ タン で ドラ ッ ブ する 。 


・ ウ ィ ン ド ウ を 開く に は ・・・ 
目的 の アイ コン を ポイ ント し 、 そこ で を ボタ ン を ダブ ルク リック する (だ だ し 、 す べ て の アイ コン 
が ウィ ンド ウ を 開 べ わけ で は な い )。 


マウ ス ・ ト ラッ ツク ボー ル の 操作 に は 、 ご の 他 に も 右 ボ タン を 用 いた 「 フ リッ ク 」 や 「 ド ラッ プ 」 が 
あり ます 。 右 ボ タン の 使い 方 に つい て は 、 も う 少 し 先 に 進ん で ガ ら 実習 し ます 。 操作 自体 は を ボタ ン 
を 使う 場合 と 変わ わり ありま せん の で 、 こ ご こ で は を ボタ ン で の 「 フ リッ ク 」 や 「 ド ラッ グ 」 の 及 法 を し 
つか のり マ スタ ー し て お いて ぐだ さい 。 


※ マ ウス ・ ト ラッ フク フ ボ ー ル の ボタ ン に つい て 

マウ ス ・ ト ラッ フ ボ ー ル の ボタ ン は 、 全 部 で 4 個 あ り ま す が 、 こ れ ら は 左側 と 右側 と で 2 組 に 分 か 
れ ま す 。 すなわち 、 左 側面 の ボタ ン と 上 部 左側 の ボタ ン 、 右 側面 の ボタ ン と 上 部 右側 の ボタ ン は 、 
それ ぞ れ 同じ 機能 で す 。 \ 左 ボタ ン ′ と いつ だ と き に は 、 上 部 左側 の ボタ ン で も を 側面 の ボタン で 
も 、 ご どちら を 使 つ て も お まい ませ ん 。 

左右 ボ マ ン の 機能 こつ いて は 、 場合 に よ つ て 異な り ま す の で 、 そ の 都度 説明 し ます 。 
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1.4 マウ ス ・ ト ラッツ クボ ー ル の 使い 万 


を まで マウ ス ・ ト ラッ フ ボ ー ル を お 使い に な る 人 の だ め に 


本 機 の ツマ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル は 原則 と し て 右手 で 使う よう 調整 され 、 本 書 も それ を 前 提 
と し て 書か れ て いま す 。 し が ガ し 、 左手 で マウ ス ・ ト ラッ フク ボー ル を 操作 する と 、 ポイ ンタ の 
動き や ボタ ン 操 作 な ど が 不 自然 で 使い に ここ な り ま す 。 そ ご こ で 、 左手 で マウ ス ・ ト ラッ フ ボ 
ー ル を お 使い に な る 万 は 、 次 の よう に し て こ だ さ い 。 この 処理 は 、 い つ だ ん 電源 を 切る と 元 
の 右手 用 に 戻る の で 、 本 機 の 電源 を 入 " CON) に する ご と に 行う 政 要 が あり ます 。 


@ ま だ 本 機 の 電源 スイ ツチ を “^ 入 " (ON) に し て いな い 場 合 
本 体 後面 の メイ ン 電 源 ス イツ チ が ^ 入 "(ON)、 前 面 の 電源 スイ ッ ツチ が ` 切 ” (OFF) の と 
き 、 マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル の を ボタ ン (刻み が 入 つ だ 万 の ボタ ン ) を 押え な が ら 前 面 の 
電源 スイ ツチ を “ 入 " (ON) に し て ぐだ さい 。 


@ す で に 起動 し だ 後 で ある 場合 
マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の ケー ブル を いつ だ ん 本 体 前 面 の 「 マ ウス 用 コネ フタ 」 (まだ は キ 
ー ボ ー ド の 両側 面 に あめ る マウ スコ ネフ クタ ) ガ ら 抜き 、 マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル の 左 ボ タン 
(刻み が 入 つ だ 記 の ボタ ン ) を 押え な が ら 、 あ ら だ め て ケー ブル を コネ クタ に 接続 し て くだ 
さい 。 


人 @ 堪 手 用 に な つた だ マウ ス ・ ト ラッ ツク ボー ル を 再び 右手 用 に 戻り に は 、 マ ウス ・ ト ラッ フク ボー 
ル の ケー ブル を 抜き 、 改 め て 差し 込ん で くだ さい 。 まだ は 、 い つ だ ん コン ピュ ユー タ の 電源 
を 切 つ て くだ さい 。 


以上 の よう な 操作 で 以降 は 、 


・ 右 ボタ ン 、 を ボタ ン の 機能 
・ ポ イン タ ガ 動 ぐ 亡 向 


が 逆転 、 変 更 さ れ ま す (下図 参照 )。 本 説明 書 は 、 一 買 し て 右手 で マウ ス ・ ト ラッ フク フ ボ ー ル を 
使う こと を 前 提 に し て 書か れ て いま す ガ ら 、 以 上 の 作業 で 左手 用 マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル に 
変更 し だ 方 は 、 説明 書 の 記述 を 寺 手 用 に 読み 換え て ご 利用 くだ さい 。 


1 < 


画面 上 の ポイ ンタ の 動き 右 用 
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1 . 使用 開始 が ら 終 ず ま で 


1.5 アイ コン と は 


時 計 ア イコ ン 
ディ スク アイ コン 


人 党 多久 


HUMAN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCe.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNDRU.SYS| 


$/ $ SW 短 環 品 


PCMDRU.SYS RSK6BK.SYS RRMDISK.SY< SRRMDISK.SYS US.X COMMRND.X ICONORTR. り 3 


口 自 画 騙 較 恩 、 還 


ア 1! 
CLIP.VS NOTE.US PHONE.US HUTOEXEC.BRT BIN BRSIC デス クア フ セ サ リ 


Ci コウ 


ニュ ョ ー フ オル ダー 
アイ コン 
クリップボード 
アイ コン 


ビニ 


プリ ンタ アイ コン 
ご み 箱 アイ コン 


画面 に いく つ ガ 表示 され て いる シン ボル マー ク が 「 ア イコ ン 」 で す 。 アイ コン に は 、 画 面 右 側 の ア 
イコ ン 領 域 に 表示 され て いる も の と 、 ウィ ンド ウ 内 に 表示 され て いる も の と の 2 種類 が あり 、 洗 々 そ 
の 意味 が 異な り ま す 。 

アイ コン 領域 の アク イ コン は 、 ご これ を 選択 する こと に より 実行 で きる 様々 な 機能 を 絵文字 で イメ ー ジ 
化し を も の で す 。 使い 方 は それ ぞ れ の アイ コン に よっ つて 様々 で す が 、 い ざれ も 何ら が の 作業 を 行う こ 
と に は 変わ りあ り ま せん 。 

これ に 対し て 、 ウィ ンド ウ 内 の アイ コン は 、 そ の ウィ ンド ウ の 持つ て いる 情報 を シン ボル 化し だ も 
の で す 。 で す ガ がら 、 ご これ ら を 選択 し て も 、 そ れ だ け で は 「 作 業 」 を 行う こと は で きま せん 。 すなわち 、 
アイ コン 領域 の クイ コン が 「 作 業 内 容 」 を 表し て いる の に 対し て 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の アイ コン は 「 作業 
の 対象 と な る も の 」 を 表し て いる わけ で す 。 

以下 に 、 こ れ ら 2 種類 の アイ コン に つい て 簡単 に 説明 し ます 。 


(1) アイ コン 領域 の アイ コン 
アイ コン 領域 の アイ コン は 、 こ れ を 選択 する こと に より 、 そ れ ぞ れ 固 有 の 個 き を 行い ます 。 
ここ で は 、 画面 右側 に まとめ られ て いる アイ コン の 種類 と その 機能 こつ いて 説明 し ます 。 


@ デ ィ ス フ ア イ コン A 
ディ スク ドラ イブ 0 ほ 入 つて いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (この 場合 シス テ 
ム デ ィ ス ク ) を 表し ます 。 デス クト ッ プ で は 、 ドラ イブ 0 の こと を "A」、 遇 
ドラ イブ 1 の こと を 「B」 と し て 区 別して いま す の で 、 ディ スク アイ コン の 
横 ビ 「A」 ガ 表示 され ます 。 デ ィ ス ファ イコ ン の 下 に は 、 その ディ スク に 后 LMNaPBBK 
けら れ て いる ボリ ユー ム 名 が 表示 され て ます 。 
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ディ イス クア イコ ン の 形 は 、 その アイ コン の ウィ ンド ウ が 開い て いる ガ ど 
うか で 異な り ま す 。 こ ご こ で は 、 ウィ ンド ウ の 開い て いな い デ ィ ス クア イコ 
ン の 形 を 示し ます 。 


信 デ ィ ス クア イコ ン B 

同様 に 、 デ ィ ス ク ド ラ イブ 1 に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 入っ つて いれ ば 、 ア イ 
コン 准 域 に 「 デ ィ ス クア イコ ン B」 が 表示 され ます 。 アイ コン の 横 に は 「B」 
が 、 ア イコ ン の 下 に は ディ スク に 付け られ て いる ボリ ユー ム 名 が 示さ れ ま 
す 9。 


ア 


る ディ スク アイ コン C 

ディ スク アイ コン C は 、 コン ピュ ユー 内 の メモ リ に 用 意 さ れ て いる 
「 RAM (ラム ) ディ スク 」 を 表し ます (RAM ディ スク に つい て は 、!「2 . 1 
ディ スク アイ コン 」 で 説明 )。 ディス クア イコ ン の 横 に は 「C」 が 、 下 に は 
RAM ディ スク の ボリ ユー ム 名 が 表示 され て いま す 。 


ご の み 箱 アイ コン 
不用 に な つた だ ファ イル な ご ど を 捨て る ご み 箱 で す 。 捨て た を ファ イル を 、 ご 
み 箱 が ら 再 び 拾 つて ぐる こと も で きま す 。 


人 三 ュ イフ オル ダー アア イコ 

新しい フォ ル ダ ー を 作り ます (フォ ル ダ ー に つい て は 、「1 .6 ウィ ンド 
ウ の 使い 亡 」 未 尾 の コラ ハム お よび 「2 .3 ニュ ユー フォ オル ダー アイ コン 」 で 
説明 )。 


プリ ンタ ア イコ ン 
ファ イル の 内 容 を プリ ンタ に 出力 し ます 。 ま た 、 画面 の 様子 を その まま 
プリ ンタ に 出力 する こと も で きま す 。 


介 コ ピー アイ コン 


ファ イル や フォ オル ダー、 デ ィ ス ク の 内 容 を 、 丸ごと 別 の フラ イル 、 フ ォ 
ル ダ ー、 ディスク に コピ ー し ます 。 


介 フ リッ ツブ プ ボー ドア イコ ラ 

文書 お な ご を ここ に 保管 し て お く と 、 い つ で も その 内 容 を 呼び 出し て 使用 
する こと が で きま す 。 ク フリップ ボー ドア イコ ン は 、 デ スク フク アクセサリ の 1 つ 
で ある 「 メ モ 帳 」 や 、「 電話 帳 」 な ど で 使 用 し ます 。 


@ デ スク アフ クセ サ リア イコ ン 
カレ ンダ ー や メモ 帳 、 ソ フト キー ボー ド 、 電 話 帳 な どの 機能 を 使う こと 
が で きま す 。 


信 時 計 ジ イコ ン 


135: アア ョ 全 み と ほ 


デス クア クセ サリ の 1 つ で 、 デス フト ッ プ 上 の デジ タル 時 計 で す 。 


55 


1 . 使用 開始 が ら 終 了 ま で 


各 ア イコ ン の 詳し い 機 能 と その 使い 亡 に つい て は 、「2 . 各種 の アイ コン の 使い 万 」 を 参照 し て ぐ 
だ さい 。 


(2②) ウィ ンド ウ 内 の アイ コン 

コン ピュ ー タ で は 、 すべ て の 情報 が 「 フ ァイル 」 と いう 単位 で 扱わ れ ま す 。「 フ ァイル 」 は 情報 の 梓 
に 過ぎ ませ ん の で 、 そ の 内 容 は 様々 で す 。 たと えば 、 ワー ド プ ロ セ ツ サ の プロ ブラ ム も 「 ファ イル 
で すし 、 そ の プロ プラ ム を 使 つて 作成 し た 文章 も 「 フ ァイル 」 で す 。 フ ァイル に は 、 そ れ ぞ れ 固 有 の 
名 前 が つい て お り 、 コン ピュ ー タ は その 名 前 で それ ぞ れ の ファ イル を 区 別して いま す (ファ イル 宮 に 
つい て は 、 本 項 未 尾 の コラ ム を 参照 し て くだ さい )。 

ウィ ンド ウ で は 、 こ うい つ だ 様々 な ファ イル を 「 ア イコ ン 」 と いう つ 形 で 表し て いま す 。 フ ァイル の 
種類 や 役割 を 、 目 で 見 て わか りや すく し た も の が 「 ア イコ ン 」 で 、 ア イコ ン の 形 は その ファ イル ご と 
に 異な り ま す 。 名 ア イコ ン の 下 に は 、 それ ぞ れ の ファ イル の 名 前 が 表示 され て いま す の で 、 こ の 前 
と アイ コン の 形 と で ファ イル を 見 分 ける こと が で きま す 。 

ここ で は 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の アイ コン の 種類 と 意味 に つい て 説明 し ます 。 な お お 、 ウ イィ ンド ウ 内 の アイ 
コン に つい て は 、「2 .1 ディ スク アイ コン 」 で も 説明 し て いま す 。 


 《 あぁ 
1010101 1010101 ME 1010101 


HUMRN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONFI6.SYS PRNDRU.SYS 


 $ W y 帳 可 品 


PCMDRU.SYS BSK68K.SYS RRMDISK.SYE SRRMDISK.SYS US.X COMMRND.X ICONDRTR.Ud 


> (9) 国 園 


CLIP.US NOTE.US PHONE.US BUTOEXEC.BRT BIN BRSIC 


@ コ マン ド フ ァイル 

OS (基本 ソフ ト ) の 「 コ マン ド 」 が 入 つ を ファ イル で す 。「X-BASIC」 「 の ) 
や 「 エ ディ タ (ED)」 な どの ファ イル も コマ ンド ファ イル で す 。 コ マン ド 
ファ イル の アイ コン は 、 それ ぞ れ の 機能 に 応じ だ さま ざま お 形 を し て いま 
す が 、 フ ァイル 名 の 拡張 子 は どれ も ` . X” で す ( 抄 張 子 に つい て は 、 本 項 
未 尾 の コラ ム を 参照 し て くだ さい )。 


CHKDSK.X 


BRSIC.% 
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@ シ ステ ム フ ァ イル 

シス テム 設定 を 行う を め の フ タイ ル で す 。 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 機能 設 
定 に 生 要 な “KEY .SYS* や 、RAM ディ スク を 使う た め に 秒 要 な 
^RAMDISK . SYS? な ご が あり ます 。 シ ステ ム フ ァ イル の アイ コン も 、 そ 
れ ぞ れ の 機能 に 庫 じ て 、 そ の 形 は さま ざま で す が 、 フ ァイル 名 の 拡張 子 は 
すず すべて“ . SYS” で す (拡張 子 に つい て は 、 本 項 未 尾 の コラ ム を 参照 し て < 
だ さい )。 


人 文書 ファ イル 

ワー ド プ ロ セ ツ サ な ど で 作 つ だ 文書 の フラ ァイル で す 。 ファ イル 名 の 拡張 
すず は 、“.DOCT、^.TXT7 な ど で す 。 “NOTE . VS” や ヾ CLIP .VS” な ど 
も 文書 ファ イル で す 。 文書 ファ イル の アイ コン の 形 は 、 右 の 通り で す 。 


この 他 に も 、 次 の よう な アイ コン が 用 意 さ れ て いま す 。 


信 誠 書 ファ イル 

漢字 や お ガ な な ご ど を 使う を た め の デ ー タ が ガ 入 つた を ファ イル で す 。 フ ァイル 名 
の 拡張 子 は 、“ . DIC” な ど ご です 。 

辞書 フラ ァイル の アイ コン の 形 は 、 右 の 通り で す 。 


人 @ プ ログ ブラ ム フ ァ イル 

X-BASIC な ど で 作 つ た 、 プ ロブ ラム の ファ イル で す 。 アイ コン の 中 に 書 
が れ て いる 文字 を 見 れ ば 、 ど の 言語 の プロ プラ バム お も わが り ま す 。 フ ァ イ 
ル 名 の 拡張 子 は 、` . BAS” な ど で す 。 

プロ プラ ム フ ァ イル の アイ コン の 形 は 、 右 の 通り で す 。 


@ フ オル ダー 

中 に いく つ お の ファ イル を 収め た 、“ フ ァイル の 入れ 物 / の よう な も の で 
9 す (ファ イル で は あり ませ ん )。 こ の アイ コン を ダブ ルク リッ ク す る と 、 フ 
オル ダー の ウィ ンド ウ ガ 開 き 、 中 の ファ イル を 見 る こと が で きま す (フォ 
ル ダ ザー に つい て 、 詳 し く は 「1 .6 ウィ ンド ウ の 使い 方 」 未 尾 の コラ ハム お よ 
びび T2.3 ニュ コー フ オ ル ダ ー ア イコ ウン ュ を 参照 )。 


※"QUICKSTARTY と いう 名 前 の フォ ル ゲ ザー を つこ っ つて お こく と 、 ビジ ユア 
ル シ エ ル 起 動 時 に 自動 的 に QUICKSTARHT” ウィ ンド ウ が 開き ます 。 
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1.5 アイ コジ と は 


ロ 

ーー 
1010101 
KEY.SYS 


RRMDISK.SYS 


| ノ 


MRNURL.T 尋 


SHRRP_S.DIC 


1 . 使用 開始 か ら 終 了 ま で 


ファ イル 名 の 付け 亡 に つい て 


ディ スク 上 に 置か れる デー タ は 、 すべ て 「 フ ァイル 名 」 に よ つ て 管理 され て いま す 。 コ ユー 
ザー は 、 こ の 「 フ ァイル 名 」 に よ つ て 目的 の ファ イル を 指定 する だ け で 、 ディ スク の 内 容 に 
つい て の 詳細 を 知ら な く て も 、 フ ァイル を 自在 に 扱う こと が で きま す 。 細 お が な お 約束 ご と は す 
べ て 、OS が 負 理 し て ぐれ る がら で す 。 

コー ザー 側 の 唯一 の 約束 ご と は 、「 フ ァイル 名 」 の 付け 万 お よび 指定 万 法 で す 。 こ こ で は 、 
ファ イル 名 の 付け 万 に 関す る 規則 を 挙げ て み ま す 。 


e 拡張 子 を 付け な い 場 合 e 拡張 子 を 付け る 場合 
ファ イル 名 (18 文 守 以内 ) ファ イル 名 (18 文字 以内 ) 


| | | | | | | | | 画 副 回 加 | 右 | 加 | 画 || 加 | 回 隊 開 | | | | | | | | 古 加 回 回 回 回 還 | | 

ーー を つ 112 ニ ーー ニー ニー 、 トニー ニュ ト 
区 別 さ れる 区 別 さ れ な い 区 別 さ れる 区 別 さ きれ な い 区 別 さ れる 
(8 文字 以内 ) (8 文字 以内 ) 


名 前 (18 文 字 以 内 ) 拡張 子 (3 文字 以内 ) 


④ フ ァイル 名 は 、 名 前 と 抗 張 子 で 構成 され る 。 一 般 的 に ファ イル 名 と 言え ば 前 と 拡張 子 を 
合わ せ た を も の の こと を いう が 、 拡 張子 を 省略 し て 名 前 の 部 分 だ け を ファ イル 名 と 呼ぶ こと 
も し ば し ば ある 。 

@②@ フ ァイル 名 の 名 前 と 拡張 子 は 、^.” ( ビ ピリオド) で 区 切ら れる 。 

⑧③ フ ァイル 名 に は 半角 文字 で 1 一 18 文字 (全角 文字 で は 1-9 文字 )、 拡張 子 に は 09 文字 
( 同 0 文字 ) が 使用 で きる 。 だ だ し 、 フ ァイル 名 は 初め の 8 文字 ( 同 4 文字) まで し が 区 
別 さ れ な い 。 だ と えば 、 び ABCDEFGHI” と ヾ ABCDEFGHX” は 同じ ファ イル と 見 な さ 
れる 。 

@ 名 前 と 拡張 子 に は 、 英 数 字 、 カ ナ 、 漢 字 お よび 名 種 記号 が 使用 で きる 。 アル ファ ベッツ ト は 、 
小文字 で も 大 文字 で も 使え る が 、 区 別 は ほれ な い (な る べく 大 文字 を 使用 し た 亡 が よい )。 
使用 で きる 文字 は 災 の 通り : AZ、0-9、&、 ま (、)、@、_、、{、 ト 
| 、 カナ 文字 、 全角 文字 (カツ カ ナ 、 ひ ら が な 、 漢字 な ど )。 

@⑥ 拡 張子 に は 、 通 常 そ の ファ イル の 性質 や 種類 を 表す 名 前 を 付け る 。 


例 :X ……… ソフ トリ ロケ ー タ ブル 実行 フラ イル 
R ……… リロ ケー タブ ル 実 行 ファ イル BAT…… バ パッチ 処理 ファ イル 
Z ……… アド レス 固定 実行 ファ イル BAS……BASIC ソー ス フ ァ イル 
A ti ライ プラ リフ ァイル C rt C 言語 ソー ス フ ァ イル 
SYS …… シス テム ファ イル S …… アセ ンプ ブリ 言 語 ソ ー ス ファ イル 


な ど 
⑥ PRN、CON、NUL、AUX、PCM と いつ だ 文字 列 は 、 フ ァイル 名 に 使用 で き な い (予約 
ファ イル る 名)。 


ファ イル 名 に つい て 詳し く は 、 別冊 の 「Human68k ユー ザー ズ マ ニコ ユア ル 」 の 第 3 章 を 参 
星 し て くだ さい 。 
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1.6 ウィ ンド ウ の 使い 万 


1.6 ウィ ンド ウ の 使い 方 


デス クト ッ プ 上 で の 作業 は 、 そ れ ぞ れ の 作業 に 和 め 要 な “対象 ” を 選び 、 そ の 対象 に 対す る 処理 命令 
を 指示 する こと に よ つ て 行い ます 。 こ うし た 作業 の 主 な “ 場 " と な る の が 、「 ウィ ンド ウ 」 で す 。 ウ イ 
ンド ウ は 、 様 々 な 情報 を 表示 する 「 窓 」 の よう な も の で す 。 こ ご ここ で は 、 ウ ィ ン ド ウ の 使い 方 に つい て 
説明 し ます 。 

起動 時 の デス フト ッ プ に は 、“A : "の ウィ ンド ウ ガ が 開い て いま す の で 、 実際 に これ ら の ウィ ンド ウ 
を 操作 し て み ま し よう 。 

な お 、 マ ウス ・ ト ラッ ツク ボー ル の ボタ ン は 、 を ボタ ン も 右 ボ タン も 使用 し ます が 、 ご の 頂 で は 主 に 
を ボタ ン を 使 つた 操作 に つい て 説明 し ます 。 右 ボタ ン を 使 つ て 行え る 動作 は 次 項 「1 .7 コマ ンド メニ 
ユー の 使い 万 」 で 説明 し て いま す 。 

だ た だ し 、 本 機 の ツウ ス ・ ト ラッ ツク ボー ル は 、 左 利き の 方 に も 使い や すい よう に を 手 用 に 設定 する ご 
と が で きま す (本 章 「1 .4 マウ ス ・ ト ラッ ツ フ ボール の 使い 万 」 未 尾 の コラ ム 参 照 )。 こ こ で は 右手 で 
使う こと を 想定 し た 記述 に な つて いま す の で 、 左 で お 使い の 亡 は 読み 換え て お 使い ぐだ さい 。 


(1) ウィ ンド ウ 内 の 様子 
ここ で は 、^A : ” の ウィ ンド ウ を 例 に 、 ウ ィ ン ド ウ 如 部 の 名 称 と 機能 を 簡単 に 説明 し ます 。 


サイ ズボッ クス ウィ ンド ウチ ェ ン ジ ボ ッ クス 
クロ ー ズ ボッ クス 


タイ トル バー ズー ム ボ ッ フ プス 


= 4 C 委 
1010101 1010101 WN 1010101 
HUMRN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNDH 


>JN ミ 半 デー ロ い 


/ $/ SW 科 


PCMDRU.SYS RSK5BK.SYS RRMDISK.SYE SRRMDISK.SYS US.% COUMMRND.X ICHND 


スク ロー ル バ ー 
スク ロー ル ボ ックス サイ ズボッ クス 
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1 . 使用 開始 が ら 終 了 ま で 


・ タ ダイ ドル バー 
ウィ ンド ウ の 名 前 (ウィ ンド ウタ イト ル ) が 表示 され ます 。 
・ サ イズ ボッ クス 
ウィ ンド ウ の 左上 隅 と 右 下 隅 に 1 つ ず つ あ り ま す 。 ウ ィ ン ド ウ の 大 き さ を 変更 する ボッ クス で す 。 
・ ズ ー な ボッ クス 
ウィ ンド ウ の サイ ズ を 最大 に し ます 。 最大 サイ ズ の ウィ ンド ウ を 元 の 大 き さ に 戻す こと も で きま す 。 
・ ズ スク 正三 人 バー 
縦 万 向 と 横 亡 向 の 2 つの バー が あり ます 。 バー の 中 に は 、「 スク ロー ル ボ ックス 」 が あり ます 。 ウ イィ 
ンド ウ の 大 き さ よ り ウ イィ ンド ウ 内 の 情報 が 多い と き は 、 こ ご の バー を 使っ て ウィ ンド ウ の 内 容 を 上 下 
左右 に スク ロー ル す る こと が で きま す 。 
・ ウ ィ ン ド ウチ ェ ン ジ ボ ッ フス 
複数 の ウィ ンド ウ が 開い て いる 場合 、 一 番手 前 に ある ウィ ンド ウ を 一 番 後 ろ に も つて いき ます ( 還 
な つ だ ウィンドウ を 上 から 順番 に めくり ます )。 
・ ク ロー ズボッ フス 
ウィ ンド ウ を 閉じ ます 。 


この ウィ ンド ウ に は 、 ド ライ ブ A に 入 つ て いる ディ スク (この 場合 シス テム ディ スク ) の 内 容 ガ ア 
イコ ン で 表示 され て いま す 。 ウ ィ ン ド ウタ イト ル は ^A : ” と な つて いま す で A :” は 、「 ド ライ ブ A 
の ディ スク 」 を 表し て いま す )。 

この よう に ディ スク 内 容 の 一 覧 を 表示 し た も の を 、 ディ レク トリ (目録 ) と 呼び ます 。 ディ レク フト 
リリ に つい て は 、 本 項 未 尾 の コラ ム で 説明 し て いま す の で 、 詳し く は そちら を 参照 し て ぐだ さい 。 


(2) ウィ ンド ウ を 選択 する 


品 4W < 科 
im0o 1001m WN 
HUMRN.SYS TITLE.SYS MEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNDRU.SYSI 


722 時 - 


FCMDRU.SYS JHSK58K.SYS RMDISK.SYS SRHMDISK.SYS US.X COMMRND.X ICONDRTR.Ud 


円 自 岬 有馬 賠 賠 爾 


| 
| | | CLIP.US NOTE.US | PHQNE.US HUTOEXEC.BAT BIN BSIC 福 信 


P N 
*B:? の ウィ ンド ウ の ウィ ンド ウ ( ア フ テ ィ プ ウ ィ ン ド ウ ) 
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1.6 ウィ ンド ウ の 使い 万 


デス フク トップ に は 、 複数 の ウィ ンド ウ を 表示 させ る こと が で きま す (最高 30 個 ま で )。 だ だ し 、 い 
ぐつ ウィ ンド ウ ガ が 開い て いて も 、 実 際 に 操作 で きる の は 、 一 番 上 (寺前 ) に 表示 され だ ウィ ンド ウ だ 
け で す 。 ご この ウィ ンド ウ の こと を 「 ア クティ プ ウ ィ インド ウ 」 と 呼び ます 。 アク ティ プ ブウ ィ ン ド ウ で は 、 
タイ トル バー が 黒く 表示 され る と と も に 、 スク ロー ル バ ー や 洗 種 の ボッ クス が 現れ る の で 、 そ こ で の 
作業 が 可能 に な つ だ こと が わか のり ます 。「 ア フ テ ィ ブウ ィ ン ド ウ 」 よ り も 下 に ある ウィ ンド ウ で 作業 を 
行い た い 場 合 に は 、 その ウィ ンド ウ を 「 ア クティ ブウ ィ ン ド ウ 」 に 選択 し な けれ ば な り ま せん 。 

「 ア フク ティ プ ウ ィ ン ド ウ 」 を 選択 する に は 、 目的 の ウィ ンド ウ の どこ ガ が を 直接 ノ ! リ ハッ フ す る ガ が 、 ま だ 
は ウィ ンド ウ の 右上 隅 に ある 「 ウィ ンド ウチ エン ジ ボ ッ クス 」 を 使い ます 。 

ここ で は 、 現在 "A : ” の 下 に な つて いる “B : ” の ウィ ンド ウ を アク ティ プ ウ ィ ン ド ウ に し て み ま 
す 。 


⑯ CB: の ウィ ンド ウ が 少し で も 見 えて いれ ば )“B :? の ウィ ンド ウ の 中 で クリ ッ ツク し て ぐだ さ 
い 。 


ニュ gc ミミ ヶ 々 くも タネ クニ ララ て ュ 


回 門 
人 5E| 6 
L 1 


X58K_M.DIC X68K-S.DIC 


アク ティ プ ウ ィ ン ド ウ 


クリック する 場所 は どこ で も ガ が ま いま せん 。^B : ” の ウィ ンド ウ が ガ が“A :” の ウィ ンド ウ の 下 か ら 
少し で も 見 えて いれ ば 、 その 中 の ご どこ が を フク フリック し て ぐだ さい 。 す る と 、“B : ? の ウィ ンド ウ が ガ デ 
ス フ ト ッ プ の 一 番 上 (寺前 ) に 表示 され て 、 アク ティ ブウ ィ ン ド ウ に な り ま す 。 


2 つの ウィ ンド ウ の サイ ズ や 位置 に よ つ て は 、 下 に ある ウィ ンド ウ ガ カ アフ ク ティブ プ ウ ィ ン ド ウ に すっ 
ガ り 隠れ て し まう こと も あり ます 。 ご この よう お 場合 に は 、 ウィ ンド ウ を フク リック し て 、 ア クティ ブウ 
イン ドウ を 選択 する こと は で きま せん 。 

ご うい つ だ と き に 便利 な の が 、 ア クティ ブ ウィ ンド ウ に ある 「 ウィ ンド ウチ ェ エンジ ボッ クス 」 で す 。 
「 ウ ィ ン ド ウチ ェ エンジ ボッ クス 」 は 、 現在 の アク ティ ブウ ィ ン ド ウ を 重 な つ を ウィ ンド ウ の ーー 番 後 ろ 
に も っ て ゆ ぐ の で 、 下 に ある ウィ ンド ウ が 見 えな ぐ て も アクティブ ウィン ドウ を 変え る こと が で きま 
す 。 
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1 . 使用 開始 が ら 終 了 ま で 


@⑱ フ ティ ブウ ィ ン ド ウ の ウィ ンド ウチ エン ジ ボ ッ クス を クリ ッ ク し て ぐだ さい 。 


X68K_M.DIC %58K_S.DIC 


SNS 半 ロボ 由 せ 厄 ば さけ 


する と 、 重 な ね つ を ウィ ンド ウ が めぐ られ だ よう に 、 アフ ティ プ ウ ィ ン ド ウ ガ が 変わ り ま す 。 
ウィ ンド ウチ ェ ン ジ ボ ッ クス を フク リッ ク し たり 、 下 に ある ウィ ンド ウ を 直接 クノ! リッ ク し だ り し て 、 
アク ティ ブウ ィ ン ド ウ を いろ いろ 変え て みて ぐだ さい 。 


(3 ウィ ンド ウ を 閉じ る 
ここ で 、2 つ 開い て いる ウィ ンド ウ の うち 、\B : ? の ウィ ンド ウ を 閉じ て み ま し よう 。 開 いて いる 


ウィ ンド ウ を 閉じ る に は 、 フク ローズ ボッ クス を 使い ます 。 ま ず 、“B : "の ウィ ンド ウ を アク ティ ブウ 
イン ドウ に し て ぐだ さい 。 


@ ポ イン を クロ ー ズ ボッ クス の 上 に 置い て 、 マ ウス ・ ト ラ ツ ク ボー ル の を ボタ ン を フク リック し て ぐ 
だ さい >。 


ロー ズボッ フス 
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1.6 ウィ ンド ウ の 使い 万 


アク ティ ブウ ィ ン ド ウ の 輸 郭 が みる みる 小さ く な り 、 も と の アイ コン の 中 に 吸い 込ま れる よう に し 
て 消え て ゆめ きま し だ 。 ご これ で 、 デス クト ッ プ に 開い を ウィ ンド ウ は 1 つ に な り ま し た 。 


(4) ウィ ンド ウ の サイ ズ を 変え る 

開き た て の ウィ ンド ウ は 常に 一 定 の 大 き さ で す が ガ 、 ウ ィ ン ド ウ の サイ ズ は 、 適 宜 変 更 す る こと が で 
きま す 。 ウ ィ ン ド ウ の サイ ズ を 変え る に は 、 ウ ィ ン ド ウ の 右 下 まだ は 左上 に ある サイ ズボッ クス 、 お 
よび 右上 に ある ズー ハム ボッ フス を 使い ます 。 


サイ ズボッ フス ズー ム ボ ックス 


ピロ 


ロレ 


合 YY ま 
@9 1010101 1oWiot MK れい l01 


HUMRN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNDRU.SYS 


9/ $ W My 短 加 中 


PCMDRU.SYS RSK68K.SYS RMDISK.SYX SRaMDISK.SYS US.X COMMRND.X ICONDRTR.Ud 


幅 目 剛 叉 較 了 較 園 


CLIP.US 。 NOTE.US PHONE.US AUTOEXEC.BAT BIN BASIC 福 信 


サイ ズボッ クス 


@ ポ ボイン ツ を ウィ ンド ウ の 右 下 の サイ ズボッ ツク ス の 上 に 置き を 、 マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル の 左 ボ タン を 
押し た まま 右 衝 め 下 に 動 お し て こく だ さい (ドラ ッ グ )。 


ボタ ン を 押し た まま マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル を 動 お し て いこ と 、 動 の し た 位置 を 基準 と し だ 新しい 
ウィ ンド ウ の 輪郭 が 点線 で 描 お れ ね ます 。 ボ タン を 離す と 、 ウ ィ ン ド ウ は その 位置 で 新しい サイ ズ に 変 
わり ます 。 

ご の よう に 、 右 下 の サイ ズボッ クス は 、 ウ ィ ン ド ウ の 上 辺 と 左辺 を 固定 し た まま 、 サ イズ を 変更 し 
ます 。 ご これ に 対し て 、 左 上 の サイ ズ ボ ツ クス は 、 ウィ ンド ウ の 底辺 と 右辺 を 固定 し た まま 、 サ イズ を 
変更 し ます 。 試し て みて ぐだ さい 。 


@ ボ イン タ を ズー ム ボ ックス の 上 に 置い て 、 マ ウス ・ ト ラッツ クボ ー ル の を ボタ ン を クリ ッ ク し て ご ぐだ 
さい 。 
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1 . 使用 開始 か ら 終 まで 


に 0/ 


HUMRN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNDRU.SYS 


$ $ SW を 物 加 中 


PCMDRU.SYS RSK68K.SYS RAMDISK.SY SRAMDISK.SYS US.X COMMRND.X ICONDRTR.US 


品目 画 昧 国 国 園 


CLIP.US NOTE.WS PHONE.US UTOEXEC.BHT BIN BRSIC 


ウィ ンド ウ は 画面 全体 に 広がり ます 。 この よう に 、 ズー ム ボ ックス は 、 ウィン ドウ の サイ ズ を 画面 
いっ ぱい (スク リー ン サ イズ ) に し ます 。 もう一度 ズー ム ボ ックス を クリ ッ ツク する と 、 ウ ィ ン ド ウ は 
元 の 大 き さ に 戻り ます 。 

2 つの サイ ズボッ クス と 、 ズー ム ボ ックス で 、 ウ ィ ン ド ウ の サイ ズ を いろ いろ 変え て みて ぐだ さい 。 
縮小 や 拡大 な ど 、 自在 に 行う こと が で きま す 。 


(5) ウィ ンド ウ を 動か す 

ウィ ンド ウ は 、 デス クト ッ プ 上 で 自由 に 動 ひ すこ と が で きま す 。 ウ ィ ン ド ウ を 動 び お す に は 、 そ の 
イト ル バ ー の 任意 の 場所 を ドラ ッ ブ し ます (だ だ し 、 バ ー 中 の いろ いろ な ボッ クス ” を クリック し レ 
な いこ と )。 


生生 中 ま 


.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNDRU.SYSI 


ーー 唱和 一 豆 


PCMDRU.SYS RSK68BK.SYS RRMDISK.SY< SRAMDISK.SYS US.X COMMRND.X ICONDRTR.Ud 


画 時 (9 国 園 


PHONE.US RUTOEXEC.BRT BIN BRSIC 
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1.6 ウィ ンド ウ の 使い 万 


@ ツ イト ル バ ー を ポイ ント し 、 マ ウス ・ ト ラッ ツク ボー ル の を ボタ ン を 押し だ まま ウィ ンド ウ を 目的 の 
場所 まで ドラ ッ ブ し ます 。 


ポイ ンタ の 動き につれ て 、 ウ ィ ン ド ウ の 輸 郭 だ けが ガ 引 きず られ る よう に し て 物 動 し ます 。 マ ウス ボ 
タン を 離せ ば 、 ウ ィ ン ド ウ は その 位置 に 書き 直さ れ ま す 。 デ スク トッ プ 上 の あちこち に 、 ウィ ンド ウ 
を 秘 動 きせ て みて ぐだ さい 。 

目的 の 場所 に 動 が おす 前 に 、 マ ウス ・ ト ラッツ クボ ー ル の ボタ ン を 離し て し まつ だ と き に は 、 も う 一 度 
そこ か ら 同 じ 手 順 で ウィ ンド ウ を 秘 動 させ て ぐだ さい 。 


(6) ウィ ンド ウ 内 の 情報 を ス フ ロ ー ル する 

ウィ ンド ウ 内 の 情報 量 が 多 て て 、 ウ ィ ン ド ウ に 一 度 に 表示 で き な い よう な 場合 は 、 ウィ ンド ウ の 枠 
に スク ロー ル バ ー ガ 現れ ま す 。 ウィ ンド ウ ガ ら あふ れ だ 情報 は 、 この ス フ ロ ー ル バー を 使っ て 、 上 下 
左右 に ス フ ロ ー ル させ る こと が で きま す 。 


る け イ ズボッ クス を 使 つ て ウィ ンド ウ を 小さ くし て 、 中 の 情報 が いく つが ガ 隠 れる よう に し て ご ださい 。 


スク ロー ル ボ ックス 
| スク フロール バー 


スク ロー ル バ ー 
スク ロール ボッ フス 


ウィ ンド ウ の 右側 お よび 下 側 に ある 棒状 の 部 分 が ス フ ロ ー ル バー で す 。 ス クロ ー ル バー は 、 矢印 の 
組み 合わ きつ た スク ロー ル ボ ックス と 、 そ の 前 後に ある 灰色 の 部 分 ひか ら な り ま す 。 


@ ウ ィ ン ド ウ の 下部 に ある スク フロ ー ル ボッ ツク フス 内 の 、 右向き の 矢印 を フリ ッ ツク し ます 。 


KEY.SYS USKC6.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNpRu 購 
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1 . 使用 開始 が ら 終 了 ま で 


する と 、 矢 印 (…) が 黒く < 変わ り 、 ウ ィ ン ド ウ の 内 容 が を 側 に 流れ て 、 隠 れ て いた アイ コン が 右側 
ガ ら 見 えて きま す 。 ボ タン を 押し 続け る と 、 押し て いる 間 、 ウィ ンド ウ は 右 亡 向 に 一 定 速度 で スク ロ 
ー ル レ つ づけ ます (ウィ ンド ウ の 内 容 は 左 に 流れ て ゆ ぐ よう に 見 えま す が 、 右 方 向 を あら だ に 表示 し 
て ゆめ こく 、 と いう 意味 で 、 これ を 「 右 スクロール 」 と 呼び ます )。 また 、 ス クロ ー ル ボッ クス も 、 バー の 
中 を 右側 に 秘 動 し ます 。 

この 他 、 ス クロ ー ル ボッ クス の 矢印 の 万 向 に 従っ て 、 左 、 上 、 下 の 万 向 に も 同じ よう に スク ロー ル 
させ る こと が で きま す 。 


@ ウ ィ ン ド ウ の 下部 に ある スク ロー ル ボ ックス (矢印 以外 の と ころ ) を ポイ ント し 、 を を の 方向 に ドラ 
ッ ツブ し ます 。 


ポイ ンタ の 動き に つれ て 、 スク ロー ル ボ ックス の 輪郭 が 動き ます 。 ボ タン を 離す と 、 ス クロ ー ル ボ 
ックス は その 位置 に 秘 動 し 、 そ れ に 伴い 、 ウィ ンド ウ 内 の 表示 も 対応 する 位置 の も の に 変わ り ます 。 
スク フロール バ ー ( 払 色 の 部 分 ) は フル サイ ズ の ウィ ンド ウ (ズー ム ボ ックス で ズー ムレ し だ と き の ウ 
ィ イン ドウ サイ ズ ) に 入る 情報 の 長 さ を 、 ス フロ ー ル ボッ クス は 現在 表示 され て いる ウィ ンド ウ の 長 さ 
を 表し ます 。 で すか ら 、 た と えば 、 フ ル サ イ ズ の ウイ ンド ウ 情 報 の 中 間 部 分 を 見 だ い 場 合 に は 、 ス ツ 
ロー ル ボ ックス を スク ロー ル バ ー の 中 央 付近 へ 動 お し て くだ さい 。 


@ ス フク フロール ボ ックス の 右側 の 友 色 の 部 分 を フリ リック し ます 。 


更 品 餅 夫 


B TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONF 謙 


ク ! リ ソック し だ 方 向 (右側 ) に 一 暗 で スク ロール し 、 そ れ に 伴っ て スク ロー ル バ ー 内 の スク ロー ル ボ 
ッ ツク ス の 位置 も 変わ り ま す 。 ウ ィ インド ウ 内 の 表示 は その と き の ウ ィ ン ド ウ の 大 きき 分 だ け 、 ク リッ ツ 
し た 方 向 に 秘 動 し ます 。 

この よう に 、 ス クロ ー ル バー の 中 の 雄 色 の 部 分 を 直接 フリ リッ フ し て も 、 対 応 す る 位置 の フィ ンド ウ 
の 内 容 を 見 る こと が で きま す 。 


以上 で 、 ウ ィ ン ド ウ の 基本 的 な 扱い 万 は 習得 で きま し た 。 ウィ ンド ウ の 開 開 お よび 移動 や サイ ズ 変 
更 、 ス フロ ー ル や アフ ティ ブウ イィ ンド ウ の 選択 …・ こ ご れ ら の テク ニッ ツク は 、 いずれ も デス フク トッ プ 上 
で 作業 を 進め て ゆく に あたっ つて 秘 要 不可 欠 で す 。 自 由 に ウィ ンド ウ が 扱え る よう に な る まで 、 十分 操 
作 を 繰り 返し て みて くだ さい 。 次 の 項 で は 、 ウ ィ ン ド ウ と コマ ンド メニ ュ ユー を 使っ だ 、 実 際 の 作業 の 
進め 亡 に つい て 説明 し ます 。 
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1.6 ウィ ンド ウ の 使い 万 


ディ レク トリ と は 


"ディ レク トリ 」 と は 、 フ ァイル や フォ ル ダ ー の 名 簿 で す 。 ディ スク アイ コン を ダブ ルフ リ 
ッ フ する と 、 デス クト ッ プ に 「 ウィン ドウ 」 が 開き ます 。 ウィ ンド ウ の 中 に 表示 され だ 情報 
が ディ レク トリ 」 と 呼 ば れる も の で 、 そ の ディ スク に 入っ て いる 内 容 (フラ ァイル や フォ ル 
ダー) の 一 覧 を 表し て いま す 。 

し が し 、 デ ィ ス ク に し まう ファ イル の 数 が 増え て ぐる と 、1 つの ディ レフ トリ (ウィ ンド ウ ) 
で ファ イル 管理 を 行う こと が し だ い に 大 変 に な つて きま す 。 この よう な と き に は 、 フ ァイル 
を い ぐ つ か に 分 類 し て 、 そ れ ぞ れ に ディ レク トリ を 持つ こと が で きる と 便利 で す 。 こ れ は 、 
いつ て みれ ば だ ぐさ ん の 書類 を 用 途 別 に 分 け て 、 フ オル ゲー に し まう の と 一 緒 で す 。 

すなわち 、 フ オル ダー は ファ イル を 整理 する だ め の 入 れ 物 で す 。 デ スク トッ プ で は 、 選 要 
に じ て 自由 に フォ ル ダ ー を 作り 、 そ の 中 に フラ ァイル を し まう こと が で きま す (「2 .3 ニュ 
ー フ オォ ル ダー アイ コン 参照 )。 

も ちろ ん 、 フ オル ダー の 中 の 「 デ ィ レ クト リ 」 を 見 る こと も で きま す 。 フ ォ ル ダー の ディ 
レフ トリ を 見 る に は 、 ディ スク 全体 の ディ レク トリ を 見 る と き と 同じ よう に 、 フォ ル ダ ゲー の 
アイ コン を ダブ プル クリック し ます 。 フ ォ ル ダー ご と の ウィ ンド ウ ガ が ガ 開い て 、 その フォ ル ダ ー 
に 入 つ て いる ファ イル (や フォ ル ダ ー) が 表示 され ます 。 も ちろ ん 、 フ ォ ル ダー の 中 に ある 
フォ オル ダ ー も 、 そ の 中 に ファ イル (や フォ ル ダ ー) を 入れ られ る の で 、 そ の 「 デ ィ レ クト リ 」 
を 見 る こと が で きま す 。 

ご この よう に 、 デ ィ ス ク に は 複数 の 「 デ ィ レ フト リ 」 が 存在 し ます 。 す な わ ち 、 それ だ け フ 
アイ ル を し まう 場所 が ある 、 と いう こと で す 。 複数 の ディ レフ トリ は 、 箱 の 中 に 箱 が あり 、 
その 中 に まだ 箱 が ある と いう 形 (※) に な つて お り 、 ファ イル は どの 箱 に 入 つ て いて も 
が まい ませ ん 。 同じ 箱 (ディ レク トリ ) の 中 に は 、 同 じ 名 前 の フラ イル を 入れ る こと は で き 
ませ ん が 、 違 う 箱 の 中 で あれ ば 、 同 名 の ファ イル を し まう こと も で きま す 。 


※ ご この よう な お 形 の ディ レフ トリ 群 は 、 そ れ ぞ れ が 何 層 に も 重なっ て 存在 する の で 、「 階 層 デ ィ 
レツ トリ 」 と 呼ば れ て いま す 。 フォ ル ダ ー を 作る ご と に 新しい ディ レク トリ が 新しい 「 階 
層 と な り 、 そ の 中 の ファ イル C や フォ ル ダ ー) を 管理 する わけ で す 。 「 階 層 デ ィ レ フト リ 」 
に つい て の 詳細 は 、 別冊 の 「 Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ さい 。 


|] ティ レク トリ 
[| | ファ イィ ル 


階層 1 


BASIC 
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1 . 使用 開始 がら 終 ず まで 


1.7 コマ ンド メニ ュー の 使い 万 


| コマ ンド ええ ニュ ユー と 鞭 

デス フク トッ プ に は 、 ウ ィ ン ド ウ や アイ コン の 他 に も 、 作 業 に 用 いる 道具 ” が 用 意 る これ て いま す 。 
これ が 「 コ マン ド メ ニ ュ ー」 で す 。 コ マン ド メ ニ ュ ー は 、 デス クト ッ プ 上 で 使え る 命令 (コマ ンド ) 
を 、 メ ニュ ー 形 式 で まとめ だ も の で す 。 ご の メニ ュー は 、 常に 画面 に 用 意 さ きれ て いる も の で は あり ま 
せん が 、 下 要 な と き に 画面 に 表示 させ る こと が で きま す 。 

ポイ ンタ が ガ ア イコ ン 領 域 以 外 の ご どこ を 指し て いて も まい ませ ん の で 、 マ ウス ・ ト ラッ ツク ボー ル の 右 
ボタ ン を 押え て みて こく ださい 。 ポイ ンタ の すぐ 下 の 位置 に メニ ュー ボッ クス が 表示 され ます 。 メ ニ ユ 
ー ボ ックス 内 の 、 \Information” “Open/ “Rename” “Look Name” “Look Date” “Look Size" 
ヾ Sorting* *Wild Card/ Exit* と いう メニ ュー が 、 そ れ ぞ れ の 作業 を 実行 する 病 令 (コマ ンド ) で 
す 。 

以上 の 9 つの メニ ュー は 、 いつ で も 実行 で きる も わけ で は あり ませ ん 。 そ の と ず き 実 行 する こと の で き 
な い コ マン ド は 、 メ ニュ ユー の 中 で 点線 表示 され ます 。 各 コマ ンド を 確認 し とら 、 マ ウス ・ ト ラッ クボ 
ー ル は 動 ひ な ず に 、 そ の まま ボタ ン を 離し て くだ さい 。 


申 回 


0 還 ま 光 作 旬 


HUMN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SYS EEEP.SYS CONFIG.SYS PRNDRU.SYSI 


sy $  y 短 可 品 


PCMDRU.SYS RSK8K.SYS RRMDISK.SYC SRRMDISK.SYS US.X COMMRND.X ICONDRTR.U3 


中 自画 防 思 國 国 


CLIP.WS NOTE.US PHONE.US RUTOEXEC.BAHT BIN BRSIC 


コマ シド メニ ュー 


この よう に 、 コ マン ド メ ニ ュ ー は 、 マ ウス ・ ト ラッツ クボ ー ル の 右 ボ タン を 押す こと に よ つ て 、 デ ス 
クト ッ プ 上 に 表示 され ます 。 ボ タン を 押し だ まま ポイ ンタ を ドラ ッ ブ し て 、 目 的 の コマ ンド の 上 が 反 
転 し た と ころ で ボタ マン を 離せ ば 、 そ の コマ ンド が 選択 され ます 。 た だ し 、 選 択 で きる コマ ンド は 、 実 
線 で は っ きり と 表示 され た も の だ け で す 。 点線 で 表示 され て いる コマ ンド は 、 選択 する こと が で きま 
せん (反転 表示 され ませ ん )。 

次 に 、 各 コ マン ド の 機能 と 使い 万 を 説明 し まし よう 。 
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1.7 コマ ンド メニ ュー の 使い 万 


Information (ファ イル 情報 の 表示 ) 


~Information” は 、 フ ァイル や フ オ ル ダ ー の サイ ズ (大 き さ ) や 作成 ・ 更 新 日 時 など 、 そ の ファ イ 


ル (フォ ル ダ ー) に 関す る 様々 が 情報 を 表示 する コマ ンド で す 。 フ ァイル 情報 を 見 る に は 、 次 の よう 
に し て ぐだ さい 。 


⑳ ま ず 、 目的 の ファ イル (フォ ル ダ ー) の アイ コン を 、 マ ウス ・ ト ラッツ クボ ー ル の 左 ボ タン で クリ ッ 


グ ク し て ぐだ さい 。 


する と 、 選 択 さ れ だ ファ イル ( フ オ ル ダ ー) が 黒く 表示 され ます 。 


選択 され だ ファ イル 


ある 代 全 


HUMGN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNDRU.SYS| 


ーー ンー ドー 


PCMDRU.SYS RSK8K.SYS RAMDISK.SYS SRAMDISK.SYS US.X 


COMMRND.X ICONDRTR.Ud 


品目 画 叉 過 國 還 


CLIP.WS NOTE.S PHONE.US RUTOEXEC.BaT BIN BRSIC 


② 適 当 お 場所 で 、 マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル の 右 ボ タン を 押し て コマ ンド メニ ュー を 表示 させ て こ だ さ 


"Information* は 実線 で 表示 され て いま す 。 ボ タン を 押し た だ まま 、 ポ イン タ を \Information? 
まで ドラ ツブ させ て ぐだ さい 。 
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1 . 使用 開始 が ら 終了 まで 


③ \Information” が 黒く 反転 され だ ら 、 マ ウス ・ ト ラッツ フク ボール の ボタ ン を 離し て くだ さい 。 す る 
と 、 次 の よう に 、 目 的 の ファ イル (フォ オル ダー) の 情報 を 表示 し た ウィ ンド ウ ガ 開 きま す 。 


更新 日 時 87/93/15 12: 李 : 


ディ スク 内 で の ファ イル の 位置 
ファ イル が 最後 に 更新 され だ 日 時 
ファ イル の 太 き さ (K バ イト =1024 バ イト ) 
ファ イル の 名 前 


※ パス 名 に つい て 詳し く は 、 別冊 の 「Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 を 参照 し て ぐだ さい 。 


④ フ ァイル 情報 を 確認 し た ら 、"OK” を フク リック し て ウィ ンド ウ を 閉じ て ぐだ さい 。 


(2) Open (フォ オル ダ ー の ウィ ンド ウ を 開く ) 

* ゞ Open" は 、 指定 し た を フォルダー の ウィ ンド ウ を 開い だ り 、 指定 し た ファ イル を 実行 し た りす る コ 
マン ド で す 。 フォル ダー を 指定 し て コマ ンド メニ ュー が ガ ら ゞ Open” を 選択 する と 、 デス クト ッ プ 上 に 
その フォ ル ダ ゲー の ウィ イン ドウ ガ 開 きま す 。 フ ァイル を 指定 し て *Open” を 選択 する と 、 そ れ だ 実行 で 
きる ファ イル (アプ リケーション の ファ イル や OS の コマ ンド ファ イル な ど ) だ つた ら 、 そ の ファ イ 
ル の プロ グラ ム が 実行 され ます 。 指定 し た ファ イル が 実行 で き な い ファ イル (テキ スト ファ イル な ど ) 
の 場合 は 、「 こ の ファ イル は 実行 で きま せん 」 と いう メ ツ セージ が 表示 され ます 。 

*Open” は 、 次 の よう な 手順 で 使用 し ます 。 


の ④ ま ず ざ 、 目的 の フォ ル ダ ー (まだ は ファ イル ) の アイ コン を 、 マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の を ボタ ン で 
クリ ッ ク し て 選択 し て ぐだ さい 。 

@② 適 当 な 場所 で 、 マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル の 右 ボ タン を 押し て コマ ンド メニ ユー を 表示 させ て ぐだ さる 
い 。 *Open“ は 実線 で 表示 され て いま す 。 ボタ ン を 押し た まま で 、 ポイ ンタ を “Open” まで ドラ 
ッ グ し て ぐだ さい 。 
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1.7 コマ ウー コ ユー の 使 ゆ 浪 


⑳ 連作 便 旬 


HUMRN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONFI6.SYS PRNDRU.SYSI 


yy WM 短 婦 品 


PCMORU.SYS RSKEBK.SYS RANDISK、SYC SRAMDISK.SYS US.X CONMRND.X ICONDRTR.M3 


口 四 画 叉 


CLIP.U0S NOTE.US PHONE.US RUTOEXEC.BRT 


選択 され だ を フォルダー 


③ `Open” が 黒く 表示 され だ ら 、 マウ ス ・ ト ラッ ツク ボー ル の ボタ ン を 離し て てく だ さい 。 する と 、 指 定 
し た フォ ル ダ ゲー の ウィ ンド ウ ガ 開 きま す (ファ イル を 指定 し な 場合 、 そ の フタ イル の プロ ブラ ム が 
実行 され る か 、「 こ の ファ イル は 実行 で きま ませ ん 」 と いう メ ツ セージ が 表示 され ます )。 


DISKCOPY.X DUMP.X 


フォ オル ダ ー の ウィ ンド ウ 


*Open” を 使わ むず に 、 直 接 目的 の フォ ル ダ ー (まだ は ファ イル ) の アイ コン を ダブ ルク リッ ク し て 
も 、 主 ぐ 同 じ 結果 が 得 ら れ ま す 。 
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1 . 使用 開始 が ら 終了 まで 


(3) Rename (ファ イル 名 の 変更 ) 
ヾ Rename” は 、 指定 し だ を フ ァイル の 名 前 を 変更 する コマ ンド で す 。 フ ァイル 名 の 変更 は 、 次 の よ 
うに 行い ます 。 この と き 、 ディ スク に ライ ト プ ロ テク トシ ー ル を 貼 つ て いる と 、 フ ァイル 名 の 変更 を 


する こと は で きま せん 。 


④ ま ず 、 名 前 を 変更 し を い フ ァイル を 、 マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル の を ボタ ン で クリ ッ ク し て ぐだ さい 。 
する と 、 選 択 き れ ね だ ファ イル が 黒く 表示 され ます 。 

@② 適 当 な 場所 で 、 マ ウス ・ ト ラッツ フク ボー ル の 右 ボ タン を 押し て 、 コマ ンド メニ ユー を 表示 させ て ぐだ 
さい 。^Rename” は 実線 で 表示 され て いま す 。 ボタ ン を 押し だ まま で 、 ポ イン タイ を “Rename” ま 
で ドラ ッ ブ させ て ぐだ さい 。 

③ "Rename” が 黒く 反転 され た ら 、 マ ウス ・ ト ラッツ フク ボー ル の ボタ ン を 離し て ぐだ さい 。 する と 、 
次 の よう な ウィ ンド ウ が 開き ます 。 


@④ 新 し く 付 ける ファ イル 名 を キー ボー ドガ ら 入 力 し て くだ さい 。 ファ イル 名 は 半角 文字 で 18 字 (全角 
文字 で 9 字 ) まで の 範囲 で 付け る こと が で きま す 。 た だ し 初め の 8 字 (4 字 ) まで し が 区 別 さ れ ま 
せん 。 

⑥ 名 前 を 付け を ら 、! リ リタ ー ン キー を 押す か が 、“OK” を マウ ス ・ ト ラッ ツク ボー ル の を ボタ ン で クリ ッ ク 
し て ぐだ さい 。^Rename” の ウィ ンド ウ が 閉じ 、 目的 の ファ イル の 名 前 が 、 新 た に 入力 し た も の 
に 変わ り ま す 。 


※ 名 前 の つけ 替え を 中 止 す る 場合 は 、 ヾ CANCEL" を フク リック し て ぐだ さい 。 何 も 入 力 し な いで リマ ター 
ン キ ー を 押し て も 、 名 前 の 付け 替え を 中 止 す る こと が で きま す 。 
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1.7 コマ シド メニ ュー@ 使 い 礼 


(4) Look Name、Look Date、Look Size( アイ コン 表示 形式 の 設定 ) 

*Look Name” “Look Date” “Look Size” は 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の アイ コン を 、 そ れ ぞ れ 名 前 ・ 日 
付 ・ 大 き さ と 共に 表示 する よう に 設定 する コマ ンド で す 。 

通常 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の アイ コン は 、 それ ぞ れ の ファ イル や フォ オル ダー の 名 前 と 共に 表示 され て いま 
す が C で Look Name”)、 名 前 の 代わ り に 、 各 フ タイ ル や フォ ル ダ ー の 作成 更新 日 時 Look Date?) 
や 、K 三 1024 バイ ト 単 位 の フラ イル サイ ズ で "Look Size”) を 表示 させ る こと が で きま す 。 

いざ ずれ の 表示 形式 も 、 コ マン ド メ ニ ュ ユー ガ ら 該当 する コマ ンド を 選択 し て 用 いま す 。 ま ざ ず 、 表示 形 
式 を 設定 し た い ウ ィ ン ド ウ を 開い て か ら 、 マ ウス ・ ト ラ ツ ク ボー ル の 右 ボ タン を 押し て コマ ンド メニ 
ユー を 表示 し 、 そ の まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て “Look Name" (名 前 )、“Look Date (日 付 )、 
^Look Size” (大 き さ ) の 中 ガ ら 、 目的 の 表示 形式 を 選択 し て て だ さい 。 

ウィ ンド ウ 内 の アイ コン 表示 の よう す は 、 だ と えば 次 の よう に な り ま す 。 ご これ ら は 例 で す の で 、 実 
際 の ウィ ンド ウ の 内 容 と 異な る 場合 が ありま す 。 


人 @Look Name (名 前 表示 : 通常 の 表示 形式 ) 


6 時 き は ざさ <$ 


HUMRN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNDRU.SYS 


$ $  y 短 環 品 


PCNDRU.SYS RSK58K.SYS RRMDISK.SYX SRRMOISK.SYS US.X COMMGND.X ICONDaTR.Ud 


品目 軒 防 回 國 還 


CLIP.US NOTE.US PHONE.US RUTOEXEC.BRT BIN BaSIC 


@Look Date (日 付表 示 ) 


8 柚 % 交 公 


87/83/15 87/83/15 87/93/15 87/B3/15 87/83/15 
12:68:60 12:98:89 12:99:9O 12:89:B9 12:89:BB 


73 


1 . 使用 開始 が ら 終了 まで 


久 Look Size (サイ ズ 表 示 ) 


(5) Sorting (アイ コン の 並び 替え ) 
*Sorting"* は 、 ウィ ンド ウ 内 の アイ コン を 、 あ る 一 定 の 順 育 に 従って 並び 替え る コマ ンド で き 。 並 
び 替 え の 順 色 は 、 その と き の ウ ィ ン ド ウ の アイ コン 表示 状況 に よ つ て 異な り ま す 。 


@Look Name (名 前 表示 : 通常 の 表示 形式 ) 
通常 の アイ コン 表示 形式 で *Sorting” を 実行 する と 、 各 ア イコ ン が その ファ イル 名 (フォ オル ダー 名 ) 
の アル ファ ベッ ツ ト 順 で 表示 され ます 。 


※ ア ルフ アァ ベッ ト の 大 文字 は 、 小 文字 より 先 に 表示 され ます 。 


@Look Date (日 付表 示 ) 

\Look Date” モー ド で ^Sorting′ を 実行 する と 、 各 ア イコ ン ガ その ファ イル (フォ ル ダ ー) の 
作成 変更 日 付 順 で 表示 され ます 。 最も 新 し ご 作成 変更 され た ファ イル (フォ オル ダ ー) の アイ コン 
が 最初 に 表示 され ます 。 


@ Look Size (サイ ズ 表 示 ) 
\Look Size” モー ド で ヾ Sorting” を 実行 する と 、 各 ア イコ ン が その ファ イル の サイ ズ 順 で 表示 さ 
れ ま す 。 最 も 大 きい サイ ズ の ファ イル が 最初 に 表示 され ます 。 フ オォ ル ダ ー は 一 番 最後 に 表示 され ます 。 


並び 替え を 行う に は 、 次 の 手順 に 従っ て て だ さい (画面 は 、 通 常 の 表示 モー ド で 並び 替え を 行 つ た 
合 の も の で す )。 
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1.7 コマ ンド メニ ュ ユー の 使い 万 


④ 目 的 の ウィ ンド ウ を 開き 、 並び 替え を 実行 し た い ア イコ ン 表 示 モ ー ド を 選択 し て くだ さい (前 述 の 
「 八 Look Name、Look Date、Look Size」 参照 )。 

②@ マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル の 右 ボ タン を 使っ つて 、 コ マン ド メ ニ ュ ユー ガ ら “Sorting” を 選択 し て くだ さ 
し 6 


③ ボ タン を 離す と 、 一 瞬 の うち に 並び 替え が 行わ れ 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の アイ コン は 新しい 位置 で 表示 さ 
れ ま す 。 


懐 剛 余 較 円 吉 


RSK58K.SYS RUTOEXEC.BRT BRSIC BEEP.SYS BIN CLIP.UOS COMMRND.X 


CONFI6.SYS HUMAN.SYS ICONORTA.US KEY.SYS 


9 8/」@/ 還 


PRNDRU.SYS RRMDISK.SY RMDISK.SYS TITLE.SYS 


アル ファ ベッ ト 順 に 並び 替え られ て いる 
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1 . 使用 開始 がら 終了 まで 


(6) Wild Card (ファ イル の 検索 ) 

\Wild Card′ は 、 ウ ィ ン ド ウ 内 に 表示 され を ファ イル や フォ オル ダー の アイ コン の 中 ガ ら 、 宅 前 を 
指定 し た ファ イル (フォ オル ダ ー) だ け を 選択 し て 表示 させ る コマ ンド で す (指定 し だ 名 前 を 検索 し て 、 
該当 する ファ イル (フォ ル ダ ー) が 見 つ お れ ば 、 そ の アイ コン を 表示 し ます )。 フ ァイル の 検索 は 、 次 
の よう に 行い ます 。 


④① ま ず 、 フ ァイル の 検索 を 行い た を い ウ ィ ン ド ウ を 開い て くだ さい 。 

@ デ スク トッ プ 上 の 適当 な と ころ で (どこ で も お まい ませ ん )、 マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル の 右 ボ タン を 
使っ つて 、 コ マン ド メ ニ ユ ー ガ ら “Wild Card” を 選択 し て て だ さい 。 

する と 、 次 の よう な ウィ ンド ウ ガ が 開き ます の で 、 検索 し た を い フ ァイル 名 (また は フ オ ル ダ ー 名 ) を 
キー ボー ドガ ら 入 力 し て ぐだ さい 。 フ ァイル 名 の 指定 方 法 に つい て は 、 本 草 未 尾 の コラ ム を 参 照 し 
て ぐだ さい 。 


了 及 畔 國 円 販 


RSK58K.SYS RUTOEXEC.BRT BRSIC BIN CLIPUVS COMMGND.X 


④ フ ァイル 名 (フォ ル ダ ー 名 ) を 入力 し た ら 、 リ ター ン キ ー を 押す が 、“OK” を マウ ス ・ ト ラッ クボ 
ー ル の 左 ボ タン で クリ ッ ク し て ぐだ さい 。 “Wild Card" の ウィ ンド ウ ガ が 閉じ 、 該当 する ファ イル 
(まだ は フォ ル ダ ー) の アイ コン が 最初 の ウイ ンド ウ 内 に 表示 され ます 。 


※ 検 索 を 中 止 する 場合 は 、 い CANCEL* を フリ ツク し て ぐだ さい 。 何 も 入力 し な いで リタ ー ン キー を 押 
し て も 、 フ ァイル の 検索 を 中 止 す る こと が で きま す 。 


該当 する ファ イル が 見 つか ら な い 場 合 、 ウ ィ ン ド ウ 内 は 空 に な り ま す 。 も と の ウィ ンド ウ を 表示 す 
る に は 、 一 度 ウ ィ ン ド ウ を 閉じ 、 改め て ウィ ンド ウ を オー プン する が 、 も う 一 度 “Wild Card” を 実 
行 し て 、 検 索 す る ファ イル 名 に 「* .*」 を 指定 し て くだ さい (ファ イル 名 に 「* .*※」 を 指定 する 
と 、「 す べ て の ファ イル 」 と いう 意味 に な り ま す )。 
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1.8 作業 の 終了 


(7) Exit (ビジ ュ ア ル シ ェ エル の 終了 ) 

^Exity は 、 ビ ジュ ユア ル シ エ ル を 終了 する コマ ンド で す 。 ビジ ユア ル シ ェ エル を 終了 する と 、 画面 は OS 
(Human68k) の コマ ンド モー ド に な り ま す 。 

た だ し 、^Exit” は 、 常 に 選択 で きる わけ で は あり ませ ん 。 Exit" を 使っ て ビジ ユア ル シ エ ル を 終了 
で きる の は 、 コ ンピュータ を コマ ンド モー ド で 起動 し を と き で す 。 ふ つう に コン ピュ ユー タ を 起動 する 
と 、 自 動 的 に デス クト ッ プ 画面 が 表示 され て し まい 、 コ マン ドモ ー ド に は 入り ませ ん 。 “Exit* を 使う 
に は 、 コ ン ピ ユ ー タ の 起動 時 に コマ ンド モー ド に 入る よう に 設定 し て お くめ 要 が あり ます 。 

コマ ンド モー ド の 概要 お よび 起動 時 の モー ド 設 定 の 方 法 に つい て は 、 第 3 部 「3. デス フト ッ プ を 使 
わな い 操 作 」 で 説明 し て いま す の で 、 そ ちら を ご 覧 くだ さい 。 

コマ ンド メニ ユー ガ ら ゞ Exit” を 選択 する と 、 開 いて い だ を ウィ ンド ウ が ガ す べ て 閉じ られ て が ら デ スク 
トッ プ が 消え 、 画面 は 炊 の よう に な り ま す (Human68k の コマ ンド モー ド 画 面 )。 


1.8 作業 の 終了 


デス クト ッ プ 上 で の 作業 が 終わ つ を ら 、 すべて の ウィ ンド ウ を 閉じ 、 フロ ツ ッ ピ ー デ ィ ス ク を ディス 
ク ド ラ イブ が ガ ら 取り 出し て ガ ら 、 コン ピュ ユー タ の 電源 を 切 つ て ぐだ さい 。 正しい 終了 の 手順 は 、 以下 
の と お り で きす 。 


ディ スク の 入 つ て いる ディ スク アイ コン を 、 マ ウス ・ ト ラ ツ ク ボー ル の 右 ボ タン で フク リック し 、 表 
示さ れる メニ ユー が ガ ら ^Close/Eject" を 選択 し て くだ さい 。 す る と 、 指定 し た ディ スク の ウィ ンド 
ウ が 閉じ られ 、 続い て その ディ スク が ガ ド ラ イブ が ガ ら イジ エク ト さ れ ま す 。 同時 に 、 画 面 の アイ コン 
領域 か ら 、 対 庫 す る ディ スク アイ コン が な こぐ な り の ます 。 
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1 . 使用 開始 が ら 終了 まで 


@ す べ て の ディ スク ガイ ジ エ ク ト さ れ て いる こと を 確か すめ て ガ ら 、 コン ピ ユ ー タ 本 体 の 電源 スイ ツチ 
お よび 周辺 機器 の 電源 を 切 つ て くだ さい 。 

@③ 完 全 に 電源 を 切る と きこ に は 、 コン ピ ユ ー タ 本 体 の 後面 に ある メイ ン 電 源 ス イッ ツチ を 切 つ て ぐだ さい 。 
だ た だ し 、 メ イン 電源 スイ ツチ を 切る と 、 タイマー 機能 や キー ボー ドガ ら の テレ ビ コ ン トロ ー ル 機能 
(専用 ディ スプ レイ テレ ビ 使 用 時 ) を 使う こと が で き な ぐ なり ます 。 


電源 の 切り 亡 に つい て 詳し ぐ は 、 「1 . 1 (3) 電源 を 切る (OFF)」 を 参照 し て くだ さい 。 
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1.8 作業 の 終了 


ファ イル の 指定 訪 法 


ファ イル を 指定 する 場合 に は 、 特 定 の 1 つの ファ イル を 指定 する 場合 と 、 複 数 の ファ イル を 
同時 に 指定 する 場合 と が あり ます 。 

1 つの ファ イル を 指定 する と きこ に は 、 フ ァイル 名 を よ ぐ 確 が め て 、 目 的 の ファ イル を 正 し こ < 
指定 し て くだ さい 。 

複数 の ファ イル を 指定 する と きこ に は 、「 ワ イル ドカ ー ド 」 と 呼ば れる 記号 を 用 いま す 。 ワ イ 
ルド カー ド と は 、 フ ァイル 名 を 構成 する 文字 の 代わ り に 用 いる 一 種 の 代用 文字 で ヾ や? と \*/ 
の 2 種類 が あり ます 。 “や” は 任意 の 半角 文字 1 文字 を 、`*” は あら め る 文字 列 (文字 が な 
ぐ て も よい ) を 表し ます の で 、 こ れ ら を 普通 の 文字 と 組み 合わ せる こと に よっ つて 、 複数 の フ 
アイ ル を 様々 に 指定 する こと が で きま す 。 だ と えば 、 


ABC?E .X 
と いう ファ イル 名 を 用 い だ 場 合 、 


ABCDE . X 
ABC2E .X 
ABC デ E . X 


な どの ファ イル が すべ て 当て は まり ます 。 ま た だ 、 
SAMPLE . * 
で は 、 拡張 子 は な ん で も が ガ ま わな い (なおこ て も よい ) わけ で 、 


SAMPLE . BAS 
SAMPLE . DOC 
SAMPLE 


な ご が 含ま れ ま す 。 

ご の よう に 、' ワ イル ドカ ー ド を 使用 すれ ば 、 その 条件 に あっ だす べ て の ファ イル を 一 度 に 
指定 する こと が で きま す 。 コマンド メニ ュー で \Wild Card′ (ファ イル の 検索 ) を 実行 する 
と き な ご ど に 、 有 効 に 利用 し て くだ さい 。 な お お 、 ワ イル ドカ ー ド に つい て の 詳細 は 、 別冊 の 
「Human68k ユー ザー ズ マ ニコ ユア ル 」 の 第 3 章 を ご 覧 くだ さい 。 
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茹 種 の アイ コン の 使い 万 


どら 1。、 ディ メン アイ コン 


コン ピュ ー タ を 使う の に 、「 デ ィ ス ク 」 は 欠 お すこ と の で き な い も の で す 。 コ ン ピ ユ ー タ を 動 が す だ 
め に 秒 要 な お プロ プラ ム も 、 コン ピュ ユー タ を 使っ た 結果 で ある 様々 な ね データ も 、 すべ て が この ディス 
ク 」 に 収め られ て いる の で す 。 

「 デ ィ ス クア イコ ン 」 は 、 こ うい つた ディ スク 内 の 情報 を 扱う を た め の ア イコ ン で す 。 


(1) アイ コン の 形 

ディ スク ファ アイ コン は 、 アイ コン 領域 の ディス クエ リア の 中 に あつ て 、 文字通り フロ ッ ピ ー デ ィ ス フ 
の 形 を し て いま す 。 ディ スク エリ ア は 、 ディ スク ご と に 用 意 さ れ 、 そ れ ぞ れ ド ライ ブ 名 で 区 別 され ま 
9。 

ディ スク エリ ア 内 の 様子 は 、 だ と えば 火 の よ うに な つて いま す 。 


回 Ao 


HumanEidlk 一 一 ボリ ュー ム る 


TEUTLUULKCLLELLLLLLLLLLLULLLLLLLLLH 


ディ スク アイ コン 


・ デ ィ ス フク アイ コン 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 表し 、 ダブ ルフ リッ フ す る と ウィ ンド ウ を 開き ます 。 ウィ ンド ウ を 開い て い 
る ディ スク の ディ スク アイ コン は 、 次 の よう な 形 に な り ます 。 


・ ド ライ プ 名 

ディ スク の 入 つ て いる ドラ イブ 名 (この 場合 「A」) を 表し ます 。 表 示さ れる ドラ イブ 名 は 、 デス ク 
トッ プ で 区 別して いる ドラ イブ 名 で す 。 すなわち 、 ド ライ ブ 0 な ら 「A」、 ドラ イブ 1 な ら 「B」 が 
表示 され ます 。 ド ライ ブ C は 「RAM (ラム ) ディ スク 」 と 呼ば れ 、 コ ン ピ ユ ー タ 内 の メモ リ の 一 部 
を ディ スク ドラ イブ と 同じ よう に 使っ た \ 仮 の ディ スク "で す 。RAM ディ スク の 中 に は 、 フ ロッ ピ 
ー デ ィ ス ク と 同じ よう に 、 フ ァイル や フォ ル ダ ー な ご ど を 収め る こと が で きま す が 、 電 源 を 切る と そ 
の 内 容 は 失わ れ て し まい ます の で 注意 し て くだ さい 。 

起動 し を ば か が り の と き に は 、RAM ディ スク の 中 に は 何 も 収 め ら むれ て いま せん 。 


※ 同 梱 の シス テム ディ スク に は 、 RAM ディ スク が 登録 さっ れ て いま せん 。 RAM ディ スク を 登録 する 亡 
法 に つい て 詳し く は 、 別冊 の 「Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 を 参照 し て ぐだ さい 。 
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の] デイ ズン クア 用 コシ 


・ ボ リ ユ ー ム 名 
ディ スク に 付け られ て いる 名 前 を 表し ます 。 


な お 、 使用 する フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 、 ライ ト プ ロ テクト (書き 込み 禁止 ) され て いる と 、 ディ ス 
クア イコ ン は 次 の よう お 形 で 表示 され ます 。 


ライ ト プ ロ テク ト と は 、 フ ロッ ピー ディ スク の 保護 処理 の 1 つ で 、 MED 寺 
き 込 み を 禁止 する こと を 言い ます 。 ラ イト プロ テク ト さ れ だ ディ スク は 、 デ ー タ を 読む こと は で きま 
す が 、 そ の 内 容 を 変更 (デー タ の 追加 、 変 更 、 0 合計 5 イッ チ の ディズ ク を ラ 
イト プロ テク フト す る に は 、 ディ スク の 右 横 に ある 切込み を シー ル (〈 光 を 通さ お いも の ) で ふさ ぎ ま す 。 


切込み が ふさ が れ て いる 


(2) ディ スク 内 の 情報 を 見 る (ディ ス フ の ウィ ンド ウ を 開 ぐ ) 

ディ スク に どう いう 情報 が 入 つ て いる が 見 る ため に は 、 目 的 の ディ スク の ディ スク アイ コン を ダブ 
ルク リッ クレ し て 、 ウ ィ ン ド ウ を 開き ます 。 だ だ し 、 す で に ウィ ンド ウ を 開い て いる ディ スク の ディ ス 
クア イコ ン は 、 ダブ ルフ リッ フク し て も ウィ ンド ウ を 開き ませ ん 。 

ご こ で は 、 シス テム ディ スク の 内 容 を 調べ て み ま し よう 。 次 の ぼ 順 に 従って くだ さい 。 


④ (ディ スク アイ コン A の 形 が 変化 し て いな いこ と を 確 が すめ て ) ディ スク アイ コン A を ダブ ルク リッ 
ク し て ぐだ さい 。 

ディ スク アイ コン A の 形 ガ 変わ り 、 デ ス フ ト ッ プ 上 に 、 シス テム ディ スク の ウィ ンド ウ が 開き ま 
す 9。 


人 
@ 品 ino 〈 1010101 


HUMRN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNDRU.SYS 


9 $/ WW 拓 器 品 


PCMDRU.SYS RSK58K.SYS RMDISK.SYE SRAMDISK.SYS US.X COMMRND.X ICONDRTR. 


品目 画 肪 賠 国 園 


CLIP.0S NOTE.US PHONE.US | RUTOEXEC.BRT BIN BRSIC 


ディ スク アイ コン A の ウィ ンド ウ 
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2 . 各種 の アイ コン の 使い 万 


これ で 、 ディス ク 内 の 内 容 を 確 が ひめ る こと が で きま す (な お お 、 後述 の 「 デ ィ ス フク メ ニ ユ ー」 を 使っ 
て 、 目的 の ディ スク の ウィ ンド ウ を 開 こ こと も で きま す )。 

ウィ ンド ウ 内 に は 、 い ろ い ろ な お 形 の アイ コン が あり ます 。 これ ら の 1 つ 1 つが 、 デ ィ ス クビ に 入 つ て い 
る 情報 表し て いま す 。 ア イコ ン の 形 と 種類 に つい て は 、「1 .5(2) ウィ ンド ウ 内 の アイ コン 」 を 参照 
し て ぐだ さい 。 

アイ コン の 下 に は 、 それ ぞ れ の ファ イル (まだ は フォ オル ダ ー) の 名 前 が 表示 され て いま す 。 ご の 名 
前 と アイ コン の 形 で 、 各 フ ァイル (まだ は フォ ル ダ ー) の 区 別 を 行い ます 。 ま た 、 アイ コン の ぞ 前 が 
長い と 、 隣 の アイ コン の 名 前 と 重 な つ て 見 えな く な つて し まう こと が あり ます 。 


(3) ディ ス フ メ ニュ ユー の 使い 記 

ディ スク アイ コン に ポイ ンタ を 重ね 、 そ こ で マウ ス ・ ト ラッ フク ボ ー ル の 右 ボ タン を 押す と 、 ポ イン 
の すぐ 下 に いく つが メ ニュ ユー が 現れ ます 。 これ ら の メニ ュー は 、 ディ スク を 操作 する だ め の 様 々 な 
機能 (ディ スク の イジ ェクト 、 ディ スク の フォ ー マ ツ ト 、 イ ン フ オォ メー ショ ン な ど ) を 使 つ を め の も 
の で 、「 デ ィ ス ク メ ニ ユー」 と 呼ば れ ま す 。 

ディ スク メニ ュー は 、 そ の 中 か ら 和 め 要 な 命令 を 選択 する こと に よ つ て 使用 し ます 。 だ だ し 、 点 線 で 
表示 され だ メニ ユー を 選択 する こと は で きま せん 。 次 の 手順 に 従っ て くだ さい 。 


④① ポ イン タ を 、 デ ィ ス クア イコ ン A の 上 に 重ね て ぐだ さい 。 
② そ の 位置 で 、 マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル の 右 ボ タン を 、 し ば らく 押し だ まま に し て ぐだ さい 。 
ポイ ンタ の すぐ 下 に 、 いく つか の メニ ユー が 現れ ます 。 


を KK 多め 


HUMRN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNORU.SYSI 


品目 画 陸 同 國 


ど | 
NOTEUVS PHONE.US BUTOEXEC.BRT BIN BRSIC 福 仙 


⑨③ ボ タン を 押し た まま 、 マ ウス ・ ト ラッ フク ボール を ドラ ッ ブ させ 、 メニ ユー を 1 つ ず つ ポ イン ト し て み 
て こく だ さい (ボタ ン は 離さ な いこ と )。 
ポイ ント され だ メニ ュー の うち 、 選 択 可能 な も の だ けが 黒い 反転 表示 に 変わ り ま す 。 
@④ こ こ で は 、 Close / Eject* を 選択 し て み ま し よう 。 ボ タン を 押し だ まま 、 ポイ ンタ を “Close / 
Eject′ の 上 に 運び 、 そ こ で ボタ ン を 離し て くだ さい 。 
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2 ディス ぐ の 5PW コ ヨシ 


lr 拓 ン ] 計 革 購 
固 砕 
0 I 


X58K_M.DIC X58K_S.DIC 


ディ スク フカ アイ コン A が 消え る 


ドラ イブ A( ド ライ ブ 0) に 入 つ て いた ディ スク が 自動 的 に イジ エフ ト さ れ 、 ア イコ ン 領 域 か つら ドラ 
イブ A の ディ スク アイ コン ガ 消 えま す 。 この よう に 、 実行 し た い 命令 が 黒 べ 反転 表示 され だ と き に ボ 
タン を 離す と 、 そ の 命令 が 選択 され ます 。 

癌 令 を 選 バ 作業 を 途中 で 中 止 し た い 場 合 は 、 ポイ ンタ を メニ ュー の 枠 の 外 に 動 み し て こ だ さい 。 ポ 
イン タ ガ メ ニ ユ ー の 外側 に あっ て 、 ま だ 命令 が 反転 表示 され て いな いと き に マウ ス ・ ト ラッ フ ボ ー ル 
の ボタ ン を 離せ ば 、 何 も 選択 され ませ ん 。 

メニ ユー 内 の 台 令 の 機能 よ 、 以 下 の 通り で す 。 


・Information 
指定 され だ た ディ スク の ドラ イブ 名 、 ボリ ユー ム 名 (ディ スク 名 )、 ディ スク の 全容 量 お よび 使用 容 
量 、 残 り 容量 、 ラ イト プロ テク フト の 有 有無 な どの 情報 を 表示 し た ウィ ンド ウ を 、 デス フク トップ 上 に 開 
きま す 。 見 終 つ を ら 、“OK” を フク リック し て 、 インフ ォ メ ーション の ウィ ンド ウ を 閉じ て くださ 
い 。 


分 まる $ 


HUMRN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS ISKCG.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNDR.SYS 


使用 容量 714 K 
残り 容量 57 K 
書込み 許可 


ディ スク イン フォ メー ショ ン の ウィ シド ウ 
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2 . 名 種 の アイ コン の 使い 万 


・Open 
指定 され た ディ スク の ウィ ンド ウ を デス フク トッ プ 上 に 開き ます 。 ディ スク アイ コン を 直接 ダブ ルフ 
I! バ ソック し て も 、 ウ ィ ン ド ウ を 開く こと が で きま す 。 


・Close / Eject 
指定 され た ディ スク を 、 ドラ イブ か ガ ら 自動 的 に イジ エク ト し ます 。 同 時 に その ディ スク を 表す ディ 
スク フ ア イ コン が ガ ア イコ ン 領 域 か ちら 5 な く な り ま す 。 ご の と き 、 指定 され だ ディ スク の ウィ ンド ウ は す 
べ て 閉じ られ ます 。 

・Volume Name 
指定 され を ディ スク の ボリ ユー ム 名 (ディ スク 名 ) を 付け 変え ます 。 ご の 命令 を 選択 する と 、 現 人 在 
の ボリ ュー ム 名 を 表示 する と 共に 、 新 し い ボ リ ユ ー ム 名 を 聞い て きま す の で 、 半角 文字 で 18 文字 
( 菩 字 な どの 全角 文字 で 9 文字 ) 以 内 の 名 前 を キー ボー ドガ ら 入力 し て ぐだ さい 漢字 な どの 入力 亡 
法 に つい て は 、 第 3 部 「1 . 日 本 語 を 入力 する 」 を 参照 し て くだ さい 。 
な お 、 ライ ト プ ロ テク フト され だ ディ スク の ボリ ユー ム 名 を 付け 変え る こと は で きま せん 。 


G) 人 
RMMRN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS 


現在 の ボリ ュー ム 名 ーー 


新しい ボリ ュー ム 名 目 - 
2 


ポリ ュー ム 名 の ウィ ンド ウ 


・Format 

指定 され た ディ スク を 、 フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) し ます 。 
新品 の ディ スク は 、 そ の まま で は 使用 する こと が で きま せん 。 ディ スク を 1 冊 の ノー ト に だ と えれ 
ば 、 新しい ディ スク は た だ の 紙 の 束 の よ うな も の で す 。 これ を ノー ト と し て 使う ため に は 、 ま ぎ び 紙 
を と じ て 冊 子 に し 、 中 に 郵 線 を 引く な ど し て 、 ノ ー ト と し て の 体裁 を 整え な けれ ば な り ま せん 。 ご 
の よう に 、 中 に デー タ を 書き 込め る よう に 準備 を 整え る 作業 が 、 デ ィ ス ク の フォー マツ ト ( 初 期 化 ) 
で す 。 一 度 も フォ ー マ ッ ト さ れ て いな い デ ィ ス ク は 、 ディ スク ドラ イブ に 挿入 し だ 時 点 で 検出 され 
ます 。 ご の と き 画 面 に は 、 そ の ディ スク を イジ エク ト す る が ガ フ ォ ー マ ツ ト す る が を だ ざね る ウィ ン 
ドウ が 表示 され ます の で 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の メッ セー ジ に 従っ て 、 負 理 を 決め て くだ さい 。 
この 「Format」 で は 、 指定 し た を ドラ イブ に 入 つ を ディ スク を あら だ め て フォ ー マ ツ ト に し ます 。 フ オ 
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2 イツ 


ー マ ッ ト し た い 目 的 の ディ スク が 入 つ を ディ スク アイ コン の メニ ュ ユー ガ ら 、\Format* を 選択 する 
よう に し て ぐだ さい 。 だ だ し 、 ライ ト プ ロ テク フト され だ ディ スク を フォ ー マ ッ ト す る こと は で きま 
せん 。 

ディ スク を フォ ー マ ツ ト す る に は 、 炊 の 手順 に 従っ て くだ さい (ここ で は ドラ イブ B の ディ スク を 
フォ ー マ ツ ト し て いま す )。 


⑦Format を 選択 する と 、“ デ ィ ス フク を フォ ー マ ツ ト し ます "と いう メ ツ セー ジ が 表示 され ます 。 フォ 
ー マ ッ ツ ト す る と 、 そ の ディ スク の 中 に 入 つ て いる 情報 は すべ て 消え て し まい ます か ら 注 意 し て こく だ 


ディ スク を フォ ー マ ッ ト し ます 
ぶつ Ce つう 


HUMRN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS UNKCG.SYS BEEP、SYS CUNFIG.SYS PRNDRU.SYS 


9/ 3$/ 9/ 9 製 器 品 


PCMORU.SY5S RSK58K.SY5 RRMDISK.SY SRMDISK.SYS US.X COMMRND.X ICONDRTR.Ud 


品 征 軒 防 回 還 還 


CLIP.US NOTE.US PHONE.0S AUTOEXEC.BaT BIN BRSIC 


②⑨ ほ ん と うに その ドラ イブ の ディ スク を フォ ー マ ツ ト し て も よい か どう が 確認 し て か ら 、 い OK* を ク 
リッ し て ぐだ さい (ここ で ^CANCEL* を フ ! リ ッ フ すれ ば 、 フ オォ オー マッ ト を 中 止 す る こと が で き 
ます )。 す る と 、 有 再度 確認 の メッ セージ が 表示 され ます 。 


ドラ イブ B の すべ て の デ " 削 れ ま 
| 占い 本 つもり は りん か は され ます 
に ( ) 〔 CHNCEL ) 


FCMDRU.SYS BSK68K.SYS RAMDISK.SYS SRAMDISK.SYS UVS.X CONMMRND.X OO676。 3 


円 回 咽 購 時 較 國 園 


| | CUPAVS NoTE.US PHONE.S 8UOEXEC.BaT BIN BASIC 
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2 . 名 種 の アイ コン の 使い 万 


③ い OK を フリ ッ フ すれ ば 、 ディ スク の フォ オー マ ッ ト ガ 開始 され ます (フォ ー マ ツ ト を 中 止 する 場合 
は 、\CANCEL” を フリ ツク し て ぐだ さい )。 


2 コピ ー ア イコ ン 


r コ ピー アイ コン 」 は 、 そ の 名 の 通り 、 ディス フ や フォ ル ダ ー や ファ イル を 自由 に 複写 する アイ コン 
で す 。 コ ピー する も の は 、 フ ァイル で も フォ ル ダ ー で も ディ スク で も が まい ませ ん 。 


(1) アイ コン の 形 
コピ ー ア イコ ン は 、 次 の よう な お 形 を し て いま す 。 


だ だ し 、 コ ピー アイ コン を 使用 する と 、 次 の よう に コピ ー ア イコ ン ガ ら 紙 や ディ スク ガ 出 ます 。 ご 
の 紙 や ディ スク を ドラ ッ グ し て コピ ー 先 に 移す まで 、 次 の コピ ー は で きま せん 。 


(2) ファ イル の コピ ー 
ファ イル の コピ ー は 、 次 の 手順 で 行い ます 。 


④① コ ピー し た い フ ァイル の アイ コン の 上 に 、 ポ イン タ を 重ね ます 。 


旧 王 まま 肖 作 印 


HUMON.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNDRU.SYS 


コビー する ファ イル 
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2 の コー5 た 尺 


② そ の 位置 で ツウ ス ・ ト ラッ フク ボー ル の を ボタ ン を 押し 、 ボ タン を 押し た まま の 状態 で 、 フ ァイル の 
アワ イ コン を コピ ビー アイ コン の 上 まで 、 ド ラッ プ し て き て ぐだ さい 。 コ ピー アイ コツ ガ ら 紙 が 出 ます 。 


10imn 
-SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SVS 


9 還 まき  y 


EEEP.SYS CONFIG.SYS PRNDRU.SYS 


9 $ SW/ 往事 品 


PCMDRU.SYS RSK58K.SYS RMDISK.SYc SRAMDISK.SYS 


US.X CONMNRND.X ICONDRTR.Ud 


ロ 較 
| | cuipWS NomE.s PT 


PHONE.US RUTOEXEC.BAT BIN BRSIC 


ご の " 紙 」 を コピ ー 先 に 運び ます 。 紙 の 上 で マウ ス ・ ト ラ ツ ク ボー ル の 左 ボ タン を 押す と 、 コ ピー 
し た ファ イル の 名 前 が 表示 され ます 。 


'@ 埋 』 計 < 


1000io 
HUMGN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SWS 


き / 3 ③/ SW/ 


PCNMDRU.SYS RSK58K.SYS RMDISK.SYS SRaMDISK.SYS 


円 自画 


3 


BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNORU.SYS 


| | ciP.Ws MomE.ws 


PHONE.VS RUTOEXEC.BRT 


③ コ ピー アイ コン ガ ら 出 て きだ 紙 (コピ ー さ れ だ ファ イル ) の 上 に ポイ ンタ を 持つ て き て くだ さい 。 


その 位置 で マウ ス ・ ト ラッ フク ボール の を ボタ ン を 押し 、 そ の まま 「 紙 」 の アイ コン を 、 収め た い ウ 
イン ドウ の 中 まで ドラ ッ ブ し て ぐだ さい 。 
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2 . 名 種 の アイ コン の 使い 万 


※ ご の と き 、 も と も と コピ ー し だい ファ イル が 収め られ て いた ウィ ンド ウ に 、 そ の まま 「 紙 」 を 収め 
る こと は で きま せん 。 ご の 場合 、 画 面 に 、 次 に 実行 で きる 項目 が いく つ ガ 表示 され ます の で 、 そ の 


中 か ら 最も 適し た 処理 を 選択 し て ぐだ さい 。 


X68K_M.DIC X58K-S.DIC 


ボタ ン を 離す と 、 そ の ウィ ンド ウ に コピ ー さ れ だ ファ イル が 収め られ ます 。 この と き 、 ド ラッ グレ 
た 四角 い 点 線 は 「 フ ァイル 」 の アイ コン に 変わ り ま す 。 コピ ー ア イコ ン の 方 の 紙 は な ぐ く な り ま す 。 


ロ 
(| (| 
0 ! 
[ I 


58K_M.DIC X%58K_S.DIC 


コピ ビー され だ ファ イル 


RUTOEXEC.BRT 


コピ ー さ れ だ ファ イル の ファ イル 名 は 、 コピ ー 元 ファ イル の ファ イル 名 と 同じ で す 。 新 だ に ファ イ 
ル 名 を 付け る 場合 に は 、 コマ ンド メニ ュー か ガ ら Rename” を 選択 し て 、 適 宜 名 前 を 付け 変え て ぐ 
だ さい (コマ ンド メニ ュー は 、 マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル の 右 ボ タン を 押す と 、 デス クト ッ プ 上 に 表 


示さ れ ま す )。 
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2、2 コピ ー ジ カイ ョ シッ 


0 フォ ル ダ ー の コピ ー 

コピ ー ア イコ ン で は 、 フ ァイル と 同じ 手順 で フォ ル ダ ー も コピ ー す る こと が で きま す 。 フ ォ ル ダー 
を コピ ー す る と 、 そ の 中 に ある ファ イル は 、 そ の まま 一 緒 に コピ ー さ れ ま す が 、 そ の 中 に ある フォ ル 
ダー は コピ ー さ れ ま せん 。 コ ピー する フォ ル ダ ー の 中 に フォ ル ダ ザー が ある と 、 コピ ー ア イコ ン は 中 の 
フォ オル ダー を 無視 し て コピ ー を 実行 し ます 。 そ の 結果 、 コ ピー され だ フォ オル ダ ー の 中 に は 、 フ ァイル 
だ けし が ガ 入 つて いな いこ と に な り ま す 。 中 の フォ ル ダ ー を コピ ー し だ いと き に は 、 あ ら だ め て その フ 
オル ダー を 1 つ ず つ コ ピー し て ぐだ さい 

フォ ル ダ ー の コピ ー は 、 次 の 手順 で 行い ます 。 


⑳ コ ピー し だ を い フ ォ ル ダー の アイ コン を ドラ ッ プ し て 、 コ ピー アイ コン の 上 まで 運び ます 。 

マウ ス ・ ト ラッツ クボ ー ル の ボタ ン を 離す と 、 コ ピー アイ コン ガ ら 紙 が 出 ま す 。 ご この 場合 、「 紙 」 は コ 
ピー され だ フ オ ル ダ ー で す 。 紙 の 上 で クリ ソック する と 、 コ ピー し た だ フォルダー の 名 前 が 表示 され ま 
9。 

③ コ ピー アイ コン ガ ら 出 て きだ 「 紙 」 (コピ ー さ れ だ フォ オル ダ ー) を ドラ ッ グ し て 、 収め を い ウ ィ ン ド 
ウ の 中 まで 移動 し て くだ さい 。 

※ コ ピー 元 の フ オ ル ダ ザー が 入 つ て いる ウィ ンド ウ に 、 コ ピー し ただ フォルダ ー を その まま 収め る こと は 
で きま せん 。 ご の 場合 、 メ ッ セ ー ジ と 共に 、 次 に 実行 で きる 項目 が いこ くつ ガ 表 示さ れ ま す の で 、 そ 
の 中 が ら 最 も 適し だ 如 理 を 選択 し て て だ さい 。 

《⑯ ボ タン を 離す と 、 そ の ウィ ンド ウ に コピ ー さ れ だ フ オ ル ダ ー ガ が 収め られ ます 。 こ の と き 、 ド ラッ ブレ 
だ 四 朋 い 点 線 は 「 フォ ル ダ ー」 の アイ コン に 変わ り ま す 。 

⑤ コ ピー され だ フォ オル ダー の 名 前 は 、 コ ピー 元 フ ォ ル ダー の 名 前 と 同じ で す 。 
コピ ー が 完了 し だ ら 、 その フォ ル ダ ー を ダブ ルフ リッ ツク し て 、 内 容 を 確認 し て みて ぐだ さい 。 


(4) ディ スク の コピ ー 

「 コ ピー アイ コラ 」 で は 、 ディ スク を コピ ー す る こと も で きま す 。 ディ スグ の コピ ー は 、 と ぐに ディ 
スク の パッ フク アップ (複製 ) を 作る と き に 便利 で す 。 不 注意 な 操作 や 、 停 電 な どの 不慮 の 事故 に 備え 
て 、 大 切な ディ スク に は 、 ゆめ ず バッ クア ッ プ を 作 つ て お きま し よう 。 


※ だ だ し 、 コ ピー で きる の は 2HD の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 間 だ け で す 。 異 な る メデ ィ ア (RAM ディ ス 
ク を 含む ) に は コピ ー で きま せん 。 


ディ スグ の コピ ー に は 、 コピ ー す る 元 と な る ディ スク と 、 コピ ー す る 先 と な る ディ ス フ ガ が 生 要 に な 
の ます 。 コ ピー 先 の ディ スク は 、 新 し いも の で な こく て も が ま い ませ ん が 、 一 度 フ ォ ー マ ツ ト さ れ だ も 
の で な いと いけ ませ ん (フォ ー マ ツ ト に つい て は 本 章 の 「2 . 1 (3③) ディ スク メニ ュー の 使い 万 」 を 参 
明 )。 

フォ オー マツ ト さ れ て いな い デ ィ ス ク を コピ ー 先 の ディ スク と し て 用 いよ うと する と 、 そ の ディ スク 
が ドラ イブ に 挿入 され だ 時 点 で 、 画面 に ディ ス フ を フォ ー マ ッ ト す る どう か た だ たずね る ウィ ンド ウ が 
表示 され ます 。 ウィン ドウ 内 の メッ セー ジ に 従っ て ディ スク を フォ ー マ ツ ト し て ガ ら 、 ディ スク コピ 
ー を 行う よう に し て ぐだ さい 。 

「 コ ピー ア イ コン 」 は 、 ディ スク を まる ご と コピ ー し ます の で 、 コ ピー 先 の ディ スク に 入 つ て いた だ 精 
報 は 消さ れ 、 す べ て コピ ー 元 の ディ スク の 内 容 に 変わ つて し まい ます 。 コ ピー を 開始 する 前 に 、 コピ 
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2 . 将 種 の アイ コン の 使い 万 


一 先 の ディ スク に 和 め 要 な 情報 が び 入 つて いな い ガ どう が 確認 する よう に し て ぐだ さい 。 


ディ スク を コピ ー す る 手順 は 、 次 の よう に な り ま す (ここ で は ドラ イブ A の ディ スク を ドラ イブ B 
の ディ スク に コピ ー し て いま す )。 


④ コ ピー する 元 と な る ディ スク の アイ コン (ご の 場合 デイ スク アイ コン A) を ドラ ッ プ し て 、 コ ピー 
アイ コン に 重ね て こく ださい 。 する と 、 コピ ー ア イコ ン ガ ら ディ スク が 出 ま す 。 こ の 「 デ ィ ス ク 」 が 


コピ ー き れ だ ディ スク で す 。 ディ スク の 上 で クリ ッ フ する と 、 コピ ー レ だ ディ スク の ドラ イブ が 
表示 され ます 。 


②@ こ の ディ スク を ドラ ッ プ し て 、 コ ピー する 先 の ディ スク の アイ コン (この 場合 ディ スク アイ コン B) 
まで 秘 動 し て くだ さい 。 
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2.2 コピ ー ア カイ コッ 
③ マ ウス ・ ト ラッ ツク ボー ル の ボタ ン を 離す と 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


プ A の 内 容 を 
プ B に コピ ー し ます | 


ドラ タイ 
が 革 ボ 


コピ ー 元 ディ スク の ドラ イブ と コピ ー 先 ディ スク の ドラ イブ を 確認 し て 、 コ ピー を 実行 し て も ガ ま 
わな けれ ば “OK” を フリ ッ ク し て ぐだ さい (ここ で “CANCEL” を クリ ッ ク す れ ば 、 コ ピー は 中 
止 さ まれ ま す )。 


⑥⑤ す る と 、 再 度 確認 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 コ ピー を 実行 する 場合 は ヾ OK” を クリック し て こ ご 
だ さい (コピ ー を 中 止 す る 場合 は "CANCEL” を ク ! リ ソック し て こく ださい)。 


デー 
ーーーー テ ーー ーー 1 
ドラ イブ B の すべ て の デー タ が 削除 され ます Ja 
思い 直す つも り は あり ませ ん か 「・1 
N(C 上 K )(cacL ) 


KENS_DaTOISK 
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2 . 各種 の アイ コン の 使い 万 


これ で 、 ディ スク の コピ ー が 行わ れ ま す 。 コ ピー 作業 中 は 、 画面 に "ディ スク コピ ー を 実行 中 で す 」 
と いう メッ セー ジ が 表示 され ます 。 

コピ ー 先 ディス の の アイ コシ の ポ ボリ ラー ム ぞ (ディ スタ "は ピー 孝 デ ィ ャ スタ の アイ コン の ボ 

リコ ユー ム 名 (ディ スク 名 ) と 同じ に な り ま す 。 新 だ に ボリ ユー ム 名 を 付け る 場合 に は , ディ スク メ 

ニュ ー ガ ら Volume Name” を 選択 し て 、 適 宜 名 前 を 付け 変え て ぐだ さい (目的 の ディ スク アイ 

コン を ポイ ント に し て マウ ス ・ ト ラッ ツク ボー ル の 右 ボ タン を 押す と 、 デ ィ ス フク メニ ユー が 表示 され ま 

す )。 


まだ た 、 ディ スク だ け は 、 コピ ー ア イコ ン を 使わ むず に コピ ー す る こと も で きま す 。. コピ ー し だ たい ( コ 
ピー 元 の ) ディ スク アイ コン を 、 コ ピー 先 の ディ スク アイ コン に 直接 ドラ ッ グ し 、 重ね れ ば よい の で 
す 。 こ ご こ で は ドラ イブ A の ディ スク を コピ ー 元 、 ドラ イブ B の ディ スク を コピ ー 先 と し て 、 作業 の ま 
順 を 説明 し ます 。 


④ ア イコ ン 領 域 に ある ドラ イブ A の アイ コン に ポイ ンタ を 重ね ます 。 
マウ ス ・ ト ラッツ クボ ー ル の を ボタ ン を 押し て 、 そ の まま ドラ イブ B の アイ コン の と ころ まで ドラ ツ ッ 
グ し て ぐだ さい 。 


Q 避 & WS yy 


HUMRN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNDRU.SYS| 


9 $/ SW 拓 加 品 


PCMDRU.SYS BSK68K.SYS RRMDISK.SYX SRRMDISK.SYS US.X COMMGND.X ICONDRTR.U3 


品目 軒 騙 回 國 園 


CLIP.0S NOTE.US PHONE.US RUTOEXEC.BRT BIN BRSIC 


③2 つ の ディ スク フ ア イ コン が 完全 に 重なり 合 つ を と ころ で マウ ス ・ ト ラッ ツク ボー ル の ボタ ン を 離す 
と 、 画面 に コピ ー ア イコ ン を 使 つ だ 場合 と 同様 、「 ドラ イブ A の 内 容 を ドラ イブ B に コピ ー し て い 
ます 」 と いつ メッ セー ジ が 表示 され ます 。 以降 の 手順 は 、 コピ ビー アイ コン を 使 つ な 場合 と 同じ で す 。 

⑳ コ ピー が ガ が 終了 する と 、 アイ コン 領域 こ あ る コピ ー 先 ドラ イブ (B) の ディ スク アイ コン の ボリ ユー ム 
名 が 、 コ ピー 元 ド ライ ブ (A) の ディ スク アイ コン の ボリ ユー ム 包 と 同じ に な つて いま す 。 
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作 。2 当 ピ ー 家 agW コ 


(5) ファ イル や フ オ ル ダ ー の 移動 

コピ ー ア イコ ン に よる コピ ー と は 別に 、 フ ァイル や フ オ ル ダ ー を 秘 動 さき せる こと が で きま す 。 ウ イィ 
ンド ウ ガ が ら ウ ィ ン ド ウ へ 、 目的 の ファ イル や フォ ル ダ ー を ドラ ッ グ し て 運べ ば よい の で す 。 だ だ し 、 
これ は 「 コ ピー」 で な ぐ ご て 「 物 動 」 で す ガ ら 、 フ ァイル は 秘 動 先 に 移り 、 秘 動 元 の ウィ ンド ウ に は 残 
り ま せん 。 また 、 フ オ ル ダ ー を 秘 動 する 場合 、 そ の 中 に フォ オル ダー が ある と 、“ サ ブ デ ィ レ クト リ が あ 
る の で 秘 動 で きま せん ” と いう メッツ セー ジ が 表示 され て 、 秘 動 は 行わ れ ま せん 。 

以下 に 、 ファ イル (フォ オル ダー) を 秘 動 する 手順 を まとめ ます 。 


④ 秘 動 し た を い フ ァイル (フォ ル ダ ー) の 入 つ て いる ウィ ンド ウ と 、 移動 先 と な る ウィ ンド ウ を 、 重 な 
ら な いよ うに 開い て ぐだ さい 。 


TUMAN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKC6.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS 


ここ と うた 


PCMDRU.SYS RSK68BK.SYS RNMDISK.SYX SRRMDISK.SYS US.X COMMRND.X 


移動 する ファ イル 


②@ 目 的 の ファ イル ( フ オ ル ダ ー) を ポイ ント し て ぐだ さい 。 
③ そ の 位置 で マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の を ボタ ン を クリ ッ ツク し 、 ボタ ン を 押し た まま 、 目的 の ファ イ 
ル (フォ ル ダ ー) を 秘 動 先 の ウィ ンド ウ の 中 まで ドラ ッ プ し て ぐだ さい 。 


y 中 き | 」 


ミ SRRMDISK. U5.X COMMHND.X 


BASIC 
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2 . 如 種 の アイ コン の 使い 


④ ボ タン を 離す と 、 そこ に ファ イル (フォ ル ダ ー) の アイ コン が 収め られ 、 同時 に 秘 動 元 の ウィ ンド 
ウ か が ら 消 えま す 。 だ た だ し 、 秘 動 先 に 同じ 名 前 の ファ イル (フォ オル ダー) が ある と 、 そ の まま で は 秘 
動 を 行う こと が で きま せん 。 ご の 場合 、 メッ セー ジ と 共に 、 次 に 実行 で きる 項目 が い ぐ つ が 表示 さ 
れ ま す の で 、 そ の 中 か ら 最 も 適し た 負 理 を 選択 し て くだ さい 。 


HUMGN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKC6.SYS BEEP.SYS CONFiG.SYS 


ッ シ ッッ yy 叱 a| 


PCMDRU.SYS RSK68K.SYS RAMDISK.SYX SRNMDISK.SYS US.X 


円 和 目 画 9 


CLIP.0S NOTE.US PHONE.US BIN EN 


移動 し た ファ イル 


どど.3| ニコ ピー ピ レオ ゴ 刀 ダー アイ コン シ 


「 ニ ュー フ オ ル ダ ー」 は 、 フ オォ ル ダ ー を 作る だ め の ア イコ ン で す 。 

フォ ル ダ ー は 、 フ ァイル を 整理 する の に 非常 に 便利 な 道具 で す 。 は じ め 、 ディ スク に 収め られ だ フ 
ァイル が 少な いう ち は 、 そ の 名 前 (ファ イル 名 ) だ け で 区 別 で きま す 。 し が し ファ イル の 数 が 多く ぐ な 
っ つて くる と 、 区 別 で きる ファ イル 名 を 付け る の に 苦労 し ます し 、 関 連 す る ファ イル が 画面 に ま と ま つ 
て 表示 され な い の で 混乱 し が ち で す 。 

そん な と き 、 紙 で で きだ 実際 の ファ イル は 、 フ オル ダ ー や 紙 ば さ み に 入れ て 整理 し ます 。 デス クト 
ッ プ で も 、 同じ よう に ファ イル を フォ ル ダ ー に 入れ て 整理 する こと が で きる の で す 。 も ちろ ん 、 フ オ 
ル ダ ー の 中 に まだ ただ フォルダー を 入れ る 、 と いう こと も で きま す (最高 200 個 まで 重ね られ ます )。 


(1) アイ コン の 形 
アイ コン 領域 こ あ る 次 の よう な お 形 の アイ コン が ガ 「 二 ュー フォ オル ダー アイ コン 」 で す 。 


加 ! 


「 ニ ュー フ オ ル ダ ー ア イコ ン 」 は 、 作ら れ を フォ オル ダー の アイ コン と 同じ 形 で 、 中 に NEW と 書か れ 
て いま す 。「 二 コ ユー フォ オル ダ ー ア イコ ン 」 ガ ら 、 新 し く フ オォ オル ダ ー を 作り 出し て 名 前 を 付け 、 そ の 中 に 
ファ イル C や フォ ル ダ ー) を 収め る こと に よ つ て 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の フォ オル ダー が でき あがり ます 。 
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2.3 三 ユ ニー フラ オル ダー イコ ヨウ 


(2) メニ ユー の 使い 万 


人: 


有 - 着 ノ 上 上 主 守 ー 
色 寺 ま eq 
= 101010 1010101 N 1010101 


HUMRN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNDRU.SYS| 


9 $ WW 乱 如 品 


PCMDRU.SYS RSK5BK.SYS RAMDISK.SY SRNMDISK.SYS US.X COMWRND.X ICONDRTH.U3 


品 自 軒 及 人 還 画 園 


コ 
CLIP.WS NOTE.US PHONE.US AUTOEXEC.BRT BIN B8SIC 祖父 


ニュ ー フ オル ダー アイ コン を ポイ ント し て 、 マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の 右 ボ タン を 押す と 、“Open" 
*Close" と いう メニ ユー が 表示 され ます 。 2 つの メニ ユー の うち 、 現在 使う こと の で き な い メニ ユー 
は 、 点線 で 表示 され ます 。 ボ タン を 押し た まま 、 ポ イン を 目的 の メニ ュー の 上 に 移動 し 、 メ ニュ ユー 
が 黒く 反転 し た と ころ で ボタ ン を 離せ ば 、 そ の メニ ユー が 選択 され ます 。 だ だ し 、 点 線 で 表示 され だ 
メニ ュ ユー を 選択 する こと は で きま せん 。 

2 つの メニ ユー の 機能 は 、 以 下 の 通り で す 。 


・Open 
ニュ ー フ オル ダー の ウィ ンド ウ を 開き ます 。 ニュ ユー フ オ ル ダ ゲー アイ コン を 直接 ダブ ルク リツ ク し て 
も 、 ニュ ユー フォ オル ダー の ウィ ンド ウ を 開 こ こと が で きま す 。 


B: 
[H 


9 更 品 が ES に 品 ISK 


HUMN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNDRU.SYS 


$/ $/ 9 W 拍 加 品 


PCMDRU.SYS RSK5BK.SYS RRMDISK.SY SRAMDISK.SYS US.X COMMRND.X ICONDRTR.Ud 


ニュ ー フ オル ダー の ウィ ンド ウ 
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5) 


. 首 種 の アイ コン の 使い 万 


・Close 
開い て いる ニュ ー フ オル ダー の ウィ ンド ウ を 閉じ ます 。 ウ ィ ン ド ウ の 中 に ある クロ ー ズ ボツ ックス を 
クリ リック し て も 、 ニュ ー フ オォ オル ダー の ウィ ンド ウ を 閉じ る こと が で きま す 。 


(3) 新しい フォ ル ダ ー の 作り 方 
新規 の フォ ル ダ ー を 作成 する 順 は 、 次 の よう に な っ て いま す 。 


④ ま ざ ず 、 新しく 作成 する フォ ル ダ ー を 入れ る 先 と お る ウィ ンド ウ を 開い て ぐだ さい 。 

ポイ ンダ を ニュ ー フ オル ダー アイ コン の 上 に 重ね て ぐだ さい 。 

③ そ こ で マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の を ボタ ン を 押し 、 その まま ニュ ユー フォ オル ダー アイ コン を 収め る ウ 
イン ドウ の 中 まで ドラ ツ グ し て き て ぐだ さい 。 


④ マ ウス ・ ト ラッ フク ボー ル の ボタ ン を 離す と 、 そ の ウィ ンド ウ に 新しい フォ オル ダ ー が 収め られ ます 。 ご 
ご で 、 フ オォ ル ダ ー に 付け る 名 前 を 聞い て ぐる の で 、 フ オル ダー 名 を キー ボー ドガ ら 打 ち 込 ん で くだ 
さい 。 フ オル ダー 名 (ディ レク トリ 名 ) は 半角 文字 で 18 文字 、 全角 文字 で 9 文 守 以 内 で す (フォ オル 
ダー 名 の 付け 万 は 、 フ ァイル の 付け 方 と 同じ で す 。 詳し く は 「1 .5 アイ コン と は 」 未 尾 の コラ ム 
を 参照 し て くだ さい )。 
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の 3 コー ジオ ルル ダー アイ コジ 


⑤ フ ォ オル ダー 名 を 入力 し た ら 、 リ ター ン キ ー を 押す か 、 マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル の を ボタ ン で ヾ OK? 
を クリ ッ ク し て ぐだ さい (ここ で “CANCEL” を フワ リック すれ ば 、 フ ォ ル ダー の 作成 を 中 止 す る ご 
と が で きま す )。 


※ フ オル ダー 名 を 入力 し な いで リタ マー ン キ ー の み を 押す か 、^OK” を フリック する と 、 “CANCEL/ 
を 選択 し た の と 同じ こと に な り ま す 。 


以上 で 新しい フォ オル ダー を 作る こと が で きま し た 。 作ら れ だ フォル ダー は 空 の フォ ル ダ ゲー で す の で 、 
適宜 フラ イル ( フ オ ル ダ ー) の コピ ー や 秘 動 な ど (本 章 「2.2 コピ ー ア イコ ン 」 参照 ) を 行 つ て 、 
フ オ ル ダ ー の 内 容 を 整理 し て くだ さい 。 


最初 か ら フ ァイル を 中 に 収め た フォル ダー を 作る こと も で きま す 。 ご この 場合 、 ま ず ニ ュー フォ オル ダ 
ー の ウィ ンド ウ を 開い て 、 そ の 中 に 収め を い フ ァイル を 入れ て ガ ら (いく ぐつ で も 入れ られ ます )、 二 ユ 
ー フ オル ダー アイ コン を 目的 の ウィ ンド ウ の 中 に ドラ ッ ツブ し ます 。 以下 の 手順 に 従っ つて くだ さい 。 


※ だ だ し 、 フ オル ダー を 中 に 収め を な フォルダー を 新しく 作る こと は で きま せん の で 注意 し て くだ さい 。 
フォ ル ダ ー の 中 に フォ ル ダ ー を 入れ る 場合 は 、 まず 新しく フ オ ル ダ ー を 作 つ て ガ ら 、 フ オォ ル ダ ー の 
コピ ー ガ 移動 を 実行 し て くだ さい 。 


ニニ ュー フ オ ル ダ ー の メニ ユー が ガ ら “Open” を 選択 する が か 、 二 ユー フォ ル ダ ゲー アイ コン を 直接 ダブ ル 
リック し て 、 ニ ユ ー フ オル ダー の ウィ ンド ウ を 開い て くだ さい 。 

② フ ァイル の コピ ー や 移動 な どの テク ニッ フク を 使っ つて 、 新しく 作る フォ ル ダ ー に 収め を い フ ァイル を 、 
ニュ ユー フォ オル ダ ー の ウィ ンド ウ の 中 に 入れ て くだ さい 。 
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2 . 吾 種 の アイ コン の 使い 万 


上 末 ま 光 多久 


HUMGN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNDRU.SYS| 


$/ WW 短 豆 品 


PCMDRU.SYS RSK58K.SYS RaMDISK.SY< SRaMDISK.SYS US.X COMMRND.X ICONDRTR.U3 


円 目 岬 及 較 較 還 


ど | 
CLIP.VS 。 NOTE.US PHONE.US RUTOEXEC.BHT BIN BRSIC 揚 久 


IENS.DRTaD1SK 


③( 新 し く 作 成す る フォ ル ダ ー を 収め る 先 と な る ウィ ンド ウ を 開い て お ら ) ニ ユー フォ オル ダー アイ コン 


を 目的 の ウィ ンド ウ の 中 に ドラ ッ プ し て ぐだ さい 。 


KENS-DRTROISK 


@ こ こ で 、 フ ォ ル ダー に 付け る 名 前 を 聞い て こく る の で 、 フ ォ ル ダー 名 を キー ボー ドガ ら 打 ち 込 ん で < 
だ さい 。 フ オル ダー 名 (ディ レク トリ 名 ) は 半角 文字 で 18 文字 、 全角 文字 で 9 文 守 以 内 で す 。 
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2.9. 三 コ ー ラ オル ダー 玉 イ ョ ヨウ 


「・ 尼 
・1 


MENSEDT6DISK 


ディ レク トリ 名 [LTORIRLI 


(CW_)CcwL) 


※ フ オル ダー 名 を 入力 し な いで リタ マー ン キ ー の み を 押す か 、 OK” を クリ ッ フ する と 、 い CANCEL?* 
を 選択 し た の と 同じ こと に な り ま す 。 


ニニ ュー フォ オル ダー の ウィ ンド ウ に 入 つ てい だ ファ イル は 、 す べ て 新しく 作ら れ た フォ ル ダ ー の 中 に 
移り 、 ニ ュー フォ オル ダー の ウィ ンド ウ は 自動 的 に 閉じ られ ます 。 


な お 、 フ ァイル の アイ コン を 直接 二 ニュ ー フ オル ダー アイ コン に 運ん で も 、 フ ァイル を 入れ だ フォ ル 
ダー を 作る こと が で きま す 。 だ た だ し 、 ご の 場合 、 フ ライ ル は 新しい フォ ル ダ ゲー の 中 に 「 物 動 」 さ れ ま 
す の で 、 元 の ウィ ンド ウ に は 残り ませ ん 。 元 の ウィ ンド ウ に も 目的 の ファ イル を 残し た い 場 合 に は 、 
コピ ー ア イコ ン を 使っ て 、 コ ピー され だ ファ イル (コピ ー ア イコ ン ガ ら 出 だ 「 紙 」) を ニュ ー フ ォ ル ダ 
ー ア イコ ン に 運ぶ よう に し て ぐだ さい 。 直接 ニュ ユー フォ ル ダ ー ア イコ ン に 運ぶ こと の で きる ファ イル 
は 、 一 度 に 1 つ だ け で す が 、 何 回 か フラ イル を 運べ ば 、 複 数 の フタ イル を 入れ だ フォ ル ダ ー を 作る こと 
も で きま す 。 

ご の よう に 、 新しく フ オ ル ダ ー を 作る 記法 は いろ いろ あり ます 。 ど の 方 法 を 使っ つて も 、 目的 の フォ 
ル ダ ー を 作る こと が で きま す の で 、 その と き の 状 況 や 好み な ど に 太 じ て 、 自由 に 使い 分 け て くださ い 。 


(4) フォ オル ダー の 内 容 を 見 る に は 

見 そい フォ ル ダ ー ア イコ ン を ダブ ルフ リッ ツク し て くだ さい 。 そ の フォ ル ダ ー の 中 に 含ま れる ファ イ 
ル や フ オ ル ダ ー の ディ レク トリ が 、 新しい ウィ ンド ウ と な つて 表示 され ます 。 

まだ 、 一 コー フォ ル ダ ー ア イコ ン を ダブ ルフ リッ ク す る と (まだ は ニュ ユー フォ ル ダ ー の メニ ュー ガ 


ら “Open"” を 選択 する と )、 次 に 作成 する フォ ル ダ ー の 中 身 を 見 る こと が で きま す 。 
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2 . 各種 の アイ コン の 使い 万 


In 世 ロ 
は 自 ENS_DaTRO1SK 


CLIP.US NOTE.U5 


ドラ イブ B の ヾ TUTORIAL* フォ ル ダ ー の ウィ ンド ウ 


※ シ ステ ム デ ィ ス フク に ライ ト プ ロ テク トシ ー ル を 貼 つ て お く と 、 ニュ ユー フ オ ル ダ ー ア イコ ン の ウィ ン 
ドウ を 開く ここ と は で きま せん 。 


2.4 ご み 箱 アイ コン 


「 ご み 箱 ジイ コン 」 は 、 い ら な こく な っ だ ファ イル や フォ ル ダ ー を 処分 する だ た め の ア イコ ン で す 。 ノア 
イル や フォ ル ダ ヴー は 、 アイ コン と し て 表示 され て いる と き は 、 い つ で も 「 ご み 箱 」 に 捨て る こと が で 
きま す 。 ま だ た 、 ご み 箱 の メニ ュー ガ ら “Empty” を 選ん で 実行 する まで は 、「 ご み 箱 」 に 捨て だ も の 
を 、 再 び 拾 つ て くる こと も で きま す 。 


※ シ ステ ハム ディス フク に ライ ト プ ロ テク トシ ー ル を 貼 つ て お く と 、 ご み 箱 アイ コン の ウィ ンド ワウ を 開く 
こと は で きま せん 。 


(1) アイ コン の 形 


アイ コン 領域 の 、 一 番 下 に 位置 し て いる の が 「 ご み 箱 アイ コン 」 で す 。 「 ご み 箱 アイ コン 」 は 、 通 常 
次 の よう な お 形 を し て いま す 。 


則 


「 ご み 御 J の 中 に 直接 ファ イル や フォ ル ダ ー を 捨て る と き に は 、 ア イコ ン は 次 の よう に 、 ふ だ を 開い 
だ 形 に な り ま す 。 
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2.4 ご み 箱 アイ コン 


(2) メニ ュー の 使い 方 


(= と 
上 末 史 4 外 多 


HUMRN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNDRU.SYS 


9  % 所 器 器 


PCMDRU.SYS RSK5BK.SYS RMDISK.SYS SRRMDISK.SYS US.X COMMRND.X TONoAte 


円 自画 及 賠 画 還 


| 
CLIP.US 。 NOTE.VS PFHONE.US RUTOEXEC.BRT BIN BRSIC 福 名 


ご の 箱 ア イコ ン を ポイ ント し 、 マ ウス ・ ト ラッ フク ボー ル の 右 ボ タン を 押す と 、 い Empty“ Open? 
"Close" の 3 つの メニ ユー が 表示 され ます 。 この うち 、 現在 使う こと の で き な い メニ ユー は 、 点 線 
で 表示 され ます 。 ボ タン を 押し た まま ポイ ンタ を 目的 の メニ ユー の 上 に 惣 動 し 、 目的 の メニ ュー が 県 
ぐ 反 転 し た と ころ で ボタ ン を 離せ ば 、 そ の メニ ュー が 選択 され ます 。 た だ し 、 点 線 で 表示 され だ メニ 
ユー を 選択 する こと は で きま せん 。 


以下 に 、 癌 メニ ユー の 機能 を 説明 し ます 。 

・Empty 

ご の 箱 の 中 に 捨て られ た ファ イル を すべ て 消去 し 、 ご み 箱 を 空 に し ます 。 \Empty? を 実行 する ま 
で の 間 は 、 ご み 箱 の 中 に 捨て た フラ イル は 、 ご み 箱 の 中 で 保存 され 続け ます 。 

・Open 

ご の み 箱 の ウィ ンド ウ を 開き ます 。 ご み 箱 アイ コン を 直接 ダブ ルフ リッ ク し て も 、 ご み 箱 の ウィ ンド 
ウ を 開く ここ と が で きま す 。 

・Close 


開い て いる ご み 箱 の ウィ ンド ウ を 閉じ ます 。 ウィ ンド ウ の 中 に ある クロ ー ズ ボッ クス を クリ リック し 
て も 、 ご のみ 箱 の ウィ ンド ウ を 閉じ る こと が で きま す 。 
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2 . 各種 の カイ コン の 使い 万 


(3 ファ イル を 処分 する 
不用 に な っ た ファ イル の 処分 は 、 次 の よう な 手順 で 行い ます 。 


④① ポ イン タ を 、 処 分 し を い フ ァイル の アイ コン に 重ね て ぐだ さい 。 
② マ ウス ・ ト ラッ フク ボー ル の 左 ボ タン を 押し 、 そ の まま の 状態 で 目的 の ファ アイ ル を ご み 箱 アイ コン の 
上 まで ドラ ッ プ し て ぐだ さい 。 


IENS.DRTHDISK 


ボタ ン を 離す と 、 その ファ イル の アイ コン は 、 ごみ箱 の 中 に 捨て られ ます 。 


「・ 衣 
Human5Bk 


人 B 


KENS-DRTHDISK 
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だ さい 。 


2.4 ご み 箱 アイ コン 


目的 の フラ ァイル を 、 ご み 箱 ウィ ンド ウ に 移動 し て 、 処 分 する こと も で きま す 。 次 の 手順 に 従っ て < 


④ 負 分 し た い フ ァイル が 入 つ て いる ウィ ンド ウ を 開き 、 そ の アイ コン を 表示 させ て くだ さい 。 


② ご み 箱 アイ コ 


ご の み 箱 アイ コ 


ン を 、 マ ウス ・ ト ラッ クボ ポール の 友 ボ タン で デブ プル フリ リッ プ し で くだ きい 。 まだ は 、 
ン の メニ ユー ガ ら “Open” を 選択 し て て だ さい 。 する と 、 デス フト ッ プ の 下 の 万 に 細 


長く 、 ごみ箱 の ウィ ンド ウ が 開き ます 。 


③ 処 分 し を い フ タイ ル を ポイ ント し 、 マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル の 左 ボ タン を 押え て 、 ご み 箱 ウィ ンド 
ウ の 中 まで ドラ ッ プ し て き て ぐだ さい 。 ボ タン を 離す と 、 そ の ファ イル の アイ コン は 、 ご み 箱 の ウ 
イン ドウ 内 に 移動 し ます 。 


DOCS1.SMP DOC52.SWP KENS-DRTRDISK 
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2 . 各種 の カイ コン の 使い 万 


@④ ご み 箱 ウィ ンド ウ の 左上 に じ あ る クロ ー ズ ボッ クス を クリ ッ ツク する が ガ 、 ご み 箱 アイ コン の メニ ユー が 
らい Close′ を 選択 し て 、 ウ ィ ン ド ウ を 閉じ て くだ さい 。 


(4) フォ ル ダ ー を 負 分 する 

フォ ル ダ ー は 、 直 接 ご み 箱 アイ コン に ドラ ッ プ する こと に よ つ て 劉 分 し ます 。 だ だ し 、 フ オ ル ダ ー 
を 処分 する と 、 そ の 中 に ある ファ イル も すべ て 処分 され る だ め 、 デス フト ツ プ に 確認 の ウィ ンド ウ が 
表示 され ます (下図 参照 )。 一 度 捨 て た フォ ル ダ ー は 、 フ ァイル と 違 つ て 、 あ と で 拾っ て こる こと が で 
きま せん の で 、 娘 分 は 慎重 に 行 つて ださい 。 


この ディ レク トリ の 中 の ファ イル は 
すべ て 削除 され ます 


中 の ファ イル ご と フォ ル ダ ー を 処分 し て も 構わ な いと き に は ^OK” を 、 負 分 を 中 止 す る と き に は 
*CANCEL* を 、 そ れ ぞ れ フ リッ ツク し て ぐだ さい 。 

また だ 、 処 分 し よう と し た フォ ル ダ ー の 中 に フォ ル ダ ー が 入っ つて いる と 、“ サ ブ デ ィ レ クト リガ ある だ 
め 削 除 で きま せん と いう メッ セー ジ が 表示 され て 、 処 分 は 行わ れ ま せん 。 中 の フォ オル ダ ー を 先 に 処 
分 し て か ら 、 目的 の フォ ル ダ ー を 捨て る よう に し て ぐだ さい 。 


※ デ ィ レ フト リ に つい て は 、「1 .6 ウィ ンド ウ の 使い 万 」 未 尾 の コラ ム を 参照 し て くだ さい 。 
(5) ご み 箱 の 中 を の ぞ く 
「 ご み 和 釘 」 の 中 を の ぞ こ に は 、 ごみ箱 アイ コン を 、 マ ウス ・ ト ラッ フク ボー ル の を ボタ ン で ダブ ルク リ 


ツク する か ガ 、 ご み 箱 の メニ ュー ガ ら Open” を 選択 し て くだ さい 。 ご み 箱 の ウィ ンド ウ が 開い て 、 中 
に 収め られ て いる ファ イル (フォ オル ダ ー) を 確か が め る こと が で きま す 。 
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2.4 ご み 箱 アイ コン 


B: 
EE 「・ 
Human58k 


上 末 衣 家人 多久 4 


Im6t KENS_DRTRDISK 
HUMAN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNDRU.SYS 


ッッ シッ シッ 折 品 l 


PCMDRU.SYS RSK6BK.SYS RRMDISK.SYc SRRMDISK.SYS US.X CUMMRND.X ICONDRTR. 


円 自 画 及 賠 内 同 


CLIP.US NOTE.US PHONE.US RUTOEXEC.BaT BIN BRSIC 電信 


ご み 箱 の 中 に ある ファ イル 


(6) ご み 箱 に 捨て を ファ イル を 拾い 出す 

ご の 箱 の ウィ ンド ウ を 開い て 、 そ の 中 に ファ イル の アイ コン が 表示 され て いれ ば 、 そ の ファ イル は 、 
元 通 り に 復元 する こと が で きま す 。 

ご の 箱 に 捨て だ フラ イル は 、 ご み 箱 の メニ ュー が ガ ら “Empty” を 選ん で 実行 する まで は 、 ごみ箱 の 
中 で 保存 され ます 。 で すら 、 そ れ ま で の 間 な ら 、 一 度 捨 て た ファ イル で も 、 再び ご み 箱 の 中 か ら 拾 
つて ぐる ご と が で きま す 。 捨 て た ファ イル の 復元 は 、 次 の 手順 で 行っ て くだ さい 。 


④① ご み 箱 アイ コン を マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の 左 ボ タン で ダブ ルフ クリック フ す る か ガ 、 ご み 箱 の メニ ュー 
が ら “Open” を 選択 し て 、 ご み 箱 の ウィ ンド ウ を 開い て こ だ さ い 。 
@ 復 元 し だ たい ファ イル を 収め る ウィ ンド ウ を 開い て くだ さい 。 


き ③ 復 元 し た を い フ ァイル を ポイ ント し 、 マ ウス ・ ト ラッ フク ボール の 左 ボ タン を 押え て 、 復 元 先 の ウィ ン 
ドウ 内 まで ドラ ッ プ し て き て ご ぐだ さい 。 
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2 . 各種 の アイ コン の 使い 


@④@ フ ァイル が ウィン ドウ の 中 に 入 つ だ ら 、 ボタ ン を 離し て くだ さい 。 ご れ で 、 目 的 の ファ イル が 復元 
され まし た 。 


※ だ だ し 、 捨 て だ を フォ ル ダ ー は 、 削 除き れ て し まう の で 、 拾 い 上 げ る こと が で きま せん 。 


KENS_DATRDISK 


復元 きれ だ ファ イル 


の 6 - の り ン の アド ロン 


「 プ リン タ ア イコ ン 」 は 、 フ ァイル の 内 容 を プリ ンタ に 出力 する だめ の ア イコ ン で す 。 フ ァイル の 内 
容 は 、 画 面 に 表示 する こと は で きま せん の で 、 文書 ファ イル な ど は 、 プリ ンタ アイ コン で 紙 に 印刷 し 
て 内 容 を 確認 し て くだ さい 。 

まだ 、 プ リン タ ア イコ ン の メニ ュー を 使う こと に よっ て 、 そ の と き 画 面 に 表示 され て い だ デ スク ト 
ッ プ の 様子 を 、 そ っ こり その まま プリ ンタ に 出力 する (ハー ドコ ピー を と る ) こと も で きま す 。 


(1) アイ コン の 形 
「 プ リン タ ア イコ ン 」 は 、 次 の よう な お 形 を し て いま す 。 


だ た だ し 、 フ ァイル の 内 容 を プリ ンタ に 出力 し て いる 間 は 、 次 の よう に プリ ンタ アイ コン か ガ ら 紙 が 出 
で 、 印 字 作業 中 で ある こと を 示し ます 。 


2:5" プリ ジ タ ア ギョ ウ 


(2) ファ イル の 内 容 を プリ ンタ に 出力 する 
ファ イル の プリ ンダ へ の 出力 は 、 次 の 手順 に 従 つ て 行っ て くだ さい 。 


まず プリ ンタ の 接続 状態 を 確認 し て くだ さい (ケー ブル 、 電源 な ど )。 
@ 目 的 の フラ イル の アイ コン を ポイ ント し 、 マ ウス ・ ト ラッ ツク ボー ル の を ボタ ン を 押え て 、. そ の まま 
プリ ンタ アイ コン の 上 まで ドラ ッ グ し て き て だ さい 。 


DOCS1.SWP DOCS2.SWP 


③ ボ タン を 離す と プリ ンタ が 動き だ し ます 。 印字 作業 中 は 、 プ リン タ ア イコ ン ガ ら 紙 が 伸び 、 画面 に 
は 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 ご の 間 、 ビジ ユア ル シ エ ル の 操作 は で きま せん 。 


.D0CS1.SMWP DOCS2.SMP 


DOCS2.SMP を 印刷 中 で す 
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2 . 加 種 の アイ コン の 使い 万 


@ プ リン タ へ の 出力 が 終わ る と 、 元 の デス クト ッ プ 画面 に 戻り ます 。 


印字 途中 で 印字 を 取り の やめる こと も で きま す 。 メ ッ ツ セ ー ジ の ウィ ンド ウ の 中 に ある “CANCEL” を 
クリ ッ ク し て ぐだ さい 。 ウ イィ ンド ウ ガ が 閉じ 、 印 刷 が 停止 し ます 。 
出力 結果 は 、 だ と えば 次 の よう に な り ま す 。 


人 2 : 語 。 
SHTFT+ 


え 中 2 
SHTFT+ 


XF 3 


XF 4 
SHIFT+ 


光電 

F 10 変換 モー ド 切 り 替 え 
F 9 学習 モー ド 切 り 葵 え 
F 8 辞書 ドラ イブ 変更 

F 7 コー ド 体 系 変更 


(3) デス フト ッ プ 画面 の ハー ドコ ピー を と る 

画面 の 様子 す 、 そ の まま プリ ンタ に 出力 する こと を 「 ハ ー ド コピ ー」 と か 、「 ハ ー ド コピ ー を と る 」 
と 呼 び ま す 。 

デス フト ッ プ 画面 は 、 プ リン タ ア イコ ン の Hard Copy” メニ ュー を 選択 する こと に よっ て 、 プリ 
ンタ に 出力 する こと が で きま す 。 次 の 手順 に 従っ つて くだ さい 。 


④① ま ざ プ リン タ の 接続 状態 を 確認 し て くだ さい (ケー ブル 、 電 源 な ど )。 


@②@ プ リン タ ア イコ ン を ポイ ント し 、 そこ で マウ ス ・ ト ラッ ツク ボー ル の 右 ボ タン を 押え る と 、 ポ イン マイ 
の すぐ 下 に “Hard Copy” と いう メニ ユー が 表示 され ます 。 


人 ま ー 
Am OU AN 10M61O1 KENS_DTRDISK 


KEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNDRU.SYS 


 / yy 振 加 品 


RMDISK.SYX SRRMDISK.SYS US.% CONMRND.X ICONDRTR.U4 


目 軒 叉 国 一 還 
PHONE.VS 


BUTOEXEC.BRT BIN BRSIC 
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2.6| デス タカ クビ ザ リ 亡 時 


③ ボ タン を 押え だ まま で 、 ポ イン を 少し 下 に ドラ ッ グ し レ 、^Hard Copy” が 黒く 反転 表示 され だ と 
ご ころ で ボタ ン を 離す と 、 プリ ンタ が 動き 始め ます 。 プリ ンタ に は 、 ボタ ン を 離し た と き に 表示 され 
て い だ 画 面 が その まま 出力 され ます (だ だ し 、 ポ イン タ と デス クア クセ サリ の ソフ トキ ー ボ ー ド は 
出力 され ませ ん )。 ハ ーー ドコ ピー し て いる 間 は 、 ビジ ュ ユア ル シ ェ エル の 操作 は で きま せん 。 

プリ ンタ へ の 出力 が 終わ る と 、 元 の デス クト ッ プ 画面 に 戻り ます 。 


※ ハ ー ド コピ ー を と つて いる 間 は 、 途中 で プリ ンタ 出力 を キヤ ン セ ル す る こと は で きま せん 。 
な お 、 ハ ー ド コピ ー 印 字 に 使用 で きる プリ ンタ は 、 以下 の 通り で す 。 

・CZ-8PK3 ・CZ-8PK4 ・CZ-8PK5 

・CZ-8PK6 ・CZ-8PC1 ・CZ-8PN1 


デス フト ッ プ 画面 の ハー ドコ ピー は 、 キ ー ボ ー ド 上 の ある 特定 の キー を 押す こと に よっ て も 、 プ リ 
ンタ に 打ち 出す こと が で きま す 。[COPY | キー を 押せ ば 、 そ の と き デ ィ ス プレ イ に 表示 され て いる デス 
クト ッ プ 画 頁 が いつ で も プリ ント され ます (た だ し ポイ ンタ と ソフ トキ ー ボ ー ド は 印字 され ませ ん )。 
ハー ドコ ピー の と り の 亡 に つい て 話し く は 、 第 3 部 「4 . 画面 の ハー ドコ ピー を と る 方 法 」 を ご 覧 ぐだ 
さい 。 


2.D デス クア ウ セ ザ リ ア イコ シ 


r デ スク アフ セ サ リ 」 は 、 デス クト ツ プ 上 で 自由 に 使う こと の で きる 小さ な アプ リケーション で す 。 
カレ ンダ ー、 メ モ 帳 、 タ イマ ー な ど と いつ だ 機能 を 、 実際 に 机 の 上 に 備え られ だ 道具 と 同じ よう な 感 " 
覚 で 使用 する こと が で きま す 。 
これ ら の アフ セ サ リ は 、 メ ニュ ー 形 式 で 提示 され ます 。 使 用 する とき に は 、 デ スク アフ セ サリ の 上 
で マウ ス ・ ト ラッ フ ボ ー ル の 右 ボ タン を 押し 、 表示 され る メニ ュー の 中 か ら 、 使 いた い ア フ セ サ リ を 
選ん で ぐだ さい 。 
だ ただ し 「 時 計 」 だ け は 、 デス フク トップ 上 (アイ コン 領域 の 一 番 上 ) に いつ で も 表示 され て いる の で 、 
メニ ュー に は 登録 され て いま せん 。 


(1) アイ コン の 形 
デス ファ アフ セ サ リ アイ コン は 、 次 の よう な お 形 を し て いま す 。 


ポイ ンタ を デス クア クセ サリ アイ コン に 重ね 、 マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル の 右 ボ タン を 押す と 、 次 の 
よう な メニ ユー が 表示 され ます 。 
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2 . 各種 の アイ コン の 使い 万 


に 


RUMRN.SYS TITLE.SYS KEY.SYS USKCG.SYS BEEP.SYS CONFIG.SYS PRNORU.SYS 


ジジ 特 軌 品 


PCMDRU.SYS RSKBK.SYS RAMDISK.SYS SRAMDISK.SYS US.X% COMMGND.X ICONDRTR.Ud 


品 回 周防 思 國 周 


NOTE.US FHONE.US BUTOEXEC.BRT BIN 


各 ア クセ サリ は 、 ポ イン を 目的 の メニ ュー まで ドラ ッ ブ させ て 選択 し ます 。 目的 の メニ ユー が 黒 
ぐ 反 転 表 示さ れ だ と ころ で 、 マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル の ボタ ン を 離せ ば 、 対 褒 す る アフ セ サ リ ガ デ ス 
クト ッ プ 上 に 表示 され ます 。 


(2) 時 計 の 使い 方 

「 時 計 」 は 、 ア イコ ン 領域 の 一 番 上 に 常に 表示 され て いる の で 、 現在 の 時 刻 を いつ で も 確認 する こと 
が で きま す 。 

時 刻 を 設定 する に は 、 デス クア フ セ サ リ の メニ ユー の 中 の Timer* を 使い ます (後述 の 「⑨ タイ 
マー の 使い 万 」 参照 )。 


(3) ソフ トキ ー ボ ー ド の 使い 方 (Keyboard) 

「 ソ フト キー ボー ド 」 は 、 本 機 の キー ボー ド の 絵 を 画面 に 表示 し て 、 マ ウス ・ ト ラッ フク ボー ル で 文 
を 入力 する こと が で きる アフ クセ サ リ で す 。 ソフ トキ ー ボ ー ド を 使え ば 、 実際 の キー ボー ド を 使わ な ぐ 
て も 、 マウ ス ・ ト ラッ ツク ボー ル で 入力 が 行え ます 。 ま だ 、 ソ フト キー ボー ド 上 で 、 簡 単 な 計算 を 行う 
ご と も で きま す 。 

ポイ ンタ を デス クア クセ サリ アイ コン に 重ね 、 マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル の 右 ボ タン を 押す と 、 アノ 
セ サ リ の メニ ユー が 表示 され ます の で 、 そ の まま ポイ ンタ を Keyboard” まで 運ん で ぐだ さい 。 
\Keyboard/ が 黒 ぐ 反転 表示 され だ と ころ で 、 ボ タン を 離す と 、 デ スク トッ プ 上 に キー ボー ド が 表示 
され ます 。 
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2 .6 の アダ セ ザ 記 コウ 


タタ ローズ 小 ウ ウ 


ソフ トキ ー ボ ー ド の ウィ ンド ウ 


マウ ス ・ ト ラッツ フ ボー ル の を ボタ ン で 、 画面 上 に ある | CAPS | 、| が な ] キー な ど を クリ ソ ク し て み 
て ぐだ さい 。 ク リッ ツク し だ た キー が 黒 ぐ 反 転 表 示さ れる と と も に 、 画面 上 の キヤ ラフ クタ キー が 、 そ の と 
き 入 力 で きる キヤ ラク タ に 変わ り ま す 。 実際 の キー ボー ド で 、| CAPS | や | かな | キー な ど を 押し て み 
て も 、 同 様 の 結果 が 得 ら れ ま す 。 和 希望 する キヤ ラフ クタ は 、 キ ー ボ ー ド がら ダイ プ し て も 、 画面 上 の キ 
ー を マウ ス ・ ド ラ ツ ク ボー ル の を ボタ ン で クリ ッ ク し て も 、- 入力 する こと が で きま す 。 

実際 の 入力 は 、 デ スク トップ 上 に 、 文 字 を 入力 で きる ウィ ンド ウ (ファ イル 名 や ディ スク 名 を 聞い 
て ぐる ウィ ンド ウ 、 メ モ 帳 ウィ ンド ウ な ど ) が 開い て いる と き し ガ が 行え ませ ん 。 ソ フト キー ボー ドガ 
ら 入 力 さ きれ だ キヤ ラク タ は 、 直接 その ウィ シド ウ の 中 に 表示 され ます 。 ソフ トキ ー ボ ー ド の ウィ ンド 
ウ は 、 タイ トル バー に あだると ころ を ドラ ッ グ する こと に よっ つて 、 デス クト ッ プ 上 を 自由 に 秘 動 で き 
ます の で 、 ウ ィ ン ド ウ が 重 な つ て 見 に て いこ ときには 、 ソ フト キー ボー ド を 動 ひ の し て くだ さい 。 


まだ 、 ソフ トキ ー ボ ー ド は 電卓 と し て 使用 する こと も で きま す 。 キー ボー ド 右 側 上 部 に ある [ 悦 広 
を クリ ッ ク す る と 、 キ ー 表 示 が 変わ り ヾ ウツ フ ド ギー ボー ド 右 最上 部 が 電卓 用 の 表示 / パ ネル に な り ま す 
(下図 参照 )。 [OPT . 2| キ ー を 押し な が ら [|OPT . 1| キ ー を 押し て も 、 電卓 モー ド に な り ま す 。 


表示 バ パネル 


10 進 表示 


オー ルク リア 


電卓 スイ ツチ (ON〆OFF) 
メモ リ 内 容 を 呼び 出す 
メモ リ へ の 加算 
メモ リ へ の 減算 


民 則 回 上 回 
時 HH 還 軸 同軸 Fm 


Ei BN ナレ Im 
還 Eh LV 


ウィ ンド ウ へ の 入力 
(エッ ター) 


メモ リ 内 容 を フリ ア す る 
( 電卓 で 使用 する キー) 16 進 表示 表示 の み フ リア 
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2 . 各種 の アイ コン の 使い 万 


キー ボー ド 右 側 の テン キー (数 値 入力 キー) を フリ ツク し て 、 計算 式 を 入力 する と 、 パネ ル に 詩 算 
結果 が 表示 され ます 。 エン ター キー を クリ ッ ク す る と 、 パ ネル 内 の 数 値 は 、 文 字 入力 で きる ウィ イン ド 
ウ 中 の カー ソル 位置 に 移動 し ます 。 

電卓 は 、 通 常 10 進 表 示 (DEC) で すけ ガ 、[HE] を フク! リッ フク す る と 、 い つ で も 16 進数 表示 (HEX) 
に 変わ り ま す 。 ま だ 、 [っ ] を フク! リッ フク す る と 、 パネ ル 上 の 未 尾 の 数 字 が 削除 を れ ま す 。 そ の 他 、 通 常 
の 電卓 と 同じ よう に 、 ク リア や メモ リク リア な ど と いつ た だ 機能 ガ 用 意 さ これ て いま す (前 図 の キー 設定 
参照)。 

秒 要 な 作業 が 終わ つ だ ら 、 フク ロー ズボッ クス を クリ ッ ツク し て 、「 ソ フト キー ボー ド 」 の ウィ ンド ウ を 
閉じ て くだ さい 。 


な お 、 ソ フト キー ボー ド は 、OS の コマ ンド モー ド (第 3 部 「3 . デ スク トッ プ を 使わ な い 操 作 」 参 
照 ) お よび X-BASIC 上 で も 使用 する こと が で きま す 。 コ マン ドモ ー ド で は 、 マウ ス ・ ト ラッツ フク ボー 
ル の 右 ボ タン フリ ツク で 、 ポ イン タタ 表示 っ ソフ トキ ー ボ ー ド 表示 っ ソフ トキ ー ボ ー ド 消去 っ ポイ ンタ 
消去 っ ポイ ンタ 表示 …… と 状態 が 変化 し ます 。 ポイ ンタ が 表示 され て いる と き に マウ ス ・ ト ラッ クボ 
ー ル の 右 ボ タン を フク リック すれ ば 、 画面 に キー ボー ド が 表示 され ます の で 、 デ スク トッ プ モ ー ド と 同 
様 に 、 マ ウス ・ ト ラッ ツク ボー ル の 左 ボ タン で 表示 され だ キー を フク リック フレ てこ ださい 。 カ ー ソ ル 位 置 
に クリ ッ ク さ れ だ キー が 入力 され ます 。 


(4) メモ 帳 の 使い 方 (Note) 

「 メ モ 帳 」 は 、 デ スク トッ プ 上 の メ 七 用 紙 で す 。 ち よ つ と し た メモ を 書き 留め 、 保管 する だ め に 使い 
ます 。 書き 留め だ メモ は クリ ッ プ ボー ド に 秘 す こと が で きま す 。 

ポイ ンタ を デス クア クセ サリ アイ コン に 重ね 、 マ ウス ・ ト ラッ ツク ボー ル の 右 ボ タン を 押す と 、 ア クノ 
セ サ リ の メニ ュ ユー が 表示 され ます の で 、 そ の まま ポイ ンタ を Note”" まで 運ん で くだ さい 。 “Note“ 
が 県 ぐ 反 転 表 示さ れ だ と ころ で 、 ボ タン を 離す と 、 デ スク トッ プ 上 に メモ 帳 の ウィ ンド ウ が 開き ます 。 
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2.6 デス クア フ セ サ リア イコ ン 


念 文章 の 入力 

キー ボー ド (まだ は ソフ トキ ー ボ ー ド ) ガ ら 入力 し だ 文章 は 、 メ モ 帳 内 の カー ソル の 位置 に 表示 さ 
れ ま す 。 カーソル 位 置 は 、 マ ウス ・ ト ラッ フ ボ ー ル まだ は キー ボー ド の カー ソル キー を 使 つて 、 自由 
に 変え る こと が で きま す 。 


@ 文 章 の 訂正 

入力 する 文章 を 間違え だ ら 、 | BS | キー が |[ DEL ] キ ー を 使っ て 間違え だ 文字 を 消す こと が で きま 
す 9。 ま だ 、 削 除 する 範囲 び 大 きい 場合 に は 、 フ ! リ ンプ ボー ドア イコ ン を 使っ て 不用 な 部 分 を カッ ト す 
る こと も で きま す 。 ク ! リ ッ プ ボー ド の 使い 万 に つい て は 、 頂 「2 .7 フリ ッ プ ボー ドア イコ ン 」 を 
参照 し て くだ さい 。 


@ ペ ー ジ めこ ぐり の 

メモ 帳 に は 、5 枚 の メモ 用 紙 が あり ます 。 次 の ペー ジ に 進む に は 、 端 が 折れ て 炊 の ペー ジ が 見 えて い 
る と ころ (左下 の 隅 ) を フク リック する か 、 [ ROLL UP |] キー を 押し て ご ださい 。 前 の ペー ジ に 戻る に 
は 、 端 の 折れ だ と ころ を フ ! リ ッ フ する か が 、 | ROLL DOWN | キー を 押し ます 。 


和 め 要 な 作業 が 終わ つた ら 、^OK” を フリック し て メモ 帳 の ウィ ンド ウ を 閉じ て こく ださい 。 メ モ 帳 に 
書き 留め た メモ は 、 自 動 的 に ディ スク 上 に メモ 用 紙 フ ァイル (通常 は NOTE . VS?) と し て 保存 され 
ます 。 書き 留め た メモ を 保存 し た こない とき に は 、 い CANCEL* を フリ ツク すれ ば 、 いま 書き 込ん だ メ 
モ を 保存 せ ず に メモ 帳 の ウィ ンド ウ を 閉じ る こと が で きま す 。 

メモ 用 紙 フ アイ ル に 書き 込ま れ た メモ は 、 メ モ 用 紙 フ ァイル を 「 ご み 箱 」 に 捨て る まで 、 な こく な る 
こと は あり ませ ん 。 

な お 、 メ モ 用 紙 フ ァイル の ファ イル 名 は 、 デス クア クセ サリ の 「 コ ント ロー ル パ ネ ル 」 を 使っ て 、 
自由 に 変更 する こと が で きま す 。 


(5) 電話 帳 の 使い 方 (Telephone Directory) 
「 電 話 帳 」 は 、 デス フト ッ プ 上 に 開 こ こと が で きる 、 個人 的 な 電話 番号 の 覚え 書き で す 。 最大 300 人 
まで の 電話 番号 を 50 音 順 に 管理 し ます 。 書き 留め だ 情報 を フク | リッ プ ボ ー ド に 物 す こと も で きま す 。 
ポイ ンタ を デス クア フ セ サ リア イコ ン に 重ね 、 マ ウス ・ ト ラッ ツ フ ボー ル の 右 ボ タン を 押す と 、 アク 
セ サ リ の メニ ユー が 表示 され ます の で 、 そ の まま ポイ ンタ を ヾ Telephone Directory" まで 運ん で ご 
だ さい 。 “Telephone Directory” が 黒く 反転 表示 され た と ころ で 、 ボ タン を 離す と 、 デス フク トッ プ 
上 に 電話 帳 の ウィ ンド ウ が 開き ます 。 
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開い た ば か り の 電話 帳 は 、 いあ 行 " の ペー ジ が 表示 され て いま す が 、 電話 帳 の 右側 に ある 爪 の 部 分 
〇 ガ ^、\ さ ? な ど ) を マウ ス ・ ト ラッ ツク ボール の 左 ボ タン で クリ ッ フ すれ ば 、 対応 する 行 ぐ ガ 行 “、 
\ さ 行 ” な ど ) の ペー ジ を 表示 させ る こと が で きま す 。 

電話 帳 に 載せ た い 人 の 名 前 に 訪 じ て 、 対 応 す る 行 の ペー ジ を 開い て くだ さい 。 マ ウス ・ ト ラッ クボ 
ー ル の 左 ボ タン で 「 名 前 」 の 欄 の 空い て いる と ころ を クリッ ク す る と 、 そ の 位置 に カー ソル が 現れ ま 
す 。 キ ー ボ ー ド (まだ は ソフ トキ ー ボ ー ド ) ガ ら 名 前 を 入力 し て て だ さい 。 リ ター ン キ ー を 押す と 、 
ー ソ ル は 隣 の 「 電 話 番号 」 の 欄 に 秘 動 し ます の で 、 同 様 に 電話 番号 を 入力 し て こく だ さい 。 空前 と 電 
話 番 号 以外 に 何 か サメ モレ し て お きた いこ と が あれ ば 、 "備考 」 の 欄 に 書き 留め て お け ま す 。 入力 する 文 
字 を 間違え だ ら 、[| BS | キー が [| DEL | キー を 使っ て 間違え だ 文字 を 消し て 、 正 し い 文 字 を 入力 し 直し 
て ご こ だ さ い 。 tn 

ペー ジ ガ いつ ぱい に な っ だ ら 、 電話 帳 の 左下 に ある 、 端 が 折れ て いる と ころ の 角 (左下 の 隅 ) を フ 
| リッ ク し て ぐだ さい 。 そ の 行 〇 あ 行 " な ど ) の 次 の ペー ジ が 表示 され ます 。 前 の ペー ジ に 戻る に は 、 
端 の 折れ だ と ころ を クリ ツク し て こく ださい 。 電話 帳 の 各行 に は 、 それ ぞ れ 3 枚 の 用 紙 が あり ます 。 
秒 要 な 作業 が 終わ つっ だ ら 、 OK” を フ ! リ ソック し て 、 電話 帳 の ウィ ンド ウ を 閉じ て くだ さい 。 電話 帳 
の 情報 は 、 自動 的 に ディ スク 上 に 電話 帳 フ ァイル (通常 は PHONE . VS?) と し て 保存 され ます 。 書 
き 留 め だ 精 報 を 保存 し だ こない と き に は 、\CANCEL* を フ ! リ ソフ すれ ば 、 いま 書き 込ん だ 情報 を 保存 
せ ず に 電 話 帳 の ウィ ンド ウ を 閉じ る こと が で きま す 。 

電話 帳 フ ァイル に 書き 込ま れ た 情報 は 、 電話 帳 フ タイル を 「 ご み 箱 」 に 捨て る まで 、 な く な る こと 
は あり ませ ん 。 

な お 、 電話 帳 フ ライ ル の ファ イル 名 は 、 デス クア クセ サリ の 「 コ ント ロー ル パ ネ ル 」 を 使 つ て 、 自 
由 に 変更 する こと が で きま す 。 
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(6) カレ ンダ ー の 使い 方 (Calendar) 

「 カ レン ダー」 は 、 1980 年 がら 2079 年 まで の カレ ンダ ー を 表示 する アフ セ サ リ で す 。 

ポイ ンダ を デス クア クセ サ リア イコ ン に 重ね 、 マ ウス ・ ト ラッ フ ボ ー ル の 右 ボ タン を 押す と 、 ア フク 
セ サ リ の メニ ユー が 表示 され ます の で 、 そ の まま ポイ ンタ を い Calendar* まで 運ん で こ だ さ い 。 
"Calendar“ が 黒く 反転 表示 され だ と ころ で 、 ボタ ン を 離す と 、 デス フク トッ プ 上 に カレ ン ゲ ヴー の ウイ 
ンド ウ が 開き ます 。 


月 
Sun Mon Tue Med Thu Fri Sat 


2 3 
4 5 6 7 8 3 19 
11 12 13 14 [16 17 
18 19 29 21 2 23 24 
25 26 27 28 29 39 31 


開い た ば が ガ り の ウィ ンド ウ は 、 今 月 の カレ ンダ ゲー を 表示 し て いま す 。 カ レン ダー の 左下 に ある 折れ 
だ た 骨 の ここ ろ (左下 の 隔 ) を フク! リック すれ ば 来 月 の カレ ンダ ゲー が 、 折り 曲げ て ある 端 の こころ を クリ 
ッ ク す れ ば 、 前 月 の カレ ンダ ー が 表示 され ます 。 

見 終わ つ だ ら 、“OK” を フリ ッ ツク し て 、 カ レン ダー の ウィ ンド ウ を 閉じ て こ だ さ い 。 


(7⑦) コン トロ ー ル パネ ル の 使い 方 (Control Panel) 

「 コ ント ロー ル パ ネ ル 」 は 、 画面 の 色調 や 解像度 を 調節 し た り 、 他 の アフ セ サ リ で 用 いる ファ イル を 
設定 し た りす る アク セ サ リ で す 。 

ポイ ンタ を デス クア フ セ サ リカ アイコン に 重ね 、 マ ウス ・ ト ラッ フ ボ ー ル の 右 ボ マン を 押す と 、 ア フ 
セ サ リ の メニ ユー が 表示 され ます の で 、 そ の まま ポイ ンタ を い Control Panel′ まで 運ん で こく ださい 。 
"Control Panel” が 黒 ご 反転 表示 され だ と ころ で 、 ボタ ン を 離す こと 、 デス フト ッ プ 上 に 炊 の よう な 
ウィ ンド ウ が ガ が 開き ます 。 
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(、 2x542 誠 


tecr'any 0 画面 の 色あい を 設定 し ます 。 位置 に よ つ て 色あい が 変わ り ま す 。 
DOM 画面 の 色 の 濃 さ を 設定 し ます 。 右 に ゆめ ぐ ほ ご ど 濃 ぐ な り ま す 。 

0 utu4ca2rrry が eeeo 画面 の 明る さ を 設 定 し ます 。 右 に ゆく ほ ど 明 る ぐ な り ま す 。 

・Dpaper Color …… 画面 の 地 の 色 を 調節 し ます 。 

・pen color ……… 画面 上 の 点 や 線 の 色 を 調節 し ます 。 

・768X512 ……… 画面 を 横 768X 縦 512 ドッ ト に 設定 し ます (通常 の 画面 設定 )。 
・512X512 ol… 画面 を 横 512X 縦 512 ドッ ト に 設定 し ます (通常 より 横長 の 画面 に な る )。 


・path name …… パス を 設定 し ます 。 


・note file  …… デス クア クセ サリ の 「 メ モ 帳 」 で 使用 する メモ 帳 フ ァイル を 設定 し ます 。 
・phone file……… デス クア クセ サリ の 「 電 話 帳 」 で 使用 する 電話 帳 フ イル を 設定 し ます 。 
・clip file …… の tt… ク ! リ ッ プ ボー ドア イコ ン で 使用 する フク! リッ プ フ ァ イ ル を 設定 し ます 。 
・system drive … ご み 箱 アイ コン や ニュ ー フ ォ ル ダー アイ コン の ウィ ンド ウ が 属す ディ スク を 設 
定 し ます 。 
る 画面 の 設定 


本 機 の デス フト ッ プ 画面 に は 、 768X512 ドッ ト 表 示 の 画面 モー ド と 、 512X512 ドッ ト 表 示 の 画面 
モー ド の 2 種類 が あり ます 。 通常 、 画面 は 768X512 ドッ ト で 表示 され て いま す が 、 画面 モー ド を 切 
り 損 え だ い 場合 は 、 こ こ で “512x512? を クリ ッ ク し て こく ださい 。 一 度 画 面 が 消え 、 すぐ に 新しい 画 
面 が 表示 され ます 。 

画面 の 色調 設定 に は 、 地 の 色 の 調節 と 、 点 や 線 の 色 の 調節 の 2 種類 が あり ます 。 地 の 色 を 変え だ い 
と き に は \paper color” を 、 点 ・ 線 の 色 を 変え そい と き に は ヾ pen color" を 、 そ れ ぞ れ フ リッ ツ 
し て 選択 し て くだ さい 。 選択 され だ も の に 、 波 線 の アン ダー ライ ン が 5 引 | れ ま す 。 

色 の 調節 は 、\H *S? \V/ の 名 バ パー に ある つま み を 使っ つて 行い ます 。 それ ぞ れ の バー に ある つま み 
は 、 マ ウス ・ ト ラッ フク ボ ー ル の を ボタ ン を 押し て ドラ ッ プ する こと に よっ つて 、 目 的 の 場所 に 移動 で き 
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ます 。 直接 バー を フリ リッ ク し て も 、 つ まみ が その 位置 に 物 動 し ます 。 つま み を 動 し て 、 自由 に 画面 
Cpaper color” ガ “pen color?) の 色調 を 設定 し て こ だ さ い 。 


信 そ の 他 の 設定 

^path name” は 、 実 行 フ ァイル を 探す ディ レク トリ の パス と 呼び ます ) を 設定 する 項目 で す 。 通 
常 は 「A:\:A:\BIN : A : \BASIC : A : \ 福 袋 」 と な つて いま す 。 変更 する 場合 に は 、 フ リッ フ 
し レ て カー ソル を 表示 させ 、 キ ー ボ ー ド ガ ら 新 だ に 設定 する パス を 入力 し て て だ さい 。 パス に つい て 詳 
し ぐ は 、 別冊 の 「Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ さい 。 

note file*、*phone file” *clip file" は 、 そ れ ぞ れ デ スク アフ クセ サリ の 「 メ モ 帳 」 と 「 電 話 帳 」 
で 用 いる ファ イル 、 そし て クリ ッ プ ボー ドア イコ ン で フリ リッ プ す る ファ イル を 設定 する 項目 で す 。 通 
常 は 、 メ モ 帳 フラ イル が 「NOTE . VS」、 電話 帳 フ ァイル が 「PHONE . VS」、 フ クリップ ファ イル が 
「CLIP . VS 」 と いう 名 前 で 登録 され ね て いま す が 、 ご ここ で 違う ファ イル 名 を 入力 する こと に よっ て 、 他 
の ファ イル を 登録 する こと が で きま す 。 

~SyStem drive"” は 、 ご み 箱 アイ コン お よび ニュ ー フ オル ダー アイ コン で 使用 する ディ スク を 設定 
レ ま す 。“*” は カレ ント ドラ イブ の ディ スク (現在 実行 中 の ビジ ュ ア ル シ エ ル の プロ プラム ゞ VS . X? 
が 収め られ て いる ディ スク ) を 表し ます 。 \A? い B? は 、 そ れ ぞ れ A ドラ イブ 、 B ドラ イブ の ディス ク 
を 表し ます 。 設定 し た い デ ィ ス フク の ドラ イブ 名 を フリ ツク する と 、 波線 が 秘 動 し て 、 目的 の ディ スク 
が 選択 され ます 。 以降 、 ご み 箱 や ニュ ユー フォ ル ダ デー の ウィ ンド ウ の タイ トル バー に は 、 設定 され だ ド 
ライ ブ 名 が 表示 され ます 。 


いざ れ の 場合 も 、 設定 が 終わ つた ら 、 マ ウス ・ ト ラッ フク ボー ル の を ボタ マン で ヾ OK を フリック し て 
ぐだ さい 。 コ ント ロー ル パ ネ ル の ウィ ンド ウ ガ が 閉じ 、 以後 、 設定 し た 項目 が 実行 され ます 。 い ま 行 つ 
だ 設定 を 取り 消す 場合 に は CANCEL* を フ ! リ ッ ク フク し て こぐ だ さい 。 コン トロ ー ル パパ ネル の ウィ ンド ウ 
が 閉じ 、 す べ て の 項目 が 設定 前 の 状態 に 戻り ます 。 


(8) アイ コン メン テ ナ ン ス の 使い 方 (Icon Maintenance) 

アイ コン メン テ ナ ン ス は 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の アイ コン の 形 を 自由 に 設定 する アクセサリ です 。 ご の ア 
グセ サリ を 使っ つて 、 苔 ウ ィ ン ド ウ 内 の フタ イル や フォ ル ダ ゲー アイ コン の 形 を いつ で も 変更 する こと が 
で きま す 。 ま た だ 、 ア イコ ン 以 外 に 外字 を 作成 する こと も で きま す 。 


代 ク イ コン の 作成 
アイ コン の 作成 は 、 次 の 手順 で 行い ます 。 


⑦⑳ ア イコ ン の 形 を 変更 し を い フ ァイル (まだ は フォ ル ダ ー) の 入 つ た ウィ ンド ウ を 開き 、 目的 の アイ 
コン を 選択 し て て だ さい 。 

ポイ ンタ を デス フク アク セ サ リ アイ コン に 重ね 、 マ ウス ・ ト ラッ ツク フ ボ ー ル の 右 ボ マン を 押す と 、 2 の 
セ サ リ の メニ ユー が 表示 され ます の で 、 そ の まま ポイ ン イ を \Icon Maintenance′ まで 運ん で ご 
だ さい 。 

③ “lcon Maintenance” が 黒く 反転 表示 され た と ころ で 、 ボ タン を 離す と 、 デス フト ッ プ 上 に 炊 の 
よう な ウィ ンド ウ が 開き ます 。 
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画面 フリ ア 
白黒 反転 


ご ぁ 第 一 填 出 


ウィ ンド ウ の 中 に は 、 48X48 ドッ ツ ト の マス 目 か ら な る アイ コン 作成 画面 7 が あり 、 そ の を 下 に は 
その アイ コン の 実物 大 の 画面 が あり ます 。 アイ コン 作成 画面 の 中 に は 、 選 択 さ 1 た ファ イル (まだ は 
フォ ル ダ ー) の アイ コン が 拡大 表示 され て いま す 。 ウ ィ ン ド ウ の を 上 に ある 選択 肢 は 、 何 を 作成 する 
ガ 者 定 す る も の で 、 ウ ィ ン ド ウ を 開い た と き に は 、 い つも 「 ア イコ ン 」 が 選択 され て いま す 。 


※ ご ここ で 、 外字 」 を クリック す れ ば 、 16X16 ドッ に ト ま だ は 24X24 ドッ ト の 外字 を 作成 する 画面 が 表 
示さ れ ま す 。 


@④ ア イコ ン 作 成 画 面 の 上 に ポイ ン を 物 動 し て くだ さい 。 ポイ ンタ ガ が 氏 筆 の 形 に 変わ り ま す 。 任意 の 
箇所 に ポイ ンタ を 合わ せ て マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の を ボタ ン を 押す と 、 ポイ ンタ の 指し て いた だ ド 
ッ ツ ト ガ 折ら 黒 (まだ は 黒 ら 白 ) に な の ます 。 ご の よう に し て 、 選択 し た アイ コン の 形 を 自由 に 
作り 替え て ださい (左下 の 実物 大 の アイ コン は 、 作 成 画面 の アイ コン の 形 に あわ せ て 表示 され ま 
す )。 
な お 、 作成 画面 の 左側 こ あ る 2 つの シン ボル は 、 次 の よう な 機能 を 持つ て いま す 。 


これ を クリ ッ ク す る と 、 アイ コン 作成 画面 の 黒白 が 一 斉 に 反転 し 


す 9。 


これ を フク フリック する と 、 アイ コン 作成 画面 が フリ ア さ れ ま す ( 何 
も 書か れ て いな い 状 態 に な る )。 


アイ コン 名 の 欄 に は 、 選択 し た ファ イル (フォ ル ダ ー) の を 前 が 表示 され て いま す 。 アイ コン の 作 
成 が 完了 し た ら 、 アイ コン 名 を 確か め て か ら 、 マ ウス ・ ト ラッ フク ボール の を ボタ ン で “OK” を ツリ 
ッ ク し て ご だ さい 。 いま 行 つ だ 設定 を キヤ ン セ ル す る 場合 に は 、 ヾ CANCEL* を フリ ツク し て ぐだ さ 
い 。 ア イコ ン メ ン テ ナ ンス の ウィ ンド ウ が 閉じ 、 ア イコ ン の 形 は 以前 の まま 変わ り ま せん 。 


※「 実 行 フ ァイル 」 と 「 パ パラ メー タ 」 は 、 特 に 指定 し な く て 構い ませ ん 。 ご これ ら の 指定 が 沙 要 に な る 
の は 、 そ の アイ コン の ファ イル が 、 何 ひ の プロ プラ ム 上 で 使用 され る ファ イル で ある 場合 で す 。 詳 
し ぐ は 、 ご の 項 の 終わ の り に ある コラ ム を 参照 し て ぐだ さい 。 
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2s6 56222 選 二 り 性 


⑯ ア イコ ン メ ン テ ナ ンス の ウィ ンド ウ ガ 閉 じ 、 以後 その フラ イル (まだ は フォ ル ダ ー) の アイ コン の 
形 は 変更 し た も の に 変わ り ま す 。 変更 し た を アイ コン の デー タ は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク の 中 に \CO 
NDATA . SYS” と いう ファ イル 名 で 保存 され ます 。 


な お 、 ウ ィ ン ド ウ 中 の ご み 箱 の 形 を し を アイ コン を フク! リッ フク す る と 、 その と き 表 示さ れ て いた アイ 
コン パタ ー ン と アイ コン 名 は 、 ウ ィ ン ド ウ ガ ら 消去 され 、 ご み 箱 の 中 へ 捨て られ ま す (ウィ ンド ウ 画 
面 に は 、 違 うつ アイ コン が 表示 され ます )。 ご ここ で OK” を フリ ッ ク す る と 、 ご み 箱 に 捨て られ た アイ 
コン の デー タダ は 、“ICONDATA . SYS” ガ ら 削除 され ます 。 CANCEL” を フク リック し て ウィ ンド ウ 
を 閉じ れ ば 、 ご のみ 箱 に 捨て られ た アイ コン の デー タ も 、 も と の まま "ICONDATA . SYS* の 中 に 保存 
され ます 。 


人 @ 外 の 作成 
外字 の 作成 は 、 次 の 手順 で 行い ます 。 


⑳ デ スク アク セ サ リ アイ コン の メニ ュー ガ ら 、 “Icon Maintenance” を 選択 し て 、 ア イコ ン メ ン テ ナ 
ンス の ウィ ンド ウ を 開い て くだ さい 。 

②⑨ ウ ィ ン ド ウ を 上 の 選択 核 の 中 か ら 、 作 成 し だ い 外 字 の サイ ズ を 選ん で クリ ツク し て こく だ さい 。 す る 
と 、 ア イコ ン 作 成 画面 が 、 選ん だ サイ ズ の 外字 を 作成 する 画面 に 変わ り ま す 。 (ここ で は 16X16 ド 
ツ ト の 外字 作成 画面 を 選択 し て いま す )。 


外字 作成 画面 


アイ コン を 作成 する 場合 と 同様 、 鉛筆 の 形 を し を ポイ ンタ を 使っ て 、 登録 し だ たい 外字 を 作成 し て ご 
だ さい 。 作成 画面 の 左側 こ あ る シン ボル も 、 ア イコ ン を 作成 する 場合 と 同様 に 使え ます ( 白 累 反転 
や 画面 の クリ ア 、 外 字 デ ー タ の 削除 を 行い ます )。 
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2 . 各種 の アイ コン の 使い 万 


④ 「 コ ー ド 番号 」 の 欄 に は 、 作 成 し だ 外字 を 登録 する コー ド 番 号 を 入力 し ます 。 使用 で きる コー ド 番 
号 は 、 シ フト JIS コー ド で EB9F-EBEE (JIS コー ド で は 7622--7670) で す 9。 


※ シ フト JIS コー ド と JIS コー ド は 、 コー ド 体 系 が 異な る だ け で 、 そ の 内 容 は 変わ り ま せん 。 だ と え 
ば 、 シフ ト JIS コー ド の ヾ EB9F は JIS コー ド の 7621? と 同じ 外字 を 指し ます 。 


@⑤ 外 字 の 作成 が 終了 し た ら 、 登 録 す る コー ド を 確 が め て が ら 、 マ ウス ・ ト ラッ ツク ボール の を ボタ ン で 
ヾ OK” を フリ ッ ク し て ご だ さい 。 登録 を 中 止 す る 場合 に は 、^CANCEL” を フリ ッ ク し て ぐだ さい 。 
外字 作成 の ウィ ンド ウ が 閉じ 、 作 成 し た 外字 は 登録 きれ ませ ん 。 

@ 外 字 作 成 の ウィ ンド ウ が 閉じ 、 作 成 し た 外字 が その コー ド で 登録 され ます 。 以後 、 コ ー ド 入力 状態 
で その コー ド 番 号 を 入力 する と 、 画面 に は 作成 し 外字 ガ 表 示さ れ ま す 。 


(9 タイ マー の 使い 方 (Timer) 

r ウ イマ ー 」 は 、 現在 の 日 付 と 時 刻 を 設定 し た り 、 本 機 に 内 蔵 の ツタ イマ ー を セッ ト す る アク セ サ リ で 
さ 。 ご この タイ マー は 、 セ ツ ト し だ 日 時 に 専用 ディ スプ レイ テレ ビ や コン ピュ ユー タ 本 体 の 電源 スイ ツチ 
を ヾ 入 ^ CON)、\ 切 ” (OFF) する こと が で きま す 。 マイ マー 設定 は 、 抽 月 (特定 の 日 付 ) ・ 持 週 ( 特 
定 の 上 曜日 )・ 毎 日 の いずれ ガ を 選択 で きま す 。 

この タイ マー は 、 セ ツ ト し だ 日 時 に 専用 ディ スプ レイ テレ ビ や コン ピュ ユー タ 本 体 の 電源 スイ ツチ を 
* ヾ 入 ? CON) に する こと が で きき ます 。 電源 を ON 状態 っ し て お ける 時 間 は 、5 分 ら 60 分 まで の 間 、 
5 分 間隔 で 好き な お 時間 を 設定 で きま す 。 無制限 こも 設定 で きま す 。 

ポイ ンタ を デス フ ア ク フク セ サリ アイ コン に 重ね 、 マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル の 右 ボ タン を 押す と 、 アフ 
セ サ リ の メニ ュー が 表示 され ます の で 、 そ の まま ポイ ンタ を Timer" まで 運ん で くだ さい 。 “Timer* 
が 時 ご 反転 表示 され た と ころ で 、 ボ タン を 離す と 、 デ スク トッ プ 上 に タイ マー の ウィ ンド ウ が 開き ま 
す 。 


1987 年 1 月 28 日 水曜 日 
日 時 表示 画面 高 12: 時 223 


[ 
^ 1 生還 [ET ( 品 gg] 
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2.6 デス クア クセ サリ アイ コン 


開い た と き の ウ ィ ン ド ウ は 、 現 在 の 日 時 を 表示 し て いま す 。 ご の 日 時 表示 の 下 に 並ん で いる 名 種 の 
ボタ ン を マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル で 操作 し て 、 時 刻 や タイ マー を セッ ツ ト し ます 。 


人 @ 時 計 の セツ ト 
[時 刻 設 定 ] を ク ! リ ッ フ する と 、 現在 の 日 時 を セツ ト す る こと が で きま す 。 


隠 年 1 月 28 日 
pa _ 2:: 的 


4[ 還 中 ] に [ELERR] 
BU STI 


年 月 日 は 、 西 暦 で す 。 ま だ 、 時 刻 は 12 時 間 制 で す 。[ 十 ] ガ [一 ] を フク リック し て 、 新た お 年 月 日 
や 時 刻 を それ ぞ れ 設定 し て くだ さい 。 設定 が 終わ る だ びに [SET〕] を フ ! リ ッ ク し て 、 設定 を 確定 し ま 
す 。 す る と 、 次 の 設定 項目 が 黒く 反 転 表 示さ れ ま す の で 、 続 け て 設定 確定 を 行っ て くださ い 。 新た だ 
な 日 時 の セツ ト 中 は 、 い つ で も [CLEAR] を フク! リッ フク す れ ば 、 設定 を 取り 消す こと が で きま す 。 

すべ て の 設定 が 終わ つ だ 瞬間 ガ ら 、 そ の 設定 通り に 時 計 が 動き 始め 、 画 面 は 新しく 設定 され だ 日 時 
表示 画面 に 変わ り ま す 。 ア イコ ン 領 域 の 一 番 上 に ある 「 時 計 」 も 、 新 し い 時 刻 に 変わ り ま す 。 


登 ツ イマ ー の セッ ト 

[設定 ] を フク リッ フ す る と 、 タイ マー を セット する こと が で きま す 。 タ イマ ー を セッ ト す る に は 、 
[ 十 ] か [一] を フリ ッ ク し て 、 設定 し た いも の を 黒 ぐ 反転 表示 させ て ぐだ さい 。 最後 に [SET] を フ 
リッ ク し て 設定 を 確定 し て くだ さい 。 
すべ て の 設定 が 終了 する と 、 ウ ィ ン ド ウ 表 示 は 現在 の 日 時 に 変わ り ま す 。 


・ 毎月 …… 電 源 を 入れ る タイ マー を 傾 月 の 特定 の 日 に セッ ト し ます 。 ご これ を 選択 する と 、 次 日 付 
を 設定 する め 要 が あり ます 。 

・ 拓 週 …… 電 源 を 入れ る タイ マー を 缶 週 の 特定 の 曜日 に セッ ト し ます 。 ご れ を 選択 する と 、 炎 に 此 
日 を 設定 する 秒 要 が あり ます 。 

・ 毎 日 …- 電 源 を 入れ る タイ マー を 毎日 セッ ト し ます 。 


・ 欠 :XX…… ツ イマ ー で 電源 を 入れ る 時 刻 を 設定 し ます 。 時刻 は 12 時 制 で す 。 
・XX 分 間 …… ダ イマ ー で ON し だ 電源 を 、 そ の 何 分 後に OFF する を 設定 し ます 。 設定 で きる 時 
加 は 、 5 一 60 分 まで (5 分 刻み ) まだ は 無制限 まで で す 。 
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2 . 名 種 の アイ コン の 使い 万 


- TV …… マ タイ マー を 作動 させ る 機器 を 、 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ に 設定 し ます (指定 し だ 日 時 に 
ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 を 入れ 、 指定 し だ 時 間 の 経過 後に ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 
を 切り ます )。 

・COM … マ イマ ー を 作動 させ る 機器 を 、 コ ン ピ ュ ユー タ 本 体 に 設定 し ます (指定 し だ 日 時 に コン ピ 
ユー タ 本 体 の 電源 を 入れ 、 指 定 し だ 時 間 の 経過 後に コン ピュ ユー タ 本 体 の 電 源 を 切り ます )。 


硬 調 毎週 毎日 1 日 
タイ マー 設定 画面 mm 9:9B 69 分 間 面 軒 COM 世 ch 


ーー 
[時 刻 設定 | 


@ マ ツイ マー (TIMER) ラン プ に つい て 
タイ マー (TIMER) ラン プ は 、 タイ マー が ガセ ッ ト さ れ て いる と き に 赤色 に 点灯 し ます 。 ま た だ た 、 ダイ 
マー に よっ て 電源 が * 入 ” (ON) に な る と 、 タイ マー ラン プ は 点滅 し ます 。 


@ ツ イマ ー 設 定 内 容 の 確認 

タイ マー が 設定 され て いる と 、[ 確 認 ] の 上 で マウ ス ・ ト ラッ ツク ボー ル の を ボタ ン を 押し て いる 商 、 
設定 内 容 が 表示 され ます 。 タイ マー が 設定 され て いな いと き は 、 「 登録 きれ ね て いま せん 」 と いつ メッツ セ 
ー ジ が 表示 され ます 。 


@ ツ イマ ー 設 定 内 容 の 取り 消し 

いつ だ ん 確定 し て し まつ た タイ マー 設定 を 取り 消し た いと き に は 、 ま ざ [確認 ] を クリ ツク ツ し て 、 
設定 画面 を 確認 し て か ら 、[CLEAR] を フリ ッ ク し て ご ださい 。 設定 は 取り 消 る され 、 ウィンドウ 表示 
は 現在 の 日 時 に 変わ り ま す 。 


@ ツ イマ ー の 使用 に 関す る 注意 点 

・ タ イマ ー を 使用 する 場合 に は 、 コ ンピュータ 本 体 後 面 の メイ ン 電 源 ス イツ チ を 切ら な いで ぐだ さ 
い 。 タ イマ ー ガ 動作 し ませ ん 。 だ だ し 、 タイ マー 設定 内 容 自体 は 、 本 機 に 内 蔵 の バツ テリー で 保 
だ た れ て いま す 。 

・ 停電 や 電源 プラ ブ が 抜 が れる こと な ど ご に よっ て 、 コ ンピュータ 本 体 の 電源 が 断 た れ て も 、 内 蔵 バ 
ッ ツテ リ ー の 働き に よっ て 予約 内 容 が 消え る こと は あり ませ ん 。 時 計 も 狂い ませ ん 。 だ だ し 、 あ ま 
の 長 時 間 に こわ だ る 停電 は 、 時 計 や タイ マー 設定 に 悪影響 を 及ぼ すこ と が あり ます 。 

・ タ イマ ー 設 定 終了 後 、 コ ン ピ ユ ー タ 本 体 の 前 面 の 電源 スイ ツチ を 切 つ て くだ さい 。 電源 スイ ツチ 
を ^ 入 ” (ON) に し た を まま で は タイ マー は 動作 し ませ ん 。 
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2.6 デス クア クセ ザ サリ 玉 コ ウ 


実行 ファ イル と パラ メー タ 


アイ コン メン テ ナ ン ス で アイ コン を 作る 場合 、 ほとん ど は 「 アイ コン 名 」、 す な わ ち その ア 
イコ ン が 対 記 し て いる ファ イル 名 を 指定 する だ け で 、 新しい アイ コン を 使う こと が で きま す 。 
「 実 行 フ ァイル 」 お よび 「 パ ラメ ー タ 」 の 指定 が 和 め 要 に な る の は 、 そ の ファ イル の アイ コン 
を ダブ ルク リック し た と き に 、 何 ガ 他 の プロ ブラ ム 、 (実行 フラ イル) を 実行 きせ る よう に し 
だ い 場 合 で す 。 だ と えば 、 X-BASIC 上 で 動 ぐ BASIC の プロ ブラ ム \ABC . BAS* を 、 デス 
トップ 上 で ダブ プル フリ ッ ク し て 実行 で きる よう に する に は 、 アイ コン メン テ ナ ン ス の 「 ア 
イコ ン 宮 」 の 欄 に “ABC . BAS” を 指定 し 、「 実行 フタ ァイル 」 に ヾ BASIC .X” を 指定 し ます 。 
また だ 、 文 書 ファ イル MEMO . DOC* を ダブ ルフ リッ ク し た と き 、 自 動 的 に エディ タ を 起動 
し て “MEMO . DOC” を 編集 で きる よう に する に は 、 「 ア イコ ン 名 」 に MEMO . DOC* を 、 

「 実 行 フ タイル 」 に “ED .X” を 指定 すれ ば 良い の で す 。 


すなわち 、 ご これ ら を 指定 すれ ば 、 実行 可能 フラ イル (ファ イル 名 の 拡張 子 が *. X ヾ .Z? 
~-.・RH” で ある ファ イル ) 以外 の ファ イル も 、 デス クト ッ プ 上 から 直接 ダブ ルフ リッ ツク し て 使 
うつ こと が で きる よう に な り ま す 。 何 が ひ の プ ログラム に よっ て 実行 きれ る ソー ス フ ァ イル や 、 
OS の コマ ンド イン ター プリ マタ で COMMAND . X⑦ に よっ て 実行 きま れる バッ チ フ ァイル 、 
ワー プロ や エディ タ 上 で 編集 する 文書 ファ イル な ど ご は 、 そ れ ぞ れ 「 実 行 フ ライル 」 を 指定 す 
る と 便利 で す 。 

な お 、' パラ メー タ 」 は 、 指定 し だ 実行 フ ア セイ ル こ ご より ます の で 、 詳し く は 「Human68k 
コー ザー ズ マ ニコ ユア ル 」 の 「 外部 コマ ンド 」 を ご 覧 くだ さい 。 
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2 . 吾 種 の アイ コン の 使い 亡 


、/ フリ ッ プ ポー トド と て コウ 


「 ク リッ プ ボ ー ド 」 は 、 英語 で 「 紙 ば さ み 」 の こと 、 つ まり ある 情報 を 一 時 的 に 留め て お ぐ 板 で す 。 
デス クト ッ プ に は 、 文章 お な ど を いつ だ ん だ め て お ぐ 場 所 と し て 、 クリ ッ プ ボー ドガ が 用意 され て いま す 。 

クリ ッ プ ボー ド は 、 デ スク アフ クセ サリ の 「 メ モ 帳 」 や 「 電話 帳 」 な ど で 使 用 し ます 。「 メモ 帳 」 や 「 電 
話 帳 内 の 一 部 分 を 、 な ん で も ク ! リ ッ プ ボー ド に 貼り 付け て お け ま す 。 

クリップボード に 貼り 付け だ 情報 は 、「 メモ 帳 」 や 「 電 話 帳 」 な ど ず らい つ で も 引き 出し て 使用 する 
こと が で きま す 。 一 度 の | リッ プ ボ ー ド に 保管 され た 情報 は 、 次 の 情報 が 預け られ る まで の 間 は 、 何 回 
で も 呼 び 出 し て 使え る の で 、 コピ ー の 代わ り と し て 用 いる こと も で きま す 。 


(1) アイ コン の 形 

クリ ッ プ ボー ドア イコ ン は 、 左右 2 枚 の フリップ ボー ドガ が ら で き て いて 、 次 の よう な お 形 を し て いま 
す 。2 枚 の フリップ ボー ド は 、 それ ぞ れ 役割 が 違い ます 。 左側 の フリ ッ プ ボー ド は 「 消 し ゴム 」 と し 
て 、 右 側 の フリ ッ プ ボー ド は 「 コ ピー」 と し て 、 テキ スト を 表示 する ウィ ンド ウ と 情報 の や り 取 り を 
行い ます 。 


だ だ し 、 クリ ッ プ ボー ド に 何 ガ が 書き 込ま れ て いる と 、 クリ ッ プ ボー ドア イコ ン の 中 に は 、 書 き 込 
まれ た テキ スト の 最初 の 文字 (全角 文字 な ら 1 文字 、 半 鉛 文字 な ら 2 文字 ) が 表示 され ます (この 価 
の 場 滞 、 右 側 の フリ ッ プ ボー ド だ けが 使わ れ て いま す )。 


(2) フリ ッ プ ボー ド の 使い 方 

クリ ッ プ ボー ド と の 情報 の や り 取 り は 、 すべ て メニ ユー を 使っ つて 行い ます 。 フク リップ ボー ド の メニ 
ユー は 、 デス クア クセ サリ の 「 メ モ 帳 」 ガ 「 電 話 帳 」 な どの ウィ ンド ウ ガ が 開い て いる と き に 使う こ 
が で きま す 。 

「 メ モ 帳 」 が 「 電 話 帳 」 の ウィ ンド ウ を 開い て 、 マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル の 右 ボ タン を 押し て みて 
< だ さい 。 次 の よう な メニ ュー が 表示 され ます 。 メ ニコ ユー の 項目 を 確 が め た だら 、 マウ ス ・ ト ラッ クボ 
ー ル の ボタ ン を 離し て くだ さい 。 い ま は まだ 、 ど の メニ ユー も 使う こと は で き な い の で 、 す べ て の メ 
ニュ ユー が 点線 で 表示 され て いま す 。 
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2.7 リッ プー ドア イコ ウ 


メモ 帳 の ウィ ンド ウ 


骨 F1 前 の 駐 飲 に 戻る . 
SHIFHT XF1 文節 を 1 文字 縮め る  ! 


XF2 文節 を 後ろ に 移動 
SHIFT+ XF2 文節 を 1 文字 の ば す 


XE4 5==R 
SHIFT+ XF4 全角 ーー: 半角 


F10 変換 モー ド 切 り 替 え 。 
F9 学 習 モー ド 切 り 替 え 


メニ ュ ユー 中 央 に 引か れ だ 線 で 、 メニ ュー の 上 下 が 区 切ら れ て いま す 。 上 の 2 つ で Cut” と \Paste?) 
が 左側 の フク リップ ボー ド の メニ ュー、 下 の 2 つ で Copy” と "Paste?) が 右側 の フリ ッ プ ボー ド の メ 
ーー で 号 。 答 メ ニュ ユー の 機能 は 次 の 通り で す 。 
・Cut 
指定 され た テキ スト を 、 ウ ィ ン ド ウ ガ ら カッ ト (削除 ) する と 共に 、 その 内 容 を 在 側 の フリ リップ ボ 
ー ド に 書き 込み ます 。 
・Paste 


^*Cut” に よ つ て 左側 の フ ! リ リツ ッ プ ボー ド に 書き 込ま れ だ 内 容 を 、 ウ ィ ン ド ウ の 指定 され だ 位置 に 貼り 
付け ます 。 


・Copy 
指定 され た テキ スト を 、 右 側 の フリ リ ソ プ ボー ド に 書き 込み ます 。 ウ ィ ン ド ウ 内 の テキ スト に 変化 は 
あり ませ ん 。 


・Paste 
*Copy” に よっ て 右側 の クリップ ボー ド に 書き 込ま れ だ 内 容 を 、 ウ ィ ン ド ウ の 指定 され だ 位置 に 貼 
り の 付け ます 。 


すなわち 、 目的 の テキ スト を その まま クリ ツ プ ボー ド に 保存 する お 、 ウ ィ ン ド ウ ガ ら カッ ト ( 削 際 ) 
し て クリ ツ プ ボー ド に 保存 する お に よっ つて 、 ど ちら の クリ ツ プ ボー ド を 使用 する ガ が 決ま り ま す 。 


(3) フリ ッ プ ボー ド へ 情報 を 書き 込む 
どちら の フリ ッ プ ボー ド を 使う に し て も 、 フ リッ プ ボ ー ド に 情報 (テキ スト ) を 書き 込む 手順 は 、 
次 の よう に な り ま す 。 
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2 . 導 種 の アイ コン の 使い 万 


④① ま ず 、 ク フリップ し だ い テ キス ト が 入 つ て いる アク セ サ リ の ウィ ンド ウ を 開き ます (ご ここ で は 、" メモ 
帳 」 を 使 つ て いま す )。 

@ ク リッ プ し た い テ キス ト を ウィ ンド ウ の 中 に 表示 させ て ぐだ さい 。 

ポイ ンタ を 、 クリ ッ プ し を い テ キス ト の 始点 て 最初 の 文字 ) に 持つ て いつ て くだ さい 。 

④⑳ マ ウス ・ ト ラッツ フ ボー ル の を ボタ ン を 押え 、 そ の まま テキ スト の 終点 まで ドラ ッ プ し て ぐだ さい 。 
ポイ ンタ が 動い だ 範囲 び 黒 べ 反 転 し ます 。 


人 拉 (な か :2:11h9 っ 軸 還 較 EE 
SHIFT+ XF1 文節 を 1 文字 縮め る 


(. 


XF3 洪 字 変 換 
XF4 

XF5 確定 

F1O 変換 モー ド 切 り 替 え 


F9 学習 モー ド 切 り 替 え 


フリ リッ プ す る 範囲 が これ で 良い か どう が 人 確認 し て 、 ボタ ン を 離し て ぐだ さい 。 
デス クト ッ プ 上 の 任意 の 場所 で 、 マ ウス ・ ト ラ ツ フ ボー ル の 右 ボ タン を 押し て 、 ク リツ プ ボ ー ド の 
メニ ユー を 表示 させ て ぐだ さい 。 “Cut” と “Copy” が 実線 で 表示 され ます 。 


60 、 で と 義 ROWSRRGWi 


F10 変換 モー ド 切 9 替え 。 
学習 モー ド 切 9 り 替え 
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2.7 の UN ドア イコ ッ 


⑦ ボ タン を 押し た まま 、 ポイ ン を 目的 の メニ ユー まで ドラ ッ ブ し 、 メ ニュ ユー が 反転 表示 され たら 、 
ボタ ン を 離し て くだ さい (ここ で は “Cut” を 選択 し て いま す )。 ご これ で 、 指定 し た テキ スト が クリ 
ツ プ ボー ド の 中 に 書き 込ま れ ま す 。 


メド 1 前 の 文節 に 戻る 
3HIFT_XF1 文節 を 1 文字 縮め る 


N 


F9 学習 モー ド 切 り 替 え 


5 守 


ー クリップボード 
1 に 書き 込ま れ て 


すでに クリ ツ プ ボー ド が 使用 され て いる 場合 で も 、 新 た な 情 報 を 重ね 書き し て し まつ て 構い ませ ん 。 
クリ ッ プ ボー ド は 、 書 き 込ま れる だ たび に 前 の 情報 を 消し て 、 新しい 内 容 を 保存 し ます 。 

情報 が 書き 込ま れ て いる フリ ツ プ ボー ド に ポイ ンタ を 重ね 、 そ の 上 で マウ ス ・ ト ラッツ クボ ー ル の 左 
ボタ ン を 押す と 、 書 き 込 まれ て いる テキ スト の 最初 の 数 文字 が 表示 され ます 。 


XF 1 前 の 文 飲 に 戻る 。 
SHIFT+ XEF1 文節 を 1 文字 縮め る 
ーー 一 ー 人 
XF3 渓 字 変 換  . 


F10 変換 モー ド 切 り 替 え 
F9 学習 モー ド 切 り 替 え 


に 
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2 . 各種 の アイ コン の 使い 万 


(4) フリ ッ プ ボー ドガ ら 情 報 を 取り 出す 

クリップ ボー ド に 貼り つけ られ だ 情報 は 、「 フ リッ プ ボ ー ド ガ ら の コピ ー」 と いう 形 で 取り 出さ れ ま 
すか ガ ら 、 何 度 取 り 出し て も 消え て し まう こと は あり ませ ん 。 ク リツ プ ボ ー ド の 情報 を 取り 出す ま 順 は 、 
次 の よう に な り ま す 。 


④ 取 り 出 し て 貼り つけ る 先 の ウィ ンド ウ を 開い て くだ さい (ご ここ で は 「 メ モ 帳 」 の ウィ ンド ウ を 使 つ 
て いま す )。 

@ 貼 りつ ける 地点 に ポイ ンタ を 動 ひ お し 、 マ ウス ・ ト ラッ フク ボール の を ボタ ン を クリ ッ ク し て ぐだ さい 。 
クリ ッ ク し だ た 地点 に カー ソル ガ が 移動 し ます 。 ク リッ プ ボ ー ド ガ ら 取り 出し だ 情報 は 、 いま カ ー ソ ル 
が 現れ だ と ころ に 挿入 され る 形 で 貼り つけ られ ます 。 


6 生 慎 サラ イダ 攻 ーーーーーーーー 
F 7 コー ド 体 系 更 


ここ に 読み 込む 


③ デ スク トッ プ 上 の 任意 の 場所 で 、 マ ウス ・ ト ラッ ツク ボー ル の 右 ボ タン を 押し て 、 ク ! リ ソ ッ プ ボー ド の 
メニ ュー を 表示 させ て こ だ さ い 。 “Paste” が 実線 で 表示 され ます 。 
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2.7 ダリ UM ボー ドア イコ ヨウ 


ボタ ン を 押し た まま 、 ポ イン を 目的 の メニ ュー まで ドラ ッ ブ し 、 メ ニ ユ ー が 反転 表示 され だ ら 、 
ボタ ン を 離し て ぐだ さい 。 これ で 、 そ の クリ ツ プ ボー ド の 情報 は すべ て 指定 し た 地点 に 挿入 され ま 
9。 


TB 湊 F ラ イア 放 ーーー 
5 


読み 込ま れ だ ーー 
テキ スト 


(CK_)(Ccawgr ) 


クリ ッ プ ボー ド の 情報 は 、 何 度 取り 出し て も フ ! リ ッ プ ボー ドガ ら 消 えま せん 。 

だ だ し 、 左 側 の フ ! リ ツ プ ボー ド に 書き 込ま れ た 情報 は 、 コ ン ピ ュ ユー タ を 起動 し 直し た り の 電源 を 切っ 
だ りす る と 消え て し まい ます の で 注意 し て くだ さい 。 右側 の フク | リリ ソ プ ボ ー ド の 内 容 は 、 デ ィ ス ク 上 に 、 
フリ ッ プ ファ イル (通常 は CLIP . VS) と し て 保存 され ます の で 、 新た な 情報 を 書き 込む まで な こく な る 
ご と は あり ませ ん 。 ファ イル に し て 保存 し て お きだ い 内 容 は 、 メニ ュー の ヾ Copy” を 使っ て 、 右 側 の 
フ ! リ ッ プ ボー ド に 書き 込ん で お く と 良い で し よう 。 

な お 、 ク リッ プ フ ァ イ ル の ファ イル 名 は 、 デス クア クセ サリ の 「 コ ント ロー ル パ ネ ル 」 で 自由 に 変 
更 す る こと が で きま す 。 
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作 8 


Da 人 Am=JS > の cm KA Ok 性 ご J) パ は つう LLS 
4 


浴 T 


0 よい 、 、 で 
大 だ いあ 向 る 重 つ ^" で" 


js 箇 舞 Ce 1 

cr 1 いで 商 さ し 
フフ | 思 モ さ や HEJ5 . 
コ | つ 会 訂 / Ca 


) LU で an は Y マ >ー 


へ 和 有 ! 林 の に ュ 

に 向 琴 まけ 合い 9 ゆで 
KM 間 | - > 9 EK jc 

あっ いじ 本 1 こき 呈 る 潮 衝 ラ 欄 で こ で て 下す 人 容 定 に (の 
(b 音 き うー 天 き acC つ ・ V -: こ kk ち 人 < の 公 )、 全 二 - 


に 


人 も マニ 


ディ ご こす つい だ c ろ 竹 "。 「 
本 ST ID 」 づつ と いせ で 3 の て 導い 7 uuurd【 で で LV+ 
っ は 市 和広 や ェ ニ う すず 寺 


の 1 生 


第 づ 部 
より 高度 な 使い 方 


日 本 語 を 入力 する 
ー 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サー 


1 マッ ルト ダウ ショ ン 


1.1.1 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ と は 

本 機 に は 、 キ ー ボ ー ド ガ ら 日 本 語 を 入力 す ぞ 日 本 語 入力 機能 が あり ます 。 日 本 語 入力 機能 を 使 つ 
て 、 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ は も ちろ ん 、 ディ スク や 文書 に な 漢字 混じり の 名 前 を 付け た り 、 デス 
クト ッ ツ プ の アフ セ サ リ で ある 「 メモ 帳 や 「 電話 帳 」 に 日 本 語 の メモ を 書 こ こと が 簡単 に で きま す 。 
本 機 で は 、「 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ ( ゆ 下 、 日 本 語 FP)」 が 独立 し て 日 本 語 入力 を つか る ど つ て い 
ます 。 し か も 、 日 本 語 FP は 本 機 で 動作 する すべ て の プロ プラ ム や アプ リケーション と 組み 合わ せ て 使 
うこ と が で きま す 。 で すか らい つ だ ん ご これ に 模 れ れ ば 、 ビジ ユア ル シ エ ル を 起動 し た デス フト ッ プ 画 
面 上 で も 、OS の コマ ンド モー ド で も 、 付属 の 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ ツ サ で も 、 同 じ 操作 で 抵抗 な ぐ 日 本 
語 の 入力 が で きる わけ で す 。 

また だ 、 よ ぐ 使 う 熱 語 や 特殊 な 用 語 は 辞書 に ユー ザー 単語 登録 し て お け ま す 。 

JIS 第 一 水準 ・ 第 二 水準 の 漢字 一 覧 表 は 、Appendix「C. コー ド 表 」 を 参照 し て ぐだ さい 。 

また 、 日 本 語 FP 用 の ユー ティ リティ プロ ブラ ム も いこ ぐつ が 用 意 さ れ て いま す 。 登録 単語 を 郡 お 日 本 
語 辞書 の 保守 を 行う 「DICM (辞書 ディ スク 保守 ユー ティ リティ )」 は 、 別冊 の 「 ユ ー テ イィ リティ ソフ 
に 、 ゲ ー ム ソフ ト 説 明 書 」 で 、 本 機 が 備え て いな い 文 字 を 外字 と し て 登録 する 「USKCGM (外字 保守 
コー ティ リティ )」 は 、「Human68k コー ザー ズ マ ニュ アル 」 で それ ぞ れ 解 説 し て いま す 。 


1.2 操作 記法 


日 本 語 入力 機能 を 使う に は 、 本 機 に 付属 の シス テム ディ スク と 辞書 デイ スク と が 和 め 要 で す 。 シ ステ 
/、 デ ィ ス ク に は 、 か な 漢字 の 変換 を 受け 持つ 日 本 語 FFP の プロ ブラ ム が 、 辞 書 デ イィ スク に は 辞書 の デー 
タ が ガ 入 つて いま す 。 実際 の 操作 に は 、 それぞれ の ディ スク の パッ フ ア ッ プ デ ィ ス ク を 使う よう に し て 
ぐだ さい 。 

この 項 で は 、 日 本 語 FP の 起動 か ら 文字 の 入力 ・ 変 換 ま で の 操作 万 法 を 簡単 に 説明 し ます 。 
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1.2 操作 万 法 


1.2.1 日 本 語 FP の 起動 

日 本 語 の か な 漢字 変換 を 受け 持つ 日 本 語 FFP の プロ ブラ ム は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク に 入 つ て いま す 。 本 
機 の シス テム ディ スク は 、 変換 プロ ブラ ム と 日 本 語 辞書 を 起動 時 に 自動 的 に 組み 込む よう に 設定 され 
て いま すら 、 こ ご こ れ で コン ピ ユ ー タ を 起動 すれ ば 、 あ と は 起動 の 操作 だ け で 、 ガ な 漢字 変換 で きる よ 
5 クコ の 


※ 後 述 の ' 辞書 学習 機能 . を 「 ディ スク へ の 学習 」 モ ー ド に 設定 する 場合 は 、 使 用 する 辞書 デイ スク の ラ 
イト プロ テク フト シー ル を は が し て 、 天 書 に 書き 込み が 行え る 状態 に し な けれ ば な り ま せん 。 
また だ 、 日 本 語文 字 が 入力 で きる の は 、 メ モ 帳 ウィ ンド ウ な ど ご を 開い て 文字 入力 が 可能 に な っ て ガ ら 
で す 。 


日 本 語 FP を 起動 する 万 法 は 簡単 で す 。 次 の よう に 起動 し て くだ さい 。 


④ シ ステ ム デ ィ ス ク を A ドラ イブ (ディ スク ドラ イブ 0) に 、 辞書 ディ スク を B ドラ イブ (ディ ス フ ド 
ライ ブ 1) に 挿入 し て くだ さい 。 

② キ ー ボ ー ド の [ CTRL | キー を 押し な が ら 、 [| XF1 |] キー を 押し て ご だ さい 。 以後 、 この 操作 の こと を 
十 と 表現 し ます (第 1 部 「6 .1 キー ボー ド 」 を 参照 )。 

キー を 離す と 変換 プロ プラ ム が 動作 を 始め 、 画 面 は 次 の よう に な り ま す 。 ご これが 日 本 語 の 入力 が で 
きる 状態 で す 。 こ こ で は メモ 帳 に 日 本 語 を 入力 し よう と し て いま す 。 


再び 同じ 操作 ( 十 ) を する と 、 日 本 語 FP が 動作 を や め 、 元 の (日 本 語 FP が 起動 する 
前 の ) 画 面 に 戻り ます 。 
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1 . 日 本 語 を 入力 する 一 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サー 


。 全 、 受 内 放 生 一 
さて 、 日 本 語 が 入力 で きる 状態 で は 、 画面 の 最 下 行 に 次 の よう お 「 ガ イド ライ ン .」 が 表示 され ます 。 


| メ 学 一 括 


ガイ ドラ イン の うち ほとん ご ど は 、 キ ー ボ ー ド ガ ら 入力 し な 文字 ( 未 変換 の 文字 、 変 換 中 で 未 確 定 の 文 
字 を 含む ) を 表示 し た の さま ざま な 操作 を 行う 「 変 換 エ リア 」 で す 。 変換 エリ リア に 入力 で きる 文字 数 
は 、 デ スク トップ 画面 な ら 半 角 文 字 で 最大 58 文字 (全角 文字 で は 29 文字 ) まで 、 コ マン ドモ ー ド 画 
面 な ら 半 角 文 字 で 最大 78 文字 (全角 文字 で は 39 文字 ) まで で す 。 

ガイ ドラ イン の 右 方 に は 、 辞書 の 学習 機能 の モー ド 、 変 換 モ ー ド な どの 、 日 本 語 FP の 状態 が 表示 さる 
れ て いま す 。 


メ 学 一 括 


@ 辞 書 の 学習 機能 

辞書 の 学習 機能 こと は 、 同 音 異 義 語 群 の 中 で 最後 に 選択 され だ 語 を 常に 辞書 の 同じ 読み の 語 の 先頭 に 
置 こよ う 、 候補 の 順 色 を 入れ 換え る 機能 で す 。 こ ご れ に よ つ て 、 最 後に 選択 し た 語 が いつ 変換 結果 の 
最初 に 現れ 、 変 換 効 率 が 上 が り ます 。 

本 機 の 辞書 学習 機能 に は 、 メ モリ 内 で 学習 する 「 メ モリ へ の 学習 」 モ ー ド と 、 辞 書 デ ィ ス フ に 学習 結 
果 を 書き 込む 「 デ ィ ス ク へ の 学習 . モ ー ド が あり ます 。 


- エ メモ リ へ の 学習 」 モ ー ド で は 、 メモ リ に 読み 込ん だ 辞書 に 対し て 学習 する だ け で 、 辞書 デイ スク の 
内 容 を 書き 換え ませ ん 。 し た が つて 、 使 用 中 は 通常 の 学習 効果 を 上 げ て いき ます が 、 電源 を 切る と 
学習 効果 が な く な り 、 次 の 起動 時 に は 再び 辞書 デイ ス ツ に 登録 され て いる 語順 に 戻 つて 変換 が 行わ 
れ ま す 。 

・r デ ィ ス ク へ の 学習 」 モ エー ド で は 、 その つど 辞書 ディ ス フ を 書き 換え な が ら 、 学習 結果 を 記憶 し ます 。 
し た が っ て 、 電源 を 切 つて も 学習 効果 が な ぐ な り ま せん 。 


辞書 の 学習 機能 は 便利 な 機能 で す が 、 他 の 人 の 辞書 ディ スク を 借り て 日 本 語 入力 を する 場合 や 、 画 
面 を 見 ず に どん どん 入力 し だ た いよ うな 場合 な ど 、 辞書 デイ スク 内 に 学習 結果 を 残さ な い 太 が いい ご と 
も あり ます 。 こ の よう な 場合 に は 、 辞書 学習 機能 を 「 メ モリ へ の 学習 .ー ド に 設定 し て くだ さい 。 

ガイ ドラ イン に は 、 「 メ モリ へ の 学習 」 を 設定 し て いれ ば 「 メ 学 」 の 文字 が 現れ 、 「 デ ィ ス ク へ の 学習 」 
を 設定 し て いれ ば 「 デ 学 」 の 文字 が 表示 され ます 。 日 本 語 FP を 起動 し た ば がり の と き ぼ は ' メ 学 」 に な つ 
て いま す 。[ F9 ] キー を 押す た びに 、 学 習 機能 の メモ リ へ の 学習 プ デ ィ ス フ へ の 学習 が 切り 替わり ます 
(後述 の 「1 .2.4 環境 設定 キー」 を 参照 )。 


デ 学 一 括 メ 学 一 括 
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1.2 操作 方 法 


念 変換 モー ド 

「 一 括 変換 モー ド 」 と 「 逐次 自動 変換 モー ド 」 が あり ます 。 そ れ ぞ れ 、 「 一 括 」、「 逐 次 」 と 表示 され ます 。 
| F10 | キー を 押す だ びに 、 変換 モード が 切り 替わり ます (後述 の 「1 . 2 .4 環境 設定 キー」 を 参照 )。 

「 一 括 変換 モー ド 」 は 、 変換 キー(| XF3 | ) を 押す こと に よっ つて 、 ガ な 漢字 変換 開始 の ツタ イミ ング を 日 
本 語 FP に 知ら せる モー ド で す 。 本 機 の 日 本 語 FP は 、 キ ー 入 力 中 ガ ら 日 本 語 辞書 を 先 に 読ん で お ご 
「 辞 書 先読み 機能 を 備え て いま す の で 、 (変換 ) キ ー が 押さ れ て が ら の 時 間 を 短縮 で きま す 。 

ご れ に 対し て 「" 逐 災 自 動 変換 モー ド 」 は 、 変換 キー で 日 本 語 FP に 変 損 開始 の タイ ミン グ を 知ら せな 
ぐ て も 、 入 力 す る そば か ガ ら 邊 動 的 に 辞書 を 見 て 、 次 々 と か な 漢字 変換 を 行う モー ド で す 。 

「 一 括 変換 モー ド 」 で は 、 同 音 異義 語 を チエ ッ ク し な が ら 変 換 で きま す が 、 文節 の 切れ 目 を 意識 し な 
が ら | XF3 | キー を 押さ な れ ば な お なり ませ ん 。 これ に 対し て "逐次 自動 変換 モー ド 」 は 、 入 力 だ け に 専 意 で 
きる の が 長所 で す が 、 同 音 異義 語 な どの だめ に つま ぐ 変 換 さ れ な か つ だ 部 分 を 、 あ と で 再 変換 し な け 
れ ば な り ま せん 。 

日 本 語 FP を 起動 し た だ ば が ガ り の と き は 「 一 折 変 換 モ ー ド 」 で す 。 


メ 学 逐次 メ 学 一 括 


1.2.3 日 本 語文 字 の 入力 と 変換 


@ キ ー ボ ー ド の 状態 
キー ボー ド の 状態 に よ つ て 、 入 力 し た キー が どん な 文字 に な る ガ が 異な り ま す 。 


・ 全 角 ン 半角 
キー ボー ド の キー の 緑色 の ラン プ が つい て いる と き は 全角 文字 消え て いる と き は 半角 文字 
が 入力 で きる 状態 で す 。 


・ ひ ら が な カタ カナ 
キー ボー ド の [| ひら が な ] キー の 緑色 の ラン プ ザ つい て いる と き は ひら が な 、 消 えて いる と き は カマ 
カナ が 入力 で きる 状態 で す ( だ だ し 、 キー まだ は | ロー マ 字 ] キー の ラン プ が 点灯 し て いな けれ 
ば アル ファ ベッ ト が 入力 され ます )。 ④ の キー の 状態 に よ つ て は 、 ひらがな カタ カナ が 全角 
や 半角 に な つて 入力 され ます 。 な お 、 本 機 の キー ボー ド の か ガ お な お 配列 は 「JIS 配列 」 に 準拠 し て いま す ( 本 
機 の OS で ある Human68k の `SWITCH* コ マン ド を 使用 し て キー ボー ド を 50 音 順 の 配列 に 変更 す 
る こと が で きま す 。 詳し ぐ は 別 冊 の 「Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 を ご 覧 こ だ さ い )。 


・ ガ な / 英 数 字 

キー ボー ド の | ガ な | キー の 赤色 の ラン プ が つい て いる と き は カナ 文字 、 消 えて いる と き は 英 数 字 が 
入力 で きる 状態 で す 。 の ② の | 全角 | キー、[ ひら が な | キー の 状態 に よ つ て は 、 全角 の ひら が な ンカ マ 
カナ ノ 英 数 字 が 入力 され ます 。 
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1 . 日 本 語 を 入力 する 一 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サー 


・ ロ ー マ 字 入力 モー ド 

ローマ字 ] キー の 赤色 の ラン プ が つい て いる と 、 キー ボー ド の 英文 字 を 利用 し て 、 日 本 語 を ロー マ 
字 綴り で 入力 で きま す 。 キー の ラン プ が 消え て いる と き は 、 ふつ うに 英 数 字 が 入力 で きま 
す 。 ローマ字 の 綴り と か な と の 対 は 、 後 述 の 「1 .4 ロー マ 字 / ガ な 対応 表 」 を ご 覧 くだ さい 。 


・ コ ー ド 入力 モー ド 

| コー ド 入 力 | キー の 赤色 の ラン プ が つい て いる と 、 漢 字 、 全角 の ひら が な 、 全角 の カタ カナ 、 全角 
記号 な ど を 「 コ ー ド 」 で 入力 する こと が で きま す 。 読み の 難し い 第 二 水 準 漢字 な ど 、 読 み で ガ な 漢字 変 
換 す る の が 困難 な 文字 を 入力 する 際 に 便利 で す 。 画面 に は 次 の よう に 表示 され ます 。 


[JIS,SHIFT] CODE : 和 


0000-FFFF まで の 4 桁 の 16 進数 で 表 さ れ だ 漢字 コー ド を 入力 する と 、 画面 上 の カー ソル 位置 に 
対応 する 文字 が 現れ ます 。 も う 一 度 [ コー ド 入 力 ] キー を 押し て ラン プ を 消す と 、 コー ド 入 力 モ ー ド に 
する 前 の モー ド に 戻り ます 。 ご ここ で 使え る コー ド は 「JIS コー ド 」「 シ フト JIS コー ド 」 「 区 点 コ ー ド 」 
の 3 種類 で す 。 キー を 押す だ びに 、 JIS( シ フト JIS を 含む お ) コ ー ド と 区 点 コ ー ド が 切り 替わり ま 
す 。 文字 と コー ド と の 対応 は 、 Appendix「C. コー ド 表 」 を ご 覧 ぐだ さい 。 


・ 記 号 入力 モー ド 

[ 記号 入力 ] キー を 押す と 、 全角 文字 の 中 に 漢字 や お な と と も に 含ま れ て いる 、 台 種 の 記号 文字 を 人 
力 す る モー ド に な り ま す 。 記号 文字 に 付け られ て いる 漢字 コー ド で も 入力 する こと が で きま す が 、 記 
号 を 入力 する だ け な ら ご この モー ド で 入力 し た ほう が 便利 で す 。 こ ご の モー ド に な つて いる と き は 、 画 面 
に は 次 の よう に 表示 され ます 。 


本 電 四 間 語 E 須 圏 、 。 


ここ で は 、 上 下 左 右 の カー ソル コン トロ ー ル キー お よび リマ ター ン キ ー 以 外 の キー 入力 は 無効 で す 。 
左右 の カー ソル キー を 押せ ば 、 反 転 表示 が 1 文字 分 ずつ 物 動 し ます 。 上 下 の カ ー ソ ルキ ー を 使う と 、 デ 
スク フト ッ プ の 画面 で は 反転 表示 が 8 文字 げ ずつ 、 コマ ンド モー ド で は 9 文字 分 ずつ 移動 し ます 。 カー ソ 
ルキ ー で 記号 を 探し 、 反転 表示 され て いる と き に リタ ー ン キー を 押せ ば 、 そ の 文字 が 画面 上 の カー ソ 
ル 位 置 に 現れ ます 。 もう一度 [ 記号 入力 |] キー を 押す と 、 記 号 入 力 モ ー ド に する 前 の モー ド に 戻り ます 。 
な お 、 入 力 で きる コー ド は シフ ト JIS コー ド で す 。 
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1.2 操作 記法 


久 文 字 の 入力 

キー ボー ドガ ら 入 力 し だ 文字 は 、 ガ イド ライ ン の 変換 エリ ア に 表示 され て いき ます 。 ここ ご に は 、 デ 
スク トッ プ 画 面 で は 半角 文字 で 最大 58 文字 (全角 文字 で は 29 文字 )、 コ マン ドモ ー ド の 画面 で は 半角 
文字 で 最大 78 文字 (全角 文字 で は 39 文字 ) まで 入力 で きま す 。 

入力 時 は 前 項 の 各 キ ー の 状態 を 確認 し て くだ さい 。 と ぐに 日 本 語 FP を 起動 し た まま で アル ファ ベ 
ツ ト を 入力 する 場合 は 、 あ ら か じ め [ ガ な |] キー の ラン プ を 消し て お いて ご だ さい 。 


⑦ ま ず 、 変換 し た い 日 本 語 の 読み を 入力 し ます 。 ロー マ 字 で 入力 し て も ガ な で 入力 し て も まい ませ 
ん 。 入力 中 に 辞書 ドラ イブ の ドラ イブ アク セス 表示 用 ラン プ が 赤く 光り 、 辞 書 ファ イル を 読み 込ん 
で いる ご と が ガ わ がり ます 。 入力 し な 文字 は 、 変換 エリ リア に 入り ます 。 


に は ん ご FP を つか っ て 、 に ほん ご し ょ り を より か ん た ん に 。 自 メ 学 一 括 


@②@ 変 換 エ リア 内 で は 、 次 の キー で 文字 の 中 を 秘 動 で きま す 。 入力 誤り の は これ ら の キー で 修正 し て こく だ 
さい 。 

・ (左向き カー ソル キー)…… カ ー ソ ル を 1 文字 分 在 へ 動 お みしま す 。 

・ (右向き カー ソル キー)…… カ ー ソ ル を 1 文字 分 右 へ 動 み し ます 。 


MK0822000 カー ソル の を に ある 文字 を 1 文字 消し ます 。 カ ー ソ ル 位 置 を 含む お カー ソル より 右 の 
文字 は 、 左 に 1 文字 分 詰め られ ます 。 

SB 目 間 カー ソル 上 の 文字 を 1 文字 消し ます 。 カ ー ソ ル よ り も 右 に ある 文字 は 、 左 に 1 文字 分 
詰め られ ます 。 


・[ HOME | …… 入 力 し な 文字 を 消さ ず に 、 カ ー ソ ル を 変換 エリ ア の 先頭 (左端 ) に 秘 動 し ます 。 


田 ほ ん ご FP を つか っ て 、 に ほん ご し ょ り を より か ん た ん に 。 メ 学 一 括 
・LCLR 1 ……… 変換 エリ ア 内 に 入力 され て いる 文字 を すべ て 消去 し 、 カ ー ソ ル を エリ ア の 先頭 (を 
端 ) に 秘 動 し ます 。 
邊 メ 学 一 括 
2MSMIRSRRSASEGS オー バー ライ トイ ン サ ー ト モー ド を 変更 し ます 。 「 オ ー バ ー ラ イト モー ド 」 と は 、 


カー ソル 上 の 文字 を 書き 換え な が ら 入 力 し て いく モー ド 、「 イ ン サ ー ト モー ド 」 と は 、 
入力 し だ 文字 が 現在 の カー ソル 位置 の 直前 に 挿入 され て いこ モー ド で す 。 キ 
ー の 赤 ラ ンプ が 点灯 し て いる と き が 「 イ ン サ ー ト モー ド 」 で す 。 


※ 以 降 は 、 入 力 し だ 読み を どん な 文字 に 変換 する か で 操作 万 法 が 異な り ま す 。 
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1 . 日 本 語 を 入力 する 一 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サー 


〇 アル ファ ベッ ト を 入力 する 場合 


④① あ ら か じ め | ガ な | キー、 | ロー マ 字 | キー を 解除 し て (ラン プ を 消し て ) 入力 し な 文字 は 、 変 換 工 リ 
ア 内 で も アル ファ ベッ ツ ト で 表示 され て いま す 。 


SHARP X68000 邊 メ 学 一 括 


②[XF5 | キー まだ は リタ ー ン キー を 押す と 、 そ の まま 画面 の カー ソル 位置 に 移り ます 。 


一 


.5W 


ISHARP X68000 四 
HUMRN.SYS TITLE.S 


PCMDRU.SYS RSK58K.51 


F』 自 


CLIP.US MOTE.US 


〇 ひら が な 、 カ タカ ナ に 変換 する 場合 


の ① い っ だ た ん 変換 作業 を 行わ ね ば な り ま せん 。 キー を 押し て こ だ さ い 。 
@ 変 換 後 の 文字 は 文節 に 分 か れ 、 第 一 文節 だ けが 反転 表示 され て いま す 。 これ を ' 未 確定 状態 と 呼び 
ます 。 


羽 顧 民 和 力も 簡単 に 出来 ます 。 メ 学 一 括 


文節 の 切れ 目 が 間違っ てい たり 、 同 音 異 義 請 が 出 て き て し まっ だ と き の 対 処 法 は 、 後 述 の 「 人 文節 の 
切れ 目 を 変え る に は 以降 で 説明 し て いま す 。 

③[XF4 ] キ ー を 押す と 、 反 転 表示 され て いる 第 一 文節 が ひら が な に 戻り 、 も う 一 度 | XF4 | キー を 押す 
と カタ カナ に な り ま す 。 以後 、 キー を 押す だ びに カタ カナ ー ひ ら が な 、 ひら が ガ な ーー カ タカ ナ 
の 変換 が 行わ れ ま す 。 


副 入 力も 簡単 に 出来 ます 。 メ 学 一 括 
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1.2 探 作 訪 法 
@④ キー を 押す と 次 の 文節 が 反転 表示 に な り ま す 。 
カタ カナ 本 較 雇 呈 剛 単に 出来 ます 。 メ 学 一 括 


ここ まで の 段階 な ら 、 [ESC] キー を 押せ ば 反転 し て いる 文字 以降 が 入力 直後 の 状態 に 戻り ます 。 


カタ カナ 較 ゅ うり ょ くも か ん た ん に で きま す 。 メ 学 一 括 


[| XF5 | キー まだ は リタ ー ン キー を 押す こと 、 変換 エリ ア 内 の 未 確 定 文 字 が すべ て 確定 し 、 通常 画面 内 
の カー ソル 位置 に 物 動 し ます 。 


| | カタ カナ 人 力も 前 単に 出来 ます 。 


〇 逐次 自動 変換 モー ド で か ガ な 漢字 変換 を する 場合 

⑳ 特 別に 変換 操作 を し な ぐ て も 、 読 み を 入力 する に 従っ て 、 自 動 的 に 辞書 を 読み な が ら ガ な 漢字 混 じ 
り の 文章 に 変換 し 、 そ の 結果 を 変換 エリ リア に 表示 し て いき ます 。 ご この と き の 変 換 結 果 は いずれ も 未 
確定 状態 で す 。 
日 本 語 F PF を 使っ て 、 日 本 語 処理 を 簡単 に 。 自 メ 学 用 次 


@②@ そ の まま で 確定 し て ガ ま わな けれ ば 、 | XF5 | キー また は リマ ー ン キー を 押し て 確定 し て くだ さい 。 
変換 結果 が 変換 エリ アガ ら 通 常 画面 内 に 移さ れ ま す 。 


139 


1 . 日 本 語 を 入力 する 一 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サー 


記 | | 日 本 語 F P を 使っ て 、 日 本 語 処理 を 簡単 に 。 目 


文節 の 切れ 目 ガ 問 違 つ てい だ り 、 同 音 異 義 語 が 出 て き て し まつ た と き の 対 処 法 は 、 後 述 の 「 信 文 節 の 
切れ 目 を 変え る に は 」 以 降 で 説明 し て いま す 。 


〇 一括 変換 モー ド で か な 漢字 変換 を する 場合 


④① 変 換 キ ー で ある [| XF3 | キー を 押す まで は 変換 作業 に 入り ませ ん 。 「 辞書 先読み 機能 」 に より 、 入 力 中 
か ら 辞 書 を 検索 し て 対応 する 文字 を 読み 出し て いま す 。 


に ほん ご FP を つか っ て 、 に ほん ご し ょ り を か ん た ん に 。 自 メ 学 一 括 


②[XF3 ] キー を 押す と 、 日 本 語 FP が あら か じ め 読み 出し て お いた 変換 結果 を 表示 し ます 。 第 一 文節 
は 反転 表示 され て いま す 。 


必 芋 半 F P を 使っ て 、 日 本 語 処理 を 前 単に 。 メ 学 一 括 


⑧ 入 力 全 体 を その まま 確定 し て ガ ま わな けれ ば 、 キー まだ は リタ ー ン キー を 押し て 確定 し て こ 
だ さい 。 変換 結果 が 変換 工 リ アガ ら 通 常 画面 内 に 移さ れ ま す 。 
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1.2 操作 方法 


⑨ 文 節 の 切れ 目 が 間 違 つ て いた だ り 、 同音 異義 語 が 出 て きま て し まつ だ と き の 対 処 法 は 、 後 述 の 「 食 文 節 の 
切れ 目 を 変え る に は 以降 で 説明 し て いま す 。 


念 文節 の 切れ 目 を 変え る に は 

以上 が 文字 入力 、 お よび 、 ガ な 漢字 変換 の 基本 で す が 、 場 合 に よっ つて は 漢字 に し た ぐ な い 語 が 漢字 
に な っ だり 、 別 の 同音 思 義 語 に 誤 つ て 変換 され た り 、 文節 間 の 区 切り ガ 誤 つて いる こと が あり ます 。 
この まま 確定 する こと は で きま せん か ら 、 あ る 文節 と 隣 の 文節 と の 区 切り を 変更 する な ど し て 、 再 変 
損する 和 め 要 が あり ます 。 

キー で 変換 し た 直後 の 第 一 文節 は 、 変 換 エ リア 内 で 次 の よう に 反転 表示 され て いま す 。 逐次 変 
換 の と き は 、 い つ だ ん キー を 押す と 第 一 文節 が 反転 表示 され ます 。 ご こ ご で は 、 次 の よう に 文節 の 
切れ 目 を 変え て くだ さい 。 


絆 貼 医 者 に 行き ま し た 。 メ 学 一 括 
- 十 [ XF1 | …… 反転 表示 の 文節 を 、 読み で 1 字 分 短く し ます 。 


顧 貞 医 者 に 行き ま し た 。 メ 学 一 括 
! + 


鍋 し 歯医者 に 行き ま し た 。 メ 学 一 括 
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1 . 日 本 語 を 入力 する 一 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サー 


- 十 [ XF2 | …… 反転 表示 の 文節 を 、 読み で 1 字 分 長く こし ます 。 


詩 帆 医者 に 行き ま し た 。 メ 学 一 括 
![SHIFT H[ XF2 ] 
顧 酸 地 謝 に 行き まし た 。 メ 学 一 括 


%FIN" 前 の 文節 を 反転 表示 の 文節 と し ます 。 


私 還 請 電柱 生き まし た 。 メ 学 一 指 
! 
顧 員 医者 に 行き まし た 。 メ 学 一 指 


92 aoser3 炊 の 文節 を 反転 表示 の 文節 と し ます 。 


讃 直 医 者 に 行き ま し た 。 メ 学 一 折 
! 
私 較 記 性 玉 行き まし た 。 メ 学 一 括 


念 表示 選択 モー ド 

一 度 変換 キー を 押し た 結果 が 不満 足 だ つ だ 場合 で も 、 ス ペー スキ ー ま だ は [|XF3] キ ー を も う 一 度 押 
す と 、 同 じ 読み の 次 候補 が (あれ ば ) 表示 され ます 。 そ れ で も 適当 な 漢字 に 変換 され な いと き は 、 三 
回 目 に スペ ー ス キー まだ は [| XF3 | キー を 押す と 、 ガ イド ライ ン 内 に 候補 が まとめ て 〇 ⑦ い な いし 九 候 
補 ) 表示 され 、 そ の 中 か ら 選 択 す る モー ド に 画面 が 変わ り ま す 。 こ ご の モー ド を 「 表 示 選 択 モ ー ド 」 と 
呼び ます 。 辞書 の 学習 機能 の た め に 、 候 補 群 は 最も 新しく 使用 し だ 語 を 先頭 に 順に 並ん で いま す 。 


残 44 1. 今 日 2. 京 3. 詩 4. 凶 5. 興 6. 境 7. 強 メ 学 一 括 


表示 選択 モー ド で は 、 九 個 前 後 の 候 補 が 一 召 と な つて 並び 、 番号 付き で ガイ ドラ イン に 表示 され ま 
す (も ちろ ん 、 そ の 読み で 登録 され て いる 候補 が 少な けれ ば 、 表示 され る 候補 数 も 少な こ べ な り ま す )。 
候補 群 の 前 こ は 、 そ の 読み の 候補 数 が 「 残 0 つつ 」 と し て 表示 され て いま す 。 

最初 の 候補 番号 3) が 反転 表示 に な つて いま す 。 カー ソル キー で ご の 反転 表示 を 動 み し 、 望 み の 候補 
が 反転 し を と ころ で [ XF5 | キー、 リタ ー ン キー の うち いずれ か の キー を 押す か 、 数字 キー で 直接 候補 
番号 を 指定 し て 、 選択 ・ 確 定 し ます 。 こ れ に よ つ て 表示 選択 モー ドガ ら 抜け 、 候補 群 は 画面 ら 消え 
ます 。 選択 ・ 確 定 し だ 候補 は 変換 エリ リ ア に 入り 、 同 時 に 次 の 文節 が 反転 表示 に な り ま す 。 

表示 選択 モー ド で は 、 次 の よう な キー を 使用 し ます 。 表示 選択 モー ド で も 、[XF1] キー、 [XF2] キ ー、 
[SHIFT|+[XF1| キ ー、 [SHIFT| |XF2| キ ー の 各 キ ー は 動作 し ます 。 
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1.2 操作 万 法 


・[XF3] キー、 スペ ー ス キー 、[ 呈 | (右向き カー ソル キー) 


表示 選択 候補 群 内 で 、 次 候補 を 反転 表示 させ ます 。 


残 44 1 今日 2. 京 3 軒 4. 凶 5. 興 6. 境 7. 強 % 科 = 策 
1 っ 」 
残 43 1 今日 2. 京 3 共 4. 較 5. 興 6. 境 7. 強 メ 学 一 折 


・[ 一 | (左向き カー ソル キー) 


同じ ぐ 、 前 候補 を 反転 表示 させ ます 。 


残 43 1. 今 日 2. 京 3. 共 4. 圏 5. 興 6. 境 7. 強 メ 学 一 括 
区 避 
残 44 1. 今 日 2. 京 3. 調 4. 凶 5. 興 6. 境 7. 強 メ 学 一 括 


・| 」 | (下向き カー ソル キー) 
rt 現在 表示 され て いる 候補 群 に 代わ っ て 、 炊 の 候補 群 が (あれ ば ) 表 示さ れ ま す 。 


残 44 1. 今 日 2. 京 3. 調 4. 凶 5. 興 6. 境 7. 強 メ 学 一 括 
還 
残 37 1. 詳 2. 狂 3. 鏡 4. 亭 5. 享 6. 芋 7. 番 メ 学 一 括 


・[ 1 | (上 向き カー ソル キー) 


同じ ぐ 、 前 の 候補 群 が 表 示さ れ ま す 。 


残 2? 1. 議 2. 狂 3. 鏡 4. 亭 5. 亭 6. 医 7. 稚 メ 学 一 括 
LT」 

残 46 1. 吊 司 2. 京 3. 共 4. 凶 5. 6. 境 7. 強 メ 学 一 括 
数 字 キ ーー …… 現在 表示 され て いる 候補 群 の 中 か ひら 、 指 定 し だ 番号 の 候補 を 選択 ・ 確定 し ます 。 
残 44 1. 今 日 2. 京 3. 調 4. 図 5. 6. 境 7. 強 メ 学 一 括 

[4 | 
区 翌 精 攻 ね 返す メ 学 一 括 


1 . 日 本 語 を 入力 する 一 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サー 


MESOI で の 表示 選択 モー ド を 抜け ます 。 


残 44 1. 今 日 2. 京 3. 詩 4. 図 5. 興 6. 境 7?7. 強 


!LESC | 


圏 ょ うう ん を は ね か えす 


⑯ そ の 他 の 変換 


変換 エリ ア 内 の 文字 に 対し て は 、 そ の 他 に も いろ いろ お な 変換 を 施す こと が で きま す 。 


・LXF4 1 …… ひら が な 〆 カ タカ ナ に 変換 


メ 学 一 括 


いつ だ た ん | XF3 | キー で 変換 し た あと の 未 確 定 文節 (反転 表示 ) を 、 ひ ら が な / カ タカ ナ に 変換 し ま 
す 。 まず 一 度 | XF4 | キー を 押す と 、 反転 し て いた 文 節 が ひら が な に なり ます 。 も う 一 度 押す と 、 カ 
タカ ナ に な り ま す 。 以降 | XF4 | キー を 押す だ びに 、 カ タカ ナン ひら が な が 切り 替わり ます 。 


甘 雇 雇 剛 人 ハ れ て 下さ い 。 
中 XF4 | 

較 還 証 剛 われ て 下さ い 。 
![XF4 | 

厨 記紀 畔 入れ て 下さ い 。 
![XF4 | 

軸 記 還 記 較 ハ れ て 下さ い 。 


!LXF4 | 
陣 議 呈 主 ハ れ て 下さ い 。 


| SHIFT | | XF4 | …… 全角 ノ 半 角 に 変換 
XF4 | キー と 同様 の 操作 順 育 で 、 全 角 を 半角 に 、 半 角 を 全角 に 変換 し ます 。 


麗 計 訣 丹 人 れ て 下さ い 。 
[SHIFT |+[XF4 ] 


呈 較 入れ て 下さ い 。 


[SHIFT ]+LXF4 
還 議 証 本 われ て 下さ い 。 
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メ 学 一 括 


メ 学 一 括 


メ 学 一 括 


メ 学 一 括 


1.2 操作 記法 


・ 郵便 番号 を 入力 し だ 後 | XF3 | …… 郵便 番号 変換 
入力 され だ 数 字 を 郵便 番号 と 見 て 、 対 応 す る 地名 を 呼び 出し ます 。 本 機 の 日 本 語 辞 書 に は 、 出 荷 時 
が ら 郵 便 番 号 と 地名 が 登録 され て いま す 。 郵 便 番 号 を 入力 し て キー を 数 回 押す と 、 対 記す る 都 
道府県 名 な ご が 表示 され ます 。 


56 1 自 メ 学 一 括 


!LXF3 | 


メ 学 一 括 


MEN | assoc 未 変換 状態 に 戻る 
変換 エリ ア 内 の 文字 を 未 変換 状態 に 戻し 、 文 字 入力 モー ド に し ます 。 反 転 表 示 の 文節 も な ぐ く な り ま す 。 


日 あき 評 メ 学 一 括 
[ESC ] 
略 ん じつは せい て ん な り メ 学 一 括 
1.2.4 環境 設定 キー 


日 本 語 FP を 使用 する うえ で 欠 ガ せな い の が 、 ご の 境 設定 で す 。 辞書 デイ スク が 入 つ だ ドラ イブ 
(お よび 辞書 ファ イル ) を 指定 ・ 変 更 し た り 、 辞書 の 学習 機能 を メモ リン ディ スク に 設定 し た り 、 変換 
万 式 を 切り 換え だ り 、 よ ぐ 使 う 語 を 日 本 語 辞書 に ユー ザー 登録 し た り し ます 。 

順に ひと つ ず つ 説 明 し ます 。 


人 @ 辞 書 ド ライ ブ 設 定 

生 書 ドラ イブ と は 、 日 本 語 辞書 デイ ス フ ガ が 入 つ た ドラ イブ の こと で 、 通 常 は B ドラ イブ で す 。 ディ 
スク の 容量 と 日 本 語 本 書 の 大 き さ と の 兼ね 合い な どの 関係 で 辞書 ディ ス フ を 変更 し だ い 場 合 は 、 次 の 
よう に し て ぐだ さい 。 


④[ F8 | キー を 押す と 、 ガ イド ライ ン 内 に 火 の よ うに 表示 され ます 。 も う 一 度 押 す と サブ 辞書 が 表示 さ 
れ ま す 。 ご ご で 表示 され て いる の は 、 現在 使用 中 の 日 本 語 辞書 の ドラ イブ 名 お よび ファ イル 名 で す 。 


駐 秋 68K_M.DIC 


藍 秋 68K_S.DIC 


145 


1 . 日 本 語 を 入力 する 一 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サー 


② ド ライ ブ 名 の 先頭 で カー ソル が 反転 し て いま す 。 ご この まま で よけれ ば 、 リ マー ン キ ー ガ [ ESC | キー 
を 押し て ぐだ さい 。 辞書 ドラ イブ 設定 モー ド を 抜け ます 。 変 更 し だ けれ ば 、 変 更 先 の ドラ イブ 番号 
お よび 辞書 ファ イル 名 を キー ボー ドガ ら 入 力 し て ぐだ さい 。 実際 に つなが つて いな い ド ライ ブ ( 必 
書 ) を 指定 する と エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます の で 、 リ ター ン キ ー を 押す が 再び 指定 し て ぐだ 
さい 。 


B:USERDICT.DI( 


③ 適 当 な ドラ イブ 名 (辞書 ファ イル 名 ) を 入力 し リタ ー ン キー を 押す と 、 ガイ ドラ イン は 通常 の 状態 に 
戻り ます 。 以降 、 日 本 語 FP は 指定 し た ドラ イブ の 日 本 語 辞 書 を 使 つ て ガ な 漢字 変換 を 行い ます 。 


@ ぎ 肖 機 能 

同音 異義 語 の うち 、 最 後に 選択 され だ 語 を 常に 候補 群 の 先頭 (表示 選択 モー ド の 候補 番号 1) に も つ 
て ぐる よう 、 辞書 に 学習 させ る 機能 を 「 学習 機能 」 と 呼び ます 。 

本 機 で は 、 メ モリ に 読み 込ん だ 辞書 上 で 学習 を 行う 「 メモ リ へ の 学習 」 モ ー ド と 、 日 本 語 辞書 を 書き 
損 え て 学習 結果 を 直接 記録 する 「 デ ィ ス クノ へ の 学習 」 モ ー ド が あり ます 。 

キー を 押す と 、 ガ イド ライ ン の 右 下 に 「 メ 学 』 デ 学 」 と いつ 表示 が 交互 に 現れ ます 。 

日 本 語 FP で は 、 あ ら か が じ め 学 習 機能 を 「 メ 学 」 (メモ リ へ の 学習 ) に 設定 し て いま す 。 


※ 辞 書 学習 機能 を 「 デ 学 」 モ ー ド に 設定 する と き は 、 和 め ず お 使い の 辞書 デイ スク の ライ ト プ ロ テク トシ 
ー ル を は が し て 、 辞 書 デ イィ スク を 書き 込み 可能 に し て お いて ぐだ さい 。 
また だ 、 学 習 結果 を ディ スク に 書き 込 ぜ の に し ば ら ぐ 時 間 が が が る 場合 が あり ます 。 


念 変換 方 式 の 切り 換え 

本 機 の 日 本 語 FP の 変 拠 方 式 に は 、| XF3 | キー を 押さ な こく て も 入力 と と も に 自動 的 に 変換 を 行う 「 逐 
次 自動 変換 モー ド 」 と 、 | XF3 | キー を 押し て 初め て 変換 が 始 まる 「 一 括 変換 モー ド 」 と が あり ます 。 

[ F10 | キー を 押す た びに 、 ガイ ドラ イン 右 に "逐次 」、「 一 括 」 が 交互 に 表示 され ます 。 日 本 語 FP で 
は 、 あ ら か が じ め 変 換 モ ー ド を 「 一 括 」 (一 括 変換 モー ド ) に 設定 し て いま す 。 


信和 評 書 へ の 単語 登録 

本 機 の 日 本 語 辞書 に は 、 あ ら ガ じ め 約 6 万 語 の 語句 が 収め られ て いま す 。 ご これ ら の 語 匂 と は 別に 、 
よ ぐ 使用 し な が ら 日 本 語 辞書 に 登録 され て いな い 語 ([ XF3 | キー を 押し て も 変換 され な い 語 ) を 、 コ ユー 
ザー ガ が 独自 に 辞書 に 登録 で きま す 。 ご これ を 繰り 返し て 、 個 々 の ユー ザー は 自分 専用 の 辞書 を 構築 し て 
ゆこ こと が で きま す 。 

辞書 に コー ザー 単語 を 登録 する に は 、 キー を 押し て も 変換 で き な が つ だ 読み が まだ 変換 エリ 
ア 内 に 表示 され て いる うち に 、 |ESC| キー を 押し て 入力 モー ド に 戻し だ 後 [登録 | キー を 押し て ぐだ さ 
い 。 だ だ ち に 登録 モー ド に 入り ます 。 

だ た だ し 、 読 み と し て 使用 で きる 文字 は 全角 文字 で す 。 単 語 と し て 使用 で きる 文字 は 全角 文字 ぞ け で 
< 
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1.2 操作 廊 法 


以降 で は 、 「 五 百 旗 部 」 こ いう 名 前 が 変換 で き な か が つ だ と 仮定 し て 説明 し ます 。 操作 は ロー マ 字 入力 
モー ド の も の で す が 、 そ れ 以 外 の 入力 モー ド で も 大 筋 は 同じ で す 。 次 の 手順 に 従っ て くだ さい 。 


圏 お き で くん は や すみ まし た メ 学 一 括 


④ 登 録 し よう と する 語 ( の 読み ) が まだ 変換 エリ ア 内 に ある こと を 確認 の 上 、 | 登録 記 一 を 押し て ぐだ 
さい 。 ガイ ドラ イン 右 の 表示 が " 始点 」 こ と なり ます 。 


圏 お き べ くん は や すみ まし た 始点 


②@ カ ー ソ ルキ ー で 変換 エリ ア 内 の カー ソル を 動 お し 、^ い お き ペ "(変換 で き な ガ つ だ 語 ) の 先頭 で いう 
に 持つ て き て リタ ー ン キー を 押し て ぐだ さい 。 そ の 文字 が 反転 表示 に な り 、 ガイ ドラ イン 右 の 表示 
が 「' 終点 」 と 変わ り ま す 。 

③ 次 に カー ソル キー を 使 つ て 、 登 録 し た い 語 の 最後 の 文字 で べ ”) まで 反転 表示 を 広げ 、 リ ター ン キ 
ー を 押し て ぐだ さい 。「 始 点 」 と 「 終 点 」 で 指定 し だ 範囲 の 文字 が 「 読み 」 と し て 変換 エリ リア 内 に 表 
示さ れ 、 そ の 石 に “単語 =” と 表示 され ます 。 


読み ー い おき べ 単語 一目 単語 


⑨④ “単語 =” の 右 に は カー ソル が 出 て いま す ガ ら 、 指 定 し た 読み で 登録 し よう と する 単語 を 、 こ ご こ に 
漢字 で 入力 し ます 。 “ い お き べ “ の まま で は 漢字 に 変換 され な いこ と が わが ガ つ て いま すか がら 、 ご ここ で 
は 、 「 五 」 百 J 旗 」 部 」 を 一 文字 ずつ 、 それ ぞ れ 「 ご 』」 ひ や ぐ 」 な ご どの 読み で 辞書 か ら 抜き 出し ます 。 

@⑥[ G ]| O |] と 入力 し て くだ さい 。 


NM | 単語 


⑥[ XF3 | キー を 押し て 変換 し て くだ さい 。" 五 」 に 変換 され な か つた ら 、 も う 一 度 | XF3 | キー を 押し た 
り 表 示 選 択 モ ー ド に し た り し て 、「 五 」 じ し て くだ さい 。 


読み テ い お き べ 単語 = 邊 単語 


同様 に 、 | H][ Y | A llK II[U] な ど と 入力 し て 単語 一 五 * の 右 に 「 百 」 を 表示 させ て ご ださい 。 そ 
の 後 「 旗 」「 部 」 な ども 同様 に 表示 させ て ぐだ さい 。 


読み こい お き べ 単語 = 石和 * 
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1 . 日 本 語 を 入力 する 一 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サー 


@ 登 録 し よう と する “単語 =* が 正しい 漢字 に 変換 され だこ と を 確認 し て 、 リ ター ン キ ー を 押し て ぐ 
だ さい 。 


読み ー い お き べ 単語 = 五 百 族 単 


登録 し だ 単語 の 品詞 情報 を 指定 し ます 。 画面 に は 次 の よう に 表示 され ます 。 
品詞 情 報 = 王 還 細 細 単語 


上 下 左右 の カー ソル キー で 反転 表示 を 変え 、 希 望 の 選択 肢 ガ 表示 され だ と ころ で リタ ー ン キー を 押 
し て くだ さい 。 

⑩ 登 録 が 済 お むと 、 登 録 終 了 を 示す メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 何 ガ キー を 押し て こく だ さい 。 入 力 
モー ド に 戻り ます 。 

もう 一 度 | XF3 | キー を 押せ ば 、 正 し ご 「 石 百 旗 部 」 と 変換 され ます 。 


調 間 本 訂 み まし た メ 学 一 括 


※ 誤 つて [| 登録 | キー を 押し て 単語 登録 モー ド に 入 つ て し まつ た ら 、 キー を 押せ ば いつ で も 
抜け る こと が で きま す 。 
※ 動 詞 、 形 容 詞 、 形 容 動詞 は 、「 読 み 」「 単 語 」 と も に 語幹 の み を 入力 し て こ だ さ い 。 


1.3 キー 操作 一 覧 

@ 変 換 操作 

XF3 漢字 変換 を する 。 も つう 一 度 押 す と 次 候補 を 表示 する 。 三 度目 に 押 
し た と き 表 示 選 択 モ ー ド に 入る 。 

XF4 ひら が な / カ タカ ナ 変 換 を する 。 

[SHIFT |+[XF4 | 全角 半角 変換 を する ( 英 数 守 、 ひ ら が な 、 カ タカ ナ )。 

XF5 | まだ は リタ ー ン キー 変換 エリ ア に ある 全文 を 確定 する 。 

に こい ニテ 漢字 変換 後 、 炊 候補 を 表示 する 。 


ESC 変換 結果 を キヤ ン セ ル し て 、 文 守 入 力 に 戻る 。 


148 


1.3 キー 操作 一 覧 


候 文 節 の 操作 

前 の 文節 を 、 反転 表示 させ る 。 

次 の 文節 を 、 反転 表示 させ る 。 

SHIFT | 十 | XF1 | いま 反転 表示 に な つて いる 文節 を 、 読 み 一 文字 分 短く する 。 
SHIFT | 十 [ XF2 いま 反転 表示 に な つて いる 文節 を 、 読み 一 文字 


代表 示 選 択 モ ー ド で の 操作 


XF3 |、 スペ ー ス まだ | _ ] 表示 選択 モー ド で 、 次 の 語 を 反転 表示 する 。 
ー 表示 選択 モー ド で 、 前 の 語 を 反転 表示 する 。 
屋 別 表示 選択 モー ド で 、 次 の 候補 群 を 表示 する 。 
[1 表示 選択 モー ド で 、 前 の 候補 群 を 表示 する 。 
XF5| ま だ は リタ ダー ン キ ー 表示 選択 モー ド で 、 い ま 反 転 表示 し て いる 候補 を 持つ て 変換 操作 
に 戻る 。 
数 キー 表示 選択 モー ド で 、 指 定 し だ 番号 の 候補 を 持つ て 変換 操作 に 戻る 。 
ESC 表示 選択 モー ド を 抜け る 。 
人 環境 設定 キー 
日 本 語 生 書 に 単語 を 登録 する 。 
コー ド 入 力 モ ー ド で 使用 する コー ド 体 系 を 切り 替え る (JIS・ シ フ 
ト JIS で っ 区 京 )。 
| F8 ] 衝 書 ドラ イブ を 設定 する 。 
[Fe | 辞書 の 学習 機能 を 保存 する か し な い ガ (ディ スク フ に 学習 する ガメ 
モリ に 学習 する ガ ) を 設定 する 。 
F10 変換 モー ド を 切り 換え る 。 変換 モー ド に は 、 逐次 自動 変換 」、「 一 
括 変換 」 が ある 。 
人 @ 尼 読点 な ご 
位 RCC 読点 (、) . 【"r は 0 始め カギ カツ コ 0 〇 ①) 
開 ts 句点 ) 1 ……… 終わ り カ ギ カ ツッコ て 
衝 ae 中 黒 (・) 
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1 . 日 本 語 を 入力 する 一 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サー 


1.4 ロー マ 字 / ガ な 対応 表 


あ い 6 え お 
A 1.YI U, WU 馬 O 
ガ き に け K 
KA, CA KI KU, CU KE KO. CO 
te す せ ぞ 
SA SI, SHI, CI SU SE, CE SO 
7 ち 2 99 と 
TA GR 聞き SM RE TO 
な 因 ぬ ね の 
NA NI NU NE NO 
は (@。 7A パ へ ほ 
HA HI HU, FU HE HO 
ま み め も 
MA MI MU ME MO 
や め よ 
YA YU YO 
ら り る 
RA, LA RI, RU, LU RE, LE RG LO 
わ を 
WA WO 
A 
shift 十 A shift 十 | shift 十 U shift 十 E shift 圭 〇 
shift 十 YA shift 十 YU shift 十 YO 


ー( 長 音 ) 

ー( マ イナ ス ) キ ー 

が ぎ げ ピ 
GA で]| GU GE GO 
ざ じ ず ぜ ぞ 
ZA Z|, JI 巡り グ E ZO 
だ ぢ 詳 で ど 
DA DI DU DE DO 
ば び ぶ ベ ぽ 
BA BI BU BE BO 
ぱ ば び Ki ペ ぽ 
PA PI PU 回 選 PO 
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1.4 ロー マ 字 〆 ガ な 対応 表 


いえ 
9 所 

うつ ゆい うつ 先 

WI WE 
き や きい きめ ゆ きえ きよ 
KYA KYI KYU KYE KYO 
ぐ わ に の 2 と ぐ お 
KWA KWI KWE KWO 
し や し し ゆめ レ え し よ 
SYA, SHA | SYU, SHU SYE, SHE SYO, SRIO 
ちや ちい ち め ちえ ちよ 
TYA, CYA, CHA TYIL CYI TYULCYULCHU TTYE, CYE, CHE TYO CYOL CHO 
つ あ ジル ラ 完 つ お 
TSA TSI TSE TSO 
て や N て ゆめ KG と 4 て よ 
THA THI THU THE THO 
に や に い に ゅ 居 売 に よ 
NYA NYI NYU NYE NYO 
ひ や ひい ひめ ひえ ひよ 
HYA HYI HYU HYE HYO 
人 ふ あ 人 ぬい 人 ぬえ ふ お 
FA FI, FYI EE EY 世 FO 
ふ や ふゆ ふゆ よ 
FYA FYU FYO 
みや みい みゆ みえ みよ 
MYA MYI MYU MYE MYO 
りや (91901 り の め りえ り の よ 
RYA, LYA 民 WU YY 過 ※UI YU RY 仙人 RYO, LYO 
ぎ や ぎ きい ぎ め ゆめ ぎえ ぎ よ 
GYA GYI GYU GYE GYO 
ぐ わ GS ez 6 ぐ お 
GWA GWI GWE GWO 
じ や | 有 め 旧 じ め ゅ レラ え じ よ 
ZYA, JYA, JA 〆\L JYI 着 り 、 JYU。 JU) SWWESRUN 選 まり 所 グ YO JYO, JO 
ぢ や ぢ い ぢ め ゆめ ぢ え ぢ よ 
DYA DYI DYU DYE 1 人) 
で (0 芝 で ゆめ ゆ 6 完 で ま 
DHA DHI DHU DHE DHO 
び や び い び め ゆめ (人 び かえ び よ 
BYA BYI BYU BYE BYO 
ぴ や び い ぴ め ゅ ( ぴ え び よ 
PYA PYI PYU PYE PYO 
が 之 5 be 叶 ョ c > 
VA VI VU VE VO 
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チ テレビ コ ゴラン ト ヒー ル 、 
ーー 中 一 所 


2.1 専用 ディ スプ レイ テレ ビ コ ン トロ ー ル 


専用 ディス プレ イ テ レ ビ CZ-600D を お 使い の 万 は 、 本 機 の キー ボー ド 上 から 直接 テレ ビ の チャ ヤン 
ネル や 音量 を コン トロ ー ル する こと が で きま す 。 ご れ が 「 テ レビ コン トロ ー ル 機能 . で す 。 テ レビ コン 
トロ ー ル 機能 は 、 本 体 前 面 の 電源 スイ ツチ が 入っ つて いな ぐ て も 、 本 体 後面 の メイ ン 電 源 ス イツ チ が 入 
つて いれ ば 、 使用 する こと が で きま す ([ OPT . 2 | キー を 除く)。 

テレ ビ コ ン トロ ー ル は 、 テン キー( 数 値 入 カキ ー) お よび カー ソル コン トロ ー ル キー を 、 そ れ ぞ れ 
SHIFT | キー( 本 体 前 面 の 電源 スイ ツチ が * 入 " の と き は [| OPT . 2 | キー も ) と 組み 合わ せる こと に よ 
つて 行い ます 。 キ ー 入 力 と その 機能 は 次 の 通り で す 。 


音声 ミユ ー ト (音声 を 一 時 的 に カッ ト ) と な り 、 も う 一 度 押 す と 解除 され ます 。 


テレ ビ 画 面 と コン ピ ユ ー タ 画面 を 重ね 合わ せま す ( ス ー パ ー イ ン ボ ポー ズ )。 も 
う 一 度 押 す と 、 スー パー イン ポー ズ が 解除 る を れ ま す 。 スーパ ー イ ン ポ ボー ズ は 、 
専用 デイ スプ レイ テレ ビ を お 使い で な けれ ば 使え ませ ん 。 

専用 デイ スプ レイ テレ ビ の テレ ビン 外部 入力 を 交互 に 切り 換え ます 。 


テレ ビ 画 面 ン コン ピ ユ ー タ 画面 を 交互 に 切り 換え ます 。 


キー 入力 機能 

SHIFT | 十 |1 | チ ヤ ン ネ ル 1 を 選 局 し ます 。 
SHIFT | 二 | 2 | チ ヤ ン ネ ル 2 を 選 局 し ます 。 
SHIFT | 3 ] チ ヤ ン ネ ル 3 を 選 局 し ます 。 
SHIFT | [| 4 | チャ ヤン ネル 4 を 選 局 し ます 。 
SHIFT | 二 | 5 チ ヤ ン ネ ル 5 を 選 局 し ます 。 
[SHIFT |+[6 1 チャ ヤン ネル 6 を 選 局 し ます 。 
SHIFT | 十 [7 | チャ ヤン ネル 7 を 選 局 し ます 。 
[SHIFT |+[8] チャ ヤン ネル 8 を 選 局 し ます 。 
[SHIFT |+[9 | チ ヤ ン ネ ル 9 を 選 局 し ます 。 
SHIFT |+[ ン ] チャ ヤン ネル 10 を 選 局 し ます 。 
[SHIFT |+[* | チャ ヤン ネル 11 を 選 局 し ます 。 
SHIFT | 十 [ - チャ ヤン ネル 12 を 選 局 し ます 。 
SHIFT | | 0 | 

SHIFT | 十 [ 

SHIFT | 十 [ 三 

LSHIFT 」 十 [. | 
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2 の) スー ルー ゴイ 2 クボ ポー スズ 


[SHIFT ]+[, ] 音量 が 普通 の 状態 に な り ま す 。 

[SHIFT」+[ 1 音量 が アッ プ し 、 押 し 続け る と 最大 に な り ま す 。 

[ SHIFT |+[」 | 音量 が ゲ ウ ン し 、 押 し 続け る と 最小 に な り ま す 。 

| SHIFT | 二 [ っ] チャ ヤン ネル が アッ プ し ます ①⑬ っ 2 つ …… >12 っ 1 っ つ …… う 。 

[| SHIFT |+[-] チ ヤ ン ネ ル が ダウ ン し ます っ 11 つ …… つ 1 っ 12 っ つ ……)。 

[SHIFT ]+[CLR テレ ビ の チャ ヤン ネル 番号 を 画面 に 表示 し ます (チャ ン ネ ルコ ー ル )。 も う 一 度 


押す と 、 チ ヤン ネル 番号 を 消し ます 。 


2 2 スー リー サイ ボース 


キー を 押し な が ら [ 十 | キー を 押す と 、 専用 ディ スプ レイ テレ ビ CZ-600D の 画面 に コン 
ピュ ー タ 画像 を 重ね て 表示 する こと が で きま す 。 こ ご こ れ を スー パー イン ポー ズ と いい ます 。 

スー パー イン ポー ズ は 本 機 の 特長 の 1 つ で 、 テ レビ を 見 な が ら コ ンピュータ で 作業 を し た り 、 テ レビ 
に メッ セー ジ を 流し た りな ど 、 アイ デア 災 第 で いろ いろ な 楽し み 万 が で きま す 。 

スー パー イン ポー ズ 画 面 に する とき は 、 コ ンピュータ 画面 の 背景 色 を 黒 に し て お いて こく だ さい 。 な 
お 、 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド で は 、 ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ は 使用 で きま せん の で ご 注意 くだ さい ( イ 
ンタ マー レース 万 式 に よる 回 似 高 解 像 度 (512X512 ドッ ト ) で は 、 ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ を 使用 する こと 
が で きま す )。 


※ ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ に し た と き 、 表示 され る コン ピュ ユー タ 画 面 サイ ズ が 画面 より も 大 きぐ なり (ご 
れ を 「 オ ー バ ー ス キャ ヤン 」 と いい ます )、 カ ー ソ ル の ホー ム 位 置 が 見 えな ぐ な り ま す 。 


※ 512X512 ドッ トモ ー ド の 疑似 高 解像度 スー パー イン ポー ズ の 場合 、 ち ら つ き が 目立ち ます 。 ご の 原 
因 は 、 テ レビ ジョ ン 信 号 (NTSC 信号 ) が 毎秒 60 コマ の スピ ー ド で 2 枚 の 絵 を 送り 、 そ れ を 組み 合 
せ て 1 枚 の 絵 と し て 表現 する 亡 式 (イン ター レー ス 走 人 査 ) だ がら で す 。 この よう お 場合 は 、256X2S6 
ドッ トモ ー ド を 使う こと を お すす めし ます 。 
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デス フト ッ プ を 
使わ な い 操 作 


9.1 コマ ンド モー に と し は 


ご これ まで は 、「 ビ ジュ ユ アル シエル 」 に よる デス クト ッ プ 上 か ら の 操作 を 中 届 に 説明 し て きま し た が 、 
本 機 は ビジ ユア ル シ エ ル を 使わ な い モ ー ド も 備え て いま す 。 こ ご これが 「 コ マン ドモ ー ド 」 で す 。 

「 コ マン ドモ ー ド 」 と は 、「Human68k」 と いう 空前 の OS(Operating System) の プロ ブラ ム だ けが 
コン ピ ユ ー タ を 動 ガ し て いる 状態 で す 。 この と き ユ ー ザ ー は 、Human68k が 用 意 し て いる 「 コマ ンド 」 
を 使う こと に よっ て 、 様 々 々 な 作業 を 行う こと が で きま す 。 

「 デ スク トッ プ モ ー ド 」 で は 、 ご この Human68k の プロ グラ ム の 他 に 「 ビ ジュ ユア ル シ エ ル の プロ グ ブラ 
ム 」 が 動い て いま す 。 ビジ ユア ル シ ェ エル の プロ グラム は 、 主 じ に デス フク トップ の 画面 処理 を する プロ グラ 
ム で 、 ファ イル 操作 や ディ イス ンク 操作 と いつ だ 実際 の 作業 は 、「 コマ ンド モー ド . 同 様 、Human68k が 負 
理 し て いま す 。 

すなわち 、 コ マン ドモ ー ド と デス クト ッ ツ プ モー ド は 、 そ の 使い 万 が 異 な る だ け で 、 実際 に 行わ れ て 
いる 作業 は 同じ で す 。 ご どちら も Human68k が 行う 作業 で ある こと に は 変わ りあ り ま せん 。 

だ ただ し 、 デ スク トッ プ モ ー ド で は 、 Human68k の 一 部 の 機能 し か 使う こと が で きま せん 。 実行 で き 
る 作業 は 、 直 接 Human68k を 操作 で きる コマ ンド モー ド の 亡 が は る ガ に 豊富 で す 。 コ マン ドモ ー ド で 
は 、 作 業 は キー ボー ドガ ら の 入力 に よっ て 行い ます の で 、 デス クト ツ プ 上 に 用 意 こ れ て いな い コ マン 
ド も 使用 する こと が で きる の で す 。 コマ ンド モー ド で 使用 で きる コマ ンド に つい て は 、 別冊 の 
「Human68k ユー ザー ズ マニ ュ ア ル 」 で 詳し ぐ ご 解説 し て いま す の で 、 そ ちら を 参照 し て くだ さい 。 


※「 コ マン ドモ ー ド と 「 デスクトップ 」 の 関係 を 簡単 に まとめ る と 、 次 の よう に お な り ま す 。 

1. デ スク トッ プ 上 で 行う こと の で きる 作業 が 、 す べ て コマ ンド モー ドガ ら 行 える わけ で は あり ませ ん 。 

2. 逆 に 、 コ マン ドモ ー ド で し が ガ が でき な い 作 業 も あり ます (コマ ンド モー ドガ ら 行 える 作業 の すべ て が 、 
デス クト ッ プ 上 から 行え る わけ で は あり ませ ん )。 

3. 作 業 は 、 デ スク トッ プ モ ー ド で は アイ コン な ど を フク リック する こと に よっ つて 行 つ て い だ の に 対し 、 コ 
マン ドモ ー ド で は キー ボー ドガ ら コ マン ド を 入力 する こと に よ つ て 行い ます 。 
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GL2N コッ ジン ド 一 ほぼ に 入る に は 


3.2 コマ ンド モー ド に に 入る 世 は 


デス クト ッ プ モー ドガ ら Human68k の コマ ンド モー ド に 入る に は 、 デス クト ッ プ か ガ ら *COM- 
MAND . X” を 実行 し ます 。 "COMMAND . X” は Human68k の コマ ンド 処理 プロ プラ ハム で 、 実行 す 


る と ど コ 


ンピュータ を コ 


マン ドモ ー ド に 設定 し ます 。 


ポイ ンタ を “COMMAND . X” の アイ コン に 重ね 、 そ こ で マウ ス ・ ト ラッ フ ボ ー ル の 左 ボ タン を 
ブル フリック し て ぐだ さい 。 デ スク トップ が 消え 、 画面 は Human68k の コマ ンド モー ド に な り ま す 。 


Command uersion 1. 中 


> 條 


ILL_ MCOU WUH | 上 関 是 0 中 MM MIE MEU WE | 


画面 に 表示 され だ “A>? は 、「 プ ロン プ ト 」 と 呼ば れる 記号 で す 。 プロ ンプ ト と は 、 英語 で ' うな が す 」 
と いう 意味 の 言葉 で 、 まさ に コン ピュ ユー タ が ユー ザー に 対し て 何ら か の 命令 (コマ ンド ) の 入力 を 促し 
て いる ご と を 示し て いま す 。 コ マン ドモ ー ド で は 、 こ の プロ ンプ ト に 続け て 目的 の コマ ンド を キー ボ 
ー ド ガ がら 入力 し な が ら 、 作業 を 進め て 行き ます 。 コマ ンド の 詳細 に つい て は 、 別 冊 の 「Human68k 


コー ザー ズ マ ニコ アル 」 を ご 覧 くだ さい 。 
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3 . デ スク トッ プ を 使わ な い 操 作 


3.3 デス フト ッ ツブ プ モ ー ド に 戻る は 


コマ ンド モー ドガ ら 再 び デ スク トッ プ モ ー ド に 戻る に は 、「 EXIT コマ ンド 」 を 実行 し ます 。 画面 に プ 
ロン プ ト 〇 A>?) が 表示 され て いる こと を 確か め て 、 次 の よう に 入力 し て くだ さい 。 入力 は 、 半 月 な 
ら 大 文字 で も 小 文 で も お ガ ま いま せん 。 

A>EXIT ① (は 、 リ ター ン キ ー を 押す 動作 を 表す ) 


リターン キー を 押し て し ば ら こ ぐす る と 画面 に メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 そ れ に 従 つ て ぐだ さ 
い 。 画面 に は 再び デス フト ツ プ が 表示 され ます 。 


3.4 起動 時 に コマ ンド モー ド に 入る に は 


シス テム ディ スク を ドラ イブ 0 に 入れ て コン ピュ ー タ を 起動 する と 、 自動 的 に デス フト ッ プ 画面 が 
表示 され ます 。 ご これ は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク の 中 で 、 ビジ ュ ア ル シ エ ル を 自動 的 に 実行 する よう に 設定 
し て いる が ガ がら で す 。 

コン ピュ ユー タ は 起動 する と 、 何より も 先 に 「 シ ステ ム フ ァ イル 」 と 呼ば れる Human68k の プロ ブラ 
を 読み 込ん で 実行 し ます 。 この シス テム ファ イル の 中 に “TITLE . SYS” と いう ファ イル が ある が 
どう か で 、 起動 時 の モー ド が 決ま り ま す 。 つ まり 、 


④ 起 動 し を シス テム ディ スク の ルー トディ レク トリ CA : の ウィ ンド ウ ) に “TITLE SYS” ファ イル 
が ある と 、 起動 時 に 自動 的 に ビジ ユア ル シ エ ル が 実行 され る 。 
@ ざ \TITLE . SYS” フタ イル が な いと 、 起動 時 に 自動 的 に コマ ンド モー ド に な る 。 


そこ で 、 炊 回 起動 時 に は コマ ンド モー ドガ ら 起 動 し た いな ら 、 シス テム ディ スク の A: の ウィ ンド 
ウ を 開き 、 コ マン ド メ ニ ュ ー の Rename” を 使っ て 、^TITLE . SYS” と いう 名 前 を “TITLE . VS" 
と いう 名 前 に 変え て くだ さい 。 た だ し 、 ご の 操作 は 、 コマンド モー ド で の 操作 が ある 程度 わか る よう 
に な つて か ガ ら 行う よう に し て ぐだ さい 。 

再び ビジ ュ ア ル シ エ ルモード で 起動 する よう に する に は 、 ご の 人 遡 (TITLE . VS っ TITLE SYS) を 
行い ます 。 
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3.5 BASIC を 起動 する に は 


う . ら BASIC を 起動 する に は 


デス クト ッ プ モー ドガ ら X-BASIC を 起動 する に は 、 ヾ BASIC* の フォ ル ダ ゲー アイ コン を ブル フク フリ 
ッ ク し 、 次 に BASIC 実行 プロ プラム で ある *BASIC . X′ の アイ コン を ダブ ルフ リッ ツク し ます 。 
ポイ ンタ を *BASIC . X” の アイ コン に 重ね 、 そ こ で マウ ス ・ トラ ッ ク ボ ー ル の を ボタ ン を ダブ ルフ 
ブッ クレ し て ぐだ さい 。 デ ス フ ト ッ プ が 消え 、 画 面 は BASIC の 起動 画面 に な り ま す 。 

BASIC モー ドガ ら 再 び デ スク フト ッ プ モー ド に 戻る に は 、BASIC の 「SYSTEM コマ ンド 」 を 実行 し 
ます 。BASIC の プロ ンプ ト ^OK” が 表示 され て いる と き に 、 次 の よう に 入力 し て こ だ さ い 。 


SYSTEM 』 (は 、 リ ター ン キ ー を 押す 動作 を 表す ) 


リタ ー ン キー を 押し て し ば ら ぐ する と 画面 に ハッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 そ れ に 従 つ てこ だ さ 
い 。 画面 に は 再び デス クト ッ プ が 表示 され ます 。 
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画面 の ハー ドコ ピー を 
と る 万 法 


ディ スプ レイ の 男 面 の 様子 を 、 そ の まま プリ ンタ に 出力 する こと を 「 ハ ー ド コピ ー」 と ガバ ハー ドコ 
ピー を と る 」 ど と 叫び ます 。 本 機 で は 、 次 の 4 つの 記法 で 画面 の ハー ドコ ピー を と る こと が で きま す 。 
だ だ し 、 い ざれ の 方 法 で も ポイ ンタ と ソフ トキ ー ボ ー ド は プリ ンタ に 出力 され ませ ん 。 


④ ビ ジュ アル シェ 人 ル 実行 中 は 、 デ スク トッ プ の プリ ンタ アイ コン を ポイ ント し 、 マウ ス の ボ タン を 
押し て こ だ さ い 。 プリ ンタ アイ コン の メニ ュー と し て "Hard Copy」 コ マン ド が 現れ ます 。 ボタ ン を 
離さ ず に ポイ ンタ を 上 に ドラ ッ グ し て 「Hard Copy」 コ マン ド を 反転 させ た と ころ で 、 ボ タン を 離 
し て ぐだ さい 。 


@ 生 一 
ビジ ユア ル シ ェ ル 実 行 中 で な こく と も 、COPY | キー を 押せ ば 、 そ の と き 表 示さ れ て い だ 画 面 の ハー 
ドコ ピー を と る こと が で きま す 。 ①、 ③、 ③ に 比べ て 約 災 の 大 き さ で す 。 


⑧ [SHIFT|+ [COPY] キ ー 
[SHIFT | キー を 押し な が ら [COPY] キ ー を 押す と 、④ と 同じ / \ー ド コピ ー を と る こと が で きま す 。 


@ + キー 
[CTRL | キー を 押し な が ら [COPY| キ ー を 押す と 、 ① と 同じ 大 き さ で ドッ ト の 融 度 を 荒 べ し た ババ 
ー ド コピ ー を 印字 し ます 。 印 字音 が 小さ こく な り ま す が 、 コ ピー の 濃度 も 薄く な り ま す 。 


※ ハ ー ド コピ ー 
コン ピュ ー タ の 出力 に は 、 大 別して プリ ンタ な ど で 紙 の 上 に 印刷 する も の と 、 ディ スプ レイ 装置 な 
ど で 画 面 に 映し 出す も の の 2 種類 が あり ます 。 前 者 は 、 出力 を その まま “物理 的 に ” 保存 が で きる 
こと か ら 、 「 ハ ー ド コピ ー」 と 呼ば れ 、 これ に 対し て 後者 の 一 時 的 な 出力 を 「 ソ フト コピ ー」 と 呼ぶ ご 
と が あり ます 。 
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ADDendix 


シス テム 拡張 


A 1 周辺 機器 名 一 覧 


本 機 は 基本 構成 の シス テム だけ で も 幅広 こ ご 利 用 いた だ だ け ま す が 、 次 の よう な 周辺 機器 で 本 機 の 能 


力 を より 向上 ミ せ る こと が で きま す 。 
@ 専用 ディ スプ レイ テレ ビ 
形 名 品名 マス フク ピッ チ 備考 
CZ-600D 15 型 カ ラー 0.39mm 水平 走査 周波 数 
ディ スプ レイ テレ ビ 15K ノ 24K/31KHz 自動 選択 
リモ コン 付 


@ カ ラー ディ スプ レイ 


形 名 品名 マス ク ピ ッ チ 備考 
CU-15M1 15 型 カ ラー 0.39mm 水平 走査 周波 数 
デイ ヌメ プレ イ 15K/24K/31KHz 自動 選択 
@ プリ ンタ 
形 名 品名 備考 
CZ-8PK3 24 ピン 漢字 プリ ンタ 24 ピン ヘ ツ ド 、 用 紙 幅 : 4ー16 イン チ 
1936 桁 ) JIS 第 1 水準 漢字 ROM 内 蔵 
CZ-8PK4 24 ピン 漢字 プリ ンタ 24 ピン ヘ ツ ド 、 用 紙 幅 : 4 ご 10 イン チ 
(80 桁 ) JIS 第 1 水準 漢字 ROM 内 蔵 
CZ-8PK5 24 ピン 漢字 プリ ンタ 24 ピン ヘッド 、 用 紙 幅 : 410 イン チ 
(80 桁 ) 印字 速度 : 〈( ) 内 は 高速 印字 〉 
60q20) 字 / 秒 [パイ カ 文 字 ] 
40(80) 字 ノ 秒 [漢字 ] 
JIS 第 1、 第 2 水準 漢字 ROM 内 蔵 
セミ オー トロ ー デ ィング 機能 
官製 ハガキ E 字 可能 
CZ-8PK6 24 ピン 漢字 プリ ンタ 24 ピン ヘッ ツ ド 、 用 紙 幅 : 4 ご 16 イン チ 
(136 桁 ) 印字 速度 : 〈〈 ) 内 は 高速 印字 


60120) 字 / 秒 [パイ カ 文 字 ] 
40(80) 字 / 秒 [漢字 ] 

JIS 第 1、 第 2 水準 漢字 ROM 内 蔵 

セミ オー トロ ー デ ィング 機能 

官製 ハガキ 印字 可能 
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A.1 周辺 機器 名 一 臣 


CZ-8PN1 熱転写 漢字 プリ ンタ 24 ピン ヘッ ツ ド 、 用 紙 幅 : 412 イン チ 
印 守 速 度 : 60 字 / 秒 [/ パ イカ 文字 ] 
40 字 ンプ 秒 [漢字 ] 
CZ-8PC1 24 ドッ ト 熱 転写 印字 速度 : 45 字 プ 秒 [/ パ イカ 文字 ] 
カフ ラー 漢 字 プ リン タ 30 字 / 秒 [漢字] 
用 紙 幅 : B5 サイ ズーB4 サイ ズ 
CZ-6PV1 カラ ー ビ デ オプ リン マタ 昇華 染料 熱転写 方式 、64 暗 調 の 高 画質 フル カラ ー 
CZ-8PK3-1 カッ トシ ー ト フィ ー ダ 単 票 用 紙 自 動 給 紙 装置 、CZ-8PK3/6 用 
CZ-8PK3-2 第 2 水準 漢字 ROM CZ-8PK3 ン 4 用 
CZ-8PC1-1 リボ ンカ セッ ツ ト ( 上 黒色 ) CZ-8PC1 用 
CZ-8PC1-2 リボ ンカ セッ ト ( カ ラー) CZ-8PC1 用 
CZ-8PC1-3 第 2 水準 漢字 ROM CZ-8PC1 用 
CZ-8PN1-1 リボ ンカ セッ ツ ト ( 上 黒色) CZ-8PN1 用 
CZ-8PN1-2 タタ く ニニ ーッ 連続 記録 紙 を 使う 場合 に 使用 
CZ-8PN1 用 
@ ハー ド デ ィ スク ドラ イブ 
形 名 品名 備考 
CZ-500H ハードディスク ユニ ッ ト 5.25 イン チ の ウィ ンチ エス ター マイ プ 


小型 ハー ド デ ィ スク 、 容量 10M バイ ト 


CZ-501H 増設 用 5.25 イン チ の ウィ ンチ エス ター タイ プ 
ハー ドラ 22 コード 小型 ハー ド デ ィ スク 、 容量 10M バイ ト 
@ その他 の 周辺 機器 

形 名 品名 備考 

CZ-6VT1 カフ ラー イメ ー ジ ユニ ッ ト カラー 画像 入力 機能 お よび テロ ッ パ ー 機 能 

CZ-8VP1 ビデ オマ ル チ プ ロ セ ッ サ 複数 の ビデ オ 機 器 の 入出 力 を コン トロ ー ル 

CZ-8TM2 モデ ムコ ユー ニッ ツ ト - 電話 回 線 を 通じ て デー 転送 を 行う 
至 一 重 、300bps プ 1200bps 

CZ-8LM1 RS-232C ケー ブル 平行 接続 型 、 音響 カプ ラ 、 モ デム な ど と の 専用 接続 
プー ブル 

CZ-8LM2 RS-232C ケー プル ロス 接続 型 、 他 の コン ピュ ユー タ な ど と の 専用 接続 
ケー ジリ 

CZ-6BG1 GP-IB ボー ド コン ピュ ユー 本 体 と 計測 機器 の 標準 イン ター フェ イ 
ス ボ ー ド 

CZ-6BU1 コニー バー サル 1 ユン O ボー ド 計測 制御 機器 な どの 外部 機器 を 接続 する |/O ボ ー ド 

CZ-6BE1 増設 RAM ボー ド QMB) 1M バ イト の 増設 RAM ボー ド 

CZ-6EB1 拡張 レビ O ボッ クス 将 種 拡張 ボー ド を 増設 する 拡張 ボツ フス (4 スロ ッ ト ) 

CZ-6ST1 チル トス タン ド CZ-600D、CU-15M1 用 チル トス マタ ンド 

AN-160SP スピ ー カ ー ボ ックス アン プ 付 、2 本 1 組 
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A . シス テム 拡張 


A 2 シス テム 拡張 図 


この 図 は 、 本 機 を 中 必 と し た シス テム 拡張 の 展望 を 示し て いま す 。 


ディ スプ レイ 
15 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ 
CU-15M1 
プリ ンタ 
24 ピ ン 漢 字 プ リン タ (136 桁 ) 24 ピ ン 漢 字 プ リン タ (80 桁 ) 


CZ-8PK3 CZ-8PK4 


ハー ド デ ィ スク 
ドラ イデ 
専用 ディ スプ レイ テレ ビ ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト (10MB) 増設 用 ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト (10MB) 


CZ-600D CZ-500H CZ-501H 


映像 
カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト 
CZ-6VT1 
本 体 Ya 
X68000 
CZ-600C 
チル トス タン ド 連 信 
CZ-6ST1 宅 デ ユニット RS-232C ケ ー ブ ル (平行 接続 型 ) 
CZ-8TM2 CZ-8LM1 
拡張 ポ ボード 
| GP-IB ポ ー ド | ユニバーサル! ノ 0 ボ ポー ド 
: CZ-6BG1 : CZ-6BU1 
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A.2 シス テム 拡張 図 


24 ピ ン 漢 字 プ リン タ (80 桁 ) 


CZ-8PK5 


24 ビ ン 漢 字 プ リン タ (136 桁 カラ ー ビ デ オプ リン タ 
CZ-8PKG6 CZ-6PV1 


24 ド ッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ 熱転写 漢字 プリ ンタ 
CZ-8PC1 CZ-8PN1 


ーー 1 


RS-232C ケ ー ブ ル (クロ ス 接 続 型 ) 
CZ-8LM2 


増設 RAM ポ ー ド (1MB) | 拡張 0 ポッ クス 


CZ-6BE1 : CZ-6EB1 
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A . シス テム 拡張 


A.3 拡張 ボー ド の 取り 付け 、 取 り は ず し 


@ 拡張 ボー ド の 取り 付け 記 
オプ ショ ン の 拡張 ボー ド は 、 コ ン ピ ュ ユー タ 本 体 後面 に ある スロ ッ ト カ バー 内 の 拡張 |!O スロ ッ ト 
に 接続 し て 使用 し ます 。 拡張 ボー ド は 、2 枚 まで 取り 付け る こと が で きま す 。 


取り 付け 万 は 、 次 の 通り で す 。 な お 、 取り 付け る 前 に 、 ゆず 本 体 の 電源 スイ ツチ を 切り 、 電 源 プラ 
グ を コン セン ト ガ ら 抜 いて お いて ぐだ さい 。 


④ ス ロッ トカ バー を は ざ ず し ます 。 
カバ ー を 本 体 に 止め て いる 2 本 の ビス (ね じ ) を は ざし 、 カ バー を 本 体 が ら 取 り 外 し ます (カバ ー は 2 
つと も は ざし か 方 が 作業 が 容易 に な り ま す )。 

@ 拡 張 ボ ー ド に カー ド プ ラ を 取り 付け ます 。 
拡 苦 ボ ー ド の コー ナー に 、 図 の よう に 同 箇 の カー ド プ ラ を 取り 付け ます 。 


・ ボ ー ド の 穴 に カー ド プ ラ の ポッ チ を 差し 込み 、 カ ー ド に プラ の 溝 を は めこ み ま す 。 2 つの プラ の 同 
き は 、 カード を は さん で 互い 違い に な り ま す 。 
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A.3 拡張 ボー ド の 取り 付け 、 取 り は ず し 


③1 ど O スロ ッ ト の レー ル ガ イ ド に 添 つて 拡張 ボー ド を 差し 込み ます 。 

拡張 ボー ド は 、 部 品 側 (IC な どの 部 品 が 付い て いる 面 ) を 左 に し て 差し 込 り いで ださい 。 ボー ド が 中 
に 隠れ る まで は 軽 ぐ 挿 入 で きま す 。 最後 に カチ ン と ご だ え が あ る まで 、 カ ー ド プラ の 平ら お 部 分 
を 強 ぐ 押し 込ん で くだ さい 。 


7 緒 


2 


レー ル ガ イ ド 


⑳ ボ ー ド が 確実 に 挿入 され て いる か どう ガ 確 が め ま す 。 
ボー ド を 引 つ 張 つ て みて ぐだ さい 。 き ちん と 挿入 され て いれ ば 抜け る こと は あり ませ ん 。 簡単 に 抜 
ける よう で し だ たら 、 も う 一 度 カ ー ド プラ を 強く 押し て 、 ボー ド を 確実 に 差し 込ん で こく ださい 。 
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A. システム 拡張 


カー ド プ ラ を 取り 外し ます 。 
拡 基 ボー ドガ ら 、 2 つの カー ド プ ラ を 取り 外し て ぐだ さい 。 

スロ ツ ト カ バー を 閉め ます 。 
④① で は ず し た スロ ッ ト カ バー を は め 、2 つの ビス (ね じ ) で 固定 し て くだ さい 。 だ だ し 、 取り 付け た 拡 
張 ボ ー ド が 「 コ ネ ク タ 付 き 」 で ある 場合 (た と えば GP-IB ボー ド な ど ) は 、 そ の 拡張 ボー ド に 付属 の 
専用 スロ ツ ッ ト カバ ー を お 使い くだ さい 。 


e 拡張 ボー ド の 取り は ざし 万 
拡張 ボー ド を 取り は ず す と き は 、 次 の よう に し ます 。 


④⑳ ス ロッ トカ バー を は ず し ます 。 
取り 付け た を とき と 同じ 手順 で 、 カ バー を 取り は ず し て ぐだ さい 。 
@ 差 し 込ま れ て いる ボー ド に 、 カ ー ド プラ を 取り 付け ます 。 
ボー ば の コー ナー に 、 カ ー ド プラ を は めこ み ま す 。 2 つの プラ の 向き は 、 カ ー ド を は さん で 互い 違い 
に な り の ます 。 
カード プラ を 図 の よう に 、 外 側 に 開く こよ うに すれ ば 、 ボー ド を は ず す こと が で きま す 。 
④⑳ ボ ー ド を 取り 除い た ら 、 カ バー を し て 、 ビス (ね じ ) で 固定 し て ぐだ さい 。 


ここ の 部 分 を 支点 に し て 、 
ボー ド を 取り は ず し ます 。 
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B.1 コネ クダ の 入出 力 信号 


本 機 に は 次 の よう な 入出 力 コネ クタ (端子 ) が あり 、 コン ピ ユ ー タ 本 体 の 後面 (一 部 は 前 面 ) に 出 て い 
ます 。 コネクタ の 位置 は 、 第 1 部 「3. 難 部 の 名 称 と 機能 」. を ご 覧 くだ さい 。 


1) ヘッ ツ ド ホン 端子 (PHONES) 
2) ジョ イス ティ ッ ク 用 コネ フタ (JOY STICK)1( 前 面 )、2( 後 面 ) 

3) キー ボー ドコ ネ ク (KEY BOARD) 

4) マウ ス 用 コネ フタ MOUSE) 

5) オー ディ オ 入 力 端 子 CAUDIO IN) 

6) オー ディ オ 出 力 端子 CAUDIO OUT) 

7) RS-232C コネ クタ (RS-232C) 

8) 外部 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 用 コネ クタ (EXPANSION FDD) 
9) ハー ド デ ィ スク ドラ イブ 用 コネ クタ (HARD DISK) 

10) アナ ログ RGB 信号 出力 用 コネ クタ (ANALOG RGB OUT) 

11) プリ ンタ 用 コネ フタ (PRINTER) 

12) イメ ー ジ 入力 用 コネ フタ (IMAGE IN) 

13) リモ ー ト コネ クタ REMOTE) 

14) シー スル ー カ ラー 端子 (SEE THROUGH COLOR) 

15) 専用 ディ スプ レイ テレ ビ コ ン トロ ー ル 用 コネ クタ (TV CONTROLU) 
16) 立体 視 端子 (STEREOSCOPIC) 

17) 拡張 | プ O スロ ッ ト 端 子 
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B. 資 料 


1) ヘッ ド ホ ン 端 子 


(部 品 面 お ら 見 だ 図 ) 


2) ジョ イス ティ ッ ク 用 コネ フタ (アタ リ 社 規格 準拠 ) 


ジョ イズ ティ ッ ウ 1 


備 考 


8255 の PAO 端子 
の // PA1 ノ 
ノ PA2 ノ 
ノ PA3 カル 

十 5V 

8255 の PA5/PC6G 端子 
の // PA6/PC7 カル 
ノ PC4 の / 


備 考 


8255 の PB0 端子 
ノ PB1 
の / 以 思 及 電導 
クノ PB3 カ 

填 5V 

8255 の PB5 端 字 
ノ PB6 ノ 
の / PC5 クノ 


COOoO 1 67 Cm 玉 <O RSR 三 
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B.1 コネ クタ の 入出 力 信号 


3) キー ボー ドコ ネフ 


信号 名 


6 
Vcc2 
MOUSE DATA マウ ス デ ー タ 
M 9 KEYRxD キー 受信 デー マタ 
ッ KEYTxD キー 送信 デー タ 
READY キー デー 送出 許可 禁止 
REMOTE リモ ー ト 信号 
2 1 GND 7 ラ 必 人 に 


4) マウ ス 用 コネ フタ 


信号 名 


5 4 Vcc1 
3 2 MS CTRL 
1 MS DATA 

GND 


GND 


5) オー ディ オ 入 力 端 了 


3 

1 ーー] = 
LINEIN 
N. C 


(部 品 面 お ら 見 だ 図 ) 


6) オー デイ オ 出 力 端子 


備 考 
ーー 2 
プラ に ド 
オー ディ オ ( 右 ) 出力 
オー ディ オ (を ) 出力 


(部 品 面 お ら 見 た 図 ) 
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B. 資 料 


7) RS-232C コネ フタ 


13 1 


保安 用 アー ス 
送信 デー タ 
受信 デー タ 
送信 要求 


デー タダ セツ トレ ディ 
信号 用 アー ス 
キャ リア 送出 
非 接続 
P// 
ジ // 
ノ 
P// 
ジノ / 
送信 信号 エレ メン ト タ イ ミン ゾ 
非 接続 
受信 信号 エレ メン ト タ イ ミン グ ブ 
非 接続 
非 接続 
デー タダ ター 室 ナ ルレ デイ 
非 接続 
被 表 示 
非 接続 
送信 信号 エレ メン ト タ イ ミン グ 
非 接続 


Co っ へ の の のせ ド OPDO 一 
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8) 外部 フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク ド ライ ブ 用 コネ フタ 


19 


号 名 


B.1 コネ クタ の 入出 力 信号 


6 9 へ の の ドモ GDO 一 


DISK TYPE SELECT 
N.C 
DRIVE SELECT 3 
INDEX 
DRIVE SELECT 
DRIVE SELECT 1 
DRIVE SELECT 
MOTOR ON 
DIRECTION 
に il ヨコ 
WRITE DATA 
WRITE GATE 
TRACK 00 
WRITE PROTECT 
READ DATA 
SIDE SELECT 
Y 


D 
C 
C 


REA 
N. 
N. 


OPTION SELECT 


OPTION SELECT 


OPTION SELECT 


OPTION SELECT 
EJECT 
EJECT MASK 
LED BLINK 
DISK IN 
ERR DISK 
FDD INT 
GND 
GND 
GND 
GND 
GND 
GND 
GND 
N.C 


]ZI 


ディ スク フタ イプ 選択 信号 
非 接続 

ドラ イブ 選択 信号 3 
ディ スク イン デック ス 信 号 
ドラ イブ 選択 信号 0 
ドラ イブ 選択 信号 1 
ドラ イブ 選択 信号 2 
モー ター 起動 信号 
ヘッ ツ ド 物 動 万 向 信号 
ヘ ツ ド 物 動 信 号 
書き 込み デー タ 
書き 込み ゲー ト 
トラ ッ ク 0 

書き 込み 防止 信 
読み 出 レ デー タ 

ヘッ ド 切 り 換え 
ドラ イブ レデ ィ ー 信 号 
非 接続 

非 接続 

オプ ショ ン セ レク ト 0 
オプ ショ ン セ レク ト 1 
オプ ショ ン セ レク ト 2 
オプ ショ ン セ レク フト 3 
イジ エク ト 信 号 

イジ エク トマ スク 信号 
LED 点滅 信号 

デイ スク 挿入 信号 
ディ スク 論 挿 入信 号 
ディ スク 割り 込み 信号 
プラ ンド 


B. 資 料 


9) ハー ド デ ィ スグ ドラ イブ 用 コネ ウタ 


1 
2 
8 
4 
5 
6 
際 
8 
9 


コン トロ ー ラ アカ アクティブ 信 号 
デー 送受 制 御 信号 
リセ ツ ト 信 号 

コマ ンド 完了 応答 信号 

セレ クト 信号 

コマ ンド デー タタ 切り換え 信号 
デー タタ 送受 制御 信号 
入出 力 切り 換え 信号 
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B.1 コネ クタ の 入出 力 信号 


10) アナ ログ RGB 信号 出力 用 コネ フタ 


8 1 


備 考 


アナ ログ 0. 7 V。_。 (750 終端 時 ) 
の ンジ 
アナ ロブ 0. 7 V。_。 (750 終端 時 ) 
ザラ シド 
アナ ロブ 0. 7 V。_。 (750 終端 時 ) 
プラ ジ ド 
コン ピュ ユー タデ ー タ の 有無 を 示す 
ゲラ シド 

N. C 非 接続 
AUDIO L 音声 信号 を 
AUDIO R 音声 信号 右 

GND 2 ば 

N. C 非 接続 
H-SYNC 水平 同期 信号 TTL レ ベル 
V-SYNC 垂直 同期 信号 TTL レ ベル 


1 
2 
9 
4 
お 
6 
『4 
8 
9 


11) プリ ンタ 用 コネ フタ 


端子 No 信 号 名 備 考 
1 STROBE ou | Mk の プリ ンタ に の 9 る フィ トス トロ ー プ 8 
2 PAO0 Out パラ レル デー タバ スズ 
) PA1 ノ ノ 
4 PA2 ノ ノ 
5 PAS3 ノ ノ 
6 PA4 ノ ノ 
7 PA5 ノ ノ 
8 PA6 の // ノ 
9 PA7 ノ ノ 
10 N. C 非 接続 
促 BUSY In プリ ンタ が レデ ィ 状 態 の と き \LOW? レ ベル に な る 
12 N.C ーー 非 接続 
13 GND = 2 ラッ に 
GND = ブラ ルド 
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B. 資 料 


12) イメ ー ジ 入力 用 コネ クタ 


1 13 


備 考 


アナ ロブ プン デジ タル 変換 デー タ 
ノ 
ノ 
ノ 
P// 
P// 
P// 
P// 
P// 
ジグ / 
P// 
P// 
ドッ トク ロッ フ 
+5V 
ラン 
+12V 
コン ピュ ー タ 制御 信号 
ル 
p// 
P// 
ノル 
アナ ロブ ン デ ジタル 変換 デー タ 
P// 
P// 
P// 


9 所 一 ドコ ネジ タダ 


1 備 


EXPW. ON 外部 / パ フー オン 
GND ツラ ス ド 


(部 品 面 お ら 見 だ 図 ) 


174 


B.1 コネ クタ の 入出 力 信号 


14) シー スル ー カ ラー 端子 


(部 品 面 か ら 見 だ 図 ) 


15) 専用 ディ スプ レイ テレ ビ コ ン トロ ー ル 用 コネ フタ 


言 号 名 
6 EX HSYNC 外部 水平 同期 信号 TTL レ ベル 
EX VSYNC 外部 垂直 同期 信号 TTL レ ベル 
TV POWER テレ ビ / パ ワー オン ノ オ ン フ 信 号 
7 6 ON/OFF 
TV REMOTE テレ ビリ モー ト 信 号 
は Vcc1 +5V 
GND ブラ ンド 
2 GND グラ ラド 


N. C 非 接続 


16) 立体 視 端子 


計 号 名 備 考 
3D V-SYNC 3D 垂直 同期 信号 
6 5 3D-R 


4 に 1 3D-L 

1 Vcc1 
GND 
GND 
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B. 資 料 


17) 拡張 |/O スロ ッ ト 上 端子 (A) 
(EE 


スロ ッ ト 端 子 A : 50 50 : スロ ッ ト 上 端子 B 


スロ ッ ト 上 端子 A:1 1 : スロ ッ ト 上 端子 B 


( 下 ) 


洋 
中 
を 


I/O 
0 


ウジ 4 に 

20MHz クロ ッ ク 
ダラ シド 

ジー タク 

ノ 

ノ 

ノ 

ノ 

ノ 

ノ 


〇 OO へ の の 只 O の DO 一 


ファ ンク ショ ンコ ー ド (MPU の 実行 中 の 状態 を 示す ) 
過 


26 FC2 ノ ノ 
27 AS の ) アド レス バス 上 の 有効 デー タ が 確定 し て いる 
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B.1 コネ クタ の 入出 力 信号 


備 
下位 デー タス トロ ー ブ フ 
上 位 デ ー タ スト ロー プ 
MPU を 基準 に デー タ 転 送 の 万 向 を 示す 


アド レス バス の デー タ が 有効 で ある こと を 示す 
6800 系 周辺 ファ ミリ の 周辺 装置 が アド レス され 
だ ご こと を 示す 
デー タ 転 送 の 完結 
EXRESET 外部 リセ ツ ト 
HALT In : MPU の ホー ルド 要求 Out : シス テム 停止 
EXBERR 外部 バス オペ レー ショ ン の 異常 を 示す 
EXPW. ON 外部 / パ パフ ワー オン 
GND グラ ジ シド 
Vcc2 
Vcc2 
SELEN メイ ン メ モリ アド レス ロウ ンカ ラム 切 括 え 信号 
CASRDEN メイ ン メ モリ CAS 信号 (リー ド 時 ) 
CASWRL メイ ン メ モリ CAS 信号 (ライ ト 時 下位 デー タ ) 
CASWRU ノ ( アカ ド 信 デー タ ) 
INH2 イジ メモ リリ フレ ッシュ サイ クル 
Vcc1 
Voc1 


@ 拡張 |/O ス ロッ ト 端 子 (B) 
| 
還 | グラ ンド 


Out 10MHz クロ ッ フ 
ク 
ク イネ ー ブ ル (6800 系 周辺 コン トロ ー ル ) 
』@ual アド レッ ス パ ス 
ク ノ 

ノ 

ノ 

ノ 

ノ 
ダラ ンド 
アド レス バス 

ノ 

ノ 

ノ 

ノ 


OO へ の は O の DO 一 


1 


アド レス バス 
ノ 
ノ 
ノ 
ブ マ コッ E 
アド レス バス 
ノ 
ノ 
ノ 
カノ 
ノ 
ノ 
ノ 
デー タバ スト ラン シー バカ 向 制御 信号 


水平 同期 信号 

垂直 同期 信号 

プ ブロック 転送 完了 (DMA) 

デバ イス 転送 完了 (DMA) 

外部 要求 CDMA) 

外部 許可 (DMA) 

外部 周辺 コン トロ ー ル (DMA) 

外部 OWN (DMA) 

外部 NMI 

グラ ジ ド 

割り 込み 要求 (n : ドラ イブ 1 or の 
ノ 

割り 込み 許可 (n : ドラ イブ 1 or 2 の) 
の 

スリ エスト 

の クック 1 う 

バス ブラ ンド アク ノリ ッ ツジ ( 他 の デバ イス が バス 

マス タ に な つ だ こと を 示す ) 

ri5V 

士 5V 
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B.2 スペ ッ フ 


B. の 2 スペ ッ ク フ 


仁 様 


68000 (10MHz) 
80C51 (キー スキ ャ ン 用 ・ テ レビ コン トロ ー ル 用 ) 


IPL、BIOS 等 128KB 
キヤ ラク タダ ゼ ネ レ ー タ 768KB 
16X16 ドッ ト ・24X24 ドッ ト 全角 (JIS 第 1・ 第 2 水準 漢字 ) 
8X16 ドッ ト ・12x24 ドッ ト 半角 
8X8 ドッ ト ・12X12 ドッ ト 妨 玉 
メイ ン メ メモ けり 1MB (最大 12MB まで 拡張 可 ) 
テキ スト 用 VRAM 512KB (ビッ トマ ツ プ ) 
グラ フィ ッ ク 用 VRAM 512KB (ビッ トマ ッ プ ) 
スプ ライ ト 用 VRAM 32KB 
スタ ティ イッ ク RAM 16KB 


テキ スト 1024X1024 ドッツ ッ ト 4 プレ ー ン 

実 画面 グラ フィ ッ ク 1024X1024 ドッ ト 4 プレ ー ン 
エリ アサ イズ (512X512 ドッツ ト 16 プ レー ン ) 
※ 苔 ビッ トマ ッ プ 廊 式 


テキ スト 表示 | ・ 実 画面 エリ ア 1024X1024 ドッ ト 時 


高 解像度 モー ド 768xX512 ドッ ト 
512X512 ドッツ ト 
512X256 ドッツ ト 
256X256 ドッツ ト 
標準 解 作 度 モー ド 512X256 ドッ ツ ト 
オー ルー スキ ヤシ 256X256 ドッツ ト 
※ 実 際 の 表示 ド ツ ト 間 2 0 ドッ ト 
数 は 右記 より 少な 2 ター ウー 以 
ぐ な り の ます 
ブラ フィ ッ ク | ・ 実 画面 エリ ア 1024X1024 ド ツ ト 時 
表示 高 解像度 モー ド 768xX512 ドッ ツ ト 
512X512 ドッ ツ ト 
512X256 ドッツ ト 
256X256 ドッツ ト 
標準 解 依 度 モー ド 512X256 ドッツ ト 
一 パー スキ や ヤシ 256X256 ド ツ ト 
※ 実 際 の 表示 ド ツ ト 19 ド ツ ト 
数 は 右記 より 少な コジ ジョ リラ クー スズ 
ぐ な り ま す 


名 モー ド 共 ド ッ ト 抽 
65536 色 中 任意 の 
16 色 指 定 可 能 


類 


こ 』 
ジコ 


中 回 固 


首 モ ー ド 共 ド ッ ト 
持 に 65536 色 中 任意 
の 16 色 指 定 可 能 


1 が 9 


仁 


・ 実 画面 エリ ア 512X512 ドッ ト 時 
高 解像度 モー ド 512x512 ドッ ト 各 モ ー ド 共 
512x256 ドッ ト | ①④ ド ッ ト 提 に 65536 色 
256xX256 ドッ ト 中 任意 の 色 指 定 
グラフィック | 標準 解像度 モー ド 512x512 ドッ ト 可能 1 面 ) 
表示 オー バー スキ ャ ン ) 256X256 ドッ ト | @ ド ッ ト 提 に 65536 色 
※ 実 際 の 表示 ド ツ ト 512X512 ドッ ツ ト 中 任意 の 256 色 指 定 
数 は 右記 より の 少な | 【 い インター レー ス 可能 (2 面 ) 
こぐ な り ま す ③ ド ッ ト 提 に 65536 色 
中 任意 の 16 色 指 定 
可能 (4 面 ) 


一 由 団 農 引 知 


ー ン 定義 
ズ : 16X16 ドッ トノ パ ター> 
数 : 128 パタ ー ン 
(背景 画面 未 使用 時 最大 256 パタ ー ン ) 
: 1 パター ン に つき 16 色 / 65536 色 (ドッ ト 単 位 ) 
画面 全体 で 256 色 / 65536 色 
表示 
座標 系:1024X1024 ドッツ ト 
表示 画面 : 水平 512 ドッ ト or 256 ドッ ト 
垂直 512 ライ ン 'or 256 ライ ン 
表示 制限 : 128 スプ ライ トノ 画面 、 32 スプ ライ トン ライ ン 


スム ー ズ スク ロール ノ 特 殊 画面 制御 機能 ププ ライ オリ ティ 機能 ノ 
パレ ッ ト 機 能 ノ 半 透 明 機能 ノ ス ー パ ー イ ン ポ ボー ズ 機 能 


ュ FM 音源 : 2ch、8 オフ ター ブ 8 重 和音 同時 出力 
に 人 と 音声 合成 : AD PCM 〈Adaptive Differenclal PCM) 


フロ ッ ピ ー 1M タイ プ の 5 イン チミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 
ディ スク ドラ イブ | (オー トロ ー ド ノ オ ー ト イジ エク ト 機 能 ) 2 時 搭載 
入 カカ 義 - 画 | マウ ス ・ ト ラッ フ ボ ー ル 、ASCI 準拠 フル キー ボー ド 
プリ ンタ (セン トロ ニク ス 社 仕様 準拠) ノダ ジョ イス ティ ッ ク (2 個 ) 
ei ン テ レ ビ コ ン トロ ー ル ン ノア ナ ロ ブ RGB 出力 ノ 音 声 ラ イン 入出 力 

ン RC-232C 外部 フロ ッ ピ ー デ ィ ス クン ハ ー ド ディ スク ノ マ ウ ス 
_| ブイ メージ 入力 端子 ノ 立 体 視 端子 プリ モー トノ シー スル ー カ ラー 
拡張 |/O ス ロッ ト | 2 スロ ッ ト 内 蔵 
語 | Human68k、X-BASIC 
144W (待機 時 10W 以下 ) 
AC 100V 50 ン 60Hz 


本 体 : 幅 155X 高 さ 363X 興 行 270mm 7.7kg 
キー ボー ド : 幅 463X 高 さ 33 (キー トッ プ 全 お む )X 興 行 196mm 1.5kg 
マウ ス ・ ト ラッツ フ ボー ル : 幅 73X 高 さ 32X 興 行 105mm 0.14kg 
マウ ス ・ ト ラッ フ ボー ル | 同 軍 

Human68k、 X-BASIC 、 辞書 、 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ ツ サ 、 

ゲー ム り トブ ラディ ウ の の 、 ヨー ティ リティ リン ノド 


y9 
義 


特 殊 機能 


情 必 マ ラフ トド 
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コー ド 表 


C.1 キヤ ラク フタ コー ド 表 


ご こ で は 、1 バイ トコ ー ド (半角 文字 ) の 一 覧 表 を 掲げ て いま す 。 

1 バイト コー ド 文 字 に は 、 キャ ラフ クタ コー ド の 0^25516 進数 で 0-&HFF) が 割り 当て られ て い 
ます 。 

キャ ヤラ クタ コー ド に 割り 当て られ て いる 文字 に は 、 図形 文字 と 制御 文字 が あり ます 。 図形 文字 は 、 
画面 上 の 表示 や プリ ンタ の 印刷 の た め の 文 字 で あり 、 制御 文字 は 画面 の 制御 と プリ ンタ の 制御 の た め 
の 文字 で す 。 プリ ンタ に 対す る 制御 文字 の 働き に つい て は 、 和 名 プ リン タ の 取扱 説明 書 を 参照 し て こ だ 
さい 。 

また だ 、 &H80-&HS9F、 &HE0-&HFF まで は 、 漢 字 な どの 2 バイ ト 文字 の 1 バイ ト 目 と し て 使用 さ 
れ ま す 。 


上 位 4 ビ ッ ト ー… 


アア 
の 
の 


| 
// 


| 


Ns 
Mgl 除 / 選 目 


IN) 


+| 7|M 


T 


N い 
す | 汁 | 日 | ユ 


3 


の 6 1 9001 | の | の | ょ よ | の ON 


ぬ NMJI さ せ デ ー ロ 7 ツ ロ 
日 | 二 ]| せ 


皿 7 ユ ニー9 章 注 テ ー ロ テ 7 ユ 
皿 7 ユ ニー9@ 章 議 テ ー ロ ナ ユ 


寺 


/ 
マツ WeB 


中 回 回 還 四 区 


N | 
半 


NS 
2 く | 
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C . コー ド 表 


C.2 1/2 角 ・1/4 角 文 コー ド 表 

1 ノ 2 角 文 字 は 、 いわ ゆる 「 半角 文字 」 と 呼ば れる 文字 の こと で す 。 英 数 字 、 カタ カナ は キヤ ラマ タコ 
ー ド に 含ま れ て いま す の で 、 こ こ で は ひら が な の 1 グ 2 角 文 字 の コー ド 表 を 掲げ ます 。 

1 ン 4 角 文 字 に は 、 上 付き 、 下 付き の アル ファ ベッ ト 、 数 字 、 ひら が な や カタ カナ が あり ます 。 上 付 
き 文 字 は 、 だ と えば 数 式 \X2 十 3X” の 「?. や 、 化学 式 H+” の 「+ な ど を 表す と き に 使用 し ます 。 

下 付 き 文 字 は 、 だ と えば 数 式 X」 十 X。” の 「」「。 や 、 化 学 式 HzO” の 「。」 な ど を 表す と き に 使用 し 
ます 。 


※ 1/2 角 、1/4 角 文 字 は シフ ト JIS コー ド 表 現し が あり ませ ん 。 


表 1 は 、 コ ー ド 表示 文字 (キャ ラフ タコ ー ド の 制御 文字 を 視覚 化し だ 文字 ) と 、 ひ ら が な の 1/2 角 
1 ノ 4 角 文字 の コー ド で す 。 


2 きえ 56 7 
[ 
9 kikukL 5 
10 Eb5MMW 呈 SS 


〈 表 1〉 


ー 


* Jxv "を あふ いう えき や W ょ う 上 位 バ イト は 80、F1、F3 の いずれ か で す 。 
BO| - こ あい うえ ぉ お か きく け こ さしすせそ それ ぞ れ の 意味 は 次 の よう に な り ま す 。 
CO| ま あう と ちな が は ね の HU ひ * ぶ 人 旨 ま 
0 導 む も ゆ ゅ も や ゆ ゅ よら り ち れ ち らち わん" ・ 上 位 バ イト が 80… コ 1 ノ 2 角 文 字 の コー ド を 表し ます 。 


( 例 )8086 つ 「 か 」 の 1/2 角 文 字 の シフ ト JIS コー ド 


・ 上 位 バ イト が F1……1 ノ 4 角 上 付き 文字 の コー ド を 表し ます 。 
( 例 )F1B6 …「 か 」 の 14 角 下 付き 文字 の シフ ト JIS コー ド 


・ 上 位 バ イト が F3……1 ン 4 角 下 付き 文字 の コー ド を 表し ます 。 
( 例 )F3B6 ー「 か 」 の 1/4 角 下 付き 文字 の シフ ト JIS コー ド 


表 2 は 、 英 数 字 と カタ カナ の 1 グ 4 角 文 字 の コー ド で す 。 


+01 23456789ABCDEF 

ie 〈 表 2〉 
| | PFP を て を キリ ー。 ナ 
3019123456789:!<=>? 
40|1@WABCDEFGHIJKLMNO 
50|PQRSTUVWXYZ[\] _ 
eo| abcdefghijklmno 
7o|pqgr stuvwxyztl} 
AO| | 。『 」 こ … あお テ サ の xF ォ や は 23 テ 7 
ルキ を りさ キー ャ ます する 
CO ッ テ ト }# ナ こ に メキ ネ ノル ヒ 7A^ ま マ | [Lt 8 
DO| きた メモ キキ さす うす 史 ル リッ Ye は 6 の よう に り まま 
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・ 上 位 バ イト が FO……1 ノ 4 角 上 付き 文字 の コー ド を 表し ます 。 
( 例 )F032 「2」 の 1/4 角 上 付き 文字 の シフ ト JIS コー ド 


・ 上 位 バ イト が F2……1 ノ 4 角 下 付き 文字 の コー ド を 表し ます 。 
( 例 )F2B7 ー「 キ 」 の 1/4 角 下 付き 文字 の シフ ト JIS コー ド 


C.3 非 漢字 お よび JIS 第 1 水準 、 第 2 水準 漢字 コー ド 表 


C.3 非 漢 字 お よび JIS 第 1 水準 、 第 2 水準 漢字 コー ド 表 


ご ご こ で は 、 英 数 字 、 記号 な ど を 含む 非 漢字 、 JIS 第 1 水準 漢字 、 JIS 第 2 水準 漢字 な どの 主 角 文字 の 
コー ド 表 を 掲げ ます 。 JIS コー ド と シフ ト JIS コー ド は いざ れ も 16 進数 で 表現 され て いま す の で 、 
の 例 の よう に コー ド を 読み 取 つ て ぐだ さい 。 


( 例 ) 「 移 」 の コー ド の 読み 方 
0 十 1 十 2 十 8 4 十 5 十 6 十 7 十 8 十 9 十 A 十 B 十 C 十 D 十 E+F 


88CE:3959:1648: 夷 委 威 尉 届 意 慰 易 椅 為 長 異 移 維 緯 胃 


「 物 は 第 1 水準 漢字 で す 。 第 1 水準 漢字 は あい うえ お 順に 並ん で いま す ガ ら 、 表 中 の 「 い 」 の 段 を 見 て 
ぐだ さい 。 


・「「 移 」 の シフ ト JIS コー ド 
「 移 の 左 横 を 見 て 得 た シフ ト JIS コー ド の "88CE”" と 、 上 を 見 て 得 だ ヾ 十 C” と を 加え 合わ せ て ご 
だ さい 。88CE 十 C 三 88DA と な り ま す 。 


・「 移 の JIS コー ド 
「 物 」 の を 横 を 見 て 得 だ JIS コー ド の “3050′ と 、 上 を 見 て 得 た だ " 十 C” と を 加え 合わ せ て くださ 
い 。 3050 十 C=305C と な り ま す 。 


・「 移 の 区 点 コ ー ド 
「 物 の 左 横 を 見 て 得 だ 区 点 コ ー ド の “1648′" と 、 上 を 見 て 得 だ “ 十 C” と を 加え 合わ せ て こく だ さ 
い 。1648 十 C ニ 1660 と な り ま す 。 


※ JIS 第 1 水準 漢字 は 読み の 50 音 順に 、 第 2 水準 漢字 は 部 首 別 に 分 類 さ れ て いま す 。 
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C . コ ー ド 表 


@ 非 漢字 全角 文字 ゴー ド 表 


=MEAS * 
: 2120: 
:2130: 
: 2140: 
< 25 
:・2160: 
:2170: 
:2220: 
・2230: 
・2240: 
2 の 
・2260: 
の 270。 
・2320: 
:2330: 
: 2340: 
2G803 
?ZdD0: 
: 2370: 
: 2420: 
:2430: 
:2440: 
:2450: 
・2460: 
:2470: 
:2520: 
・2530: 
: 2540: 
29005 
:2550: 
: 2576: 
: 2620: 
: 2530: 
: 2540: 
:2650: 
・26550: 
・26570: 
・2720: 
> 2790・ 
:2740: 
: 2750: 
:2750: 
:2770: 
: 2820: 
: 2830: 
:・2840: 


ウケ 7 グー 
9109: 
9116: 
9132: 
9148: 
6164: 
9180: 
9200: 
9216: 
0232: 
9248: 
6264: 
9280: 
0300: 
9316: 
9332: 
9348: 
9364: 
9380: 
9400: 
9416: 
0432 : 
9448: 


+9 


へ 


の トン 
つ ss を SG ビバ / 


】 山 て 


』 G 


っ 移さ 人 ぴ 全 兄 癌 る 


ロロ 革 
ゃ SR ppR メ 


に | 


+1 


スキ ささ 信 き 移 び て oQ の ゅ ロビ 


qaSM ウ の 中 代 再 選び G は 芝 党 さび 
nan で ロロ マオ 代 さく U ス ぶる Gi ン の oO の 〇 の 


選 | SS 回 区 


+2 


で ワ 
O 匠 


選 


+3 


園 ハ ーー レン ァ 


公 


で らら ワレ さす KS へ GONri ご ンー オロ ロロ ょ せ 光 


7 


| 


| 
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+5 


ロ 
ン 


と の IA マジ 


ゞ や 


に ーー So@ 〇 上 円 は き ド NN と こま キ さ る めい ざと Oo C 円 m 
@ 貴 


ト - 


+6 


XXIV っ と = 


きさく 中 で ピピ の と 8 


に に に る 


せ の ① 


ー+ 8 
eo@ 出 う 2 ナ テ H テク み CI ど 欠 由 00 0 


ある の まま - 腸 時 まや も 


負い NYD 


で さ 避 山 


己 演 過 炭 
で の 。 で の 


1 ] 


ぶさ > み wl が ※ く ロロ ベ ロビ ロ O ーー 


NM メス テ ポキ 


居 


っ 


に 


トー 
に デー う 1 


ニ み メ せ 年 ご づみ 党 叶 光 R で CN て 


ペ 


巨 ミ 選 S 


トト 


二 
ここ 


ぐ 玖 本 〇 own 『 


キキ 昌 完 


十 
い 芝 」 


で 


ト 」 II っ ー 参 二 F 


FUIU と で ⑨ 


Cm 
に 
に コ 
〇 


写 で ぐ 革 奴 民 寺 さ 部 人 族 和 ビ 


衣 


P 只 ピ の 


ロ 式 こ せ ヤ ぴ 競 巡 ポ 9K 日 


ヾ 


) nn 朋 C さ は ーー) 高 


〇 


さく いこ 共 さす %S 氷 相 
の 〇 ルン て ざ ぎ ぶ 生 は へ 


II] 


rm 


D* 謙 


時 


O 


oe) 


C.3 非 渓 字 お よび JIS 第 1 水準 、 第 2 水準 漢字 コー ド 表 


@JIS 第 1 水準 漢字 コー ド 表 


・ +9 +]1 +2 +3 +4 +5 +5 +7 +18 +19 +18A +B +C +D +E +F 


メト JJ 927 
889E:3620:1609: 


蛋 税 国 騙 届 
弄 租 避 避 類 失 
陵 薄 豆 壁 局 層 
本 量 己 沢 | 引 
掴 演 中 惑 問 序 
所 貴紀 志 
商 弄 細 更 十 寂 
境 二 失 電 賞 困 
述 記 要 史 展 嘩 
熟 多 魚 敵 共 
選出 加 組 還 刀 
挟 斑 下着 事 尽 回 
環 稚 坦 部 紀 村 
避 反 押 振 加 福 普 
加 繝 赴 下 世 所 正 
居 水枕 授 緯 
GPC or 
Goo oo ceo 介 
88985 
で ひ CO で 9 で うつ CO で う 6 の o 6 で みう 
EE 
CO っ < で ロロ CGC ロ (つの 五 j で つ 
CocoOoOoOCoQOoOe の の 
co CO ぐ 〇 ぐ の oo の どの ぐ 
| ト ヾ | 


中 時 壁 外 避 
疫 IK 眉 問 
構 卑 揮 聡 拉 
に 
牙 旨 常 留 志 
鹿 租 副 選 
隊 失 刀 垢 
玉 提 也 起 年 
慎 柚 部 相 貴 
振 鹿 店 更 吾 
小宮 笑 嘆 間 
中 犯 守 漠 門 
習 宮 窟 地 玩 
塞 司 加 坦 震 
捉 押 近 聖 所 
加 稼 臣 避 観 
に に に た だ: 
る 8 ミミ る ご 
に CM し 
滞 き の 語る る 
coOcQoocooo 
で | HH 


加 屋 守 尊 馬 宗 押 独 季 映 補 基 遂 
二 倍 加 間 秋 窒 六 容 理加 油 癌 計 40 
大 補 際 虹 中 午 東 打 洒 部 理 
距 切 し 奈 論 尋 展 加 鍋 村 際 下 中 和束 中 拓 
氷 板 折 衣裳 票 要衝 到 困 宣 量 所 回 
回 欠 晃 葉 掛 析 臣 宛 丈 叶 畔 半 宮 中 
時 着 咽 細 枯 回 挫 二 林 申 下 疾 正 悪 邊 
取 虹 表 悦 振 周回 所 交 宮 表 回 半 腎 
侍 息 量 濁 所 中 素 和 吉 組 所 加 的 眼 時 W 放 央 
由 旨 可 料 補 最 里 商 四 條 所 思 夫 醤 守 記 
悦 N 可 畑 等 村民 中 知 吾 球 補 台所 親 
本 寺 選 明 守 吾 民 宮 夫 礁 記帳 入 相 照 
指 埋 長 了 所 回 想 切欠 時 技 吉 暫 
軸 志 間 弄 則 恋 因 地 宗 半 懇 克 社 舞 寺 
攻 如 屋 還 束 <⑯ 補 癌 六 下 要 提 宮 他 所 

因 野 ベ 史 た 率 吾 失 時 志 択 計 鶴 導 
に サキ トキ トー に に た キキ ュー に に た すっ 
2 に ーー に に し ニレ ニー ヒー に に に 
BSBBSSSBBSB88BB33 る 33 
た た た に な に も モモ: に に に 
を を た た を た: を も - た キ - た た す : 
和民 


器 韻 寧 持 愛 下 吉 府 画 鞭 
租 押 現 手 千 瑞 事 二 表 交 十 
思 手 詩 藤 柱 叫 辻 貼 画 豚 桂 拉 
選 寂 球 杏 伽 選 他 環 環 田 拓 
幸 密 吉 志 提 剖 誤 亜 言 時 周 多 
的 定 器 中 区 吉 惑 野 要 王 操 
守 星 個 き 苦 了 可 則 束 中 範 
虹 穫 所 了 D 表 瞭 瑞 中 半 挫 
叶 強 加 ペ 乾 思 洒 実 組 王 
誤 唆 末 擦 四 選 結球 部 舞 准 
各 虹 幼 否 型 癌 時 角 癌 望 で 
堂 居 型 燃 相 宮 中 思 名 き に 牙 
地 穴 引 編 肢 講 猟 遇 括 絆 束 科 
遇 吾 呈 緒 二 頻 窪 半 的 嗜 王 鹿 
地表 軒 迫 王 税 加 鞭 天 氷 吾 慰 


7 KTT 1 と 

弄 吾 吾 瑞 定 民 瑞 弓 忘 抽 
さ o ら Cco さ 層 ぷら Qoo で さ 
で や て ブ エコ エコエコ エコ ゴー cu cucu cu cu 
で です です で 3 さ 3 で です で で き さ で は で で で で 』 
ぐ SS ぐ ぐ どど と ぐ で と] で [ぐら 
っ 
で くす つう ば う ば) ば は う つう) (CO つ (らら ( 〇 (で 
で う ) で う で うつ CO ひ CO ぐう CO ぐう C ウ う CO CO CO G み 
は rr。 は 。 は 。 は 。 で っ で Ez EE 中 
ムロ の らら 6 らら 
エー ニーm ロ ea 
cococo cococococococococoeo 
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⑨ 当 三 計 表 


+ 鹿 昌 
+ 記 世 癌 
= 誤 芋 
つの トー マ 

十 SR 

まい 
ェ 配 世 隊 
〒 晃 壁 迷 
キ 凶 否 中 
+ 畠 
+ 品 琴 甘 
〒 大 H 往 
+ 蟹 宮 器 
〒 骨 細 明 
+ 照明 筐 
〒 距 較 活 
+ 量 粗 
ママ ぶら 
へ (らら の 中 
) い で で で う で う 
ょ ぶ ヽ く で です で です 
に っ 生 ここ 
CC つう (の GE に で MC で う 
+ ゴ (て つ (の FE て て 
"っ の 5 で ひさ CO で る 
っ は Er] Er. 
ーー と つ PF て つ Ss や 
rn CR と E ロ て う て う 
en co coQcOcO 


| ク 


民 天 慎 名 凌 反 還 骨 共 京介 家 眉 悪 穴 志 宮 皿 都 
漠 皇 国 式 意 朗 党 癒 円 可 写 陀 選 民 醒 所 史 吾 共 著 写 革 雷 目 汚 
判 租 畠 問 琴 外 切 由 楼 革 口 代 毅 和 時 前 速 量 民 納 衣 詩 記 有 
WU 此 午 時 訓 散 本 完 組 中 時 財 昭 末 震 唆 量 想 提 党 手塩 訓 無 葵 
RS 電路 更 内 忠 村 井 四 環 選 抑 記 回 明 克 畔 中 和英 直 税 吉 電球 里 
世 路 農 選 親 葉 党 上 相 替 款 丈 水 慈 或 RS 皿 梱 採 圭 局 帳 賠 
可 部 綱 召 本 貴 旋 昼 租 手玉 昌也 衣 察 問 訓 只 撮 疾 団 並 政 附 世 
臣 加 漆 表 串 悼 選 授 環 虹 計 選 中 晃 部 耕 台 束 半 悦 括 量 占 沖 選 
に 
曲 回 宜 下 生 忠 本 畠 最 式 門 粗 中 回 入 宮村 避 怠 怒 員 色 
称 捉 中 手 | ド 世 還 選 半 記 下 牙 悪 時 藤 区 建 赴 医 幸 定 柚 
押 押 護 夷 杉 箕 駐 詳 束 下 下 長 吾 計 宮寺 皿 半 租 器 相模 光 虹 責 
贅 問 捧 畠 鎧 中 糧 四 人 交 写 王 四 振 宮 二 人 T 着 乱 洋 窟 味 ヨ 究 
申 区 疾 前 音 細 区 要 貴 必 堂 明 擬 旦 二 藤野 材 二 宮 部 基 誤 的 交 
符 喧 下 表 強 誰 冥 下 量 民 加 抱 末 晒 岡 臣 着手 還 昌 能 旬 容 
角 引 霊 午 寺 由 隷 固 NN 応 下 回 概 郊 避 部 没 所 韻 中 
当 S8 さ る きき 昌 8 計る きまる きき さる きら 
すさ YY で を ささ サマ ーママ で で で PTN く 
きら お きき きる る ご S ざ さらら こ さらら SS ら S こ SSS 
あき キト で 
お きる る きら は きる きき る 838 らら らき らら 


錠 


思 


サ | 


草 


十 志 衣 世 和信 理 血球 覧 氷 岩 社寺 畠 問 で 諾 臣 
即 W 表 下 区 只 趣 所 志 史 駅 十 艇 明 間 聖 時 喘 蘭 
密 揚 才 舞 挫 佑 軒 記 国外 握 頑 足 酢 開 得 央 只 
也 操 束 慈 押 飼 坦 六 峠 牙 則 東 遇 現 珠 宗 理 十 
必 部 胃 信 直 求 明 下 吐 泌 人 詞 右 理 古 団 拉 中 入 
尻 台 醒 思 居 秋 据 決 伯 吾 誠 器 葉 油 尽 邊 部 宮 選 
牛 避 党 形 任 区 鶴 選 隠 内 名 医 踊 展 地 閣 部 議 
違 源 き 吉 や 的 負 害 壇 案 寺 窟 窒 要 半 器 味 問 
中 掲 寄 超 地 連 暑 環 掴 密生 畑 刀 器 可 器 合 称 可 
選 蛋 光 弐 描 表 悪 字 除 駅 座 球 帳 地 玖 再 登 癌 妥 
世 計 宣 朋 亡 暴 間 芝 明 誤 織 中 宮 敵 還 紀 部 
下層 習 入 天 金 把 舞 到 毅 都 弄 常 敵 下 明 算 
由 旦 中畑 連 他 記 束 興 宮 額 更 下 押 思 民 虹 
次 四 環 球 編 箇 振 峰 界 履 獣 二 牌 映 牧 就 巾 問 
坪 選 総 生 下 術 四 明 洋 央 弐 疾 了 演 明 


8E5F:3B40:2732・ 
8E6F:3B50:2748: 
8E80:3B59:2764: 
8E90:3B70:2789: 
8E9E:3C20:2800: 
8EAE:3C30:2816 
8EBE:3C40:2832: 
8ECE:3C560:2848: 
8EDE:3C50:2854: 
8EEE:3C79:2880: 
8F3F:3D20:2906: 
8F4F:3D39:2916 
8F5F:3D40:2932 
8F6F:3D59:2948 
8F80:3D60:2964 
8F90:3D79:2986 
8F9E:3E20:3000: 
8FAE:3E39:3916 
8FBE:3E40:3932 
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ー ド 表 


C.3 非 河 字 お よび JIS 第 1 水準 、 第 2 水準 漢字 


+ 吾 夏 悪 所 四 
+ 都 緒 紀 幅 約 民 
いこ 
て 店 宮下 翌 湯 
中 誤 拓 上 凡 現 吉 
を 
+ 詞 民 器 電 楼 凡夫 
や 天下 控 寺 肥 画 湯 
は 遇 軸 朋 回 凝 鈴 麗 
+ 骨 村 名 毅 桂 本 十 
* 迷 二 球 胃 惑 析 
ゞ 細 交 下村 で 所 族 
+ ょ 所 明 操 頑 虹 理 
や 還 納 迷 湯 工 是 柚 
〒 娠 再 束 洛 穴 肉 中 


で や ふじ / ェ MP 
+ 帯 鹿本 聞 是 郵 
:- ぐ で や や ーー ーー ェ エゴ 
sw で の CO で 5 で CO で つ CO @ っ 
や や や ぐさ ぐ ぐ ざ ぐる @ 
CO u う (OF て で JC で つう sf ポ い (の 
トイ Er] ロコ ビ ] は 。 Fr。 は 。 は 。 
PS CO GO CO で 2 で O CO GA 
と っ rr] 2 は 。 は 。 Fr。 に 。 
--、 て う と つ ヒ 3 cO で や の (らら 
rnh phpkap2e や や ご @ 
ゝ < の どの の の の 〇 の の 


まき 
まさ 
加 境 
半 議 
※ 定 
尊 宗 者 
量 畠 む 
DE 
に まあ 
固 主 
co ママ 
<*( ら で の 
ェ ゴ ャ ゴイ て ゴ で 
で 2 で DO で 信 
ござ ご 
Lu の D (GE て で 
ロ 。 ビュ 。 はぐ や 
Cc っ ぐつ で つう < 
| 
の < 〇 の の 
で や で ぐ や ぐ や の 
の の) 〇 う の ) 〇 > 


| ス | 


飼 注 記 詳 枚 慈 
飼 還 机 忘 三 琶 切 
閣 中 中 計 握 帯 
思 地 科 壮 午 人 結 
衣 副 加 如 個 凌 時 
交 明 如 尽 志 加 喘 
足 個 悪 豆 紐 曽 
無 周 記 蟹 求 泡 壁 机 
ーー 
癒 柚 換 措 甘 足 指 落 
に コード it 才 : コ 
四 症 視 潜 天 
区 器 遇 町 廷 貴 衣 
醤 型 衣 如 得 所 旨 
玉 角 知 器 話 換 


に 3 
石 
宮 
扇 
前 


999E:4920:3200: 
99AE:4939:3216: 整 
90BE:4940:3232: 
96CE:4050:3248: 
99DE:4950:3264: 
90EE:4970:3280: 
913F:4120:3360: 
914F:4130:3316: 


| 


粉 宮守 代 志 
ドキ 
押 編 悪 雇 息 相 時 
揚 刺 悪 要 型 宗 所 
圭一 旦 早 衣 事 
剰 誰 前 定 皿 球 押 
査 搬 固 鈴 編 吾 論 
を 
いま っ を を: 衝 に 
層 撤 処 違 亜 反 
トト を: コ 
思 尋 無 擦 更 持 
可 郁 慰 換 指 昌 
准 舞 季 活 擬 党 


療 
叶 
荘 
臓 
ED4 


91AE:4239:3416: 属 ! 


91AE:4230:3416: 


草 


915F:4149:3332: 狙 中 


914F:4130:3316: 
916F:41506:3348: 双 
9189:4169:3364: 操 
9199:4170:3380: 
919E:4220:3400: 


尺 


選 半 都 党 混 恋 
トー てい (を 本 


まり 
鹿 嘩 抽 度 映 天 総 
尋 己 典 措 員 屋 下 
症 所 国 揚 構 忌 党 
守 示 夏 暴 羽 埋 玩 
だ 郊 紙 職 回 迄 袖 
に 痛 ポ 誤 糸 思 
加 負 則 付記 加 名 
尿 爾 中 坦 頻 負 
ko に ia| 
購 提 無 四 玩 民 占 
弓 析 状 宮 選 守 滞 


91BE:4249:3432: 
91CE:4250:3448: 
91DE:4269:3464: ュ 
91EE:4270:3480: 
923F:4329:3500: 
924F:4330:3516: 
925F:4340:3532: 


タ 


憧 拉 層 談 問 

長 震 時 帳 写 個 

埋 志 理 汐 
地 療 蜂 枠 窒 
錠 咽 過密 環 
上 下 但 加 
遇 弄 披 裕 中 
時 地 押 事 書 
剖 若 折 問 宮 
及 せ 環 詞 間 
引 押 前 溝 轄 
辻 坊 暴 叱 功 肖 
塞 控 伺 世 回 時 
四 期 壮 堂 可 癌 


称 # 
計 


92906:4370:3580: 評 
929E:4420:3600: 


聴 
移 


92BE:4440:3632: ? 


5F:4349:353 
926F:4359:3548: 邪 也 


9280:4369:3564: 


9 
92AE:4430:3516: 


チ | 


思 距 随 凍 宮 
加 に 周明 朋 回 
時 雪 角 革 憎 


環 畿 坊 問 
世紀 環 加 


に すこ 
型 画 究 蝶 畑地 
宴 搾 中 昌 辻 
間際 避 天 理 K 
導 起 宮 刻 如 里 
畠 級 宮 選 雷 桶 
妹 坦 名 下 悪 田 
証書 宮 応 規 英 
紅 芝 湿 名 手 誤 
時 甘 時 菅 統 選 
窓 紀 問 事 革 
cow で の や らら で 
CoO sf( バ 〇 (こぐ ざ や 戸 で う 
(の (の ら < の (OO《 の と ここ ドド こ 
て つぐ で つ で つ CcC つ で つ で うつ C う で う 
ぷぷ どぶ ざ ざ ざら 
Sh LO ( ら (Ok て で JC で つ で 
です で 1 SR TS や ば) ば ) ば ) 
で で 1 で < 1 で <1 < 
は は) re re は 】 は 。 ロロ 
cot うつ の 必 Cc つう < いう 
で J で JJ で NI で 、」 で) で つう で つ で う 
CO 〇 ) 〇 の) の の) の ) の ) の > 
国 


登 免 賭 途 都 鍼 


935F:4546:3732・ 
936F:4559:3748: 


[ ト 
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⑳ コード 表 


+ 林 選 尊 下池 表 革 肝 貴 超 豆 旨 区 坊 

中 本 吉相 中 帯 忠 尾 く 培 習 呑 違 手 押 斗 塵 

選 閑 刀 革 普 孝則 祝 如 所 詞 弁 揚 宗 最 宮 区 

〒 青 捉 宮 臣 宮 客 胃 屯 押 第 下 坦 中 押 ご 菩 回 

生得 虹 剖 弄 表 環 運 玉 引 避 近 田 控 惑 画 明 多 

IE: まま ドー 古 畔 細 吉 京 器 加 代 並 血 
字 用 時 玖 屋 帳 富吉 加 菊 上 虹 庄 環 尽 召 替 簿 
や 悪政 溝 掴 玉 失 紫 由 類 菜 暑 酢 碧 将 叶 吾 
は 環 惜 癖 柚 朴 往 手 尽 器 1) 因 豆 交 型 斑 塞 守 志 
補 志 親 田 中 次 坪 召 坪 R 出世 燃 下 擬 地 室 実 遇 
g 押 表 奨 掴 喉 堂 毅 訓 字 羽 、 晶 全 張 応 財 冶 史紀 
\ 柚 に 却 畑 聞 落 回 思 由 選 時 愛 志 唐 邊 次 想 宮 
や 竹 十 抵 搬 症 購 革 則 畠 時 印 薄 駆 釧 窟 丹 選 寺 
叶 箇 弄 掴 坦 画 下 到 中 鶴 敵 貴 豆 世 還 玩 累 窟 
で R 逗 掴 区 堪 折 守 療 号 紅 密 赤 眉 正 較 計 写 可 
や 神 張 宮 貴 接 疑 9 和徳 若 紀 正 毅 皿 深 
へ る る る SS る 8 SSS る ココ GS る SS ら 8 
人 
る ざる SS ざる る ざこ SSS る る きる る らら こく る る る 
ロラ SS ささ る ざさ ざさ ママ ママ ママ ママ ママ ママ 
時 直 も た た だ に に に ドド だ た た お だ た モモ モモ 
> ふ oO っ の 〇 の の 〇 の ) の) 〇 の の ) の ) の ) 〇 の) の 〇 ) 〇 の ) 〇 の ) の) 〇 の 〉 の) の 〇 の) の 〉 の の 〉 の > 

ト | 回 図 国 ト | に 


思 拉 現 喜 箇 
県 思 導 申 能 舞 
紀明 申 押 眉 
吾 葉 得 江 陽 製 
田 宏 蝶 悪 苦 療 
積 如 志 陵 m 
也 剖 環 式 可 
に いよ いま たまや 
完 組 装 型 挫 
志 圭 症 堪 庄 
前 廊 帳 徐 閉 
時 座 氏 凪 押 
書 共 本 吾 芝 羅 
踊 弄 用 村民 浮 
w 衝 環 陸 卸 想 


松 


955F:4940:4132: 応 
956F:4950:4148: 資 


94EE:4870:4986: 誹 
956F:4950:4148: 


94DE:4869:4964: 彼 
953F:4920:4100: 


94CE:4850:4048: 
954F:4930:4116: 


宗 北 
玉 加 議 押 
是 下 星合 
世 征 悪人 
に を 
四角 球 
夢 聞 控 コ 箇 
可 宜 鈴村 
求 近 画 男 
習 牧 寂 獲 梁 
と 交 注 棋 壮 
に 起 短 野 安 


問 


95AE:4A30:4216: 慎 


9580:4960:4164: 工 
95AE:4A30:4216: 


9590:4970:4180: 
959E:4A20:4200: 


| フ | 


叶 維 
っ 
慰 卿 
下記 峰 
直 箇 全 
取 堪 論 
角 謀 


95BE:4A40:4232: 
95CE:4A50:4248: 


回 
四 


振 半 豆 再 糧 宇 
畑 抑 詞 欠 杏 一 選 誠 奨 
己 肖 選 節 只 寺 蓋 豆 束 
時 賞 史 臣 導 狼 因 
撤 挫 諸 号 禄 格 召 楼 
民 更 回 恨 吾 杏 右 手 
欄 的 連 鬼 虹 書 区 
LES あま いす : を いり 
粉 雷 択 玉 弄 党 須 江 
組 並 選 牌 器 世 江 
搬 州 中 如 稀 量 遂 基 
福 吉 草 濃 稚 団 層 
怪 森 餅 W 誤 虹 明 
払 忠 弄 械 吉 半 具 革 名 
舞 慌 恒 岬 交 欧 装束 


僚 
飲 
棒 
失 
摩 
崎 


95CE:4A50:4248: 
95DE:4A60:4264: 大 
95EE:4A70:4280: 
963F:4B20:4300: 
964F:4B36:4315: 
965F:4B40:4332: 
966F:4B50:4348: 
9686:4B60:4364: 
9690:4B70:4386 
969EF:4C20:4409: 
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ツ ト \: 
969F: 
96AE: 
96AE: 
96AE: 
96BE: 
96BE: 
95CE: 
96DE: 
96DE: 
96EE: 
96EE: 
973F: 
974F: 
974F: 
975F: 
976F: 
9780: 
9780: 
9790: 
9790: 
979E: 
97AE: 
97BE: 
97CE: 
97CE: 
97DE: 
97DE: 
97EE: 
983F: 
983F: 
984F: 
985F: 
985F: 
986F: 
9880: 
9890: 


JIS 


4C20・ 
4C30: 


4C39 


4C39: 
4C40: 
4C40: 
4C59: 
4C60: 
4C69: 
4C76: 
4C70: 
4D26: 
4D36: 
4D30: 
4D40: 
4D50: 
4D60: 
4D60: 
4D70: 
4D70: 
4E20: 
4E36: 
4E40: 
4F59: 
4E50: 
4E60: 
4F60: 
4E70: 
4F20: 
4F20: 
4F36: 
4F40: 
4F40: 
4F59: 
4F5b0: 
4F79: 


が が / 5 
4400: 
4416: 
:4416: 
4416: 
4432・ 
4432: 
4448: 
4464: 
4464: 
4480: 
4480: 
4500: 
4515: 
4516: 
4532: 
4548: 
4564: 
4564: 
4580: 
4580: 
4500: 
4516: 
4632: 
4648: 
46548: 
4654: 
4564: 
4580: 
4700: 
4700: 
4716: 
4732: 
4732: 
4748: 
4764: 
4780: 


+9 


il 
品 


計 泌 且 隊 
等 媒 


妖 畑 算 時 親 遂 覧 部 


工 簿 中 具 医 秋 藤 只 時 中 


F 
トコ 


先 普 量 
男 


避 副 叶 谷中 


味 未 魅 


務 芝 無 


銘 鳴 


毛 猛 衣 


問 帳 


に 1 


時 沙 評 千 吾 革 汗 
略 次 湯 党 


層 
工 朋 酸 昌 
時 ま ミ | 
膨 融 本 居 医 虹 吹 


堆 導 


山 世 田 普 
各 只 


導 了 午 頻 
層 
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在 症 


尿 消 環 


非 漢 守 お よび JIS 第 1 水準 、 第 2 水準 漢字 コー ド 表 


+3 14 +5 +6 17 1819+A +B+C 1D TE 
巳 箕 岬 密 蜜 深 義 稔 須 


年 巴 
牝 滅 


綱 
紋 


に 副 


調 貴 必 


挟 
免 和 綿 縮 面 麺 


話 
敏 
選 


副 勤 皿 遂 其 
避 先 


森 如 沙 は 肖 滞 融 障 遇 壁 北 区 
早 敬 ポ 選 理 


部 昼 対 油 弟 沼 苔 沙 書 足 是 きき 浴 


衣 滞 普 半 筑 吉 


上 医 灯 要 冬 身 
梁 


氷 叶 当 下 況 加 骨 著 誠 叶 瀧 
滞 刺 誤 骨 走 


EN 
載 路 中 交 
器 太 薄幸 里 


了 小 


中 展 


喜 江 半 半 到 陣 副 静 演 
翌 騰 


QR 葵 滞 共 
1 お 

肝 明 葉 謀 
環 前 蘭 送 
> 洲 薄 素 

喜 甚 百 
に まい 


0-1 


葵 
加 
回 
洒 
下 


炒 


似 


剖 法 


吸 合 凍 豆 


湊 財 匠 悪 


電 


に 4 
深 活 


C . コ ー ド 表 


@JIS 第 2 水準 漢字 コー ド 表 


へ 
い 】 
回 
マン 


豆 


に 
EN 
SS 
さ 


ピ に 
さ 
こ 
さ 


紀 


- 
こ 
RG 


IN| ミ に 


| | 


9 
弐 
に 3 


1 
さき 


[上 | 


き 
み 
さ 
に 


と | 


1 
ム 


ッ 7 ト J 
989E 


989E 


989E 


UN) 
:5020: 


:5020: 


:5020: 


989E:5926: 


989E: 


989E 
98AE 


5020: 


:5020: 
:5030: 


98AE:5036: 


98AE 


98AE 
98BE 
98CE 
98DE 
98EE 
993F 
994F 


994F 
995F 
995F 
995F 


995F 
996F 


996F 


996F 
9986 


9989 
9989 


9999 
9995 


:5036: 


:5030: 
:5040: 
:5050: 
:5060: 
:5070・ 
:5120: 
:5130: 


:5130: 


:5146: 
:5140: 
:5140: 


:5140: 
5 和 5 59 


HP 1 


:5150: 
:5160: 


:5160: 
:5160: 


SD470 
:5220: 


わが 
4800・ 


4800: 
4800: 
4800: 
4800: 


4800: 
4816: 


4816: 
48156: 


4816: 
4832 : 
4848: 
4864: 
4889: 
4900: 
4916: 


4932・ 
4932・ 
4932 : 


4932・ 
4948: 


4948: 


4948: 
4964: 


4964: 
4964: 


4980: 
59090: 


4916: 


+9 +]1 +2 +3 +4 
天主 不 


人 


時 奏 否 補 当 
装 現 間 可 光 
隊 噛 障 馬 補 
導 導 忠 醒 葵 き 
笛 凌 半 避 梁 味 


ーー ニュ 


選 


2 


y 決 質 


日 画 


丸 刃 
市 別 葛 宮 剰 
装 
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+5 


中 


ト ヒ 
に 3 


嘱 麗 部 時 季 束 
喜 馬 末 区 菩 蘭 


宮 涼 


鹿 飯 
沖 制 


+7 


+8 


咽 


鐘 貴 暑 理 浴 可 


書 


+9 +』 +B + じ 


+D +E +F 


X 後 乗 
骨 
] 珍事 


ac 相 人 保 
価 作 借 
介 側 仙 
佑 側 価 
板 


偏 
偽 備 健 


免 競 秋 


表装 晃 


岬 流 遼 
廣 先 


便利 刺 
人 独 


き 
キ 
還 


区] 


aa 
て 
NG 


回 


| 


き 
さき 
に 3 
1 


ヨ 注 


3 
ヾ 
さ 
ざさ 


Nm 


き 
3 
マ で 


回 


た 
で 
ユ 


図 


る 
に 3 
てこ 
ユ 


て C う 
に 


3 


FU*JTS ・ 
5220: 
5230: 


999E: 
9dAE: 


99AE: 
99AE: 
99AE: 


99AE: 
99BE: 


99BE: 
99BE: 


99BE: 
99CFE: 


99CE: 
99CE: 


99CE: 
99DE: 
99EE: 
9A3F: 
9A4F: 
9A5F: 
9A65F: 
9A80: 
9A90: 


9A96: 
9A9F: 


9A9E: 
9AAE: 
9ABE: 
9ACE: 
9』DE: 
9ADE: 
9ADE: 


9ADE: 


9ADE 


5230: 


5239 


5230: 


5236: 
5246: 


5240: 
5249: 


5246: 
5250: 


5250: 
5256: 


5256: 
5250: 
5279: 
5326: 
5336: 
5340: 
5350: 
5366: 
538 学 0 


5370: 
5420: 


5420: 
5436: 
5446: 
54590: 
5456: 
5459: 
5466: 
5450: 


:5450: 


テツ "5 
5000: 
5916: 


5916: 
:5916: 
5016: 


5916: 
5032: 


5032: 
5932: 


5032: 
5048: 


5048: 
5048: 


5048: 
5064: 
5080: 
5100: 
6 
5192: 
5148: 
5164: 
5186 : 


5186 : 
5200: 


5200: 
5216: 
5232: 
5248: 
5264: 
5264: 
5264: 
5264: 


5264: 


+9 


革 


敵陣 臣 辻 


+1 


本 箇 湯 宮中 記 骨 量 足 


給 世 周 間 


+2 
乱 


+3 


ロ 


装 


軸 只 須 書 才 雷 居 叶 
導 漏 販 選 只 軒 下 党 


画 
瑞 


満 鞍 其 
交 下 析 
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舌 


洛 吾 潜 個 温 型 吾 号 


時 


非 河 字 お よび JIS 第 1 水準 、 第 2 水準 漢字 コー ド 表 


+5 +7 +8 +9 + 上 有 +B + じ C +D +E +F 
勤 動 易 替 勤 動 筋 勤 動 用 


) 半 周 


題 


左 
二 
癌 
紅 


HH 
絡 喉 漏 汚 濁 刻 路 選 


般 記 翌 尾 忌 器 二 喘 
融 陣 導 品 難 池 党 
避 温 泥 如 操 居 味 訪 
嘱 選 上 記 漏 司 員 ど 

応 
避 


遍 亡 遅 尋 岳 革 高 部 


回 
Ei 
加 

軸 
回 


型 
世 
三品 


4 
柱 嘩 誇 六 


女 但 


】 千 


は 


IKEi 


き 
た 


| 


ぷ 
て 
さ 


いこ ゃ 

ー 
* ュ ーー 
は | 


ささ 
さ 


き 
9 
3 
3 


向 


き 
EC 
こ 
さ 


※ ほ | 


SS 
さ 


尋 ! 


ピン コ 
国 


3 
に 
き 


HH 


に コ 
に 3 
2 


er 
2 


% 結 回 


s 還 


に 3 
に 
2 


加 


剖 
さき 
NT 


門 舞 


1 
1 
ささ 


き 
3 
ド 


は | 


NE 


U 

さき 
1 
に 


3 すず [SS 
:5450: 
:5470: 
:5520: 
Moe 7 
:5549: 
:5550: 
:5550: 
:5550: 
:5560: 
52550 
2350I70S 
:5570: 
DD 


s5570: 
・55290: 


:5520: 
・5620: 
:5530: 
:5540: 
:5550: 
:5550: 
:5660: 
:5550: 


:5550: 
:5570: 


:5576: 


:5676: 


:5570: 
:5726: 


5 の 0 
:5730 


・5730: 


・ ク テン : +9 +1 
5264: 

5289: 天 栓 
53690: 好 
5316: 婆 逮 
5332: 婚 
5348: 嬢 療 
5348: 

5348: 

5364: 字 宣 
5386: 邊 
5380: 謀 
5386: 

5380: 

5386: 

5400: 履 
5400: 

5400: 

5416: 剛 帳 
5432: 室 螺 
5448: 町 門 
5448: 

5464: 和 政 
5464: 選 
5464: 

5489: 帳 峠 
5480: 

5480: 

5480: 

5506: 鹿 
5500: 

:5516: 電 穫 
5516: 


+2 +3 +4 


刺 
遇 
軸 


3 
王 コ 
惑 昌 咲 


堪 
Fc 
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+5 +5 +7 +8 +9 
所 身 李 笑 美 
僚 婚 旭 如 書 


巡 巡 送 要 尋 


嫌 敵 期 嬉 媒 


地学 徹 吾 


や 


神 宣 宗 義 寅 


に 3 
IS3 
T 


も コ 


湯 員 革 

臣 歌 迷 詞 
まあ は 
海 芝 温 貞 
員 国 基 沙 


+ +B +C +D +E +F 
圧 奥 龍 准 


娠 始 
敵 媛 
嫌 忠 


チチ 尼 届 殿 必 


幅 由 下 帳 皿 楊 


軒 


2 


Im 


さ 
て 
に 


INR 


ek 
さ 
み 
ぐ の 


ニン 


IN 
提 


4 


に 
1 
寺 


国 3 


3 


計 
て さ 
2 


IEI 


= 
ji 
き 


回 ミ 団 


ai 
KO 
3 


) 【 
9 
みろ 
@ 


2}J:JIS : 
5730: 


5740・ 
5740: 


9C4F: 
9C5F: 


9C5F: 


9C5F: 
9C6F: 


9C6F: 
9C86: 
9C96: 
909E: 
9CAE: 
9CBE: 
9CCE: 
9CDE: 
9CEE: 


9CEE: 
9D3F: 


9D3F: 


9D3F: 
9D4F: 
9D5F: 
9D6F: 
9D80: 
9D96: 
9D9E: 
9DAE: 


9DAE: 
9DBE: 


9DBE: 
9DCE: 


9DCE: 
9DCE: 
9DCE: 
9DCE: 
9DDE: 
9DEFE: 
9E3F: 


9E3F: 


9740: 
5750: 


5750: 
5756: 
5770: 
5820: 
5830: 
5840: 
5850: 
5860: 


58796 


5870: 


5926 


5926 


5920: 
5930: 
5940: 
5959: 
5960: 
5970: 
5420: 


5436 


5A30: 
5A40: 


5A40: 
5A50: 


5A50: 
5A50: 


5A56 


5A50: 
5A69: 
5876: 
5B20: 


5B20: 


グミ 
5516: 


5532: 
5532: 


5532: 
5548: 


5548: 
5554: 
5580: 
5509: 
5615: 
5632・ 
5648: 
5664: 
:55809: 


5589: 
:5700: 


:5700: 


5700: 
65 
5782: 
5748: 
5764: 
5780: 
5899: 
:5816: 


5816: 
5832・ 


5832: 
5648: 


5848: 
5848: 
:5848: 
5848: 
5864: 
5889 : 
5900: 


5909: 


と 
層 


幸吉 


豆 遇 環 天 身 


世 音 
早 馬 秒 座 策 


語 6 


世 糸 英 尊 瑞 若 
王 結語 英 導 隊 可 


時 夢 


題 
避 


豆 疑 恒 疾 沙 半 迫 


埋 鳴 短 


選 慰 中 


+2 


深 


C.3 非 漢字 お よび JIS 第 1 水準 、 第 2 水準 漢字 コー ド 表 


+3 +4 +5 +5 +7 +8 +9 + 上 4 +B 
号 百 革 交 


辻 


計 
EE 


者 革 


葉 
器 舌 知 天 交 中 湊 軸 


項 芝 評 


王 嘆 問 埼 大 血 踊 弥 


まり | 


融 薄 時 


起 洲 友 頭 看 遍 雪 下 
路 絹 碧 問 貴 迷 替 直 
一 痛 琉 路 代 誠 距 知 玉 
中 薄 強 部 舌 芋 

洋 下 張 想 再 


名 
の の: 


5 4 


媒 
避 
に 
吉 
に 
注 
2 
活 


E 


に っ | 


\ 
ン 


汗 


EE 
琴 敵 共 溢 四半 当 
浴 落 惨 誌 諸 沿 普 
濃 蛋 紀 避 記 護 党 
EE 
薬 避 洒 半 骨 謗 革 
お いま これ 
為 電 演 情 

尾 癌 避 憐 普 器 韻 若 


数 赦 凌 鉱 八 艇 艇 


器 


育 席 雰 旋 旗 旗 旗 誠 


元 

明 弄 兄 易 曇 眺 普 晃 時 

昇 量 映 叫 暗 昌 臣 選 
暖 明 時 国 嘩 暴 

日 暴 呈 


+C 
弾 


芝 


障 曜 博 鞍 和 次 瑞 組 


誕 
吉 


溢 障 喘 藻 潤 誕 財 古 


+D 
紗 


並 樺 溶 悼 己 沿 
お まま は た: まこ | 


起 衝 
長 穴 


愉 古 


者 


Ei 
3 


尊 跡 紀 交 導 叫 豆 


時 正 洒 


3 


待 確 喋 交 寺 斉 詩 


題 可 


C . コ ー ド 表 


ッ 7 ト J:J1S : ク タッ : +10 +1+12 139 +14 151617 1819+1A+B+C+D +E +F 
月 | 9E3F:5B20:5909: 肺 腺 暮 騰 


ッッ 9E4F:5839:5916: 騰 鱗 

末 | 9E4F:5B30:5916: 秋 束 友 槍 杜 札 札 相 机 配 杜 林 

> 9E5F:5B46:5932: 奈 本 栓 配 析 析 本 杉 本 欄 東 槍 本 相 
9E6F:5B56:5948: 梓 析 械 棚 相 相 欄 杭 檜 菜 権 棚 代 椅 棒 欄 
9F80:5B60:5964: 枯 桁 梓 構 格 欄 濃 格 楼 相 柳 概 頂 枯 杉 
9E99:5B79:5986: 者 相 華 本 柏 相 様 基 机 理 梱 栓 桐 棒 根 
9E9E:5020:6009: 描 楼 棋 要 酸 楼 東 様 材 柱 生 槍 棚 欄 相 
9EAE:5C39:6916: 模 材 枚 松 槽 棚 枕 模 様 槽 根 欄 欄 概 和 
9EBE:5C40:6932: 要 楊 棟 様 橿 沸 樽 槍 柄 欄 楼 案 軸 楊 
9ECE:5C59:6948: 楊 羅 椎 梗 樽 根 棒 格 椿 桶 箇 楽 本 樺 欄 柏 
9EDE:5C69:5964: 楓 再 要 棲 柚 概 模 椅 模 棒 権 様 棲 概 横 構 
9EEE:5C70:6989: 本 柚 棋 棋 樺 楼 楼 檎 権 横 入 欄 検 槽 
9F3F:5D20:61090: 壁 避 橋 和 権 椅 檜 様 機 楊 析 株 樹 楼 棋 
9F4F:5D30:6116: 棒 藤 概 夫 横 鬱 棚 

大 | 9F4F:5D36:6116: 然 執 盗 敬 飲 各 責 堆 牙 

ん 9E5F:5D49:6192: 鈴 責 敬 馬 歓 

止 | 9F5F:5D46:6132: 包 

才 9FSP:5D40:6132: み 殆 狼 贅 玖 猟 残 殖 殖 殖 

> っ 9F6F:5D56:6148: 列 理 殖 残 三 

[を | 9F6F:5D50:6148: 交 典 殻 殿 

悦 9F6F:5D50:6148: 用 鉱 

届 | 9F6F:5D50:6148: 争 千 剖 書物 

> 9F89:5D69:6164: 護 証 

展 | 9F89:5D60:6164: 羽 

回 9F80:5D60:6164: 気 系 気 気 

未 | 9F86:5D66:6164: 未 油 汁 注 泊 活 汗 久 池 

> 9F99:5D79:6180: 泊 泊 梁 洒 港 決 汰 活 油 洞 泊 湯 演 活 
9F9F:5F20:6206: 湯 洋 沢 沖 消 演 術 滴 光 治 泊 海光 酒 
9FAE:5E39:6216: 測 洗 油 流 湊 滅 新 灘 沸 混 滝 渕 淵 汐 
9FBE:5E49:6232: 洗 潤 清河 浴 滴 津 洒 滞 洪 源 洪 漂 准 浴 滑 
9FCE:5E59:6248: 澤 消 漁 肖 温 澤 注 減 党 涯 滞 淳 涯 洒 湖 
9FDE:5E69:6264: 満 湊 若 測深 混 潤 注 湖 湾 混 治 膝 演 
9FEE:5E76:6280: 湯 渡 涙 類 流 洪 涯 濱 渡 率 洪 激 漠 湖 滋 
E93F:5F20:6300: 漂 滴 油 潜 洛 満 洪 汰 当 潜 潜 澤 激 滝 洪 
E64F:5F39:6316: 央 酒 河 渡 党 洋 河 澤 湾 潰 滞 済 混 溶 浦 消 
Ee5F:5F49:6332: 濱 洪 漂 湾 沙 江 澤 洪 潤 渡 少 滴 消 涯 渡 : 
E96F:5F59:6348: 滞 潤 滋 漏 半 

E96F:5F59:6348: 炎 炒 畑 畑 箱 策 妨 畑 体 後 


E/ ア 


194 


JTS : 
:5F650: 
:5F79・ 
:50920: 


:5620: 
・5020: 
:5020・ 
:5039: 
:5030: 
:5036: 
:5040: 
:5050・ 
:5050: 
:5966: 
:5070・ 
:5120: 


:5120: 
:61390: 


:5139: 
:5130: 
:5130: 


:5136: 
:5140: 


:5140: 
20150・ 
:5160: 
:5170: 
:5220: 


:5220・ 
:5220・ 


:5220: 
:5230: 


:5230: 


:5230: 
:5240: 


テグ | 
5364: 
:5380: 
64090・ 


6400・ 
64900: 
6499: 
6416: 
5415: 


5416: 
6432: 
5448: 


5448: 
6464: 
6480: 


5500: 


65566: 
6516: : 


5516: 
56516: 
5516: 


5516: 
6532: 


5532: 
5548: 
6564: 
65890: 
6609: 


5609: 
56500: 


56500: 
6616: 


56516: 


5616: 
5632・: 


洋 
洪 滞 源 


騰 大 


卿 狐 


リド 


上 
Ei 


須 財 


時 


消 和装 
閲 。 交 押 涯 


骨 


提 
狂 


NG3 


選 立 章 洋 


中 


まめ 


泊 閣 軸 
洛 半 瑞 


避 


由 
上 


藻 湾 さ 


便 梨 


| 


( 穫 


臣 章 財 


195 


非 渓 字 お よび JIS 第 1 水準 、 第 2 水準 漢字 コー ド 表 


+7 *6 +9 
埋 明 伴 
類 燃 導 


拉 
浴 直 


清 薄 澤 っ 


宮 麻 愛 矢 


XX 


御 精 常 岳 欄 


展 斑 斑 弄 
理 理 斑 瑛 璧 蔽 


導 相 
最 球 
内 放 

き 


の 
潮 消 還 
誕 起 音 
習 剛 革 


kl 
操 
畑 
有 
に D4 
| 


昧 倫 上 頻 瞳 曲 


避 替 党 


+C +D +E +F 
糧 副 煙 旭 
閥 粋 寺 


Pt こく 
正 年 


薄 団 
話 
出 


訓 串 

畑 協 党 

に か 
忠 守 


庄 里 臣 琴 


. コード 表 


1 


へ 


ッ 7 ト J:JTS : ク タッ エキ 9 +1 12 13 14 1516+47 18+9 14 +B 
F1CE:6259:6648: 雲 賭 里 時 眼 上 暗 量 典 量 上 暖 農 連 
F1DEF:6269:6664: 記 睦 


鑑 F1DE:6260:6664: 稚 

[ 矢 | F1DE:6260:6664: 笑 入 

困 E1DE:6260:6664: 太 便 砲 確 胡 確 人 

ーー E1EE:6276:5680: 確 確 偶 偵 磯 確 確 硝 確 確 随 価 
FE29F:6320:6700: 全 夏 確 砂 看 磁 秦 醒 傘 
F23F:6320:67900: 祀 
E24F:6330:6716: 乏 牙 忠和 称 税 飛 齋 種 秒 蘭 

山 | E24F:6336:6716: 融 

末 | FE24F:6336:6716: 

< E25F:6340:6732: 租 秋 株 程 策 筑 征 向 課 京 征 相 
F26F:6350:6748: 艇 稿 機種 和 梅本 

容 | E26F:6350:6748: 容 塞 字 宮 究 容 

ーッ E2890:6369:6764: 葵 区 多 磨 遅 費 突 

[ 立 | E280:6369:6764: 計 誠 鞍 績 

>> FE290:6379:6786: 一 意 訂 

[本 E296:6379:6786: 息 和 偽 色 逢 千 塗 和光 

タケ カン ムリ FE29F:6420:6800: 筐 算 知 和 和 発 3 自 営 筐 寛 稚 
E2AE:6439:6816: 秋吉 氏 徐 術 箋 和 筆 千 熊 僕 算 
E2BE:6446:6832: 邊 飾 算 全 人 息 集 和 資 狭 態 公 乱 
F2CE:6459:6848: 僅 管 向 艇 第 僅 矢 艇 化 余 拉 和 角 
E2DE:6460:6864: 稀 上 区 

E2DE:6460:6864: 料 炉 身 燈 楽 新 粒 箱 

ーー E2EE:6479:6886: 枠 桃 可 模 楼 横 麻 模 露 材 堆 

FE2EE:6470:68890: 

> E33F:6520:6900: 統 弥 細 統 祭 維 給 紅 絆 

E34F:6530:6916: 緒 軸線 経 続 條 組 紹 弧 綺 緊 
E35F:6540:6932: 継 線 綱 絢 踊 給 報 縮 紙 絹 繰 
E96F:6550:6948: 総 双 絆 縫 終 租 繕 結 膝 継 線 魔 
F389:6569:6964: 繰 縺 妊 繝 織 続 結線 繰 給 縄 継 
E290:6570:6980: 導 艇 和弥 横 績 縄 弥 緩 組織 織 炒 
E390:6570:6980: 
FE39E:6620:7000: 崎 密 球 張 狼 

[ 岡 | E39E:6620:7060: 岡 空 岡 呆 胃 異 

= E9AE:6630:7016: 久 主 款 時 署 

羊 | FE3AE:6630:7916: 発送 善 頻 鈴 重 競 

時 FE3BE:6640:7632: 庫 壮 


196 


1 
Eh 


員 


革 
テト 


 。 容 沙 濯 測 消 
に 


諸 
符 


ヒミコ 


隆 き 


に | 


3 く 


潤 生 離 問 諾 葵 
器 半 穫 遍 


息 


柄 


て | 
トマ | 


0 
に 


嘩 


き 


EE 


に 1 
や 


2 
く 


や 
に 
さ 


中 | : 還 


1 


| 誠 


に 

き 団 Nd 
田 剛 回 

さ 


て 
ユ 


田 


1 


加東 


: 固 


se 
\ 


| 午 | 男 


2 


C.3 非 漢字 お よび JIS 第 1 水 共 、 第 2 水準 漢字 コー ド 表 


y7 ト J:JIS : ク テッ : +9 +]1 +12 13 14 +5 +16 +7 18 +9 +A +B +C +D +E 
E3BE:6640:7032: 趙 財 閉 伸 翔 覆 一 募 素 


E3BEF:6640:7032: 書 幸 : 
E3CE:6659:7948: 来 圧 衝 和 幸 粗 


E3CE:6650:7048: 居 駐 陸 聡 了 聴 乏 旨 帯 
E3DE:6660:7664: 人 緒 表 聴 薩 聴 悪 


E3DEF:6660:7964: 事 争 店 書 


E3DE:6660:79064: 肛 
ESEE:6670:7089: 外 
E43F:6720:7160: 

E44F:6739:7116: 稼 
E45F:6749:7132: 受 


生 画 選民 
Fm ネー 
中 貞 尉 通 
に cy ニコ 
演 
蛋 引 鶏 通 


Ei 
弓 
遥 


遂 選 愉 琶 


ビ ) 
に 


E45F:6746:7132: 厳 
E45F:6740:7132: 


障 


E45F:6740:7132: ジミ 
E46F:6756:7148: 筐 黄 


昌 
唄 


E46F:6750:7148: 香 舐 球 


E46F:6750:7148: 航 七 船舶 朋 船 前 般 舌 議 
E486:6769:7164: 税 盤 和 能 誠 


E480:6760:7164: 上 


E480:6760:7164: 


剖 


E480:6760:7164: 
FE490:6770:7180: 
E49E:6820:7200: 
FE4AE:6830:7216: 
E4BE:6840:7232: 
E4CE:6856:7248: 
E4DE:6860:7264: 
E4EE:6879:7286: 
E53F:6920:7300: 
E54F:6930:7316: 
E55F:6949:7332: 


嘩 
選 


肝 埋 敵 局 境 避 因 汰 柄 人 


機 肝 癌 型 回 沖 喘 融 誤 串 
貞 問 玖 引 雇用 沖 講 団 装 


まい お に が か の ま tet2HUdut: 
敵 問 敵 球 冊 凌 雷 混 話 弟 
幸 環 肥 喘 河 避 詳 洋 器 
沢 洛 山 肝 民 上 燃 江 壁 器 
制 陽 了 鞭 誠 晶 弄 講 誹 計 告 
喜 隙 閑 陣 殖 導 汰 必 斗 泌 
名 回 肢 喘 民 泌 届 中 癌 d 
畑 嘆 壮 紀 必 将 状 環 血 
問 癌 横 洪 一軸 状 衣 活 吾 
EE) お 


必 震 避 凌 濁 較 湊 
避 紀 妃 敵 避 由 唄 問 
吾 田 当 プ 軍 陳 着衣 津 呼 


E55F:6940:7332: 


は h 
弧 
邊 
謝 
融 


E55F:6940:7332: 

g56F:6959:7348: 昌 
E586:6969:7364: 疫 昧 
E599:6979:7389: 暑 央 


店 弾 


避 


に お いま うれ: 


. コー ド 表 


771J5 
E59E: 
E5AE: 
E5BE: 


E5BE: 
| E5BE: 


E5BE: 
E5CE: 
E5DE: 
E5EE: 
E63F: 


E653F: 


E63F: 
E64F: 


E64F: 


E64F: 
E65F: 
E56F: 
E680 : 
E690: 
E69E: 


E69E: 
E6AE: 


E5AE: 
E5AE: 


E6AE: 
E6BE: 


E6BE: 
E6CE: 


[ 赤 | E6CE: 
あぶ > BB5DE: 


E6DE: 


E6DE: 
アン E6EE: 
E73F: 
E74F: 


CE まだ 


: 端 


導 


革 洪 共 党 


訂 


可 酷 革 圭 
眉 蘭 調 下 


遇 貼 


強 凌 問 病 


机 端 器 演 愛 


隆 


識 穏 里 さ 


庄 剖 書 


| 


避 況 


角 豆 油 ふ 
足 業 芸 


甘 誠 洪 湊 


E 


絡 語 弄 中 


= 
ー コ 


可 洪 症 人 


器 


時 遇 各 尋 
牙 難 器 脱 午 
EE 


役 隊 酸 強 貴 


環 暗 る 


に 


江 普 席 
届 敵 圭 
葉 問 講 


引 
足 
に 
笠 
Ei 
還 


難 殿 肢 机 庄 
衣 唆 南 唱 
避 維 本 導 部 


中 


へ 


へ 


y ッ 外 J* 
E74F・ 
E7DF* 


E75F : 
E76F: 
F780: 


780: 
FE780: 
E798: 
E79E: 
E7AE・ 


E7AE: 
E7BE: 


E7BE: 
E7CE: 


E7CE: 
E7CE: 
E7CE: 
FE7DE: 
E7EE: 
E83F: 
E84F・ 
FE85F: 
E86F: 
E86F: 
F880: 
FE8990: 


E890: 
E89E: 


E8AE・ 
E8AE・ 


E8AE: 
E8BE: 


E8CE: 
E8CE: 
E8CE: 


JIS 5 
6D30: 
6D49: 


6D40: 
56D59: 


6D59: 


6D60: 


6D60: 
5D76: 
6E20: 
6E36: 


6E30: 
6EF46: 


6E40: 
bP50: 


6E50: 
5E50: 


5E50: 
6E60: 
5E70: 
6F290: 
6F30: 
6F46: 
6F50: 


6F50: 
6F60: 
5F76 


5F76: 
7020: 


7030: 
7039 


7030: 


7040: 


7056: 


7050・ 


7056: 


りん が 
7716: 
9 の 


732 
7748: 
7764: 


7764: 
7754: 
7780: 
7800: 
7816: 


7816: 
7832・ 


7832: 
7848: 


7848: 
7848: 
7848: 
7854: 
7880: 
7960: 
7916: 
7932: 
7948: 
7948: 
7964: 
:7986: 


7980 : 
8000: 


8016: 
:8016: 


8016: 
8032・ 


8048: 
8048: 


8048: 


+9 +] +2 +3 


環 薄 滞 糸 前 凍 


部 清 開 避 世 
匠 閣 暴 痢 素 


時 出 


喘 六 
各 吾 


C.3 非 党 字 お よび JIS 第 1 水準 、 第 2 水準 漢字 コー ド 表 


+4 +5 +6 +7 


配当 


診 


NMt> 
束 
導 喜 薄 部 著 


瞳 酵 開 藻 登 出 
藩 活 難 部 落 交 


1 


器 
融 
避 
敵 


列 
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機能 リフ ァ レ ンス 


ロロ ウィンドウ の 操作 


サイ ズボッ クス ウィ ンド ウチ ェ エン ジ ボ ッ クス 
ローズ ボッ フス タイ トル バー ズー ム ボ ックス 


る を Y に 3 信 ) 
トコ ゃ NN ドコ 

1010101 1010101 NN 110101 

HUMRN.SYS TITLE.SY5 KEY.SYS USKCG.SYS BEEEP.SYS CINFIG.SYS PRNDH 


ッ E 


FCMDRU.SYG RSKB8K.5YS _RRMDISK.SYE SRRMDISK.SYS US CUMMRMD.X ICHNDI 


へ < 斗 デー ロ い | 


スウ ロー ルー 
スク フロ ー ル ボッ フス サイ ズボッ フス 


ウィ ンド ウ を 開く 

ディ スク アイ コン を ダブ ルク フ リリック する と 、 そ の ウィ ンド ウ が 開き ます 。 目的 の アイ コン が メニ ュ ユ 
ー を 持つ て いる 場合 に は 、 そ こ か ら Open を 選択 し て も ウィ ンド ウ を 開く ここ と が で きま す (メニ ュ ユ 
ー は 、 目的 の アイ コン の 上 で マウ ス ・ ト ラッ フ ボ ー ル の 右 ボ タン を 押す と 表示 され ます 。 ボ タン を 押 
し た まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て “Open” が 反転 し を と ころ で ボタ ン を 離せ ば 、^Open” が 選択 さ 
れ ま す )。 


人 @ ウ ィ ン ド ウ の 移動 
タイ トル バー を ポイ ント し 、 マ ウス ・ ト ラッ ツク ボー ル の を ボタ ン を 押し だ まま 目的 の 場所 まで ド フ 
ツブ し ます 。 ボ タン を 離せ ば 、 ウ ィ ン ド ウ は その 位置 で 止ま り ま す 。 


@ ウ ィ ン ド ウ の サイ ズ を 変え る 

ウィ ンド ウ 内 の 右 下 隅 、 ま だ は 左上 隅 に ある サイ ズボッ フス を ポイ ント し 、 マ ウス ・ ト ラッ ツク ボー 
ル の 左 ボ タン を 押し た まま 、 新 し ご 対 包 と な る と ころ に ポイ ンタ を 秘 動 し ます 。 ボタ ン を 離す と 、 新 
し い サ イズ に 変わ り ま す 。 

・ 右 下 隅 の サイ ズボッ フス …… ウ ィ ン ド ウ の 上 辺 と 左辺 を 固定 し た まま 、 サイ ズ を 変え ます 。 

・ 左 上 隅 の サイ ズボッ クス …… ウ ィ ン ド ウ の 底辺 と 右辺 を 固定 し た まま 、 サイ ズ を 変え ます 。 
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@ ウ ィ ン ド ウ の サイ ズ を 最大 に する 
ズー ム ボ ックス を クリ ッ フ する と 、 ウ ィ ン ド ウ は 最大 の 大 き さ に お なり ます 。 も う 一 度 フ リッ フ す る 
と 元 の サイ ズ に 戻り ます 。 


旬 ウ ィ ン ド ウ を 閉じ る 

ノ フロー ズボッ クス を フク リック する と 、 ウ ィ ン ド ウ を 閉じ る こと が で きま す 。 そ の ウィ ンド ウ を 開い 
だ アイ コン が メニ ユー を 持つ て いる 場合 に は 、 そ こ か ら \Close/ を 選択 し て も ウィ ンド ウ を 閉じ る ご 
と が で きま す (メニ ユー は 、 目的 の アイ コン の 上 で マウ ス ・ ト ラッ フク ボー ル の 右 ボ タン を 押す と 表示 
され ます 。 ボタ ン を 押し た まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て Close” が 反転 し た と ころ で ボ マ ン を 離せ 
ば 、^Close” が 選択 され ます )。 


ウィ ンド ウ 内 の ス フ ロ ー ル 

(1) 連続 的 に ス フ プロー ル する 

スク ロー ル し だ い 万 向 の 矢印 (スク ロー ル ボ ックス 内 ) を ポイ ント し 、 マ ウス ・ ト ラッツ フク ボー ル の 
を ボタ ン を 押し 続け ます 。 

(2) ウィ ンド ウサ イズ 単位 で スク フロ ー ル する 

スク ロー ル バ ー の 雄 色 の 部 分 を 直接 クリッ フ す る と 、 そ の 方 向 に ウィ ンド ウ の 大 きき さ 分 (1 ペー ジ 
分 ) だ け ス クロ ー ル し ます 。 

(③) 見 だ い 部 分 に 直接 スワ フ ロー ル す る 

スク ロー ル ボ ックス (矢印 以外 の と ころ ) を ポイ ント し 、 スク ロー ル ボ ックス を ドラ ッ ブ し て 、 ス 
ロール バー の お お よそ の 場所 に 秘 動き させ ます (スク ロー ル バ ー の 灰 色 の 部 分 は 、 ウ ィ ン ド ウ ガ 持 
つて いる 情報 全体 の 長 さ を 表し ます )。 


ロア イコ ン (ウィ ンド ウ 内 ) の 操作 


氏 ア イコ ン を 選択 する 
目的 の アイ コン を クリ ッ ク し ます 。 


@ ア イコ ン を 移動 する 
ポイ ンタ を アイ コン に 重ね 、 マ ウス ・ ト ラッ フク ボー ル の を ボタ ン を 押し た まま 目的 の 場所 まで アイ 
コシ を ドラ ッ プ し ます 。 


人 @ ア イコ ン の 形 を 変え る 

形 を 変え そい アイ コン を 選択 し て ガ ら 、 デス フク ア フ クセ サリ アイ コン の メニ ュー に ある \Icon Main- 
tenance” を 選択 し ます (デス クア クセ サ リア イコ ン を ポイ ント し 、 マウ ス ・ ト ラッ フク ボ ー ル の 右 ボ タ 
ン を 押す と 、 メ ニ ユ ー が 表示 され ます 。 ボ タン を 押し だ まま で ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て \Icon Mainte- 
nance” が 反転 し を と ころ で ボタ ン を 離せ ば 、`Icon Maintenance” が 選択 され ます )。 する と 、 デ 
スク トッ ブ 上 に アイ コン を 作成 する だ め の ウ ィ ン ド ウ が 開き ます の で 、 そ の 中 で 新た に 変更 する 形 を 
作成 し て くだ さい 。 

まだ 、"Icon Maintenance” で 外字 を 作成 する こと も で きま す 。 
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ロディ スン 操作 


ディ スク の 内 容 を 見 る 

ディ スク アイ コン を ダブ ルフ クリック し ます 。 ディ スク アイ コン の メニ ユー ガ ら “Open” を 選択 し て 
も 、 デ ィ ス ク の 内 容 を 確か め る こと が で きま す (ディ スク アイ コン を ポイ ント し 、 マ ウス ・ ト ラッ ツ 
ボー ル の 右 ボ タン を 押す と 、 メ ニュ ユー が 表示 され ます 。 ボ タン を 押し だ まま で 、 ポイ ンタ を “Open" 
まで ドラ ッ グ し て ボタ ン を 離せ ば 、^Open” が 選択 され ます )。 


ディ スク を フ オ ォ オー マッ ト す る 

フォ ー マ ッ に ト す る ディ スク を ドラ イブ に 入れ て ガ ら 、 目的 の ディ スク アイ コン の メニ ユー ガ ら 、 
ヾ Format” を 選択 し ます (ディ スク アイ コン を ポイ ント し 、 マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の 右 ボ タン を 押 
す と 、 メ ニュ ユー が 表示 され ます 。 ボ タン を 押し だ まま で 、 ポイ ンタ を “Format" まで ドラ ッ グ し て 、 
ボタ ン を 離せ ば “Format” が 選択 され ます )。 あと は 、 デスクトップ に 表示 され る メッ セー ジ に 従 つ 
て ぐだ さい 。 

未 フ ォ ー マ ツ ト の ディ スク の 場合 、 デ ィ ス ク を ドラ イブ に 入れ だ 時 点 で コン ピュ ユー タ に 検出 され 、 
フォ ー マ ッ ト す る が どう ガ 尋 ね られ ます 。 メッセ ー ジ に 従っ つて フォ ー マ ツ ト し て ぐだ さい 。 


ディ スク を コピ ー す る 

コピ ー し だ い デ ィ ス ク の ディ スク アイ コン を ドラ ッ ツブ し て 、 コピ ー ア イコ ン に 重ね ます 。 す る ご ど 、 
コピ ー ア イコ ン ガ ら デ ィ ス フク が 出 て きま す の で 、 こ ご の ディ スク を ドラ ッ グ し て 、 コ ピー 先 と な る ディ 
スク フ の ディ スク アイ コン に 重ね ます 。 

コピ ー し だ い デ ィ ス ク の ディ スク アイ コン を 、 コ ピー 先 と な る ディ スク の ディ スク アイ コン の 上 に 
直接 ドラ ッ プ レ し て も 、 ディ スク の コピ ー が 行え ます 。 
だ だ し 、 ディ スク の コピ ー は 2HD フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 間 で し が 行え ませ ん 。 


⑱ デ ィ ス ン 情 報 を 得る 

ディ スク アイ コン の メニ ュー か ガ ら 、 "Information” を 選択 する と 、 デス クト ッ プ に その ディ スク に 
関す る 情報 を 表示 し た ウィ ンド ウ が 開き ます (ディ スク アイ コン を ポイ ント し 、 マウ ス ・ ト ラッ クボ 
ー ル の 右 ボ タン を 押す と 、 いく こつ ガメ ニュ ー が 表示 され ます 。 ボタ ン を 押し た だ まま で 、 ポ イン タ を 
\Information′ まで ドラ ッ グ し て 、 ボ タン を 離せ ば “Information” が 選択 され ます )。 
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@ デ ィ ス の 名 前 を 変更 する 

ディ スク アイ コン の メニ ュー ガ ら 、 “Volume Name” を 選択 し ます (ディ スク アイ コン を ポイ ント 
レ 、 マ ウス ・ ト ラッツ クボ ー ル の 右 ボ タン を 押す と 、 メ ニュ ユー が 表示 され ます 。 ボタ ン を 押し た まま で 、 
ポイ ンタ を “Volume Name" まで ドラ ッ プ し て 、 ボ タン を 離せ ば "Volume Name” が 選択 され ま 
す )。 する と 、 デス フト ッ プ に Volume Name" の ウィ ンド ウ ガ が 開く この で 、 そ こ に 新しい ボリ ュー ハム 
名 (ディ スク 名 ) を 入力 し て こく だ さい 。 


ディ スク を 取り 出す 

ディ スク アイ コン の メニ ュー が ガ ら 、 Close/Eject” を 選択 する と 、 指 定 し た ディ スク を 取り 出す こ 
と が で きま す 。 (ディ スク アイ コン を ポイ ント し 、 マウ ス ・ ト ラッ ツ フ ボール の 右 ボ タン を 押す と 、 メ ニ 
ユー が 表示 され ます 。 ボ タン を 押し た だ まま で 、 ポイ ンタ を ^Close/Eject? ま で ドラ ッ グ し て 、 ボ タン 
を 離せ ば “Close/Eject” が 選択 され ます )。 


ロフ ァイル ( フ オ ル ダ ー) 操作 


し 
CUNFIG.UL2 SCHEDULE 


候 特 定 の フラ イル (フォ ル ダ ー) を 表示 する 

コマ ンド メニ ユー の 中 ガ ら 、^Wild Card* を 選択 し ます (コマ ンド メニ ュー は 、 アイ コン 領域 以外 
の 場所 で マウス ・ ト ラッ クボ ー ル の 右 ボ タン を 押す と 、 デ スク フ トッ プ 上 に 表示 され ます 。 ボ タン を 押 
し だ まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て ヾ Wild Card* が 反転 し た と ころ で ボタ ン を 離せ ば 、\Wild Card? 
が 選択 され ます )。 す る と 、 デス フク トップ に \Wild Card? の ウィ ンド ウ が 開 こ の で 、 そ ご こ に 表示 し た 
い フ ァイル (フォ オル ダ ー) の 名 前 を 入力 し て くだ さい 。 


代 フ ァイル 名 を 変更 する 

名 前 を 付け 変え だ そい ファ イル を 選択 し て か らち 、 コ マン ド メ ニ ュ ー に ある Rename” を 選択 し ます 
(コマ ンド メニ ユー は 、 ア カイ コン 領域 以外 の 場所 で マウ ス ・ ト ラッ フク ボー ル の 右 ボ タン を 押す と 、 デ 
スク トッ プ 上 に 表示 され ます 。 ボタ ン を 押し だ まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て ゞ Rename/ が 反転 し た 
と ころ で ボタ ン を 離せ ば 、“^Rename” が 選択 され ます )。 す る と 、 デス フク トップ に Rename” の ウ 
イン ドウ が 開 ぐ の で 、 そ こ に 新しい ファ イル 名 を 入力 し て こく だ さい 。 


@ フ ァイル ( フ オ ル ダ ー) を コピ ー す る 

コピ ー し だ い フ ァイル (フォ ル ダ ー) の アイ コン を ドラ ッ グ し て 、 コ ピー アイ コン の 上 に 運び ます 。 
コピ ビー 結果 (コピ ー ア イコ ン ガ ら 出 され る 紙 ) は 、 そ れ を 収め る ウィ ンド ウ ま で ドラ ッ ブ し て 運ん で 
くだ さい 。 だ だ し コピ ー 結 果 を 、 同 じ 名 前 の ファ イル (フォ オル ダー) が ある ウィ ンド ウ に 運ん だ 場合 
は 、 表 示さ れる 指示 に 従 つ っ て くだ さい 。 ま だ た 、 フ ォ ル ダー を コピ ー し た だ とき 、 そ の フォ ル ダ ー の 中 に 
あつ だ フォ オル ダ ー は コピ ー さ れ て いま せん 。 
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ファ イル ( フ オ ル ダ ー) を 移動 する 

目的 の ファ イル (フォ ル ダ ー) の アイ コン を ドラ ッ グ し て 、 秘 動 先 の ウィ ンド ウ の 中 に 運べ ば 、 フ 
アイ ル (フォ ル ダ ー) は そこ に 物 動 し ます 。 だ だ し 、 物 動 先 の ウィ ンド ウ に 同じ 名 前 の ファ イル ( フ 
オル ダー) が ある と き は 、 表示 され る 指示 に 従 つ て くだ さい 。 ま た 、 フ オル ダー を 秘 動 する 場合 、 そ 
の フォ ル ダ ー の 中 に フォ ル ダ ザー が ある と エラ ー と な り 、 フ オル ダー は 移動 まれ ませ ん 。 


@ フ ァイル ( フ オ ル ダ ー) を 捨て る 
負 分 し だ た い フ ァイル (フォ ル ダ ー) の アイ コン を ドラ ッ グ し て 、 ご み 箱 アイ コン の 上 に 運び ます ( ま 
だ は 、 ご み 箱 の ウィ ンド ウ の 中 に 運ぶ )。 フ ァイル は ご み 御 の 中 に 秘 動 し 、 フォ ル ダ ー は 削除 を れ ま す 。 


@ 捨 て た と ファ イル を 拾い 出す 

ご み 箱 アイ コン を ダブ ルク リッ ク し て 、 ご み 箱 の ウィ ンド ウ を 開き 、 中 に 目的 の フラ ァイル の アイ コ 
ン が あれ ば 、 も と の ウィ ンド ウ に 戻す こと が で きま す 。 拾 い 出し た い フ ァイル の アイ コン を ドラ ッ ブ 
し て 、 収め を い ウ ィ ン ド ウ の 中 まで 運ん で くだ さい 。 だ だ し 、 同 じ 名 前 の フラ タイ ル が ある ウィ ンド ワウ ワ 
に 運ぶ こと は で きま せん 。 ま た 、 捨 て た フォ オル ダー は 削除 きれ て し まい ます の で 、 ご の み 箱 が ら 拾 い 出 
すこ と は で きま せん 。 


@$ フ ァイル を 印刷 する 

目的 の ファ イル の アイ コン を ドラ ッ グ し て 、 プリ ンタ アイ コン の 上 に 運び ます 。 する と 、 プ リン タ 
か ら フ ァイル の 内 容 が 出力 され ます 。 フ ァイル の 種類 に よ つ て は 、 で だ ら め な 文字 が ガ 出 力 さ れる ご と 
が あり ます の で 注意 し て くだ さい 。 


@ フ オル ダー を 作る 

ニュ ー フ ォ ル ダー アイ コン を ドラ ッ グ し て 、 新しい フォ オル ダー を 収め る 先 と お る ウィ ンド ウ の 中 に 
運び ます 。 する と 、 そ の ウィ ンド ウ の 中 に 新しく 空 の フォ ル ダ ー が 作ら れ ま す の で 、 フ ォ ル ダー を 
入力 し て くだ さい 。 

ニュ ー フ オォ ル ダ ゲー の ウィ ンド ウ を 開い て 、 そ の 中 に ファ イル (フォ ル ダ ー) の アイ コン を 入れ て か が 
ら 、 ニ ュー フ オ ル ダ ゲー アイ コン を 目的 の ウィ ンド ウ の 中 に ドラ ッ プ する と 、 フ ァイル (フォ オル ダー) 
の 入 つ だ フォ ル ダ ー を 作る こと が で きま す 。 


ファ イル を 実行 する 

実行 で きる ファ イル (アプ リケーション の ファ イル や OS の コマ ンド ファ イル な ど ) の アイ コン を 
ダブ ルク リッ フク する と 、 その ファ イル の プロ グ ブラム が 実行 され ます 。 実行 する ファ イル を 選択 し て が 
ら 、 コ マン ド メ ニ ュ ー の 中 の `Open? を 実行 し て も 、 同 じ 結 果 が 得 ら れ ま す (コマ ンド メニ ユー は 、 
アイ コン 領域 以外 の 場所 で マウ ス ・ ト ラッ フ ボ ー ル の 右 ボ タン を 押す と 、 デ スク フト ッ プ 上 に 表示 され 
ます 。 ボタ マン を 押し だ まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て Open” が 反転 し た と ころ で ボタ ン を 離せ ば 、 
*Open” が 実行 され ます )。 


ファ イル (フォ オル ダー) の 表示 形式 を 変え る 

コマ ンド メニ ュー の 中 か ら Look Date* を 選択 すれ ば 、 ウィ ンド ウ 内 の 吾 ファ イル や フォ ル ダ ー 
の 作成 更新 日 時 が 表示 され ます 。 同様 に Look Size” を 選択 すれ ば 、 そ れ ぞ れ の ファ イル サイ ズ 
CK バイ ト 単 位 ) が 表示 され ます 。 通常 の 表示 形式 に 戻す に は 、 同 じ メ ニコ ユー の 中 ガ ら "Look Name" 
を 選択 し て くだ さい (コマ ンド メニ ュー は 、 アイ コン 領域 以外 の 場所 で マウ ス ・ ト ラッ ツク ボー ル の 石 
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ボタ ン を 押す と 、 デ スク トッ プ 上 に 表示 され ます 。 ボ タン を 押し だ まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て 目的 
の メニ ユー が 反転 し た と ころ で ボタ ン を 離せ は ば 、 そ の メニ ユー が 選択 され ます )。 


@ フ ァイル ( フ オ ル ダ ー) を 並び 替え る 
コマ ンド メニ ユー の 中 が ら 、“Sorting” を 選択 する と 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の アイ コン が 、 あ る 一 定 の 順 
序 に 従 つ て 並び 替え られ ます (コマ ンド メニ ユー は 、 ア イコ ン 領 域 以 外 の 場所 で マウ ス ・ ト ラッ クボ 
ー ル の 右 ボ タン を 押す と 、 デス クト ッ プ 上 に 表示 され ます 。 ボタ マン を 押し だ まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ 
し て “Sorting” が 反転 し た と ころ で ボタ ン を 離せ ば 、^Sorting′ が 選択 され ます )。 
並び 替え の 順 色 は 、 そ の と き の フ ァイル (フォ ル ダ ー) の 表示 形式 に よ つ て 異な り ま す (名 前 の ア 
ルフ ァ ベ ッ ト 順 、 日 時 の 新しい 順 、 フ ライ ル サ イ ズ の 大 きい 順 な ど )。 


口 その他 の 操作 


介 ビジ ユア ル シ ェ エル を 終了 する 

コマ ンド メニ ユー の 中 か ら 、“Exit” を 選択 し ます (コマ ンド メニ ュー は 、 ア イコ ン 領 域 以 外 の 場所 
で マウ ス ・ ト ラッ ツク ボー ル の 右 ボ タン を 押す と 、 デス クト ッ プ 上 に 表示 され ます 。 ボタン を 押し た ま 
ま ボ ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て “Exit” が 反転 し た と ころ で ボタ ン を 離せ ば 、“Exit* が 選択 され ます )。 だ 
だ し “Exit” は 、 ビ ジュ ユ アル シエル を コマ ンド モー ドガ ら 実 行 し た と きのみ 選択 で きま す 。 


借 画 面 の 表示 モー ド を 変え る 

デス クア クセ サリ を マウ ス ・ ト ラッ ツ フ ボー ル の 右 ボ タン で クリ ッ ク し 、 表 示さ れる メニ ユー の 中 か 
ら 、“Control Panel” を 選択 し ます (ボタ ン を 押し だま ま ポ イン タタ を ドラ ッ グ し て \Control Panel? 
が 反転 し を と ころ で ボタ ン を 離せ ば 、*Control Panel” が 選択 され ます )。 表 示さ れ だ パネ ル の 中 に 
画面 の 表示 モー ド を 変更 する 項目 768X512?、 ヾ 512xX512?) が あり ます の で 、 設定 し た い 画 面 モ ー 
ド を 選択 し て て だ さい 。 


人 @ 画 面 の 色調 を 調節 する 

デス クア クセ サリ を マウ ス ・ ト ラッ ツク ボール の 右 ボ タン で フク リック し 、 表示 され る メニ ユー の 中 か 
ら 、“Control Panel” を 選択 し ます (ボタ ン を 押し だ まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て \Control Panel? 
が 反転 し を と ころ で ボタ ン を 離せ ば 、^Control Panel” が 選択 され ます )。 表 示さ れ だ パネ ル で 、 画 
面 の 色調 を 自由 に 設定 し て くだ さい 。 


⑯ 画 面 の ハー ドコ ピー を と る 

プリ ンタ アイ コン の メニ ュー で ある Hard Copy* を 選択 する と 、 そ の と き デ ィ ス プレ イ に 表示 さ 
れ て いる デス フト ッ プ 画面 ガ ププ リン タ に 出力 され ます (プリ ンタ アイ コン を ポイ ント し 、 マウ ス ・ ト 
ラッ クボ ー ル の 右 ボ タン を 押す と 、 い Hard Copy* と いう メニ ュー が 表示 され ます 。 ボタ ン を 押し た 
まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て `Hard Copy* が 反転 し た と ころ で ボタ ン を 離せ ば 、\Hard Copy/ 
が 選択 され ます )。 

まだ 、 |COPY | キー を 押せ ば 、 ど の よう な 画面 で も プリ ンタ に 打ち 出す こと が で きま す 。 

な お 、 [SHIFT| キー を 押し な が ら [COPY] キー を 押す と 、 大 き な サ イズ の ハー ドコ ピー が 、 [CTRL 
キー を 押し な が ら |COPY | キー を 押す と 、 ポイ ンタ や ソフ トキ ー ボ ー ド を 含ん だ ハー ドコ ピー が 打ち 
出さ れ ます 。 
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@ 時 計 を 合わ せる 

デス ファ ア クセ サリ アイ コン を マウ ス ・ ト ラッツ フク ボー ル の 右 ボ タン で クリック し 、 表 示さ れる メニ ユ 
ー ガ ら 、 Timer” を 選択 し ます (ボタ ン を 押し た まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て “Timer” が 反転 し だ 
と ころ で ボタ ン を 離せ ば 、 "Timer” が 選択 きれ ます )。 する と 、 デス クト ッ プ 上 に 現在 の 日 時 を 表示 し 
だ ウィ ンド ウ ガ が 開 こ の で 、 そ の 中 ガ ら [時刻 設定 ] を フク! リッ ク し て 日 時 設定 画面 を 選択 し 、 新 し い 日 
付 と 時 刻 を 設定 し て ぐだ さい 。 


ツイ マー を セッ ツ ト す る 

デス ファ アク フク セ サ リ アイ コン を マウ ス ・ ト ラッ ツク ボー ル の 右 ボ タン で フリック し 、 表 示さ れる メニ ユ 
ー ガ ら 、 い Timer” を 選択 し ます (ボタ ン を 押し た まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て “Timer” が 反転 し た 
と ころ で ボタ ン を 離せ ば 、“Timer* が 選択 され ます )。 する と 、 デス フト ッ プ 上 に 現在 の 日 時 を 表示 し 
だ ウィ ンド ウ ガ 開 この で 、 そ の 中 ガ ら [設定 ] を フク! ハッ ソフ し て タイ マー 設定 画面 を 選択 し て べく だ さい 。 
以後 は 、 適宜 [一 十 ] と [SET] を フ ! リ ソック し て 、 専用 ディ スプ レイ テレ ビ や コン ピコ ユー 本体 の 電 
源 ON/OFF を 行う 日 時 を 設定 し て ぐだ さい 。 


メモ 帳 を 使う 

デス ファ アクセ サリ アイ コン を マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の 右 ボ タン で フリック し 、 表 示さ れる メニ ユ 
ー ガ らい Note* を 選択 し ます (ボタ ン を 押し た まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て “Note” が 反転 し た と こ 
ろ で ボタ ン を 離せ ば 、"Note* が 選択 され ます )。 する と 、 デスクトップ に 「 メ モ 帳 」 の ウィ ンド ウ が ガ が 
開く の で 、 そ の 中 に 自由 に メモ を 書き 込ん で くだ さい 。 


@ ソ フト キー ボー ド を 使う 
デス クア フ セ サ リア イコ ン を マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の 右 ボ タン で クリ ッ ク し 、 表示 され る メニ ユ 
ー ガ らい Keyboard” を 選択 し ます (ボタ ン を 押し た まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て “Keyboard" が 反 
転 し た と ころ で ボタ ン を 離せ ば 、\Keyboard が 選択 され ます )。 する と 、 デス クト ッ プ 上 に ソフ トキ 
ー ボ ー ド が 表 示さ れ ま す の で 、 マ ウス ・ ト ラッ フク ボール で 、 ソ フト キー ボー ド を 使 つ て くだ さい 。 
また 、 ソ フト キー ボー ド の テン キー は 、 電卓 と し て 使用 し ます 。 電卓 と し て の キー 入力 の 途中 経過 
お よび 結果 は 、 ソ フト キー ボー ド の 上 部 に ある 表示 パネ ル に 表示 され ます 。 


但 カ レン ダー を 表示 する 

デス フク フ ア ク セ サ リ アイ コン を マウ ス ・ ト ラッ ツク ボー ル の 右 ボ タン で フリック し 、 表示 され る メニ ユ 
ー ガ ら \Calendar” を 選択 し ます (ボタ ン を 押し た まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て “Calendar” が 反 
転 し た と ころ で ボタ ン を 離せ ば 、 "Calendar/ が 選択 され ます )。 する と 、 デス クト ッ プ 上 に カレ ンダ 
ー が 表示 され ます の で 、 マ ウス ・ ト ラッ ツク ボー ル で 自由 に カレ ンダ ー の ペー ジ (ひと 月 単位 ) を めぐ 
つて 使っ て くだ さい 。 


人 電話 帳 を 使う 

デス クア クセ サリ アイ コン を マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の 右 ボ タン で フク リック し 、 表 示さ れる メニ ユ 
ー ガ ら \Telephone Directory” を 選択 し ます (ボタ ン を 押し た だ まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て “Tele- 
phone Directory′ が 反転 し と と ころ で ボタ ン を 離せ ば 、“Telephone Directory′ が 選択 され ま 
す )。 す る と 、 デス フト ッ プ に 「 電 話 帳 」 の ウィ ンド ウ が ガ 開 この で 、 そ の 中 の 適当 お 場所 に 電話 番 写 な 
ご を 書き 込ん で くだ さい 。 
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フリップ ボ ー ド を 使う 

メモ 帳 や 電話 帳 の 中 で 、 クリッ プ し だ た い 部 分 を 指定 し て お ら 、 マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル の 右 ボ タン 
を リック し 、 ク リツ プ ボ ー ド の メニ ュー か が ら Cut” まだ は *Copy” を 選択 する と 、 クリ ッ プ ボー 
ド へ の 書き 込み が 行わ れ ま す (ボタ ン を 押し だ まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て 、 目的 の メニ ユー が 反転 
し た と ころ で ボタ ン を 離せ ば 、 そ の メニ ュー が 選択 され ます )。 

リッ プ さ れ だ 情報 を 取り 出す に は 、 読み 込む お 先 の ウィ ンド ウ 内 で 位置 を 指定 し て か ら 、 マ ウス ・ 
トド ラック ボー ル の 右 ボ タン を フリ ッ ク し 、 フリップ ボー ド の メニ ュー ガ ら Paste* を 選択 し て くだ さ 
い 。 


@ 電 卓 を 使う 
デス クア クセ サリ の ソフ トキ ー ボ ー ド は 、 電 卓 の 代わ り に も 使え ます 。 電 卓 ス イッ ツチ を フリ ッ ク す 
る と 、 ソフ トキ ー ボ ー ド は 電卓 モー ド に な り ま す の で 、 テ ン キ ー を 使 つ て 計算 し て こく ださい 。 


OPT. 2| キ ー を 押し な が ら |OPT. 1| を 押し て も 電卓 モー ド に な り ま す 。 


人 @ 外 字 を 作成 する 

デス クア クセ サリ の アイ コン メン デ ナ ン ス で 、 外字 を 作成 する こと も で きま す 。 
外字 の 選択 肢 を フ ! リ ッ フ する と 、 ア イコ ン メ ン テ ナ ンス は 外字 作成 画面 変わ り ま す の で 、 自由 に 外 
字 を 作 つ て 登録 し て くだ さい 。 


@@ 本 機 の キー ボー ドガ ら 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ を コン トロ ー ル する (テレ ビ コ ン トロ ー ル ) 
[SHIFT| キー (お よび 本 体 の 電源 が 入っ つて いる と き は [OPT. 2] キ ー) と 各 テ ン キ ー を 組み 合わ せ 
て 、 本 機 の キー ボー ドガ ら 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ の コン トロ ー ル が で きま す 。 


候 日 本 語 を 入力 する 
起動 時 に 日 本 語 FFP が シス テム に 組み 込ま れ だ と き は 、 キー を 押し な が ら [|XF1 | キー を 押す 
ご と に よっ て 、 日 本 語 入 ガ が で きる よう に な り ま す 。 日 本 語 FFP を シス テム に 組み 込む 方法 は 、 別 國 の 
「Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 を ご 覧 < だ さい 。 


久 コ マン ドモ ー ド に 入る 

"COMMAND. X” の アイ コン を ダブ ルフ ! リ ソック し ます 。 ま だ は 、 パ COMMAND. X” を 選択 し て 
お いて 、 コ マン ド メ ニ ュ ユー の “Open? を 実行 し ます 。 

コマ ンド モー ドガ ら 再 び デ スク トッ ツ プ に 戻る に は 、 キ ー ボ ー ド ガ ら \EXIT? と 入力 し て リマ ー ン キ 
ーー を 押し て くだ さい 。 
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@ AーZ 


ADPCM 

ヾ Adaptive Differential Pulse Code Modulation” の 略 。 アナ ロブ デー タ で ある 「 音 」 を デジ 
タル 化 ( デ ジマ タ イズ ) す る 亡 式 の 1 つ 。 本 機 に は 、 この 亡 式 の 音声 デジ タイ ズ 機 能 が 装備 され て いる の 
で 、 あ ら め ゆる 音 の デジ タル 録音 ・ 再 生 が 自由 に 行え る 。 
CPU 

ヽ Central Processing Unit′ の 略 。 命 令 を 実行 する の に 和 め 要 な 回 路 を 持つ た を 、 コン ピ ユ ー タ の 1 
コ ニ ッ ト 。 コン ピュ ユー タ シ ス テム 全体 の コン トロ ー ル や デー タ の 計算 ・ 比 較 な どの 判断 を 行う 、 コ ン 
ピュ ー タ の 小 臓 部 で ある 。 


FM 音源 
ヾ FM は 、 バ Frequency Modulation* (周波 数 変調 ) の 略 。「 音 」 の も と に な る 電気 信号 を 自在 に 
組み 合わ せ て 、 音 の 波形 を 作る 万 式 の こと 。 多種 多 様 な 音 作 り が 可能 で ある 。 


IPL 

\Initial Program Loader” の 略 。IPL は 、 外 部 記 模 装置 に あめ る プロ ブラ ム (OS) を コン ピコ ユー 
の メモ リ に 読み 込む な め の プ ロブ ラム で ある 。 通常 は コン ピュ ー タ の ROM に 記憶 され て お り 、 電 
源 投入 と 同時 に 作動 する よう に な つて いる 。 


JIS 配列 
日 本 工業 規格 て Japan Industrial Standards) に よ つ て 定め られ だ を キーボード の キー 配列 の こと 。 
英文 字 に 加え て カナ 文字 も 備え られ て いる 。 


OS 


ヽ ヾ Operating System* の 略 。 コ ンピュータ を 操作 する だ ため の プロ ブラ ム の 集まり 。 コ ンピュータ 
の 処理 を 効率 たよ < 行う た め の 基 本 ソフ トウ エア 。 


RAM 

*Random Access Memory′ の 昭 。 コン ピュ ユー タ 内 の コ ニ ッ ト の 1 つ で 、 デー タ や プロ ブラ ム 
な ご を 記憶 し て お ご 部 分 。 RAM に は 自由 に 情報 を 読み 書き する こと が で きる が 、 一 般 に 電源 が 切断 さ 
れる と その 内 容 は 消失 し て し まう (だ だ し 、 S-RAM (Static RAM) と 呼ば れる RAM は 、 バ ツテ リ 
ー バ パ バックアップ され だ も の な の で 、 電 源 を 切っ て も その 内 容 は し ば ら ぐ の 間 (2 週間 程度 ) 保存 され 
る )。 


RAM ディ スク 
RAM の 一 部 を ディ スク ド ライ ブ と 同じ よう に 使っ つ を も の 。 RAM ディ スク は 、 自分 で 用 意 す る こと 
ガ で きる ' Human68k コー ザー ズ マ ニュ アル 」 の 第 7 章 を 参照 )。 
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ROM 

^~Read Only Memory” の 略 。 コ ンピュータ 内 の ユニ ッ ト の 1 つ で 、 デー タ や プロ ブラ ハム ハ な ご ど ご を 
記憶 し て お ご 部 分 。 ROM は 、 情 報 が あら が じ め 書 き 込 まれ て いる 読み 出し 専用 の メモ リリ で 、 電 源 を 切 
つて も その 内 容 は 失わ れ な い 。 


VRAM 
^Video Random Access Memory′ の 略 。 ディスプレイ 装置 の スワ フ リーン に 表示 する 文字 や 
図形 の 情報 を 記憶 し て お こく メ モリ (RAM) の こと 。 


@ あ 行 


ギコ ラッ 
デス クト ッ プ 画面 に 表示 され る シン ボル マー ク 。 図 柄 が それ ぞ れ の 機能 を 象徴 し て いる 。 


ワウ セス 
コン ピコ ユー タ と 周辺 機器 の 間 で 、 デー タ の や り 取 り を する こと 。 だ と えば 、「 ディスク に アク セス す 
る 」 と は 、 ディ スク に 対し て 書き 込み 読み 込み の 操作 を 行う こと を 意味 する 。 


アプ リケーション 

ある 特定 の 仕事 を する だ め に 開発 され だ ソフ トウ エア の こと 。 アプ リケーション は 、 通常 フロ ツ ピ 
ー デ イィ スク で 供給 され る 。 
ウィ ンド ウ 

様々 な 情報 を 表示 する だ め の “ 窓 "。 デ スク フト ッ プ で は 、 和 め 要 に 応じ て この * 窓 ” を 開い て 、 作 業 を 
進め て いく 。 


ae 
プロ プラ ム の 実行 中 に 、 何 か 不都合 ザ ガ 生 じ る こと 。 エラ ー の 原因 に は 、 操作 の ミス 、 も し こぐ は プ ロ 
ブラ ム 自 体 の 誤り の な ご ど が 考え られ る 。 
2N レ し レー ティ ラグ シス テム 
「OS」 参照 。 


@ が 行 


カー ソル 
ディ スプ レイ の ご どの 位置 に 次 の キヤ ラフ タ が 表示 され る ガ を 示す 指標 。 


拡張 子 

ファ イル 名 の 一 部 。 フ ァイル 名 に 拡張 子 を 付け る 場合 は 、 名 前 と の 間 を ピリ オド (. ) で 区 切っ て 半 
角 文 字 で 3 文字 以内 の 拡張 子 を 続け る 。 拡 張子 は 、 フ ァイル を 判別 する の に 使わ れる こと が 多い 。 
Human68k で は 、 原則 と し て アル ファ ベッ ト 1 文字 の 拡張 子 は 、 特別 な 意味 の ある 拡張 子 で ある ( シ 
ステ ム 約 )。 


211 


が プ 
マウ ス の ボタ ン を 押し 、 すぐ に 離す 動作 の こと 。 


@ 行 


出力 
コン ピュ ー タ に よっ て 処理 され 、 出 力 装 置 に 送ら れる 情報 の こと 。 出力 装置 は 、 プリ ンタ や ディ ス 
ク ド ラ イブ 、 ディ スプ レイ な ど 。 


スー パー ヤ インポ ボーズ 
テレ ビ や ビデ オ の 画面 に 、 コン ピ ユ ー タ の 画像 を 重ね て 表示 する ご と 。 


スクロール 
ディ スプ レイ 上 の 画面 を 、 ち よう ど ご 巻物 を 巻き 上 げ だ り 巻 き 戻 し を りす る よう に 、 上 下 を 右 に 動か 
すこ と 。 


@ た 行 
ダ プ ルク リッ 

マウ ス の ボタ ン を 素早 く 2 回 続け て 押す 動作 の こと 。 
ディ レク トリ 


ディ スク の 内 容 一 覧 の こと 。 デス クト ッ プ で は 、 ディ スク アイ コン や フォ オル ダー アイ コン の ワウ ィ ン 
ドウ と し て 表示 され る 。 


デス ワッ アン セ サ リ 
デス フト ッ プ 上 で 自由 に 使え る 小さ な アプ リケーション の こと 。 タ イマ ー や メモ 帳 、 コ ント ロー ル 
パネ ル な ど が あり 、 デス クア クセ サリ アイ コン の メニ ユー の 中 が ガ ら 選択 し て 使用 する 。 


デス タ ド ツ ヴ 

ビジ ュ ア ル シ エ ル を 実行 する こと に よっ て 、 ディ スプ レイ に 表示 され る 画面 の こと 。 アイ コン や ウ 
ィ ン ド ウ な どの ビジ ュ ア ル (視覚 的 ) な 要素 が ら 構 成 こ れ て いる 。 

ドラ ッ グ 

マウ ス の ボタ ン を 押し な が びら 、 マ ウス を 動 ガ 9 動作 の こと 。 

@ な 行 
入力 

コン ピュ ー タ に 情報 を 与え る こと 。 入力 は 、 キー ボー ド や マウ ス 、 プロ プラ ム 、 人 他 の コン ピコ ユー マヤ 
な どか が ら 行 われ る 。 

@ は 行 
バッ クア ッ プ 

不 注意 な 操作 、 ま だ は 不慮 の 事故 な ど に よる デイ スク や デー タ の 消失 に 備え て 、 ディ スク の 複製 を 
作る こと 。 まだ は 作 つ た も の 。 
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ハー ドコ ヨ ピ ー 

画面 の 様子 を その まま プリ ンタ に 出力 する こと 、 まだ は 出力 し だ も の 。 

ピ ジ ュ アル シェ ル 

デス クト ッ プ を 設定 する 機能 (プロ ブラ ム )。 本 機 で は 、 こ の プロ ブラ ム の ファ イル 名 は vs. x? 
で ある 。 


ビット マッ プ 

スク リー ン の 画素 ( ド ツ ト ) ガ が 1 つ 1 つ 独 立 し て 、VRAM に マッ プ ( 対 記 づ け ) され て いる 表示 形 
式 の こと 。 き め 細 が い 画 質 が 実現 これ る だ め 、 ブラ フィ ッ ク を 扱う 表示 に は よ ぐ 用 いら れる 方 式 。 本 
機 で は 、 テ キス ト (キキ に 文字 ) を 扱う 表示 に も 、 この ビ ツ トマ ッ プ 方式 を 採用 し て いる 。 


ツァ イル / 
関連 し た 情報 の 集まり 。 コ ンピュータ で は 、 プロ ブラ ム も デー タ も 等 し く 「 フ ァイル 」 と し て 扱わ 
れる 。 


フォ ー マ ッ ト 
ディ スク の 初期 化 。 コ ンピュータ で デイ スク を 使用 する だ め に は 、 最初 に 一 度 だ け フ ォ ー マ ッ ト 処 
理 を 行わ か けれ ば な ら な い 。 


オル ダー 
デス クト ッ プ に お ける ファ イル の 入れ 物 。 デ ィ ス ク 上 に だ ぐさ ん ファ イル が ある 場合 は 、 フ ォ ル ダ 
ー を 利用 し て ファ イル を 整理 する こと が で きま す 。 


ジウ ツ ビ ピー デイ スタ 

四角 い ジ ヤケ ッ ト (プラ スチ ッ ク 板 製 ) の 中 に 磁性 体 の 円 盤 が 入 つ て いる も の で 、 プロ ブラ ム や デ 
ー タ の 保存 に 使用 され る 。 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は 、3.5 イン チ 、 5.25 イン チ 、 8 イン チ と いつ だ サイ 
ズ が あり 、 ま だ 同じ サイ ズ の も の で も 、 「 片面 」 と 「 両 面 」、 と が 、 「 単 密 」「 倍 密 」「 高 密 」 と いつ だ 種 
類 が ある (本 機 で 使用 する フロ ッ ピ ー デ ィ ス フ は 、 5.25 イン チ 布 面 高密 度 (2HD) の も の )。 


フロ ント プロ セッ サ 

「 前 処理 プロ プラ ム 」 の こと 。 たと えば 、 コ ンピュータ と 通信 回 線 と の 間 に 置 か れ て 、 デー 送受 
信 や 伝送 チエ ッ フ な ど を 行う 通信 制御 プロ プラム や 、 コン ピュ ユー タ と ワー ド プ ロ セ ッ サ プロ ブラ ム の 
間 に お が れ 、 入 力 する 日 本 語 の 編集 を 行う プロ プラ ム な ど が ある 。 


ブロ ンプ ド 

入力 如 進 の こと 。 対 話 型 の 処理 (コン ピュ ユー タ と ユー ザー が ガ が 対話 を し な が ら 処 理 を 進め て ゆく よう 
な 形態) で 、 コンピ ユー タ ガ コ ユー ザー に 入力 を 要求 し て いる こと を 示す た め に 表示 する 記号 な ど を 指 
す 。Human68k の プロ ンプ ト は 、 ドラ イブ 名 と `>? 記号 で 表示 され る 〇 A>? な お ど )。 


暴走 

プロ グラ ム に 欠陥 が あめ つ を り し て 、 コ ンピュータ の 動作 に 異常 を を また すこ と 。 画面 が 乱れ だ り 、 キ 
ー 入 力 を 受け 付け な く な つた りす る 。 暴走 し て し まつ だ ら 、 リリ セッ トス イツ チ を 押す か 、 (一 度 電源 を 
切 つ て )〉 再び 電源 を 入れ 直す まで 、 コン ピュ ユー タ は 使用 不能 こ な る 。 
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ポイ ンタ 

マウ ス や トラ ッ ツク フ ボ ー ル の 使用 者 が 、 デ スク トッ ツ プ 上 の 自分 の 位置 を 確認 する だ ため の 、 小 さ な ブ ラ 
フィ ッ フ シン ボル の こと 。 ポ イン タ は 通常 は 矢印 型 だ が 、 実行 経 員 や ポイ ント する 場所 に よ つ て 形 が 
変化 する こと も ある 。 


ポイ ン テ ィ ン ブ デ バイ ス 
マウ ス や トラ ッ ツク ボー ル な どの 座標 入力 装置 の 総称 。 画面 上 の 位置 を 指定 する の に 適し て いる 。 


ポイ ント 
デス クト ッ プ 上 の ポイ ンタ を 目標 の 位置 まで 秘 動 し 、 目標 を 指し 示す 9 動作 の ここ 。 


@ ま 行 


マー ダグ 
2 つの ファ イル を 結合 し て 、1 つの ファ イル に する こと 。 


2 記 コ =ー 
現在 行う こと の で きる 作業 ガ 一 覧 で きる よう に 表示 し た も の 。 用意 され た だ 項目 の 中 ガ ら 自由 に 選択 
る こと が で きる 。 


メモ リ 
コン ピュ ユー タ 内 部 の 記憶 装置 。 実際 の 作業 に 秒 要 な プロ プラ ム や デー タ は 、 い つ だ ん ご の メモ リ に 
読み 込ま れ て ガ ら 使用 な れる 。 


@ や 行 
ユー ティ リティ 

辞書 デイ スク 保 守 ユ ー テ ィ リ ティ の よう に 、OS や プロ ブラ ミン ゲ グ 言 語 の 働き を 助け る よう お 補助 
プロ グラ ハム の 総称 。 
@ ら 行 
ライ ド プ ロロ デ テグ ド 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 書き 込み 禁止 処理 の こと 。 ラ イト プロ テク ト さ れ だ ディ スク は 、 情 報 を 読む 
こと は で きる が 、 ディ スク の 内 容 を 変更 し た り 消 去 す る こと は で き な い の で 、 大 事 な お プロ プラ ム や デ 
ー タ の 入 つ て いる ディ スク を 保護 する の に 便利 で ある 。 ライ ト プ ロ テク ト の 万 法 は 、 デ ィ ス ク の 種類 


に よっ て 異な る (本 機 で 使用 し て いる 5 イン チ デ ィ ス ク の 場合 、 デ ィ ス ク に ある 切込み (ライ ト プ ロ 
テク トン ツチ ) を 不透明 な シー ル で ふさ ぐう)。 


リセ ッ ト 
コン ピュ コータ を 初期 状態 (電源 を 入れ た と き と 同 じ 状態 ) に 戻す こと 。 


@ わ 行 
ワイ ルド カー ド 

ファ イル 名 を 構成 する 文字 の 代わ り に 用 いる 一 種 の 代用 文字 で 、^*” と?? の 2 種類 が ある 。“?“ 
は 任意 の 1 文字 を 、"*” は あら め る 文字 列 を 表す 。 
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一 本 変 提 モ oo eeeasskonassses ee 135 

移動 
アイ コツ の 移動 ーー 50 
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引 


ウイ ツウ の 物 動 の om で の meets 64 
ポイ ンタ の 秘 動 PODCPPPPPCPPPPPPPPPPLPKEPPCPLLLE 49 
イメ ー 逐 入力 用 コネ クタ PCCPCPPCLPDCLCPPYLCCLLLLL 14 
印刷 
画面 幼 印 刷 上 eeatoeeeezcsyeses eee 108, 158 
アル の 印 計 kNYeeeeteeo ne 107 
イン ジ ケ ー タ 部 PCDCPPPCPPPPCPCLLPCPPPPPPYYPLPPPPLPLT 10 
ギタ ラガ に ヌイ た ドー 11 
2 おい ashSeoeese2irdeet2cd32 こ 48. 59 
ウイ ンド ウ の サイ ズ 変 更 RPCPCCPCCCCPPCPYYTYTD 63 
SGD の 移 電 記 ーー ee ーー 64 
の 2 ドウ の 環 所 60 
2 の を 開 和 moeeoeerietut is 51 
に ウ な 義人 2 reeiee nen と 62 
うき ピッ ドウ チェ ンジ ボス いて … い いこ 59 
オー ディ オ 出 力 端子 POCCUCCPCPPPCPPPPPPPPPPTEYYYYYT 15 
オー ディ オ 入 力 端子 PODCCPCCCCPPCCPTEPKECPPPPPPYEPP 15 
オー トイ ジェ エク ト 機 能 PCOCCCCPPPPPPPPPPPPPYPTYYYYP 41 
背 寿 工 整 ポー 10 
《 ガ 行 〉 
デー の CFS は PPE だ に CPP PC 119 
外部 フロ ッ ピ ビー ディスク ドラ イブ 用 コネ クタ 
ECC7X と だ POPCCOC で PP TL だ CPP 16 
階 屋 大 先 了 釣 陸上 eeー 67 
だ は EPC 134 
32 が 2 生生 RtEOPPPCPPCCGCH ご CDPOCTE2Y で で ココ 58 
3 ルー SSC 164 
交 ー ナ ベル 川 RECLUCCPCCPPPPPPPPPPPCPPLUCLCLPCOPPYKLKP に CD 間 1 
画面 モー ド PCDCCPCCPCPCPPPPPPPPPPPPPPPPLPPPECPPPYEPPEF 116 
5i2NKSIS モ io 116 
682512 に 116 
カレ ンダ ー DOCCCCEPPCPPPPPPPPPPPPPPYYYTFPKPFPFFEFFFFPPP 115 
こね 912 還 CPP 145. 149 
起動 
ビジ ュ コア ル シ エ ル の 起動 PCCEPCPCCPLPCPPLPLKE ロ 4/ 
日 本 語 FP の 起動 POPCLPCCLCCLLCCLCCCCCCCCPCCC 133 


索 引 
キー 入力 
キー ボー ド の 使い 方 …… ド tm 27 
日 本 語 FP ドド io 135 
キー ボー ドド の oo 27 
キー ボー ドコ ネクター … oon 10 
キャ ラク マタ キー … omoeoeeeenenrnr 31 
キャ リン ブ ハン ドル ドー で oon 11 
強制 イジ エフ クト ボ タン で iron 16 
クツ ク 0EEEEOOCOOOOEHEECOEPOEPEEEECREEEEEE 50 
ク ! リ ソ プ ボ ー ド アイ ニン で "mrmrenrrnenn 124 
フリップ ボー ドア イコ ン の メニ ュー ……… 125 
Co 125 
1 王 の OUPOCCCCCOJOD こ いい 125 
Paste(Copy) mml 125 
Paste(CUOD oo 125 
クロ ー ズ ボッ フク スー … "ooeoeemeemerererrr 59 
コネ クマ ……… ド oo 167 
コピ ー 
ディ スク の コビー ーー … "oomoemermernrrre 憲 89 
テキ スト の コビー … mooneerenn 124 
ハー ドコ ピー ドー … ooo 108, 158 
ファ イル の ニコ ビー ーー ooo 86 
フォ ル ヴ ー の ニ ビ ーー … "room 89 
コピ ー ァ イコ ンー … el 86 
コマ ンド ヌメ ニュ ーー "oe 68 
EE 7 人 2 
Informatione on 69 
Look Date Iro 28 
Look Name on Irener 73 
Look Siz6 rimhmhmhmhmhii 74 
Oi 70 
Rename ee 7 の 
SortnOd ee 74 
16 邊 の と 129 EGGGGGGCEECCOOEEEEHHHRERTTED 76 
コマ ンド モー ドー …… oooeoeereee 77, 154 
ご み 箱 p ィ コン ーー… ド iiiro 100 
ご み 箱 の メニ ュー ーー … oomoeoeeenernerrrn 101 
CO 101 
Ei 101 
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Open 志和 101 
コン トロ ー ル パネ ル CC に に こ に に に に に に に に いい 115 
くさ 行 
サイ ズボッ クス KKYYYCXTOLOKIOOLIOKKKAOLALLI 59 
削除 
ファ イル の 削除 PCPPPOCCCCCCOCCCCCCOOCLLUULCOULL 102 
ツラ し ダー の 削除 PPPCCECLDCCCODLCOLLLPDLC い O 104 
作成 
アイ コン の 作成 OPCCCODDCCLCCCDOCDULLLLLCPOOULLM Mk 
外字 の 作 研 上 rmrrrerrrrrrnr 119 
バッ ツク フ ア ッ プ コ ピー の 作成 ……………… 89 
サー ビス コン セン トー … oe 16 
辞書 学習 機能 YOOCCCLLLLOOOCOCLCCCOCCLLLD 146 
辞書 ドラ イブ 設定 aoeoeseaesssseeesseeseseiseseiee 145 
シス テム 拡張 PPPOPOCCCEKCCCCOCCOCOCLOUOCOCCOUUCL 160 
5 メカ 叉 デハ デイ スズ ツ COPDCCCCDCCCCOCCCCOCCCODLLDLCOLE 47 
シー スル ー カ ラー 端子 POOLPCCCDOCCCDOUOLLLLL 14 
フト JIS コー ド PLCYCUDLLPLLLLL い | 120, 183 
周辺 機器 POCOCCCCCCOCCUCOCCCCUCCCOLULCULL い 26, 160 
終了 
作業 の 終了 POPECCOPCCCCCCCOOLDCOCOULLUCCLDDCDCL 7 
ビジ ュ ア ル シ ャ エ )/ し の 終了 esse eeeeispee が が 
ジョ イス ティ ッ ク 用 コネ クタ …… の …… 9, 15 
2/ ロー ル PPPPPPPCCCCCCCOCCCCCLCLLUCCCCCCCUCLULLUUUL 65 
27 ロー ル / バー PEPCCPPCCCCCCLLLCODOCUUCUULOLLULULULUULE 59 
スジ 。 ロー ル ボ ックス EPCCCPCCLLCCCCCLLLLLUCDCDLOULLU 59 
な / パー イ ン ポ ー ズ POCOOCCCCUCCCCCOCULCLLLLLLCCLL 1 53 
スペ ッ ツク COCOLCOCCOODODOCOOOUULLIOLKTLAIU 179 
ズー ム ボ ックス CCCCCCCOCOCCOLCLCOCCCLCCCO 59 
スロ ツ ト メ カメ / バー PP で CCCCCCCCCCCCCCCOOLOLCLLC ロ 13 
選択 
アイ コン の 選択 Saoeaaiaieieiee ep sssieielee sisiee sss 50 
ウイ ンド ウ の 選択 OPECCCCCOOCLCDCCOCCGLCLCL い 60 
メニ ュー の 選択 へ トス 32UKOOOLAZXA2ODDC 68 
専用 ディ スプ レイ テレ ビ maleiaeieis sie ss 24. 152 
専用 ディ スプ レイ テレ ビ コ ント ロー ル 用 コネ フタ …13 
ソフ トキ ー ボ ー ド POOLLLUUPUCDCOUDULLYLL 110 


〈 な 行 〉 
2 の に NeSeeee ceteoasesoee 59 
2 マー 120 
ダブ ルフ リッ プー ドド oo 1 
語 登録 尼 作 ーー ドド ee……… 146 
逐 炊 自動 変換 モー ド ……ー… ド ーー 135 
ディ スク ファイ ュ コン … oeooeoeoeeetit… 80 
ディ ス フ ド ライ プー …… oo 42 
ディ スク の イジ エト に の の oe 41. 84 
ディ スク の コピー ロー トン の 邊 me 89 
ディ スク の 初期 化 (フォ ー マ ッ ト )  ……… 84 
ディ イヌ タメ ニコ ー か で くい が の の ドニー ニー 82 
Close/Eject eonet 84 
091Y20 守 PVP PYY で ITRCNEFYCTCO 84 
| lie19MEUMPS18 er 83 
Oi 84 
Volume Na eeoeeoeeeeeeeteeeete<i 84 
ディ レク トリ eateteeenees 67 
デス クア クセ サリ アイ コン の で eee 109 
デス クア クセ サリ の メニ ュー ぐつ 上 上 109 
(251UCIHTBI21 全 OYK た KC 115 
GOfNTOI EPSON ニタ eoeeee・・ 115 
Icon Maintenance ドド ーー 117 
Keyboard … ooo 110 
NIOGSoreveteednoregeeSheedbtyde RfsdteSiekyesr ss 112 
Telephone Directory…etiinm… 113 
(HB/ こ 1 に GCC あら た と KK スネ PC へ に TS 120 
デス フク フ トップ 画面 … 研 上 研 ーー 47 
テレ ビ ピゴット ロー ルル 人 O①①…… バ ーー で 152 
電源 ii 20 
電源 を 切る の ドド ドド ーー……… 45 
電源 を 入れ る ーー…… 44 
電源 スイ ぃ チー ドド eeomoeeeet 10 
電源 ラン プー 10 
電卓 ii 111 
電 語 央 ドド ドド ドド ドー ドー 113 
特殊 キー コード ーーーー… の 
時 iililitiitst'】 110 
ドラ イブ アク セス 表示 用 ラン プ …………… 


ドラ イィ イフ ………ー ド ドド ドー 80 
ドラ ッ プ ブー ドー iiooeerernerm… 50 
〈 な 行 〉 
日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ (日 本 語 FP) 132 
日 本 語文 字 の 入力 と 変 拠 …(… 〇 ……………… 135 
ニュ ー フ オル ダー アイ コン BOOCOOCOOCOCLY い CC 94 
ニュ ー フ オル ダー の メニ ュー OPCPOPCPCCLY 95 
(@⑥1【6 に (< 間 ECEEECCEEEECECDCPPPPPPEPPCPPEPPPCCCPPPEYEPPPPP 96 
Or 95 
入力 モー ド ……… ド ドド oooeneemeee… 134 
〈 は 行 〉 
バー 
スク フロ ー ル バー ドー ooo 59 
タイ トル バー ーー に eo 59 
ii IN 
バッツ ク ァ ッ プー ドド ooeeeeeneneneenernrerrrmrt 89 
ハー ドコ ピー PECPPCPPCCPCLLDCDLCLCUCUCULLLLL 108, 158 
バハ バード デア ベス ツ ド ライ ズ 朋 ココ そ の タダ ーーー 16 
ビジ コア ル シ ェ ルー … eooeeeeenren 47 
表示 
アイ コン の 表示 形式 OPDPCPLPOCCCCPCLCCC 7 
フォ ル ダ ー の 内 容 表 示 …………………… 70 
ディス ク の 内 容 表 示 OK て とう に いし じい 81 
表示 選択 モー ド POCCODOOCDECCLYUCOLCLLKC い に にし し に し いしい 142 
ファ イル ……ー ド oeoeoeoeeneenm… 56 
ファ イル 情報 の 表示 …………………… 69 
ファ イル の コピ ーー … ド eeeoeeeme… 86 
ファ イル の 惣 動 … ぐ で で の で 研 上 に 93 
ファ イル の 印刷 …ーーー ド ーー 0 
ファ イル の 検索 ……… 旗 宅 上 研 上 76 
ファ イル の 削除 PROCCCCOCOCCCOCOCCCOCCCCOCCCCOCC 102 
ファ イル の 復元 … 話 Gh バ ーー 105 
ララ イル ii 58 
ファ イル 名 の 変更 ーーー……… 72 
フォ ル ダ ー- ーー ドド ドド ドド oonnmn 57, 94 
フォ ル ダ ゲー の コピ ーー ……… ド io 89 


メガ オル ダー の 秘 動 OO つい 93 


索 引 


フォ ル ダ ー の 検索 ………… の ii 76 
フォ ル ダ ゲー の 削除 … 人 人 G@ 呈 上 上 二 mr 104 
フォ ル ダ ゲー の 内 容 表 示 ………………… 70 

フォ ル ダ ー 和 iri 58. 96 

プリ ンタ ア イコ ンド eoeenerre 106 

プリ ンタ アイ コン の メニ ュー … で の roleiolio 108 
Hard Copy omment 108 

プリ ンタ 用 コネ クマ ター … で emem 13 

フレ ー/ ア ーー ス (hh 13 

フロ ッ ピ ビー デー イィ スク PPCULPCPPPPPCCCCCCCCLLLCLLL 39 

プロ ンプ トー… ド ドド ion 155 

文節 の 操 会 上 frrnrnrren 141, 149 

ヘッ ドボン 商 季 ririhihh 9 

変換 エリ アド re 134 

変 損 操 作 の … ぐ で ie 138. 148 

変換 方 式 の 切り 換え … ぐ で …olliililiiem… 146 

変換 モー ド の oe 135 

変更 
画面 モー ド の 変更 … 応 で OO({liriliriie… 116 
クリ ッ プ ファ イル の 変更 ………………… 116 
時 刻 の 変更 iriieoeeeeeneenene 121 
シス テム ハ ド ラ イブ の 変更 ………………… 116 
電話 帳 フ ァイル の 変更 … 雪 で 上司 呈 116 
ファ イル 名 の 変更 … ぐ 0 ぐ 雨 研 司 oe 72 
ボリ ユー ム 名 の 変更 … で ぐ ii… 84 
メモ 帳 フ ァイル の 変更 ………… の li の 116 

ポイ ンタ ii 48 

ポイ ii 49 

保護 ミー トー oo 44 

ボッ クス 
Srormrn 59 
クロ ー ズ ボツ クス POOLODOCCCOOOCUCCODCOCLLLCCCL 59 
サイ ズボッ フス ooo 59 
スク ロー ル ボ ツク フス POPCCCPPCCCCPDCCLLDLCCCDCLDOU 59 
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ズー ム ボ ックス POPPDPDPPCLLCCPLCCCCCLDCCCDUCNCL 59 
ボリ ュー スム orimrihmhiemhihimiiit 81 
〈 ま 行 〉 
マウ ス ・ ト ラッ ツ フ ボー ル iiie 34 
マウ ス 用 コネ クマ ター … で oe 10 
メイ ン 電 源 ス イッ チー …( で (ieoieeeeeni 15 
2 た Ne ラ 
コマ ンド メニ ュー eeeeeemeemeeenmm… 68 
ご み 箱 の メニ ュー で eee 101 
ディ スク メニ ュー oo 82 
デス フク アフ セ サリ の メニ ュー ………… 109 
ニュ ー フ オル ダー の メニ ュ ユー OPCCCCCCLLLLL 95 
プリ ンダ の ュ メニ ュー momermererrrrr 108 
メモ 帳 riroroioorrere 112 
モー ド 
画面 モー ド mt 116 
コマ ンド モー ドド の ee 77, 154 
デス フク トッ プ モ ー ド … "oonnt 154 
入力 モー ド ooo monoenoneerererei 134 
変換 モー ド で ore 135 
《 ら 行 〉 
ライ トト プロテクト … "ionernrnr 81 
ライ ト プ ロ テ フ ト ノッ チー …… の iiiiiio 39 
リセ ッ ト す る oh 46 
リセ ッ ト ス イィ イッチ oe 1 
体 補 ii 13 
リモ ー ト コネ フタ met 13 
〈 わ 行 〉 
ワイ ルド カー ドド eo 76, 79 


圏 ア フタ ー サ ービス に つい て 


( 


故障 まだ は 異常 生じ た と き は 、 使 用 を や め て 、 差し 込み プラ ブ を コン セン ト ガ ら 抜 き お 買い 求 
め の 販 売店 、 も し ぐ は 最 寄り の シャ ー プ お 客 様 ご 相談 突 品 に ご 連絡 ぐだ さい 。 

本 機 は 精密 機器 で す の で 、 ご 自分 で の 修理 は 避け て ぐだ さい 。 故障 の まま お 使い に な つ だ り 、 ご 
自分 で の 修理 は 危険 で す 。 

ご 転居 、 ご 贈答 品 な ど で 、 お 買い 上 げ の 販売 店 に 修理 を 依頼 で き な い 場合 は 、 最寄り の シヤ ー プ 
お 客 様 ご 相談 窓口 に お 問い 合わ せく だ さい 。 


画 保 証 に つい て 


放 


本 機 に は 保証 書 が つい て いま す 。 保証 書 は 販売 店 に て 所 定 事項 を 記入 し て お 渡し いた し ます の で 、 
内 容 を よ ぐ お 読み いた だ き 大 切 に 保存 し て くだ さい 。 保証 期間 は 、 お 買い 上 げ の 日 がら 1 年 間 で 
す 9。 

保証 期間 中 、 万 一 故障 し た 場合 は 保証 書記 載 内 容 に 基づき 、 修 理 い た し ます 。 詳し ぐ は 保 証書 を 
選 覧 くだ さい 。 

本 機 を 運用 し た 結果 生じ る 影響 に つい て は 責任 を 買い ガ ね ます の で あら が じ め ご ず 承 くだ さい 。 


. 保証 期間 経過 後 の 修理 に つい て は 、 販 売店 に ご 相談 くだ さい 。 修理 に よ つ て 機能 が 維持 で きる 場 


合 は 、 お 客 様 の ご 要望 に より 有料 修理 いた し ます 。 


お 問い 合わ せ は 


ご この 製品 に つい て の ご 意見 、 ご 質問 は シャ ー プ 消費 者 相談 室 、 ま だ は お 客 様 ご 相談 究 口 へ お 申し 付け ぐだ さい 。 


札幌 支店 消費 者 相談 室 〒063 札幌 市 西区 24 軒 1 条 Z 丁 目 3-17 号 合 (011)642-4649 
仙 台 支店 消費 者 相談 室 〒983 仙台 市 卸町 東 3 丁 目 1 番 27 号 容 (022)288-9141 
宇都 宮 支 店 消費 者 相談 室 〒320 宇都 宮 市 不動 前 4 丁目 2 番 41 号 合 (0286)35-1155 
東 京 支店 消費 者 相談 室 〒114 東京 都 北 区 東田 端 2 丁 目 13 番 17 号 合 (03) 893-4649 
名 古屋 支店 消費 者 相談 室 〒454 名 古屋 市 中 川 区 山王 3 丁目 5 番 5 号 信 (052)332-4649 
金 沢 支店 消費 者 相談 室 〒921 如 川 郡 野々 市 町 字 御 経塚 町 1096 番 地 の 1 合 (0762)49-4649 
大 阪 支店 消費 者 相談 室 〒556 大阪 市 浪速 区 恵美 須 西 1 丁目 2 番 9 号 谷 (06) 643-4649 
広島 支店 消費 者 相談 室 〒731-01 広島 市 安佐 南 区 西原 2 丁目 13 番 4 号 谷 (082)874-4649 
高松 支店 消費 者 相談 室 〒760 高松 市 木 太 町 1861 番 地 の 3 人 (0878)33-4649 
福岡 支店 消費 者 相談 室 〒816 福岡 市 博多 区 井 相 田 2 丁目 12 番 1 号 容 (092)572-4649 
沖 縄 消費 者 相談 室 〒900 那覇 市 時 2 丁目 1 0 番地 1 合 (0988)62-2231 


上 記 以外 に も 、 台地 区 に お 客 様 ご 相談 窓口 を 設け て お り ま す の で 、 付 属 の 「 お 客 様 ご 相談 窓口 一 覧 表 」 を ご 覧 ご 
だ さい 。 所 在 地 ・ 電 話 番号 な ど は 変わ る こと が あり ます 。 そ の 節 は ご 容赦 願い ます 。 


2 グ ャ ー 究 杯 式 会 社 


本 社 〒545 大 阪 市 向 倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 
電話 06 (621) 1221 (大 代表 ) 
電子 機器 事業 本 部 〒329-21 栃木 県 矢板 市 早川 町 1 7 4 番地 
電話 02874 (3)1131 (大 代表 ) 


お 客 様 へ …… お 買い あげ 年 月 日 、 お 買い あげ 店 名 を 記入 され ます と 、 修 理 な どの 依頼 の と き に 便利 で す 。 


お 買い あげ 年 月 日 年 月 日 
お 買い あげ 店 名 
話 番 号 
も より の 
お 客 様 ご 談 癒 口 TINS-3371 CEZZ 
電話 番号 


T0129-A| @ 


